


ご使用になる前に必ずお読みください
ここに記載した注意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、
あなたや他の方々への危害や損害を未然に防ぐためのものです。
注意事項は誤った取り扱いで生じる危害や損害の大きさ、または
切迫の程度によって、内容を「警告」、「注意」の2つに分けてい
ます。これらは、あなたや他の方々の安全や機器の保全に関わる
重要な内容ですので、よく理解した上で必ずお守りください。

火災・感電・人身障害の危険を防止するには
図記号の例

以下の指示を守ってください

警告
この注意事項を無視した取り扱いをすると、
死亡や重傷を負う可能性が予想されます

･電源コードのプラグは、必ずAC100V の電源コンセントに
差し込む。

･電源コードのプラグにほこりが付着している場合は、ほこりを
拭き取る。
感電やショートの恐れがあります。

･本製品はコンセントの近くに設置し、電源コードのプラグへ容
易に手が届くようにする。
･次のような場合には、直ちに電源を切って電源コードのプラグ
をコンセントから抜く。
○ACアダプター、電源コードやプラグが破損したとき
○異物が内部に入ったとき
○製品に異常や故障が生じたとき

修理が必要なときは、コルグ・サービス・センターへ依頼してく
ださい。

･本製品を分解したり改造したりしない。

･修理、部品の交換などで、取扱説明書に書かれている以外のこ
とは絶対にしない。

･AC アダプターのコードを無理に曲げたり、発熱する機器に近
づけない。また、AC アダプターのコードの上に重いものをの
せない。
コードが破損し、感電や火災の原因になります。

･大音量や不快な程度の音量で長時間使用しない。
大音量で長時間使用すると、難聴になる可能性があります。万
一、聴力低下や耳鳴りを感じたら、専門の医師に相談してくだ
さい。

･本製品に異物（燃えやすいもの、硬貨、針金など）を入れない。
･温度が極端に高い場所（直射日光の当たる場所、暖房機器の近
く、発熱する機器の上など）で使用や保管はしない。
･振動の多い場所で使用や保管はしない。
･ホコリの多い場所で使用や保管はしない。
･風呂場、シャワー室で使用や保管はしない。

･雨天時の野外のように、湿気の多い場所や水滴のかかる場所
で、使用や保管はしない。

･本製品の上に、花瓶のような液体が入ったものを置かない。
･本製品に液体をこぼさない。
･濡れた手で本製品を使用しない。

注意
この注意事項を無視した取り扱いをすると、

傷害を負う可能性または物理的損害が発生する可能性があります

･正常な通気が妨げられない所に設置して使用する。

･ラジオ、テレビ、電子機器などから十分に離して使用する。
ラジオやテレビ等に接近して使用すると、本製品が雑音を受け
て誤動作する場合があります。また、ラジオ、テレビ等に雑音が
入ることがあります。
本製品をテレビ等の横に設置すると、本製品の磁場によってテ
レビ等の故障の原因になることがあります。

･ 外装のお手入れは、乾いた柔らかい布を使って軽く拭く。
･ 電源コードをコンセントから抜き差しするときは、必ずプラグ
を持つ。

･ 本製品の移動時は、本体とスタンドを別にし、必ず 2 人以上で持
ち上げる。

･長時間使用しないときは、電源コードをコンセントから抜く。

･付属のACアダプターや電源コードは他の電気機器で使用しな
い。
付属の AC アダプターや電源コードは本製品専用です。他の機
器では使用できません。

･ 他の電気機器の電源コードと一緒にタコ足配線をしない。
本製品の定格消費電力に合ったコンセントに接続してくださ
い。

･ スイッチやツマミなどに必要以上の力を加えない。
故障の原因になります。

･ 外装のお手入れに、ベンジンやシンナー系の液体、コンパウン
ド質、強燃性のポリッシャーは使用しない。

･不安定な場所に置かない。
本製品が落下してお客様がけがをしたり、本製品が破損する恐
れがあります。

･ 本製品の上に乗ったり、重いものをのせたりしない。
本製品が落下または損傷してお客様がけがをしたり、本製品が
破損する恐れがあります。

･ 本製品の隙間に指などを入れない。
本製品が損傷したり、お客様がけがをする原因となります。

･ 地震時は本製品に近づかない。
･本製品に前後方向から無理な力を加えない。
本製品が落下してお客様がけがをしたり、本製品が破損する恐
れがあります。

･ LCD 画面には、次のようなことを絶対にしない。
○シャープ・ペンシルのように先の鋭いもの、硬いもので LCD
画面を強く押したりこすったりする。

○LCD 画面の隅を、ペンや爪などで強くこする。
本製品が損傷してお客様がけがをしたり、本製品が破損する
恐れがあります。

･ 取扱説明書に記載されている「スタンドの組み立て方」に従っ
て確実に設置する。
本製品が落下してお客様がけがをしたり、本製品が破損する恐
れがあります。

本製品の電源をオフにすると、パラメーターが工場出荷時の設定に戻
るものがあります。
操作ミス等により万一異常な動作をしたときに、メモリー内容が消え
てしまうことがあります。大切なデータは、あらかじめコンピューター
等へバックアップをしておいてください。データの消失による損害に
ついては、当社は一切の責任を負いかねますのでご了承ください。

＊MIDI は社団法人音楽電子事業協会（AMEI）の登録商標です。
＊すべての製品名および会社名は、各社の商標または登録商標です。

安全上のご注意

記号は、注意（危険、警告を含む）を示しています。
記号の中には、具体的な注意内容が描かれています。左の図
は「一般的な注意、警告、危険」を表しています。

記号は、禁止（してはいけないこと）を示しています。
記号の中には、具体的な注意内容が描かれることがありま
す。左の図は「分解禁止」を表しています。

記号は、強制（必ず行うこと）を示しています。記号の中に
は、具体的な注意内容が描かれることがあります。左の図は
「電源プラグをコンセントから抜くこと」を表しています。

付属のスタンドについて

データについて
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8888 イージー・モード
本機は、一度に多くのパラメーターをタッチビュー画面に表
示して、操作することができます。この画面を通常画面（80
ページ、134ページ参照）と呼びます。
しかし本機は、演奏に必要十分なパラメーターだけを表示す
るイージー・モードの画面に切り替えることもできます。
イージー・モードでは、シンプルな操作で、自動伴奏機能を
使ったスタイル演奏や、楽曲データを再生しながらのソング
演奏をすることができます。

購入後、はじめに電源を入れるとイージー・モードの画面が
表示されます。通常画面に切り替えたり、イージー・モード
の画面に戻すときは、下記の手順で行ってください。

通常画面に切り替える

電源をオフにしても、通常画面を表示することはできません。
イージー・モードを画面を通常画面に切り替えるには、画面
の右上隅のページ・メニュー・ボタンをタッチしてください。

ページ・メニューの“Easy Mode”を無効（タッチしてチェッ
クを外す）にしてください。

これで、通常画面に切り替わりました。

イージー・モードの画面に戻す
画面の右上隅のページ・メニュー・ボタンをタッチして、
ページ・メニューを表示し“Easy Mode”を選択（タッチ
してチェックを付ける）してください。

スタイル演奏とソング演奏の切り替え

演奏する内容に合わせて、スタイル演奏とソング演奏を切り
替えます。

・ スタイル演奏にするときは、STYLE PLAYキーを押して、
スタイル・プレイ・モードにします。なお、電源をオンに
すると常にこのモードに入ります。

・ ソング演奏にするときは、SONG PLAY キーを押して、
ソング・プレイ・モードに入ります。

イージー・モード

ページ・メニュー



9999イージー・モード
スタイル・プレイ・ページの表示内容
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NOTE：

・ 右手用に 3つのサウンド（アッパー1、2、3）、左手用に
1 つのサウンド（ロワー）になります。それらの名前は、
画面の右側に省略形で UP1（UP2、UP3）、LOW と表
示されます。

・ 右手用（アッパー）サウンドと左手用の（ロワー）サウン
ドはスプリット・ポイントで設定します

・ パフォーマンスと STS は、サウンドの組み合わせです。
スタイル演奏のフロント・パネルの STYLE CHANGE
キーの LED が点灯しているときに切り替えると、スタイ
ルが変更されると同時に、鍵盤のサウンドもすべて切り替
わります。

・ スタイルを選んで、アカンパニメント・パターンの音楽の
スタイルを変えてください。
スタイルを選ぶには、画面のスタイル名の表示をタッチし
て、スタイル選択ウィンドウを表示し選択する方法と、フ
ロント・パネルの STYLE SELECT キーを押す方法があ
ります。

サウンド・アイコンと状態
アイコンが表示され

ているときは、音は聞こえ
ません（34 ページ参照）。

右手（UP1、2、3）と左手（LOW）に割り当てられたサウンド名表示
サウンド名をタッチすると、サウンド選択ウィンドウが表示され、異なる
サウンドを選択することができます（74ページ参照）。

スタイル名とスタイル情報
スタイル名をタッチすると、スタイル選択ウィンドウが表示され、
異なるスタイルを選択することができます（75 ページ参照）。

テンポ
TEMPO/VALUE ダイヤルで変更
します。

アカンパニメント・パターンの長さ
と今の拍子

パフォーマンス名または STS
ここをタッチすると、パフォーマン
ス選択ウィンドウが表示され、異な
るパフォーマンスを選択することが
できます。それによって、鍵盤を弾
いたときのサウンドが変わります
（74ページ参照）。

ここをタッチして、鍵盤のスプリット・ポイ
ントを変更します（39ページ参照）。

異なるパフォーマンスまたは
スタイルを選ぶとき、鍵盤の
トランスポーズを避けるとき
はロックしてください
（184ページ参照）。

シングル・タッチ・セッティング（STS）
画面の STSの表示部分をタッチするか、フロント・パネルの SINGLE TOUCH SETTING1 ～4
のキーを押して STSを切り替えます。鍵盤を弾いたときのサウンドが変わります。

ここをタッチして、トラックのパン
や音量を調整します
（85ページ参照）。

ここをタッチして、エフェクトを選びま
す（89ページ参照）。
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ソング・プレイ・ページの表示内容
ソング・プレイ・ページの表示内容

NOTE：

・ 右手用に3つのサウンド（アッパー1、2、3）、左手用に
1 つのサウンド（ロワー）になります。それらの名前は、
画面の右側に省略形で UP1（UP2、UP3）、LOW と表
示されます。

・ 右手用（アッパー）サウンドと左手用の（ロワー）サウン
ドはスプリット・ポイントで設定します

・ パフォーマンスと STS は、サウンドの組み合わせです。
選ぶだけで鍵盤のサウンドがすべて切り替わります。

・ 有効な STSは、現在のスタイルを選択したときに、その
スタイルがオリジナルで割り当てていたものになります。

･ 2つのシーケンサーを内蔵しているので、同時に、2つの
ソングを演奏することができます。
フロント・パネルのSEQUENCER BALANCEスライダー
を使って、2つのソングの音量バランスをとってください。

・ ソングを選ぶには、画面のソング名の表示をタッチして、
ソング選択ウィンドウを表示し選択する方法と、フロン
ト・パネルの SONG SELECT キーを押す方法がありま
す。各シーケンサーは、SONG SELECTキーとトランス
ポート・キーでコントロールします。

シーケンサー 1に割り当てられているソング名
ここをタッチすると、ソング選択ウィンドウが表示され、異
なるソングを割り当てることができます（76 ページ参照）。

テンポ
TEMPO/VALUEダイヤルで変更
します。

シーケンサー 2に割り当てられてい
るソング名
ここをタッチすると、ソング選択
ウィンドウが表示され、異なるソン
グを割り当てることができます（76
ページ参照）。

パフォーマンス名またはSTS
ここをタッチすると、パフォーマン
ス選択ウィンドウが表示され、異な
るパフォーマンスを選択することが
できます。それによって、鍵盤を弾
いたときのサウンドが変わります
（74ページ参照）。

ここをタッチして、トラックのパ
ンや音量を調整します（85ペー
ジ参照）。

ここをタッチして、エフェクトを選択、
調整します（89 ページ参照）。

ここをタッチすると、ソングの歌詞が
表示されます（11ページ参照）。

右手（UP1、2、3）と左手（LOW）に割り当てられたサウンド名表示
サウンド名をタッチすると、サウンド選択ウィンドウが表示され、異な
るサウンドを選ぶことができます（74ページ参照）。

サウンド・アイコンと状態
アイコンが表示され

ているときは、音は聞こえ
ません（34ページ参照）。

異なるパフォーマンスまたは
スタイルを選ぶとき、鍵盤の
トランスポーズを避けるとき
はロックしてください（184
ページ参照）。

ここをタッチして、鍵盤のスプリット・ポイン
トを変更します（39ページ参照）。

シングル・タッチ・セッティング（STS）
画面の STSの表示部分をタッチするか、フロント・パネルの SINGLE TOUCH SETTING1 ～4
のキーを押して STSを切り替えます。鍵盤を弾いたときのサウンドが変わります。
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NOTE：

･ 元のページに戻るときは、フロント・パネルのEXIT キー
を押します。

･ シーケンサー 1と2で 2つのソング・データを選んでい
るときは、SEQUENCER BALANCE スライダーで、音
量バランスを変えると、表示されている歌詞もそれに合わ
せて切り替えることができます（148 ページ“Lyrics/
Mark. Balance Link （歌詞 / マーカー・バランス・スラ
イダー・リンク）”参照）。

これらのタブを選んで、
シーケンサー 1、シーケン
サー 2またはスタイルに割
り当てられたソングの歌詞
を表示します（139ページ
参照）。

現在のコード（ソングに含んでいる場合）

歌詞表示

オプションを設定してい
る場合、このタブをタッ
チして表示します（140
ページ参照 ）。

シングル・タッチ・セッティング
（STS）
画面の STSの表示部分をタッチす
るか、フロント・パネルの
SINGLE TOUCH SETTING1～
4 キーを押して STSを切り替えま
す（14 ページ参照）。

演奏中のソング名

これらのタブを選んで、シー
ケンサー 1 またはシーケン
サー 2 に割り当てられたソ
ングのマーク設定を表示しま
す（139ページ参照 ）。

マスター・トランスポーズ（135ページ参照）

現在の拍子と小節番号
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1. ジョイスティック

動かす方向によりさまざまなコントロールをします。

X（＋ / －）
ジョイスティックを左（－）に動かしてピッチを下
げ、右（＋）に動かしてピッチを上げます。ピッチ・
ベンドとも呼ばれます。

Y ＋ ジョイスティックを向こう（奥）側に傾け、モジュ
レーション効果を掛けます。

Y － ジョイスティックを手前に傾け、サウンド・モード
で割り当てられた機能をコントロールします。

2. MASTER VOLUMEスライダー

本機の全体的な音量を調整します。内蔵スピーカーと L/
MONO、RIGHT 出力端子とヘッドホン出力端子から出力す
る音量を調整します。

入力端子（L/MONO、RIGHT）の信号は調整できません。

Warning：音量の豊かなソング、スタイル、あるいはサウン
ドで信号のレベルが大きい場合、最大レベルで内蔵スピー
カーの音が歪むことがあります。このようなときは
MASTER VOLUMEスライダーを少し下げてください。

3. BALANCE スライダー

スタイル・プレイ・モード、ソング・プレイ・モードのとき
に、リアルタイムに演奏するパート（キーボード・トラック）
に対する、伴奏パート（スタイル・トラック）やパッド・パー

トの音量バランスを調整します。これは相対的な音量コント
ロールで、実質的な最大値はMASTER VOLUMEスライダー
の位置によって決まります。

Note:この設定はシーケンサー・モードでは無効です。

より正確に位置決めするのに、画面に表示される拡大表示さ
れた仮想スライダーも目安に使用してください。

4. ASSIGNABLEスライダー

機能を割り当てできるスライダーです（187 ページ
“Controllers: Pedals/Slider”参照）。初期設定ではアッ
パー・ＶＤＦ カットオフ・コントロール（アッパー・トラッ
クのブリリアンス / フィルター）が割り当てられています。

5. PLAY PIANOキー

ピアノ・サウンドで演奏するためのキーです。サウンド、ス
タイル、パフォーマンスなどの演奏時に、このキーを押すこ
とでピアノ音色（Grand Piano RX、スプリットなし）にワ
ンタッチで切り替えることができます。

 SHIFT キーを押しながら、PLAY PIANOキーを押す

と、グローバル・モードのベロシティ・カーブを設定（182
ページ参照）するベーシック・ページを表示させることがで
きます。

フロント・パネル
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6. ACCOMP. （Accompaniment）キー

スタイル・プレイ・モードやバッキング・シーケンス・モー
ドのときにアカンパニメント（ACC1～ACC5）をオン、ま
たはオフにします。

オン START/STOPキーを押すと、鍵盤演奏で検出され
たコードに従いフル・アカンパニメント演奏を行い
ます。

オフ コード検出を行いません。スタート/ ストップ・キー
を押すとドラムとパーカッションのアカンパニメン
トのみ伴奏がつきます。

 SHIFTキーを押しながらACCOMP. キーを押すとス

タイル・プレイ・モードのスプリット・パネル・ページのコー
ド認識のパラメーターの設定になります。なお、イージー・
モードではこの機能は使えません。

7. MEMORYキー

コード/ ロワー・メモリー機能のオン、オフを切り替えます。
このキーの機能をコード・メモリーだけか、コード＋ロワー・
メモリーとして使うかを、スタイル・プレイ・モードの 95
ページで設定します。

Note:この機能は、より強く鍵盤を演奏することによって自動
的にオンにすることもできます（95ページ“Velocity Control
（ベロシティ・コントロール）”参照）。

 SHIFTキーを押しながらMEMORYキーを押すとスタ

イル・プレイ・モードの“Preferences: Style Preferences”
の画面へ移動することができます。

8. MANUAL BASSキー

マニュアル・ベース機能をオン、またはオフにします。

Note: MANUAL. BASS キーを押してオンにすると、ベー
ス・トラックの音量が自動的に最大になります。MANUAL.
BASSキーをオフにすると、ベース・トラックの音量が元の
音量に戻ります。

オン ドラムとパーカッション・トラックを除く自動伴奏
の演奏が止まり、鍵盤のロー部分でベース・トラッ
クを演奏できます。
ACCOMP.キーを押すと、自動伴奏が再スタートし
ます。

オフ スタイルによるベース・トラックが自動的に演奏さ
れます。

9. タッチビュー・グラフィカル・ディスプレイ

この画面上で本機の操作を行います。
画面のコントラストは、MENUキーを押しながら、TEMPO/
VALUEダイヤルを回すことで調整できます。

10. STYLE SELECTセクション・キー

このセクションにあるキーを使ってスタイル選択ウィンドウ
を開き、スタイルを選択します。詳細は、75 ページを参照
してください。
右端のキーを、繰り返し押すことで、スタイル・バンクの列
を選択します。

上のLEDが点灯（Bank1/8）
上列のスタイルが選択されます。ここには8 つのファ
クトリー・プリセット・バンクがあります。
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下のLEDが点灯（Bank9/16）
下列のスタイルが選択されます。ここには6つのファ
クトリー・プリセット・バンクと 2 つのユーザー・
バンクがあります。

スタイル・バンクと名称について：“8/16BEAT”～“JAZZ”
スタイルと“LATIN”～“WORLD2”スタイルは標準のス
タイルとしてプロテクトがかかっているので、通常上書きが
できません。このプロテクトは、解除することができます。
203ページを参照してください。

“USER 1”と“USER 2”バンクのスタイルには、カード
から新しいスタイルをロードしたり、新しく作ったスタイル
やエディットしたスタイルを保存することができます。

スタイル・バンクの各キーには4つのページ画面があり、そ
れぞれ最大 8 つのスタイルがあります。STYLE SELECT
キーを繰り返し押して希望のスタイルを探します。

SHIFTキーを押しながら、STYLE SELECTセクション

のいずれかのキーを押します。Write Style Performanceウィ
ンドウが開き、現在のスタイル・パフォーマンスをセーブする
ことができます（99 ページ“Write Style Performance ダ
イアログ・ボックス”参照）。

11. RECORDキー

このキーを押すと、現在のモードにおける録音（エディット）
に入ります。

12. TRACK SELECTキー

選択された操作モードにより、さまざまなトラックのパネル
画面を切り替ええます。

スタイル・プレイ・モード
リアルタイム・トラックとスタイル・トラックを切
り替えます。

ソング・プレイ・モード
リアルタイム・トラック、ソング・トラック1～8、
ソング・トラック9～16を切り替えます。

シーケンサー・モード
ソング・トラック 1 ～ 8 とソング・トラック 9～
16を切り替えます。

13. SINGLE TOUCH SETTINGキー

最大4つのシングル・タッチ・セッティングを選択できます。
それぞれのスタイルやソングブック収録曲には最大4つのシ
ングル・タッチ・セッティング（STS）を含んでいて、リア
ルタイム・トラックや、そのエフェクトの設定をワンタッチ
で呼び出すことができます。

フロント・パネルのSINGLE TOUCHキーのLEDが点灯し
ているときは、スタイルを選択すると、STS 1が自動的に選
ばれます。

SHIFTキーを押しながら、SINGLE TOUCH SETTING

のいずれかのキーを押します。Write STSウィンドウが開き、
現在の STS のリアルタイム・トラック設定を保存することが
できます（99 ページ“Write Style Performance ダイアロ
グ・ボックス”参照）。

14. PAD（1～4、STOP）キー

プログラム可能なパッドで、SE やジングルなどのサウンド
を同時に再生することができます。各パッドは、それぞれ 1
～4のパッド・トラックに対応しています。

・ 1つのPADキーを押すと1つの音かシーケンス音が再生
されます。

・ さらに他のPADキーを押すと複数のキーの音かシーケン
ス音が再生されます。

シーケンス音は最初から最後まで再生されます。これらは一
度だけ再生、または繰り返し再生を、"One Shot/Loop" で
設定します（130 ページ“Pad Type（パッド・タイプ）”
参照）。

パッド・セクションのSTOP キーを押すことで、すべて、ま
たは一部のシーケンス音を止めることができます。

・ すべてのシーケンス音を一度に止めるときは、STOPキー
を押します。

・ 一部のパットのシーケンス音を止めるときは、STOPキー
を押しながら、そのPADキーを押します。

Note: パッドの音はポリフォニックになっているので、スタ
イルやソングのアレンジメントともに、あまりに多用すると
発音数が足らなくなる場合があるので、注意してください。

パッドの同期について：スタイル・プレイ・モードでは、パッ
ドはスタイルのテンポと同期します。ソング・プレイ・モード
では、最新の設定されたシーケンサーのテンポに同期します。

例えば、シーケンサー2 の再生をしたときに、パッドを押す
とシーケンサー2のテンポと同期します。

パッドとシーケンサー再生コマンドについて：パッドが対応
しているシーケンサーの再生 / 停止キーが押されると、パッ
ドの再生は停止します。

 SHIFT キーを押しながら、いずれかの P AD キーを

押すと、スタイル・プレイ・エディット・セクションのパッ
ド・ページへ移動することができます。

15. SINGLE TOUCHキー

シングル・タッチ機能とバリエーション/STS リンク機能を
オン、またはオフにします。

オン スタイルを選択すると STS1 が自動的に選択され、
このとき鍵盤（リアルタイム・トラック）サウンド
やそのエフェクト設定、スタイルのサウンドやその
エフェクト設定、パッド・サウンドも変わります。

点滅 バリエーション/STSリンク機能がオンになります。
この機能はバリエーションによって、それにあった
STSが自動的に呼び出される機能です。例えば、バ
リエーション2 を選ぶとSTS2が、バリエーション
3を選ぶと STS3が自動的に呼び出されます。

オフ スタイルを選択すると、スタイルのサウンドやその
エフェクト設定、パッド・サウンドは切り替ります
が、鍵盤（リアルタイム・トラック）サウンドやそ
のエフェクト設定は切り替りません。
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16. SEQUENCER 1トランスポート・コントロール

本機には2つのシーケンサー（SEQUENCER 1、
SEQUENCER 2）が搭載されていて、それぞれにトランス
ポート・コントロールがあります。また、シーケンサー1は
シーケンサー・モードでも使います。

<<、>>
早戻しと早送りです。
ソングの再生中に使うと、前後に移動します。一度
押すとソングの 1 小節前、または後に移動します。
押し続けると、離すまでソングを移動します。
シーケンサー・モードで、Locate Measure パラ
メーターに 1以外を設定すると、ソングはその小節
までしか早戻しできません（161 ページ“Locate
measure”参照）。

 ジュークボックス・モード（SEQUENCER

1）で、SHIFT キーを押しながら、このキーを押す
と、ジュークボックス・リストの前後のソングに移
動します（146 ページ“Jukebox Editor”参照）。

（ホーム）
ソングの先頭（第一小節の頭）に移動します。
シーケンサー・モードで、Locate Measure パラ
メーターに 1以外を設定すると、ソングはその小節
の頭に戻ります（161ページ“Locate measure”
参照）。

（再生/ 停止）
現在のソング位置から再生、停止します。

 ソング・プレイ・モードで、SHIFT キーを押

しながらこのキーを押すと、2 つのシーケンサーが
同時にスタートします。

17. SEQUENCER BALANCE スライダー

ソング・プレイ・モードで、内蔵の2つのシーケンサーの音
量バランスを調整します。
スライダー位置が左端にあるときはシーケンサー1だけが聞
こえ、右端にあるときはシーケンサー 2 だけが聞こえます。
中央にあるときは両方のシーケンサーが最大の音量で再生し
ます。
スタイル・プレイ・モードやシーケンサー・モードでは無効
になります。

18. INTRO 1～ 3/COUNT IN キー

スタイル演奏のときに、イントロとして使用します。
1 つを選択してスタイルをスタートさせると、選択したイン
トロでスタートします。イントロの LED はイントロの終わ
りで消灯します。

キーを二度押すと LED が点滅し、イントロをループ再生し
ます。ループを終了するときは、もう一度キーを押すか、別
のスタイル形式（FILL、INTRO、VARIATION など）を選
びます。

Note:プリセット・スタイルでは、イントロ1はコード進行
があらかじめ入れられたシーケンスになっていて、演奏中に
コードを変更する必要がありません。
イントロ2はバリエーションと同様にコードを指定するタイ

プのものです。
イントロ3は通常1小節のリズムによるカウント・インにな
ります。

19. ENDING 1～ 3キー

スタイル再生中、このキーでエンディングを再生させスタイ
ルを停止します。このキーを押すと、エンディングに入りス
タイルが停止します。スタイル停止中、このキーを押すとイ
ントロの追加として機能します。

キーを二度押すと LED が点滅し、エンディングをループ再
生します。

ループを終了するときは、別のスタイル形式（FILL、INTRO、
VARIATIONなど）を選びます。

Note:エンディング1はコード進行があらかじめ入れられた
シーケンスになっていて、演奏中にコードを変更する必要が
ありません。
エンディング2はバリエーションと同様にコードを指定する
タイプのものです。
エンディング3は2小節前後の短いものになっています。

20. VARIATION 1 ～4キー

選択しているスタイルの1～4のバリエーション（変奏）を
選択します。それぞれのバリエーションはパターンとサウン
ドが違います。

 SHIFTキーを押しながらこのバリエーション・キーを

どれか 1 つ押すと、スタイル・プレイ・エディット・セク
ションのDrum/Fill ページへ移動することができます。

21. FILL 1～3/BREAKキー

フィル・インを再生します。キーを二度押す（LED が点滅）
とループ再生し、他のスタイル・エレメント（FILL、INTRO、
VARIATIONなど）を選ぶとループは終了します。

Note: プリセット・スタイルでは通常 FILL 3 はブレークに
なります。

Note:この機能は、左手で強く鍵盤を演奏することによって
自動的にオンにすることもできます（95 ページ“Velocity
Control（ベロシティ・コントロール）”参照）。

 SHIFTキーを押しながらこのフィル・キーのいずれか

1つ押すと、スタイル・プレイ・エディット・セクションの
Drum/Fill ページへ移動することができます。
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22. START/STOP キー

スタイルの演奏を開始、停止します。

Note:この機能は、左手で強く鍵盤を弾くことによって自動
的にオンにすることもできます（95 ページ“Velocity
Control（ベロシティ・コントロール）”参照）。

 本機またはMIDI OUT端子やUSB端子に接続された

機器上で、音が鳴りやまないときや、コントローラーをリセッ
トするときに、このSTART/STOP キーとSHIFTキーとを
同時に押します（パニック停止機能）。

23. TEMPO/VALUE ダイヤル

ダイヤルを回して、テンポのコントロール、画面上で選択した
パラメーター値の指定、またソング選択とメディア・モードの
ページで、ファイル・リストのスクロールなどができます。

ダイヤルを時計回りに回して、値やテンポを上げます。反時
計回りに回して値やテンポを下げます。

 SHIFTキーを押しながらこのダイヤルを使うと、すぐ

にテンポの変更をすることができます。

 MENUキーを押しながら、ダイヤルを回すと画面のコ

ントラスト調整ができます。

24. EXIT キー

このキーを使って、現在のページから移動します。

・ エディット・メニュー・ページが、項目を選択することな
く終了します。

・ ページ・メニューの表示が、項目を選択することなく閉じ
ます。

・ 現在のモードのメイン・ページに戻ります。

・ グローバル・モードや、メディア・モードのエディット画
面を終了し、現在のモードのページに戻ります。

・ スタイル、スタイル・パフォーマンス、サウンド選択ウィ
ンドウを終了します。

 EXIT キーとMENUキーを同時に押すと、選んでいる

スタイルのテンポを保存した値に戻すことができます。

25. MENUキー

現在の操作モードまたは各エディット・セクションで、エ
ディット・メニュー・ページを開きます。
エディット・メニュー・ページを開いたら、画面上の対応す
るボタンを押して各エディット・セクションに移動します。

また、EXIT キーを押して、現在の操作モードのメイン・ペー
ジ、または元のページに戻ります。詳細は、各オペレーショ
ン・モードの章やエディット内容の説明をご覧ください。

 EXIT キーとMENUキーを同時に押すと、選んでいる

スタイルのテンポを保存保存した値に戻すことができます。

26. MODEセクション・キー

本機の操作モードを呼び出します。

STYLE PLAY
スタイル・プレイ・モードに入ります。スタイル（自
動伴奏）の再生に合わせて、最大 4パートによるサ
ウンドを使ったリアルタイム・トラック（鍵盤）演
奏と4 つのパッドを使った演奏ができます。

リアルタイム・トラックは、メイン・ページの画面
右半分に表示されます。

スタイル・プレイ・エディット・セクションの任意
のページのときにEXIT キーを押すと、このメイン・
ページを表示します。

別のモードが選択されているときは、STYLE PLAY
キーを押すとスタイル・プレイ・モードに入ります。
もし画面にリアルタイム・トラックが表示されてい
ないときは、TRACK SELECT キーを押すと表示し
ます。

本機の電源を入れると、このスタイル・プレイ・モー
ドが自動的に選択されます。

SONG PLAY
ソング・プレイ・モードに入ります。スタンダード
MIDI ファイル（.SMF または .KAR）を、再生する
ことができます。
本機は 2 つのシーケンサーを搭載しており、2 つのソ
ングを同時に再生し、それをシーケンサーのBALANCE
スライダーでミックスすることができます。

ソング・トラックの他に、最大 4 パートによるサウ
ンドを使ったリアルタイム・トラック（鍵盤）演奏
ができます。リアルタイム・トラックのサウンドは、
メイン・ページの右半分に表示されます。
ソング・プレイ・エディット・セクションの任意の
ページで EXIT キーを押すと、このメイン・ページ
を表示します。

別のモードが選択されているときは、SONG PLAY
キーを押してソング・プレイ・モードに入ります。

TRACK SELECT キーを繰り返し押すことで画面
の表示を、リアルタイム・トラックとソング・ト
ラックに切り替えることができます。

SEQUENCER
シーケンサー・モードに入ります。ソングの録音、再
生、編集を行います。

バッキング・シーケンス・モードではリアルタイム・
トラックやスタイル・トラックをベースにして新し
いソングを録音したり、新規のスタンダード MIDI
ファイルとして保存できます。

SOUND
サウンド・モードに入ります。鍵盤上で個々のサウ
ンドを演奏したり、エディットをします。

デモ STYLE PLAY と SONG PLAY の 2 つのキーを同
時に押してデモ・モードに入ります。
このモードでは、本機が持つ音楽表現力発揮したデ
モ・ソングを聴くことができます。
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デモ・ソングの試聴を止めるときは、いずれかのモー
ド・キーを押して、他のモードに入ります。

27. GLOBALキー

さまざまなグローバル環境設定を行うグローバル・モードを
呼び出します。
このグローバル・モードは、動作中のモード画面の上にオー
バーラップして表示されます。
EXIT キーを押すと、元のモード画面に戻ります。

28. MEDIAキー

ファイルやSD カードなどのさまざまな操作（ロード、セー
ブ、フォーマットなど）を行うメディア・エディット・モ－
ドを呼び出します。
このメディア・エディット・モ－ドは、動作中のモード画面
の上にオーバーラップして表示されます。
EXIT キーを押すと、元のモード画面に戻ります。

29. HELPキー

このキーを押すとヘルプ画面が表示されます。ヘルプ画面の
初期設定は英語です。日本語のヘルプ画面はありません
（2008年9月現在）。

30. SHIFTキー

このキーを押しながら他の特定のキーを押すと、そのキーに
割り当てられている別の機能を、呼び出すことができます。
詳しくは、213 ページをご覧ください。

31. PERFORMANCE/SOUND SELECT
セクション・キー

これらのキーを使ってパフォーマンス選択ウィンドウやサウ
ンド選択ウィンドウを表示し、パフォーマンス、またはサウ
ンドを選択します（74 ページ、74 ページ“サウンド選択
ウィンドウ”参照）。
保存されているサウンドについては、アクセサリーCDの“各
種リスト”をご覧ください。

左端のキーを、繰り返し押すことで、パフォーマンス、サウ
ンド・バンクの上列、下列を選択します。

上のLED が点灯（Bank 1/8）
上の列のパフォーマンス、またはサウンド・バンク
が選択されます。

下のLED が点灯（Bank 9/14）
下の列のパフォーマンス、またはサウンド・バンク
が選択されます。

サウンド・バンクと名前について：“PIANO”～“SFX”ま
では標準のサウンドで、直接変更することはできません。

サウンド・モードでエディットしたサウンドは、“USER 1”、
“USER 2”へ保存することができます。また、ユーザー・サ
ウンド・バンクには、カードから新しいサウンドをロードし
たり、新しく作ったサウンドやエディットしたサウンドを保
存することができます。

“USER DK”には新しいドラム・キットをロードしたり、新
しく作ったドラム・キットやエディットしたドラム・キット
をセーブすることができます。

それぞれのサウンド・バンクは複数のページで構成されてお
り、各ページには最大8つのサウンドがあります。
各PERFORMANCE/SOUND SELECTキーを繰り返し押
して、サウンド・バンクのページ画面を切り替えます。

 SHIFTキーを押しながら、PERFORMANCE/SOUND

SELECTセクションのいずれかのキーを押します。ライト・パ
フォーマンス・ウィンドウが表示され、現在のパフォーマンス
のリアルタイム・トラック設定を保存することができます（98
ページ“Write Performance ダイアログ・ボックス”参照）。

32. SEQUENCER 2トランスポート・コントロール

シーケンサー2 のトランスポート・コントロールです。前記
の“SEQUENCER 1トランスポート・コントロール”を参
照してください。

33. STYLE CHANGEキー

スタイル・チェンジ機能をオン（LED 点灯）、またはオフに
します。

オン パフォーマンスを選ぶと、パフォーマンスを保存し
たときのスタイルとスタイル・トラックの設定に変
更されます。

オフ パフォーマンスを選んでも、スタイルとスタイル・
トラックの設定は変更されません。リアルタイム・
トラックの設定のみが変わります。

34. PERFORMANCEキー

このキーを押してオン（LED点灯）にすると、
PERFORMANCE/SOUND SELECT セクションのキーで
パフォーマンスを選択できます。

35. SOUND キー

このキーを押してオン（LED点灯）にすると、
PERFORMANCE/SOUND SELECT セクションのキーで
演奏する元となるサウンドを選択し、選択する各トラックに
割り当てることができます。

36. UPPER OCTAVE キー

スタイル・プレイ・モードとソング・プレイ・モード、および
シーケンサー・モードのバッキング・シーケンス録音のとき
は、アッパー1～3トラックの音の高さを同時に、トランス
ポーズします。また、スタイル・プレイ録音モードやシーケン
サー・モードのバッキング・シーケンス録音以外のときは、選
択しているトラックの音の高さをトランスポーズします。

範囲は1 オクターブ単位（12半音、最大± 3 オクターブ）
でトランスポーズします。
オクターブのトランスポーズ量は、画面の各トラック名表示
の右下部に表示されます。
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－と＋キーを両方押すと、オクターブ・トランスポーズが
“0”になります。

－ 選択したトラックを1オクターブ下げます。

＋ 選択したトラックを1オクターブ上げます。

 SHIFTキーを押しながら、UPPER OCTAVEキーを

押すと、スタイル・プレイ・モードのチューニング・ページ
を表示させることができます。

37. SYNCHRO START / キーキーキーキーSTOP

シンクロ・スタート、シンクロ・ストップ機能をオンまたは
オフにします。

STARTオン（LED 点灯）、STOP オフ
この状態では、コード検知領域（通常はスプリット・
ポイントより低音域側）でコードを弾くと、スタイ
ルが自動的に再生します。

STARTオン（LED 点灯）、STOP オン（LED点灯）
2つのLEDが点灯している状態で、鍵盤から指を離
すと、再生しているスタイルが一時的にストップし
ます。再びコードを弾き始めるとスタイルの再生も
再スタートします。

STARTオフ、STOP オフ
シンクロ機能がオフになります。

38. TAP TEMPO/ キーキーキーキーRESET

このキーはスタイルの状態（停止、再生）により機能が変わ
ります。

TAP TEMPO：
スタイルが再生されていないときは、Meter（拍子）
に合わせてこのキーを押し、テンポを決めます。
4/4拍子なら4回、3/4 拍子なら3回押した後に、
自動的に伴奏がスタートします。

RESET：
スタイルの再生中にこのキーを押すと、スタイルの
伴奏が演奏中のスタイル・エレメントの先頭に戻り
ます。

39. TEMPO キーキーキーキーLOCK

テンポ・ロックとリンク・モードの機能をオン（LED 点灯）
またはオフにします。

オン 異なるスタイルやパフォーマンスを選択してもテン
ポは変わりません。TEMPO/VALUE ダイヤルを
使ってマニュアルでテンポの調節ができます。

ソング・プレイ・モードでこのキーをオンにすると、
2つのシーケンサ－のテンポは同じになります。

オフ 異なるスタイルやパフォーマンスを選択すると、それ
に保存されているテンポが自動的に選択されます。

ソング・プレイ・モードでは、それぞれのシーケン
サーのテンポは別々になります。

 SHIFTキーを押しながら、TEMPO LOCKキーを押す

と、グローバル・モードのロック・ページを表示させること
ができます。

40. FADE キーキーキーキーIN/OUT

スタイルやソングを再生していないとき、このキーを押すと、
スタイルはフェード・イン（音量がゼロから最大値に変化）
しながら再生を始めます。

スタイルやソングを再生しているとき、このキーを押すと、
スタイルはフェード・アウト（音量が徐々に小さくなる）し
ながら再生を停止します。

スタイルやソングを開始、停止するときに、START/STOP
キーや再生/ 停止キーを押す必要はありません。

Note: この機能は、バッキング・シーケンスのクイック録音
でのみ使えます。

 SHIFTキーを押しながら、FADE IN/OUTキーを押す

と、グローバル・モードのベーシック・ページを表示させる
ことができます。

41. キーキーキーキーSONGBOOK

ソングブック・モードに入ります。このモードではソングブッ
ク・ミュージカル・データベースの閲覧ができます。

 SHIFTキーを押しながら、SONGBOOKキーを押す

と、ソングブックのカスタム・リスト・ページを表示させる
ことができます。

42. キーキーキーキーENSEMBLE

アンサンブル機能をオンまたはオフにします。オンのときは
右鍵盤のメロディーに対して、左鍵盤で弾いたコードのハー
モニーが加わります。

Note: アンサンブル機能は、鍵盤がスプリット・モード時の
み動作します。

 SHIFTキーを押しながらENSEMBLEキーを押すと、

スタイル・プレイ・モードのアンサンブル・ページを表示さ
せることができます。

43. キーキーキーキーSPLIT

スタイル・プレイ、ソング・プレイやシーケンサーのバッキ
ング・シーケンス・モードのときに、演奏用の最大4パート
のリアルタイム・トラックの分岐点と、伴奏用のコード認識
エリアを鍵盤上に設定します。

オン（LED 点灯）
ロワー・トラックがスプリット・ポイントより低音
域を使用し、アッパー1、アッパー2、アッパー3
トラックがスプリット・ポイントより高音域を使用
します。
これを、キーボード・スプリット機能と呼びます。

コードはスプリット・ポイントの左側で認識します。
コードを認識させるための自動認識の方法は 84
ページ“Chord Recognition（コード認識）”参照
で設定します。

オフ アッパー1、アッパー 2、アッパー3トラックが鍵
盤全体を使用します。ロワー・トラックは使用しま
せん。

コードは鍵盤全域で認識します。コードを認識させ
るためのノートの数は常に 3つ以上の音を演奏する
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必要があります（84ページ“Chord Recognition
（コード認識）”参照）。

Note: ACCOMP. キーのLED が点灯していないと、コード
認識されません。

Hint: SPLIT キーを長押しすると、スプリット・ポイントを
鍵盤で指定するのを促す表示が出ます（39ページ“スプリッ
ト･ポイントを変更する”参照）。

 SHIFTキーを押しながら、SPLIT キーを押すと、スタ

イル・プレイ（またはソング・プレイ）・モードのキー・ベロ
シティ・ページを表示させることができます。

44. キーキーキーキーTRANSPOSE

本機全体の音の高さを半音単位でトランスポーズします（マ
スター・トランスポーズ：MT）。
トランスポーズの値は画面の最上部に表示されます。

両方のキーを同時に押すとトランスポーズの値は“0”にな
ります。

Note:マスター・トランスポーズはドラム・モードに設定さ
れたトラック（ドラム、パーカッション・トラックにおいて
他のモードに変えたとしても）には影響がありません（90
ページ、145ページ“Track Controls: Mode”参照）。

♭ マスター・トランスポーズを半音下げます。

♯ マスター・トランスポーズを半音上げます。

 SHIFTキーを押しながら、TRANSPOSEキーのどち

らかを押すと、グローバル・モードのトランスポーズ・コン
トロール・ページを表示させることができます。

1. 譜面立て用穴

附属の譜面立てを穴に挿入して取り付けてください。

2. カード挿入口

SDメモリー・カードやMMC（マルチ・メディア・カード）
を使った保存（セーブ）、ロード時に使用します。操作はメ
ディア・モードで行います。

Note: カードで読み書きしているときに、カードを取り外さ
ないでください。

Note: カードを差した状態で、USB ポートを使用してコン
ピューターと接続すると外部接続機器として認識されます
（204 ページ“USB”参照）。

Note: カードを取り外すときは、無理に引き抜かないでくだ
さい。カードやスロットの故障の原因になります。一度押し込
んだ後に、カードが飛び出してから取り外してください。

リア・パネル
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3. USB 端子

タイプB（スレーブ）のUSB（1.1）端子です。カードを差
した状態で、本機をコンピューターに接続し、カードのデー
タ転送が可能です。詳細は204 ページをご覧ください。

また、この端子を介してMIDI 接続を行うこともできます。詳
細は207 ページをご覧ください。

4. MIDI 端子

MIDI 端子を介して、外部コントローラー（MIDI マスター・
キーボード、MIDI ギター、MIDIウィンド・コントローラー、
MIDIアコーディオン等）のエクスパンダー、シーケンサーや
エディターを起動させたPCに接続します。詳細は207ペー
ジをご覧ください。

IN コンピューターやコントローラーから、MIDIデータ
を受信します。この端子を、外部コントローラーや
コンピューターのMIDI OUT 端子に接続します。

OUT 本機の鍵盤、コントローラー、シーケンサーで生成し
たMIDI データを送信します。この端子をエクスパン
ダーやコンピューターのMIDI IN 端子に接続します。

5. DAMPER 端子

付属品のダンパー・ペダルを接続します。
付属品以外のダンパー・ペダルを使用するときは、キャリブ
レーションを行ってください（187 ページ“Damper”参照）。

6. ASSIGNABLE PEDAL/SW端子

コルグ EXP-2 や XVP-10（エクスプレッション・ペダル）
のようなコンティニュアス・タイプ、あるいはフット・スイッ
チ・タイプのペダルを接続します。ペダル機能の設定方法は、
は187 ページをご覧ください。初期設定はGlide です。

7. PHONES端子

ヘッドホンを接続します。インピーダンスが 16 ～ 200Ω
（50Ω推奨）の範囲内のヘッドホンをお使いください。ヘッ
ドホン分配器を使うと、複数のヘッドホンが同時に使えます。

Note: ヘッドホンを接続すると、本体のスピーカーは自動的
にオフになります。

8. OUTPUT（L/MONO、RIGHT）端子

オーディオ信号をミキサーや PA システム、パワード・モニ
ター、ステレオ・システムに出力するアンバランス型端子です。
出力レベルは MASTER VOLUMEスライダーを使います。

Note: INPUT端子からの信号に対しては、MASTER
VOLUMEスライダーは無効です。

9. INPUT（L/MONO、RIGHT）端子

アンバランス型端子で、他のキーボード、シンセサイザー、
パワード・タイプではないミキサーの出力、CDプレーヤー、
MP3 プレイヤーなどを接続します。入力信号は自動的に本
体スピーカーと、OUTPUT 端子、PHONES 端子に送られ
ます。

10. DC 12 V端子

付属のACアダプターを接続します。

11. ケーブルホルダー

ACアダプターのケーブルを引っ掛けて固定します。

12. STANDBY/ONスイッチ

本機の電源をオンまたはオフ（STANDBY）にします。
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コルグ・プロフェッショナル・アレンジャー Pa588をお買
い上げいただきまして、誠にありがとうございます。

本機は、パワフルなアレンジ機能が搭載され、プロフェッショ
ナル用として、またご家庭用ピアノとして、あらゆるシーン
で十分ご満足いただける自動伴奏機能を装備したシンセサイ
ザー・キーボードです。

本機の特長：
・ いつでも、ワンタッチで高品位なピアノ・サウンドを使

用することができるPLAY PIANOキーを装備

・ RX テクノロジー（Pa588 のパワフルな仕様を使うこ
とができるように大型タッチ・ディスプレイを使った使
いやすい操作性、機能、サウンドをもつテクノロジー）
を採用

・ コルグ独自のボイシング・テクノロジ－で磨き上げた
PCMソースを元に、新音源システム「EDS（Enhanced
Definition Synthesis）」を採用し、豊かでビビットな
サウンドを実現

・ 最大同時発音数80

・ OPOS（Objective Portable Operating System）マ
ルチ・タスク・オペレーティング・システム搭載により、
演奏中でもデータのロードが可能

・ オペレーティング・システムをアップデートすること
で、手軽に機能をバージョンアップ可能

・ 通常の ROMに代わる、Solid State Disk（SSD）を
使ったシステム・アップデート

・ 信頼性の高いSD メモリー・カードやMMCにデータを
保存可能

・ GM2（General MIDI レベル2）互換

・ ファクトリー・プリセットで 882 個のサウンドと 56
個のドラムキットを用意。さらに 128 個のユーザー・
サウンドと64個のユーザー・ドラムキットが登録可能

・ コルグ独自のモデリング・テクノロジー“ ”を用
いた4つのエフェト・プロセッサーを搭載し、ギター・
エフェクトを含む 124 タイプのエフェクトを割り当て
可能

・ 最終段にサウンドのクオリティを高めるマスターEQ を
搭載

・ 鍵盤に割り当てられたサウンドや、エフェクトを瞬時に
切り替え可能にする 256 のパフォーマンス
（Performance）とおよそ 1280以上のシングル・タッ
チ・セッティング（STS：Single Touch Settings）

・ およそ 320 のプリロード・スタイル（ファクトリー・
プリセット448、ユーザー 64）搭載

・ キーボードでは演奏が難しいとされるギターのスタイ
ル・トラックを録音したり、修正するのに活躍する、高
品位なギター・モードを搭載

・ パッド・エディット機能搭載

・ クロスフェーダー付きの XDSシーケンサー2基搭載

・ 機能をフル装備した 16トラック・シーケンサー

・ 自在に編集可能なミュージカル・データベースを搭載し
たソングブックから、瞬時に目的のソングやスタイルの
検索が可能。

・ 高音質な入力出力（ADC/DAC）を可能にするオーディ
オ・コンバーター

・ タッチビュー・グラフィカル・ユーザー・インターフェース

・ 自由に機能を割り当て可能なスライダーとスイッチ

・ 15ワット×2のデジタルアンプによるリアルな再生音。

・ コンピューターとのスムーズなファイル転送や MIDI コ
ントロールを行える USB1.1装備

とは？

（Resonant Structure and Electronic circuit Modeling System）
は、生楽器や電気 / 電子楽器の発音メカニズム、発音された音がボディー /
キャビネットで共鳴するメカニズム、その音がでているフィールドの空気感、
音の伝達経路としてのマイク、スピーカーなどの電気 / 音響特性、真空管、
トランジスターなどの電気回路による音の変化など、音色に関わる様々な要
因を緻密にデジタルで再現したコルグ独自のモデリング・テクノロジーです。

使えるライブ性能

本機は主にライブ使用を想定して設計されています。「リアル
タイム」という言葉は、まさに本機のためにある言葉です。

パフォーマンスはすべての鍵盤のトラックと、それにあった
スタイル設定を瞬時に行います。スタイルはリアルタイムで
演奏にバッキング付け、STSは瞬時に鍵盤トラックの選択を
可能にしました。また、ソングブックは高機能なミュージカ
ル・データベースからのソングの迅速な選択を実現します。

簡単画面のイージー・モード

強力なタッチビュー画面による操作機能を使わなくても、手
軽な演奏実現した、イージー・モードがお薦めです。
フルに機能を使わなくても、十分に本機の豊かなサウンドで
演奏を楽しむことができます。

ネットワーク・リンク

コルグでは、本機の情報を以下のサイトで提供しています。
オペレーティング・システムの最新版やさまざまなシステム・
ファイル（例えば、ファクトリー・データのバックアップな
ど）があるサイトです。http://www.korg.co.jp/

はじめに
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パッケージの確認
パッケージの確認

パッケージの中に以下のものが入っていることをお確かめく
ださい。

･ Pa588 本体、スタンド、譜面立て、AC アダプター+
電源コード、取扱説明書（本書）、アクセサリーCD

取扱説明書について

取扱説明書は、次の4つのセクションに分かれています。

･ イントロダクション：本機の紹介、概要、および基本的
な操作方法です。

･ クイックガイド：音を出して操作方法に慣れるための、

実践的なガイドです。

･ リファレンス・ガイド：各ページ画面とパラメーターに
ついて詳しく説明しています。

･ 付録：ショート・カットやトラブル・シューティングな

ど役立つ情報が載っています。追加の情報はアクセサ
リーＣＤには入っています。

本取扱説明書では、以下のような省略マークが使われています。

このパラメーター設定は、ページ・メニューから
Write Performance コマンドを選択してパフォー
マンスに保存することができます。

このパラメーター設定は、ページ・メニューから
Write Style Performance コマンドを選択して現
在のスタイル・パフォーマンスに保存することがで
きます。

このパラメーター設定は、ページ・メニューからWrite
Style コマンドを選択してパフォーマンスに保存する
ことができます。

このパラメーター設定は、現在のスタイルの STS の
うちの 1 つ、または　登録済みのソング・ブックの
STSに保存することができます。スタイルのSTS へ
の保存は、スタイル・プレイ・モードのページ・メ
ニューからWrite Single Touch Settingコマンドを
選択します。
登録済みのソング・ブックに保存（スタイルまたは
ソング・タイプのどちらでも）するときは Write
Single Touch Setting でソングブック・モードの
ブック・エディット1ページのオプションにチェッ
クを付けます。

ページ・メニューから利用可能なWrite Global コマ
ンドの1つを選択することによって、このパラメー
ターを保存することができます。
いくつかのグローバル保存領域が利用可能です。ま
た、GBLの後のより小さいシンボルについては、リ
ファレンス編で詳しい情報をお読み下さい。

パラメーターは、ソング・ブックに保存されます。

オリジナル・データの
バックアップ

すべての工場出荷時のデータ（ファクトリー・プリセット・
データ）のバックアップは、ウェブサイト（www.korg.co.jp）
にあります。本機を購入時の状態に戻したい場合に備えて、
自由にそれをダウンロードすることができます。

音楽のリソース（音、パフォーマンスとスタイルなど）をエ
ディットする場合に不測の事態によりデータを失う危険を回
避するため、頻繁にバックアップを作ることを勧めます。工
場出荷時のバックアップを取る方法は、202 ページをご覧く
ださい。

オペレーティング・システム・デー
タのロード

コルグでは本機のオペレーティング・システムを常に更新し
ていますので、お手持ちのオペレーティング・システムも最
新版にアップデートできます。この最新版は以下のサイトで
ダウンロードしてください。
www.korg.co.jp

サイトにある注意とオペレーティング・システムと一緒にダ
ウンロードされる「Readme」ファイルを、必ずお読みくだ
さい。本機のオペレーティング・システムのバージョンは、
メディア・モードの Utirity ページで確認することができま
す（203 ページ“OSバージョン番号”参照）。

Warning:コルグから供給される本機用のオペレーティング・
システム以外はインストールしないでください。他の Pa シ
リーズ用に用意されているオペレーティング・システムをイ
ンストールすると本機の故障、破損を招く恐れがあります。

ミュージカル・リソースのロード

工場出荷時（ファクトリー・プリセット）のミュージカル・
リソースが必要になったときは、www.korg.co.jp でダウン
ロードすることができます。また、本機で独自に作成したカ
スタム・データも保存することができます（202 ページ“Full
Resources Backup”参照）。

データを元に戻すときは、203 ページで行います。

Warning: コルグから供給される本機用のミュージカル・リ
ソース以外はインストールしないでください。他のPaシリー
ズ用に用意されているミュージカル・リソースをインストー
ルするとデータの一部が損失する場合があります。

Loading Musical Resources created with previous Pa
シリーズ（Pa80、Pa1X、Pa800）や i シリーズのリソー
スは一部使用できるものがあります。
詳細はメディア・モードをご覧ください。
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スタンドの組み立て

本機を使用する前に、付属のスタンドを組み立てて、本機を
取り付けてください。詳しくは 216ページをご覧ください。

譜面立て

本機には譜面立てが付属されています。譜面立ての足の部分
をリア・パネルの2つの譜面立て用穴に差し込んでください。

ダンパー・ペダル

リア・パネルのDAMPER 端子に、ハーフ・ペダル機能を持
つ、付属のダンパー（サスティン）・ペダルを接続します。他
のペダルを使用するときは必ず、キャリブレーションの設定
（187ページ“Damper”参照）を行ってください。

ACアダプターの接続

1. 本機の電源がオフになっていることを確認します。

2. 付属の AC アダプターを本機リア・パネルの DC 12V
端子に接続します。

Note：AC アダプターは必ず付属のものをお使いください。
他の ACアダプターを使用した場合、故障などの原因となり
ます。

3. AC アダプターの電源コードのプラグには、アース端子
がついています。感電と機器の損傷を防ぐためにアース
接続を確実に行って、コンセントに接続してください。

接地コンセントに接続する場合
AC アダプターの電源コードのプラグをコンセントに直接差
し込んでください。

アースターミナル付きコンセントに接続する
場合
a. ACアダプターの電源コードのプラグに2P-3P変換器（市
販）を取り付けます。

b. 2P-3P 変換器のアース線を、アースターミナル付きコン
セントに接続します。

c. 2P-3P 変換器をコンセントに差し込んでください。

Note：アースターミナル付きコンセントでは、必ずアース端
子を先に接続してからコンセントにプラグを差し込んでくだ

さい。
コンセントから外す場合は、必ずプラグを先に抜いてから
アースを外してください。接続方法が分からないときは、コ
ルグお客様相談窓口にご相談ください。

電源のオン /オフ

電源をオンにする
リア・パネルにある電源（STANDBY/ON）スイッチを押し
て本機の電源をオン（ON）にします。LCD画面には起動時
の画面が表示され、しばらくすると、スタイル・プレイ・モー
ドのメイン・ページの表示に変わります。

電源をオフにする
リア・パネルにある電源スイッチを再度押して本機の電源を
オフ（STSNDBY）にします。

Warning：本機の電源をオフにすると、本体メモリー（RAM）
のすべてのデータ（ソング・レコード、シーケンサー・モー
ドのエディット内容）は消えてしまいます。SSDメモリーに
含まれるデータ（ファクトリー・データ、ユーザー・サウン
ド、パフォーマンス、スタイル）は保存されます。

音量調整

マスター・ボリューム
MASTER VOLUMEスライダーで本機の全体の音
量を調節します。このスライダーは、内蔵スピー
カー、メイン出力端子（L/MONO、RIGHT）、
PHONES端子の音量を調節します。

Note：まず、中程度のレベルから調節を始めてく
ださい。徐々にMASTER VOLUMEスライダーを
上げます。大きな音量で長い時間使用しないでくだ
さい。

演奏を始める前に

 

アース線 2P-3P変換器（市販） 

電源コード 

アースターミナル付き 
コンセント 
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シーケンサーの BALANCEスライダー
リアルタイム・トラック、
スタイル、ソングのボリューム

BALANCEスライダーでリアルタイム・トラックと
パッド・トラック、スタイル・トラック（ドラム、
パーカション、ベースなど）、およびソング・トラッ
クの音量バランスを調整します。

・ スタイル・プレイ・モードのときは、リアルタイ
ム・トラックとスタイル（アカンパニメント）、
パッド・トラックのバランスを調整します。

・ ソング・プレイ・モードのときは、リアルタイム・トラッ
クと両方のシーケンサー、パッド・トラックの音量バラン
スを調整します。

シーケンサーのBALANCEスライダー

2 つの内蔵シーケンサー（SEQUENCER 1、SEQUENCER
2）の音量バランスを調節します。

・ スライダーを一番左側に移動すると、SEQUENCER 1が
最大レベルに、SEQUENCER 2が“0”になります。

・ スライダーを一番右側に移動すると、SEQUENCER 1
が”“0”に、SEQUENCER 2が最大レベルになります。

・ 中央の位置では、2つのシーケンサーの音量が同じレベル
になります。

Note：シーケンサーを再生するときは、ソングが小さな音量
で始まらないように、このスライダーを中央の位置にします。

ヘッドホン

本機リア・パネルのPHONES端子にヘッドホンを接続しま
す。16～200Ω（50Ω推奨）のインピーダンスのヘッド
ホンが使えます。

オーディオ出力

本機のサウンドを、内蔵スピーカーの代わりに外部アンプ・
システムから出力することができます。レコーディングやラ
イブ演奏時に便利なセットアップです。

ステレオ：OUTPUT の L/MONO および RIGHT出力端子
に、2本のモノラル・ケーブルの一端をそれぞれ接続します。
ケーブルのもう一端は、ミキサーのステレオ・チャンネルや
2 つのモノラル・チャンネル、2 つのパワード・モニター、
あるいはオーディオ・システムTAPE/AUX入力端子に接続
します。

モノラル：モノラル・ケーブルを OUTPUT 出力端子の L/
MONOに接続します。ケーブルの反対側を、ミキサーのモノ
ラル・チャンネル、パワード・モニター、あるいはオーディ
オ・システムの TAPE/AUX 入力端子の片方（アンプをモノ
ラル・モードに設定していないと、片方のチャンネルのみが聞
こえます）に接続します。

オーディオ入力

他の電子楽器や、パワード・タイプではないミキサーからの
出力、CD プレーヤー、テープ・デッキなどを本機のリア・
パネルの INPUT 各端子に接続します。ライン・レベルの入
力端子なので、マイクロホンを接続するには、マイク用のプ
リアンプや、マイク・アンプを内蔵したミキサーが必要です。
接続した機器側の音量コントロールで、本機への入力レベル
を調節します。入力信号に歪み（クリッピング）が生じない
よう注意してください。
以下の要領で接続機器の音量を調節します。

・ 本機から出力されるサウンドの音量が低い場合は、接続機
器の出力レベルを上げてください。

・ 音量に問題なければ調節する必要はありません。

・ 歪んだサウンドが聞こえる場合は、歪みが聞こえなくなる
まで接続機器の出力レベルを下げてください。

MIDI 接続

本機に接続した MIDI マスター・キーボード、MIDI ギター、
MIDI ウィンド・コントローラー、MIDI アコーディオン、デ
ジタル・ピアノなどの外部 MIDI 機器から、本機のサウンド
を鳴らしたり、逆に接続した外部 MIDI 機器のサウンドを鳴
らしたりコントロールすることもできます。MIDI 接続に関し
て詳細は207 ページをご覧ください。

なお、MIDIの代わりに USBポートを使ってコンピューター
と接続することもできます。

デモ・ソング

本機の音楽的表現力を理解いただくために内蔵のデモ・ソン
グをお聴きください。

1. STYLE PLAYキーと SONG PLAYキーを同時に押し
ます。
それぞれのキーの LEDが点滅し、デモ・ソング・メイン
画面が表示されます。

2. 画面に表示されたボタンをタッチして、デモ・ソングの
種類を選びます。
この時点で画面のボタンやフロント・パネルのキーを何も
押さないと、すべてのデモ・ソングが順番に再生されます。

3. 聴きたいデモ・ソングがあるときは、画面でそれを選び
ます。
選んだデモ・ソングが始まります。この時点で画面のボタ
ンやフロント・パネルのキーを何も押さないと、デモ・ソ
ングが順番に再生されます。このページでEXIT キーを押
すとデモ・ソング・メイン画面に戻ります。

4. デモ・ソングを停止するときは、画面の STOPボタンを
タッチします。

5. デモ・ソングの試聴を止めるときは、フロント・パネル
のいずれかのモード・キーを押します。
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本機のさまざまな機能を説明するために本書で使われる名称
や用語を解説します。

ここでは本機の主な構成要素についての概略を記述します。
本機では、従来のシンセサイザーやワークステーションとは
異なった用語を使います。

ここで、それぞれの名称や機能を理解すると、本機の各部が
どのような動作をしてリアルでパワフルな音楽表現を作りだ
しているのかを知る手助けになります。

サウンド（SOUND）

サウンドはアレンジャー・キーボードの基本となるものです。
サウンドとは演奏楽器の音色（ピアノ、ベース、サックス、
ギターなど）のことで、エディット、セーブ、リコール、ロー
ド、またそれらの設定を各トラックに割り当て（アサイン）
可能です。
個々のサウンドは、サウンド・モードで、自動伴奏（スタイ
ル）機能を使わずに普通のキーボードと同様に演奏すること
ができます。

スタイル・プレイ・モードやシーケンサー・モードでは、シー
ケンサー・トラックやスタイル・トラック、リアルタイム・
トラックに、サウンドを自由に割り当てることができます。

スタイル（STYLE）

自動伴奏（バッキング・パターン）を意味するスタイルは、
本機アレンジャー・キーボードの真髄を成すものです。スタ
イルは、最大8 つのパート、あるいはトラックで基本構成さ
れています（79 ページ“スタイル、スタイル・パフォーマ
ンス、STS、パフォーマンスの関連性”参照）。

ドラム（Drum）
ドラム・トラックでは、標準ドラム・キットによるリズム・
フレーズの繰り返しを演奏します。

パーカッション（Percussion ）
パーカッション・トラックでは、さまざまなパーカッション
楽器（コンガ、シェーカー、カウベル、など）のパーカッショ
ン・リズム・フレーズを演奏します。

ドラム・トラックとパーカッション・トラックは、鍵盤で演
奏されるメロディやコードにかかわらず、同じバッキング（伴
奏）フレーズを繰り返し再生します。どちらのトラックにも
異なるドラム・キットを割り当てたり、各キットそのものを
エディットしたりすることもできます。

ベースとアカンパニメント
（Bass & Accompaniment）

ベース・トラックとそれに加えた他のスタイル・トラック（最
大5トラック）が、ドラム・トラックとパーカッション・ト
ラックに同期して、音楽的に関連したフレーズを再生します。
これらのトラックで再生されるフレーズは、鍵盤で演奏され
るコード進行に従って変化します。

各スタイル・トラックには、自由にサウンドを割り当てるこ
とができます。

バリエーション（Variation）

各スタイルには、4つのバリエーションがあります。各バリ
エーションは、少しずつ違った形になっています。

バリエーション 1 からバリエーション 4 になるに従ってア
レンジが複雑になり、例えばパート（スタイル・トラック）
が増えてきます。これにより、スタイルのオリジナルの｢
フィーリング｣を損なうことなく、よりダイナミックなアレン
ジの演奏ができます。

フィル（Fill-in）

ドラマーが演奏中に、例えば曲中のバース（序奏）からコー
ラス（主題）に移るときに、ビートに強弱をつけて繰り返し
調子になり過ぎないよう、時々｢フィル（おかず）｣を入れる
ことがあります。
本機には、それぞれのスタイルに合わせた3種類のフィルイ
ン（Fill-in）が用意されています。フィルイン はドラムだけ
だったり、ドラムとインストルメントだったり、さらには無
音の｢ブレイク（Break）｣だったりします。

イントロとエンディング（Intro & Ending）
それぞれのスタイルには、演奏の飾りとなるイントロとエン
ディングが用意されています。
ハーモニーを生かしコード・チェンジを含めた長短のイント
ロやエンディングとコードを固定したイントロとエンディン
グが用意されています。また、「カウント・イン（Count-in）」
のイントロも用意されています。

用語の説明
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スタイル・エレメント
スタイル・エレメント

各スタイルは楽曲を構成する以下の要素で構成されています。

・イントロ 1/2/3（カウント・イン）

・エンディング 1/2/3

・バリエーション 1/2/3/4

・フィル 1/2/3（ブレイク）

これらの13個の構成要素をスタイル・エレメントと呼びます。

各バリエーションは、少しずつ異なった雰囲気の伴奏パター
ンとなっています。一般的に、バリエーションが1から4へ
進むにつれて、スタイル演奏は複雑になり、実際に伴奏する
スタイル・トラックが増えていき、伴奏の雰囲気がゴージャ
スになっていきます。これにより、スタイルのフィーリング
を損なうことなく、よりダイナミックなアレンジで自動伴奏
が再生されます。

スタイル・プレイ・モードやバッキング・シーケンス・モー
ドでは、演奏（入力）するコード情報に合わせて、パネルに
配置されているスタイル・エレメント・キーを、リアルタイ
ム切り替えることで、イントロ→Aメロ→Bメロ→ソロ→ C
メロ→エンディング .... と言ったように、楽曲の進行へと、
バッキング演奏を音楽的により豊かに追随させることが可能
になります。

コード・バリエーション

イントロやバリエーション等のスタイル・エレメントは、
“コード・バリエーション（以下 CVと略します）”と呼ばれ
る単位のシーケンスから構成されます。

イントロ1、2、3（カウント・イン）：
最大 2個までCVを作成可能

エンディング1、2、3：
最大 2個までCVを作成可能

バリエーション1、2、3、4：
最大 4個までCVを作成可能

フィル1、2、3（ブレイク）：
最大 2個までCVを作成可能

こう書くと、「こんなにたくさんの CVを作らなくてはならな
いのか」と思われるかもしれませんが、基本的に、多くのCV
を作る必要はありません。万が一それでうまくいかなかった
場合のみCVを増やすと考えてください。

工場出荷時のプリセット・スタイルでは、イントロ1とエン
ディング1については、コード進行を持った長めのシーケン
スを作成していますので、“メジャー調”、“マイナー調”の 2
つのCVで構成されています。
その他のエレメントについてはまちまちですが、それほど複
雑でない伴奏の場合は、1個のCVのみで構成されています
（例："8/16 Beat" バンクの P1 "Real 8 Beat"）。

パッド（PAD）・トラック

パッドはシングル・トラックのスタイルのようなもので、専
用PAD キーを押して使用します。
リアルタイムにシングル・サウンドや短いサイクル・シーケ
ンスもリアルタイムにスタイルと一緒に演奏します。

リアルタイム・トラック

自動伴奏（バッキング・パターン）を意味するスタイル・ト
ラックに対して、最大4つのパートを鍵盤でリアルタイムに
演奏することができます。
各リアルタイム・トラックは、特定の鍵盤範囲、あるいはベ
ロシティ範囲で演奏できるように設定できます。

通常は 3 つのパートをスプリット・ポイントの右側（アッ
パー）に、1 つのパートを左側（ロワー）に割り当てます。
これにより、アッパーのサウンドを重ねて演奏することがで
きます。
これらのリアルタイム・トラックは、スタイルに合わせて演
奏する以外にも、シーケンサーと合わせて演奏することがで
きます。

シングル・タッチ・セッティング
（STS）

シングル・タッチ・セッティング は、リアルタイム・トラッ
クに割り当てるサウンド、ボリューム、パン、エフェクトと
言った設定情報のセットを意味します。
通常、スタイルを再生しながら、手弾きパートを、STS を
使って演奏します。STSはスタイル毎に関連付けられている
点で、スタイルに属していると見なせます。スタイルごとに
最大 4 個まで STSを登録可能で、演奏中に STS スイッチ
を切り替えることで、瞬時にキーボード・トラックの設定内
容を切り替えることが可能です。

パフォーマンスと機能は似ていますが、パフォーマンスでは、
一旦パフォーマンスを呼び出した後にSTSを呼び出すと、パ
フォーマンス設定は STS 設定に入れ替わってしまい、再び
パフォーマンスを選択するには、画面上のパフォーマンス表
示領域をタッチする、あるいはフロント・パネルのパフォー
マンス選択スイッチを押した後、パフォーマンス選択一覧画
面を経由してからでないと、パフォーマンスを呼びだすこと
はできません。そういった意味でリアルタイム性に少し欠け
ます。

STS でもパフォーマンス同様、4 個「マルチ・パッド」や
「アンサンブル機能」の設定も個別に登録可能です（79ペー
ジ“スタイル、スタイル・パフォーマンス、STS、パフォー
マンスの関連性”参照）。
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アンサンブル（Ensemble）
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アンサンブル（Ensemble）

アンサンブル機能をオンにしたときは、リアルタイム・トラッ
クで単音を弾くと、本機がそのコードに合わせて自動的にア
ンサンブル（和音）を付けます。例えば、指一本によるメロ
ディー演奏に対して、自動的にハーモニーを付けて演奏する
ことができます。
アンサンブル機能では、演奏中のスタイルのコードから、ど
の音を追加するかを判断し、アンサンブルのパラメーターに
より、単純な音のハーモニーからブラス・セクションのフル・
ハーモニー、さらにはマリンバのトリルまで、追加するタイ
プを選択することができます。

パフォーマンス
（PERFORMANCE）

パフォーマンスには、さまざまな設定が入っています。1 つ
の設定の中に、スタイル（推奨するサウンドを含む）、リアル
タイム・トラック（推奨するなサウンドを含む）、テンポ、ト
ランスポーズ、その他の情報が含まれます。

パフォーマンスの設定は、パフォーマンス・バンク内に保存
することができます。また、ソングブック機能を使って保存
することもできます（79 ページ“スタイル、スタイル・パ
フォーマンス、STS、パフォーマンスの関連性”参照）。

スタイル・パフォーマンス

名前の一部にパフォーマンスと付いていますが、前述したパ
フォーマンスとは異なりますのでご注意ください。これはス
タイル・トラック毎に割り当てられる音色、ボリューム、パ
ン、エフェクト、また該当するスタイルのテンポやドラム・
マップ等の各種設定をスタイル・パフォーマンスとして登録
します（79ページ“スタイル、スタイル・パフォーマンス、
STS、パフォーマンスの関連性”参照）。

シーケンサー（SEQUENCER）

シーケンサーはレコーダーとして機能し、演奏を録音、再生
することができます。本機のシーケンサー機能は、録音前に
選択するモードで変わります。

バッキング・シーケンス・モードでは、スタイル・トラック
と鍵盤演奏やパッド演奏は、それぞれを個別のトラックに同
時に録音できます。スタイル・プレイでのリアルタイム演奏
をそのまま録音するので、白紙の状態から音符情報を1つず
つ記録していく方法に比べて、非常に速くシーケンサーへソ
ングを録音することができます。

マルチトラック・シーケンサー・モードでは、個別に 1 ト
ラックずつ録音する、通常の 16トラック・シーケンサーと
して使えます。

ドラム・マップ

スタイル・トラックで使用中のドラム・トラックのドラム・
パターン演奏に対して、ドラム・キットを組み替えたり、パ
ターン・データ自体を変更することなく、（一時的に）演奏に
変化を与えることができる機能です。

例えば、オリジナルのパターン（ドラム・マップ機能Off状
態）演奏では、2 分と4分の頭に、スネアが鳴っていたとし
ます。ここで、ドラム・マップ機能をオンにして7個あるド
ラム・マップのうち任意の一つを割り当てると、スネアの変
わりに、リムショットが鳴ります。
これは一例ですが、ドラム・マップを切り替えるだけでも、
伴奏の雰囲気が大きく変化することがあります。エディット・
スタイル機能で、スタイル・データそのものを修正する作業
よりも簡単に、大まかなレベルでドラム・パターンが変更で
きるので、大変便利な機能です。

ロゴ・マーク

本機のフロント・パネル上のロゴ・マークの内容を簡単に説
明します。

本機のパワフルな仕様を使うことがで
きるように、音、機能、使いやすさなど
すべてを、RXテクノロジーというコン
セプトに基づいて設計されています。

General MIDI（GM）は、異なるメーカーの

GM 互換機との間で、サウンドとメッセージの
互換性を確保するための規格です。
例えば、GM 規格の製品で作られ、GM 形式
で保存されたシーケンス・ソングは、本機で正
しくプレイできます。



22228888 インターフェイスの基本
タッチビュー・グラフィカル・ユーザー・インターフェイス
タッチビュー・グラフィカル・
ユーザー・インターフェイス

本機には、コルグ独自で開発したタッチビュー・インターフェ
イスを元にした、分かりやすいグラフィカルなユーザー・イ
ンターフェイスが使われています。

ページ

各パラメーターは、ページごとにグループ化されています。
画面下部にあるタブをタッチすると、パラメーターで細分類
された各タブ・ページが表示されます。

メニューとセクション

各ページはセクションごとにグループ化されています。
MENUキーを押すとエディット・セクションが表示され、画
面のボタンをタッチすることで、エディット・ページが表示
されます。

選択可能なアイテム

サウンド、スタイル、STS、パッドまたはソングの名前の横
の三角形をタッチすると、各選択ウィンドウが表示されます。
そのウィンドウ内で別のサウンド、スタイル、STS、パッド
またはソングを選択します。

オーバーラップ・ウィンドウ

サウンドやスタイル、ソング名の表示部分をタッチすると、
現在のページの上に、ウィンドウ（またはリスト）がオーバー
ラップして表示されます。

ウィンドウで選択する部分をタッチし（反転表示）て、EXIT
キーを押すと、現在ウィンドウが閉じて、隠れていた下の次
のページ矢本の画面が表示されます。

ダイアログ・ボックス

オーバーラップ・ウィンドウと同じように、現在のページの
上にダイアログ・ボックスがオーバーラップして表示されま
す。ダイアログ・ボックスの指示に従ってボタンをタッチす
ると、ダイアログ・ボックスは閉じます。

ページ・メニュー

各ページの右上の隅にある▼ボタンをタッチすると、現在の
ページに関係するページ・メニュー・コマンドが表示されま
す。そこからコマンドを選択する（タッチする）と、ページ・
メニュー・コマンドが閉じます。また、画面の他の部分（例
えば、ページ・メニュー・コマンドの外側）をタッチしても、
ページ・メニュー・コマンドは閉じます。

インターフェイスの基本
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タッチビュー・グラフィカル・ユーザー・インターフェイス
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ポップアップ・メニュー

パラメーター名の横に三角が表示されたときは、それをタッ
チすると、ポップアップ・メニューが表示されます。そこか
らパラメーターを選択する（タッチする）と、ポップアップ・
メニューが閉じます。また、画面の他の部分（例えば、ポッ
プアップ・メニューの外側）をタッチしても、ポップアップ・
メニューは閉じます。

チェック・ボックス

これは、オンとオフのボタンです。このボックスをタッチし
てチェックを付けるとオン、チェックを外すとオフです。

数値フィールド
数値に下線が表示されているときは、選択（表示反転）した
あと、それをもう一度タッチすると、数字入力パッドが表示
されます。

スタイル・プレイ、ソング・プレイ、シーケンサー・モードの
メイン・ページでテンポを変えるときも同様に使用できます。

文字フィールド
文字部分に下線が表示されているときは、選択（反転表示）
したあと、それをもう一度タッチすると、選択肢のリストが
表示されます。

テキスト編集ボタン

名前の横に、 （テキスト編集）ボタンがあるときは、それ
をタッチしてテキスト編集ウィンドウを表示させ、名前を入
力したり変更したりします。

リストとスクロール・バー

ディスクのファイルやその他のデータは、リストで表示され
ます。スクロール・バーを使ってスクロールし、リストの内
容を確認することができます。

フロント・パネルのSHIFTキーを押しながら、スクロール・
バーの上下の三角（スクロール・アロー）をタッチすると、
次のアルファベットの先頭のページに移動します。

スライダー

値を変更するスライダーをタッチして選択（表示反転）し、
TEMPO/VALUEダイヤルを回して値を変更します。
また、スライダーをタッチしたまま上下に移動（ドラッグ）
することで、値を変えることもできます。

リスト

スクロー
ル・バー



33330000 インターフェイスの基本
モード
ノブ

値を変更するノブをタッチして選択（表示反転）し、TEMPO/
VALUEダイヤルを回して値を変更します。
また、ノブをタッチしたまま上下（または左右）に移動（ド
ラッグ）することで、値を変えることもできます。

アイコン
ファイル、ソング、フォルダーの認識用に、いろいろなアイ
コンが用意されています。

モード

本機のページは、機能によっていろいろなモードに分類され
ています。
スタイル・プレイ、ソング・プレイ、シーケンサー、サウン
ドの各モードに入るときは、フロント・パネルのモード・セ
クションで対応するキーを押します。

スタイル・プレイ・モード

・ ページ・メニューからスタイル・プレイのイージー・モー
ドに入ります。

・ フロント・パネルのRECORD キーを押すとスタイル・レ
コード・モードに入ります。

・ フロント・パネルの MENUキーを押すとスタイル・プレ
イ・エディット・モードに入ります。

フロント・パネルの SONGBOOK キーを押すとソング
ブック・モードに入ります。

ソング・プレイ・モード

・ ページ・メニューからソング・プレイのイージー・モード
に入ります。

・ フロント・パネルのMENUキーを押すとソング・プレイ・
エディット・モードに入ります。

シーケンサー・モード

・ フロント・パネルの RECORD キーを押すとソング・レ
コード・モードに入ります。

・ フロント・パネルの MENU キーを押すとシーケンサー・
エディット・モードに入ります。

・ フロント・パネルの SONGBOOK キーを押すとソング
ブック・モードに入ります。

サウンド・モード

・ フロント・パネルの MENU キーを押すとサウンド・エ
ディット・モードに入ります。

グローバル・モード、メディア・モードの 2 つは特別です。
他のモードを選択していても、それらのモードが有効のまま、
上記の2つのモードを呼び出し、エディットすることができ
ます。

反転表示のパラメーターや値

パラメーターや値に対し、何か操作や変更をする場合、まず
は対象とするパラメーターや値などを選択し、反転表示にし
ます。

グレー表示（無効）のパラメーター

パラメーターやコマンドが無効になっている場合は、グレー
表示になっています。このパラメーターやコマンドは選択で
きない（エディットできない）ことを意味します。設定によっ
て関係しないパラメーターがあるときにも、このようなグ
レー表示に変わります。

ショートカット

フロント・パネルの SHIFT キーと他のキーまたは、画面の
ボタンを同時に押したりタッチすることで、それぞれに関す
るページをダイレクトに表示させることができます。

ショートカットの内容の一覧は213ページをご覧ください。
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33332222 電源をオンにして、デモ・ソングを聴いてみましょう
電源をオンにする
本機の電源を入れてください。LCD画面にメイン・ページが表示されます。

はじめに、デモ･ソングの演奏も聴いてみましょう。

電源をオンにする

本機の電源スイッチ（リア・パネル中央左）を押して、オン（ON）にします。

電源をオンにすると初期画面が数秒間表示され、その後下記のようなイージー・モードの画面が
表示されます（8ページ参照）。

電源をオンにして、デモ・ソングを聴いてみましょう

電源スイッチLCD 画面 デモ用キー

ミキサー・ボタン
ここをタッチして、ミキサー・
ページを表示して、トラックのパ
ンや音量を調整します。

スタイル名スタイル・バンク

スタイルの拍子

テンポ

選択している
パフォーマンス、または STS

スプリット・ポイント表示

アッパー・リアルタイム・トラック

アッパー・リアルタイム・トラッ
クに割り当てられたサウンド

自動認識されたコード名

ページ・メニュー・ボタン

ロワー・リアルタイム・トラック

ロワー・リアルタイム・トラッ
クに割り当てられたサウンド

現在のスタイルやソングブックのエントリーの
シングル・タッチ・セッティング（STS）

スタイル・エレメント
の長さ（小節数）

サウンド名

サウンド・バンク

ビート・カウンター

エフェクト・ボタン
ここをタッチして、エフェクト・
ページを表示して、エフェクト設
定をします。

マスター・トランスポーズ・
ロック表示



33333333電源をオンにして、デモ・ソングを聴いてみましょう
デモ・ソングを再生する
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デモ・ソングを再生する

本機の音楽表現力を知って頂くための、さまざまなデモ･ソングが収められています。 

1. フロント・パネルのSTYLE PLAYキーと SONG PLAYキーを一緒に押して、デモ･ソン

グ・メイン画面を表示します。 

2. 画面に表示されたボタンをタッチして、デモ・ソングの種類を選びます。

この時点で画面のボタンやフロント・パネルのキーを何も押さないと、すべてのデモ・ソ
ングが順番に再生されます。 

3. 聴きたいデモ・ソングのボタンをタッチします。選んだデモ・ソングの再生が始まります。

この時点で画面のボタンを何も押さないと、デモ・ソングが順番に再生されます。
また、この画面でフロント・パネルの EXIT キーを押すとデモ・ソング・メイン画面に戻
ります。 

4. デモ・ソングを停止するときは、画面のSTOP ボタンをタッチします。 

5. デモ・ソングの試聴を止めるときは、フロント・パネルのいずれかのモード・キーを押し

ます。



33334444 サウンドの演奏
プレイ・ピアノ・サウンドで演奏する
同時に、最大3つのサウンドを鍵盤で演奏することができます。
また、スプリット設定を使用すると、最大3つのサウンドを右手（アッパー1、2、3）で、1
つのサウンドを左手（ロワー）で演奏することができます。なお、これらのパート（アッパー
1、2、3とロワー）をまとめてリアルタイム・トラックと呼びます。

プレイ・ピアノ・サウンドで演奏する

本機は多くのサウンド、スタイルや機能があり、必要に応じて多彩な高度な演奏を行うことがで
きますが、ワンタッチで通常のデジタルピアノとして使うのに最適な、プレイ・ピアノ・サウン
ドを呼び出すことができます。

PLAY PIANOキーを押すと、サウンドはGland Piano RX 単音色（複数のサウンド演奏なし、
右手と左手で異なったサウンド演奏なし）になります。

サウンドは Gland Piano RX 単音色の演奏を止めるときは、他のサウンドを選ぶか、SPLIT
キーを押す、各トラック（UP2、UP3、LOW）のミュート を解除します。

演奏するサウンドを選ぶ 

1. STYLE PLAYキーを押して、スタイル・プレイ・モードに入ります

Note: アッパー 2 と
アッパー3 トラックが
ミュートになっているこ
とを確認してください。複
数の音を出すときやト
ラックの音を消す方法に
ついては36ページをご覧
ください。

サウンドの演奏

サウンド選択セクションプレイ・ピアノ・キー

現在選ばれているトラックは、黒い背
景（反転表示）で表示されます。この
図では、アッパー1 のトラックが有
効になっています。もし、選ばれてい
ないときは、画面のUP1のトラック
を一度タッチして有効にします。

ここのアイコンの下に
アイコンが表示さ

れているときはミュート
（消音）され、鍵盤を弾い
ても音がでません。



33335555サウンドの演奏
演奏するサウンドを選ぶ
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2. 全部の鍵盤を使って演奏する場合は、フル・アッパーになっていることを確認します。

もし、スプリット設定がオン（SPLIT LED 点灯）しているときは、SPLITキーを押して、
その設定をオフ（SPLIT LED 消灯）にします。 

3. 下図のように画面のアッパー1トラック表示をタッチして、サウンド選択ウィンドウを開き

ます。

Note: SOUNDキーの
LED が点灯しているとき
は、パフォーマンス /サウ
ンド選択セクションのい
ずれかのキーを押して、サ
ウンド選択ウィンドウを
開くこともできます。この
方法では、任意のサウン
ド・バンクに直接移動でき
ます。

サウンドを選択するとき
は、この SOUND キーの
LED が点灯していること
を確認してください。 

4. サウンド選択ウィンドウでサウンドを選択（反転表示）したら、フロント・パネルの EXIT

キーを押します。

サウンド選択ウィンドウが閉じ、アッパー1 に選択したサウンド名が表示されたメイン･
ページが表示されます。

（フル）アッパー 

選択したサウンドは反転表示になります。
サウンド名部分をタッチして選択します。

サイド・タブをタッチして異なる
サウンド・バンクを選択します。

下のタブをタッチして、異なるサ
ウンドページを表示します。

サウンド・ページが4 ページ以上ある場合は、
ここにページ移動アイコンが表示されます。

現在選択されてい
るサウンドの表示

選択している対
象のトラック

三角マークは、この
名前をタッチすると
選択ウィンドウが表
示されることを示し
ています。

サウンド・バンク・アイコン

サウンド名

バンクの設定。“Bank 1/8”はフロン
ト・パネルの上列のキー、“Bank 9/
16”はフロント・パネルの下列のキー
と一致するサウンド・バンクです。
“User”はユーザー・サウンド・バン
クになります。

フロント・パネルのEXITキーを
押して、サウンド選択ウィンドウ
を閉じると、アッパー 1に選択
したサウンド名が表示されたメイ
ン画面になります。

スプリット・キー



33336666 サウンドの演奏
同時に複数のサウンドで演奏する 
5. 鍵盤を弾いて演奏します。

Note: ディスプレイ・
ホールド・オプションをオ
フにすることで、サウンド
を選択した数秒後、自動的
にサウンド選択ウィンド
ウを閉じることができま
す（186ページ“Display
Hold On”参照）。

同時に複数のサウンドで演奏する

異なる3つのサウンドをアッパー・トラックに重ねて演奏することができます。 

1. アッパー2、アッパー3に アイコンが表示されている場合は、ミュート（消音）さ

れていてこれらのトラックのサウンドは聞こえません。 

2. 鍵盤で演奏します。 

3. アッパー3トラックの アイコンをタッチして、ミュート（消音）を解除し演奏時に

アッパー3トラックのサウンドを出します。

アッパー2、アッパー3 のバ
ンク・アイコン表示に

アイコンが表示されて
いる場合は、消音されていてこ
れらのトラックのサウンドは聞
こえません。

この部分をタッチし
て、 アイコン
を消し、ミュートを
解除した後で演奏す
ると、アッパー2 ト
ラックのサウンドを
聴くことができます。

演奏すると“Dark Pad”（アッパー 2トラックに割り当て）と
“Grand Piano”（アッパー 1トラックに割り当て）が重なったサウ
ンドで演奏されます。

この部分をタッチし
て、 アイコン
を消し、ミュートを
解除した後で演奏す
ると、アッパー 3ト
ラックのサウンドを
聴くことができます。



33337777サウンドの演奏
同時に複数のサウンドで演奏する
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4. 鍵盤で演奏します。 

5. アッパー3をタッチして、再度アッパー3トラックをミュート（消音）に設定（ ア

イコンが表示）します。 

6. 鍵盤で演奏します。 

7. アッパー2をタッチして、再度アッパー2トラックをミュート（消音）に設定（ ア

イコンが表示）します。 

8. 鍵盤で演奏します。

演奏すると“StringEns2”（アッパー3 トラックに割り当て）、“Dark
Pad”（アッパー 2トラックに割り当て）と“Grand Piano”（アッパー1
トラックに割り当て）が重なったサウンドで演奏されます。

演奏すると“StringEns2”（アッパー3 トラックに割り当て）はミュート
されサウンドが聞こえなくなります。再び、アッパー 1 とアッパー2 のサ
ウンドのみの演奏になります。

演奏すると“Dark Pad”（アッパー 2トラックに割り当て）はミュートさ
れサウンドが聞こえなくなります。再び、アッパー1 のサウンドだけの演
奏になります。



33338888 サウンドの演奏
右手と左手で異なったサウンドを演奏する
右手と左手で異なったサウンドを演奏する

右手で演奏する最大3つのサウンドに加えて、左手で1つのサウンドを演奏できます。 

1. フロント・パネルのSPLIT キーを押し（LED点灯）、鍵盤をロワー（左手）とアッパー（右

手）のパートに分けます。 

2. ロワー・トラックを演奏できる設定します。 

3. 鍵盤で演奏します。

Hint:アッパー1トラッ
クと同じような方法でロ
ワー・トラックに異なるサ
ウンドを選択できます。
36ページ“同時に複数の
サウンドで演奏する”を参
照してください。 

4. フロント・パネルのSPLIT キーを押し（LED消灯）、鍵盤をアッパー・トラックのみの設定

に戻します。

アッパー ロワー 

ミュートされているときは、ここを
タッチして アイコンを消去
します。

鍵盤が 2つのパートに分割され、それぞれで異なったサウンドで
演奏できます。

ロワー アッパー

（フル）アッパー 



33339999サウンドの演奏
スプリット･ポイントを変更する
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5. 鍵盤で演奏します。

スプリット･ポイントを変更する

選択したスプリット･ポイントを任意の位置に設定することができます。 

1. 画面の下部のSplit ボタンをタッチして“Press a key to set the Split Point（スプリッ

ト・ポイントの鍵盤を押してください）”を表示します。

フロント・パネルのSPLIT キーを長押しして表示することもできます。 

2. 1つの鍵盤のキーを押すと、その位置がスプリット・ポイントとして設定されます。

アッパー・トラックは、このポイントを含む右側になり、ロワー・トラックは左側になり
ます。

鍵盤のどこを弾いても、アッパー・トラックのサウンドで演奏でき
るようになります。

アッパー



44440000 サウンドの演奏
アッパー・トラックの音の高さの設定
アッパー・トラックの音の高さの設定

アッパー・トラックの音が高すぎる、または低すぎる場合は、音の高さをオクターブ単位ですば
やく上下することができます。 

1. フロント・パネルの 2つのUPPER OCTAVEキー（＋、－）を使って、すべてのアッパー・

トラックを同時に音の高さを変更します。

Note: 各トラックの音
の高さの値はサウンド名
の右下に表示されます。

Note: スタイル・プレ
イ・モードとソング・プレ
イ・モード、およびシーケ
ンサー・モードのバッキン
グ・シーケンス録音のとき
は、アッパー1～3トラッ
クの音の高さを同時に、ト
ランスポーズします。
また、スタイル・プレイ録
音モードやシーケンサー・
モードのバッキング・シー
ケンス録音以外のときは、
選択しているトラックの
音の高さをトランスポー
ズします。 

2. 両方のUPPER OCTAVEキーの（＋、－）を同時に押すと、アッパー・トラックの音の高

さが保存している値に戻ります。

このキーを押すたびに、音
の高さが 1オクターブ下が
ります。

このキーを押すたびに、音
の高さが 1 オクターブ上が
ります。



44441111パフォーマンスを選んで保存する
アッパー・トラックの音の高さの設定
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パフォーマンスは本機の音楽的な中核となるものです。
1つのサウンドを選ぶのとは違って、パフォーマンスを選ぶと、同時に複数のパートに対してサ
ウンドが呼び出され、それらのエフェクトやトランスポーズ、その他演奏される音楽に必要なた
くさんの設定が瞬時に呼び出されます。

パフォーマンスには、すべてのフロント・パネルの設定を保存することができます。本機には
ファクトリー・プリセットとして多数のパフォーマンスが用意されていますが、それぞれを好み
に合わせてエディットして、保存することができます。

パフォーマンスと同じように、それらの設定をSTS（シングル・タッチ・セッティング）として
保存することもできます。STS にはリアルタイム・トラックのすべての設定が保存できます。
各スタイルやソングブックには最大 4 つの STS 設定を持つことができ、画面下の 4 つの専用
キーで瞬時にそれらを選ぶことができます。

Note: パフォーマンス
には、そのサウンドに
合ったスタイル・ナン
バーを 1つ記憶させるこ
とができます。このスタ
イル・ナンバーは、
STYLE CHANGE キー
がオンのときにパフォー
マンスを選択すると同時
に、そのスタイルが呼び
出されます。

本機の電源をオンにしたときは、パフォーマンス・バンク 1 の先頭に保存した設定が自動的に
選択されるため、電源をオンにして直ぐに使いたい設定は、この位置にパフォーマンスに保存す
ることをお勧めします。

パフォーマンスを選んで保存する

パフォーマンス /サウンド選択STS（シングル・タッチ・セッティング）



44442222 パフォーマンスを選んで保存する
パフォーマンスを選ぶ
パフォーマンスを選ぶ 

1. 画面左中頃のPS（パフォーマンス）欄をタッチしてパフォーマンス選択ウィンドウを開き

ます。

Note:
PERFORMANCEキーの
LED が点灯しているとき
は、パフォーマンス /サウ
ンド選択セクションの
キーを押して、パフォーマ
ンス選択ウィンドウを開
くこともできます。
この方法では、任意のパ
フォーマンス･バンクに直
接移動できます。 

2. パフォーマンス選択ウィンドウでパフォーマンスを選択（反転表示）したら、フロント・

パネルのEXITキーを押します。

パフォーマンス選択ウィンドウが閉じ、選択したパフォーマンス名が表示されたメイン･
ページが表示されます。 

3. 鍵盤で演奏します。

Note:
S T Y L E
C H A N G E
キーのLED が
点灯している
ときは、パフォーマンスを
選択すると、あらかじめ登
録してあるスタイルとそ
の設定（スタイル･トラッ
クのサウンド、エフェクト
設定など）に自動的に切り
替わります。

選択したサウンドは反転表示にな
ります。パフォーマンス名部分を
タッチして選択します。

サイド・タブをタッチして異
なるパフォーマンス・バンク
を選択します。

下のタブをタッチして、異なるパ
フォーマンス・ページを表示します。

バンク・グループの選択。“Bank 1/8”はフロント・パネル
の上列のキー、“Bank 9/16”はフロント・パネルの下列の
キーと一致するパフォーマンス・バンクです。

フロント・パネルのEXITキー
を押して、パフォーマンス選択
ウィンドウが閉じて、メイン･
ページが表示されます（186
ページ“Display Hold On”オ
プションがオンとき）。
サウンド、エフェクト、その他
の設定は、選択されたパフォー
マンスに保存されている設定に
変更されます。

選択されたパフォーマンスに保存されているサウンド、エ
フェクト、その他の設定が呼び出されています。



44443333パフォーマンスを選んで保存する
パフォーマンスに設定を保存する
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パフォーマンスに設定を保存する

リアルタイム・トラックのサウンド、音量、エフェクトなどの設定をはじめ、現在のスタイル、
スタイル・トラックの設定、フロント・パネルの設定などは、一度の動作で保存することがで
き、後ですばやく呼び出すことができます。

Note: SHIFTキーを押
し な が ら、PERFOR-
M A N C E / S O U N D
SELECT キーをどれか 1
つを押すことで、Write
Performanceダイアログ
を開けることもできます。 

1. ページ･メニュー･ボタンをタッチして、ページ･メニューを開きます。 

2. メニューからWrite Performanceコマンドを選択すると、Write Performanceダイアロ

グ･ボックスが表示されます。 

3. 必要に応じてパフォーマンスに名前を付けます。

ページ・メニュー・ボタン

ページ・メニュー

メニューからWrite Performance コマ
ンドを選択すると、Write Performance
ダイアログ･ボックスが表示されます。

テキスト編集ボタンをタッチしてテキスト
編集ウィンドウを開きます。

アルファベット文字でテキ
ストを入力します。

<、> ボタンを使って
カーソルを左右に移動
します。

Shiftボタンをタッチし
て大文字、小文字を切
り替えます。

Clear ボタンをタッチすると、
すべての文字が削除されます。
Delete ボタンをタッチする
と、カーソルの左の 1文字が
削除されます。

Symbolボタンをタッチし
て特殊文字を入力します。

OKボタンをタッチして
新しい名前を確定する
か、Cancelボタンを
タッチして変更を中止
します。



44444444 パフォーマンスを選んで保存する
パフォーマンスに設定を保存する 
4. パフォーマンスを保存する本体メモリー上のバンクとパフォーマンスを選択します。 

5. パフォーマンスの名前を変更して保存先を選択したら、OKボタンをタッチしてパフォーマ

ンスを本体メモリーに保存します。中止するときはCancelボタンをタッチします。

Warning: パフォーマ
ンスの保存先に、大切な
データが入っていないこ
とを、あらかじめ確認して
ください。保存先に、既に
データが保存されている
場合、保存を実行すると、
前に保存されていたデー
タは上書きされます。

保存するバンクとパフォーマンスの選
択は、Bank、または Performance
パラメーターを選択（反転表示）し、
TEMPO/VALUE ダイヤル、で選択
します。

A）

B）
選択されたパフォーマン
スは反転表示になります。

両横のタブをタッチすると、異な
るパフォーマンス･バンクが選択
できます。

このタブをタッチすると、同じパフォーマ
ンス・バンクの中から、異なるパフォーマ
ンス・ページが表示されます。

または

Note: パフォーマンスは、
“Empty（空）”のパ
フォーマンスにも保存で
きます。“Empty”のパ
フォーマンスには、デー
タは何も保存されていな
ので、そこに新たに作っ
たパフォーマンスを保存
することができます。

“Bank 1/8”フロント・パネルのパフォーマンスの
上列のバンクを選ぶ場合
“Bank 9/16”フロント・パネルのパフォーマンス
の下列のバンクを選ぶ場合



44445555スタイルを選択して再生する
パフォーマンスに設定を保存する
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本機は、自動伴奏を付けたり、アレンジ機能でその伴奏スタイル（パターン）を編集することが
できる優れた楽器です。この自動伴奏を、スタイル（Style）と呼びます。

スタイルには、曲のいろいろな部分に対応した、いくつかのスタイル･エレメント（イントロ、
バリエーション、フィル、エンディングなどの要素）があります。スタイル･エレメントを選択
することで、演奏に変化をつけ、より音楽的なものにすることができます。

SINGLE TOUCH キーの LED が点灯しているときは、スタイルを選択するとそのスタイルに
設定されている 4 つの STS（シングル・タッチ・セッティング）のうち、最初のSTS1 が自
動的に選ばれ、リアルタイム・トラック、エフェクト、その他のパラメーターも自動的に設定さ
れます。

スタイルをスタート、ストップなどの操作をするには、スタイル・コントローラーを使います。

スタイルを選択して再生する

スタイル選択セクション

スタイル・エレメント スタイル・コントローラー



44446666 スタイルを選択して再生する
スタイルを選んで再生する
スタイルを選んで再生する 

1. 画面のスタイル（STYLE）の名前をタッチしてスタイル選択ウィンドウを開きます。

Note: スタイル選択セ
クションのキーを押して
スタイル選択ウィンドウ
を開くこともできます。こ
の方法では、任意のスタイ
ル･バンクに直接移動でき
ます。

Note: ディスプレイ・
ホールド・オプションをオ
フにすることで、スタイル
を選択した数秒後、自動的
にスタイル選択ウィンド
ウを閉じることができま
す（186ページ“Display
Hold On”参照）。 

2. スタイル選択ウィンドウでスタイルを選択（反転表示）したら、フロント・パネルのEXIT

キーを押します。

スタイル選択ウィンドウが閉じ、選択したスタイルが表示されたメイン･ページが表示され
ます。 

3. フロント・パネルのACCOMP.キーがオン（LED 点灯）になっていることを確認します。

選択されたスタイルは反転表示さ
れます。スタイルの名前をタッチ
して選択します。

両横のタブをタッチすると異なる
スタイル･バンクが選択できます。

タブをタッチすると、同じスタイル・バンクの中
から異なるスタイル・ページが表示されます。

“Bank 1/8”フロント・パネルのスタイルの上列のバンクを選ぶ場合
“Bank 9/16”フロント・パネルのスタイルの下列のバンクを選ぶ場合.

フロント・パネルのEXITキーを
押すと、スタイル選択ウィンドウ
が閉じ、選択したスタイルが表示
されたメイン･ページが表示され
ます。

コード･スキャニングを動作させるときは、
ACCMP. キーのLED が点灯している必要が
あります。LEDが消灯しているときは、ドラ
ム・トラックのみを聴くことができます。



44447777スタイルを選択して再生する
テンポ
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4. SYNCHRO STARTキーを押して LEDを点灯させます。

シンクロ・スタート機能がオンになります。

Note: スタイルの再生
は START/STOP キーを
押すと始まりますが、シン
クロ・スタート機能を使う
と、鍵盤での演奏に合わせ
てスタイルをスタートさ
せることができます。
同期をとった演奏に便利
な方法です。 

5. 鍵盤で演奏します。 

6. START/STOPキーを押して、スタイルの再生を停止します。

テンポ

テンポ設定は、各スタイルや各パフォーマンスに保存されていますが、自由にテンポ設定を変更
することができます。設定は次の2つの方法があります。

Hint:テンポ･パラメー
ターを選択（反転表示）し
ているときに、TEMPO/
VALUE ダイヤルを使用
しなくても画面のテンポ･
パラメーターをタッチ（反
転表示）したまま、上下（ま
たは左右）に移動（ドラッ
グ）して値を変更できま
す。 

• テンポ･パラメーターを選択（反転表示）しているときに、TEMPO/VALUE ダイヤルを
使って値を変更します。 

• テンポ･パラメーターを選択していないときは、SHIFT キーを押しながらダイヤルを回し
て、値を変更します。選択されたテンポは画面中央の小さなウィンドウに表示されます。 

• 保存されている初期設定のテンポを呼び出すときは、EXITキーとMENUキーを同時に押し
ます。

シンクロ・スタート機能をオンにしたときは , 鍵盤のコード
認識領域で単音、またはコードを弾くと、それと同時にスタ
イルの再生が開始されます。スタイルに合わせて、左手で
コードを、右手でメロディを弾くと、アレンジャーが自動的
に演奏に追従します。



44448888 スタイルを選択して再生する
イントロ、フィル、バリエーション、エンディング
イントロ、フィル、バリエーション、エンディング

スタイルの再生中に、いろいろなスタイル･エレメントを選択して、より豊かな演奏ができます。
スタイル･エレメントには、最大 4 つの基本パターン（バリエーション）、3つのイントロ（ま
たは 2 つのイントロとカウント･イン）、3 つのフィル（または 2 つのフィルとブレーク）、そ
れと3つのエンディングがあります。 

1. SYNCHRO STARTキーのLEDが点滅していることを確認します（消灯していたらキーを

押して点滅させます）。 

2. INTROキーのどれかを押し、イントロを再生するように設定します。 

3. 鍵盤で演奏します。 

4. 演奏中に、FILLキーのどれかを押し、フィルを選択します。

Note: 別のバリエー
ションを選択する前に必
ずしもフィルを選択する
必要はありませんが、フィ
ルを選択すると、バリエー
ション間の移行がスムー
ズでより音楽的なものに
なります。 

5. フィルが終了する前に、別のVARIATIONキーを押し、基本パターンの異なるバリエーショ

ンを選択します。

Note: フィルの再生中
にバリエーション選択を
していると、フィルが終わ
ると自動的に選択したバ
リエーションの演奏が始
まります（94ページ“Fill
Mode（フィル・モード）”
参照）。

選択されたイントロで、スタイルが再生されます。イントロ
が終わると基本パターン（選択されたバリエーション）が再
生されます。

フィルが終わると、選択されたバリ
エーションの再生を始めます。



44449999スタイルを選択して再生する
STS（シングル・タッチ・セッティング）
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6. スタイル再生を停止するときは、ENDING キーのどれかを押すと、選択したエンディング

が再生されあとスタイルは自動的に停止します。

STS（シングル・タッチ・セッティング）

各スタイルやソングブックには、最大で4つのSTS（シングル・タッチ・セッティング）と呼
ばれるリアルタイム・トラック設定があります。
SINGLE TOUCHのLED が点灯しているときは、スタイルを選択するとSTS1が自動的に選
ばれます。STS1はソングブックを選んだときにも呼び出されます。

STS は、スタイル・プレイ・モードからソング・プレイ・モードに切り替えたときにも、ソン
グを聴きながら瞬時にリアルタイム・トラックの音色設定を選択するのに使えます。

Note:
STSはパフォーマンスと
似ていますが、設定した
スタイルに特化した設定
です。 

1. 画面の下の4つのSINGLE TOUCH SETTINGキーのどれか1 つを押します。 

2. 鍵盤で演奏します。 

3. 他のSTSを選択して、設定がどのように変わるかを確認してください。

エンディングが終わる
と、スタイル再生は自動
的に停止します。

選択した STS に保存された設定が選ばれてサウンド、エ
フェクトやその他の設定が呼び出されます。



55550000 スタイルを選択して再生する
パッド（PAD）・トラック
パッド（PAD）・トラック

STYLE CHANGEキーの LED が点灯しているときにスタイルで、4つの PADキーにそれぞ
れ異なったサウンドやパターンを割り当てることができます。

PADキーに割り当てられたサウンドやフレーズ・パターンは、リアルタイム・トラックとスタ
イル・トラックと共に演奏することができます。 

1. 4つのPADキーのうち、1つを押します。 

2. 選択した PAD の音が、拍手やギターのアルペジオのように繰り返すサウンドのときは、

STOPキーを押して再生を停止します。

Hint: SHIFT キーを押
しながら、どれか 1 つの
PAD キーを押すことで、
パッド選択ウィンドウを
表示して、サウンドやパ
ターンを割り当て直すこ
とができます。 

3. 異なるスタイルを選び、各PAD キーに割り当てられたサウンドを確認してください。

複数のパッドを押すと、2つ以上の音またはパターンを同時に再生することができます。
現在再生しているパッドの音を止めるときは、STOPキーを押します。特定のパッドの音
のみを止めるときはSTOPキーを押しながら、そのPAD キーを押します。

スタイル・トラックと
リアルタイム・トラックの音量バランス

リアルタイム・トラックは通常の音量のままで、スタイル･トラックの音量を少しずつフェード
するように調節すると効果的な場合があります。 

• スタイルの再生中に、フロント・パネルの MASTER VOLUME スライダーの横にある
BALANCE スライダーを使ってスタイル・トラックとリアルタイム・トラック（RT）の
音量バランスを調節します。



55551111スタイルを選択して再生する
右手のメロディにハーモニーを加える （アンサンブル機能）
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右手のメロディにハーモニーを加える
（アンサンブル機能）

右手のメロディに、左手で弾いて入力したコードに追随して自動的にハーモニー演奏を加えます。  

1. スプリット・モードに入るため、フロント・パネルの SPLITキーを押し（LED点灯）ます。

アンサンブル機能は、スプリット･モードのときのみ有効です。 

2. ENSEMBLE キーを押すと、アンサンブル機能がオンになりLEDが点灯します。 

3. 左手でコードを、右手では1音ずつで演奏してみます。 

4. 別のハーモニー･タイプを選ぶときは、SHIFTキーを押しながらENSEMBLE キーを押し

て、アンサンブル・ページを開きます。

この方法は、このページを表示するためのショートカットです。別の方法として、MENU
キーを押して、次に画面のKeyboard Ensemble ボタンをタッチし、“Ensemble”タブ
をタッチします。

左手で弾いたコードに従って、右手の音に自動的にハーモ
ニーが追加されます。

アンサンブルのパラメーターが選ばれ
ている（反転表示）とき、TEMPO/
VALUE ダイヤルを使ってハーモニー
のタイプを選択します。



55552222 スタイルを選択して再生する
右手のメロディにハーモニーを加える （アンサンブル機能） 
5. ハーモニー･タイプを選択したら、EXITキーを押してメイン･ページに戻ります。 

6. ENSEMBLEキーをもう一度押すと、アンサンブル機能がオフになりLED が消灯します。

エディット・ページから入った
ときは、EXITキーを押して現
在のモードのメイン･ページに
戻ります。



55553333メトロノーム
右手のメロディにハーモニーを加える （アンサンブル機能）
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本機には、操作のしやすいメトロノームがスタイルとして用意されています。 

1. 画面のスタイル（STYLE）の名前をタッチしてスタイル選択ウィンドウを開きます。 

2. 使用する拍子と一致しているスタイル名の画面をタッチして選びます。

メトロノームは、スタイル・バンク“World 2”の 4ページ（P4タブ）に用意されています。 

3. TEMPO/VALUEダイヤルを使ってメトロノームのテンポを設定します。 

4. START/STOPキーを押してメトロノームをスタートします。 

5. VARIATION1～4キーでメトロノームのアクセント音を選びます。

1：アクセント音なし、2：標準音のアクセント、3：ベル音のアクセント、4：スティック音 

6. フロント・パネルのバランス・スライダーでメトロノームの音量を調整します。 

7. もう一度START/STOPキーを押してメトロノームを停止します。

メトロノーム



55554444 ソング・プレイ
再生するソングを選ぶ
本機にはシーケンサーが2つ搭載されています。同時に2つのシーケンサーで異なるソングを
再生し、演奏をミックスすることができます。本機は、SMF（スタンダード MIDI ファイル）、
KAR（karaokeファイル）フォーマットのソングを読み込むことができます。

ファイルに歌詞やコード表記が含まれている場合は、画面に表示することもできます。

Note：日本語の歌詞は
表示できませんのでご了
承ください（2008 年 9
月現在）。

再生するソングを選ぶ 

1. SONG PLAYキーを押してソング･プレイ・モードに入ります。

Hint: スタイル・プレ
イ・モードでも、2つのシー
ケンサーに割り当てるソ
ングを選ぶことができま
す。この場合、ソング・プ
レイ・モードに切り替える
とすぐにソングの再生を
開始することができます。

ソング・プレイ

シーケンサー・コントロール ソング・プレイ・モード・キー

スタイル・プレイ・モー
ドのメイン・ページに表
示されるソング名 .

SONG PLAYキーを押すと、
ソング・プレイ・モードのメイ
ン･ページが表示されます。



55555555ソング・プレイ
再生するソングを選ぶ
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2. 画面の“SEQ 1”（シーケンサー1）の部分をタッチして、ソング選択ウィンドウを開きます。

Hint:別の方法として、
フロント・パネルのシーケ
ンサー1 セクションの
SONG SELECT キーを
押してソング選択ウィン
ドウを開くこともできま
す。 

3. リストをスクロールして、再生するソングを選択します。 

4. ソングを選んだら、画面の Selectボタンをタッチして確定し、ソング選択ウィンドウを閉

じます。

選択されているソングは、反転表
示になります。選択するにはソン
グの名前部分をタッチしてます。

スクロール･バーを使ってリスト内のす
べてのソングを閲覧します。
ソングをどれか1 つを選択して（反転
表示）から、TEMPO/VALUEダイヤ
ルを回しても、ソングを閲覧すること
ができます。

Open、Close ボタンを使って、
フォルダー内を閲覧します。

Sync P.（シンク･パス）ボタンを使え
ば、選択したソングが含まれる画面に
戻ることができます（77ページ参照）。

Select ボタンをタッチして反転表示の
ソングを選択、確定し、シーケンサー 1
に割り当てます。

画面の Select ボタンをタッチすると、ソング・
プレイ・モードのメイン･ページに戻ります。

選択したソング



55556666 ソング・プレイ
ソングの再生
ソングの再生

ソングを選んだら、シーケンサーで再生します。 

1. シーケンサー・セクションのBALANCEスライダーを、左端（シーケンサー1側）に設定

します。 

2. SEQUENCER 1の （再生/ 停止）キーを押すとソングの再生が始まります。 

3. SEQUENCER 1セクションのキーを使って、ソング再生をコントロールします。 

4. ソング再生を停止して1小節目に戻るときは、（ホーム）キーを押します。

Note:シーケンサーは、
ソングの最後まで再生す
ると自動的に停止します。

（再生/ 停止）キーを押すとキーの LEDが点灯
し、小節カウンターに現在の小節数が表示されます。

早戻しキーを一度押すと、現在の小節の始めに
戻ります。キーを押し続けると、小節単位で戻
ります。

早送りキーを一度押すと、次の小節の始めに移
動します。キーを押し続けると、小節単位で進
みます。

再生 /停止キーを押すと、再生を始めます。再生
中に押すと、ソングを現在位置で一時停止します。
もう一度押すと、ソングの再生を再開します。

ホーム・キーを押すと、ソング
の先頭（1小節）に戻ります。

ソング再生を停止すると、
再生 /停止キーの LED が
消灯します。



55557777ソング・プレイ
2つのソングをミックスする
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2つのソングをミックスする

2つのシーケンサーで別々のソングを選択して、BALANCEスライダーを使って 2つのソング
をミックスできます。 

1. 画面の“SEQ 1”の表示部分をタッチしてソング選択ウィンドウを開き、シーケンサー 1
で再生するソングを選択し、画面の Select ボタンをタッチして確定します。 

2. ソングをシーケンサー1に割り当てたら、同様に“SEQ 2”の表示部分をタッチしてシー
ケンサー2のソング選択ウィンドウを開きます。シーケンサー2で再生するソングを選択
し画面のSelect ボタンをタッチして確定します。 

3. SHIFTキーを押しながら、どちらかのシーケンサー・セクション （再生/ 停止）キーを

押すと、両方のシーケンサーが同時に再生を始めます。

Hint: 両方のシーケン
サーを、必ずしも同時にス
タートさせる必要はあり
ません。片方のシーケン
サーで最初のソングの再
生をスタートし、初めのソ
ングの終わりに近づいた
ときに、もう一方のシーケ
ンサーで、次のソングの再
生をスタートさせます。こ
うすると、BALANCE ス
ライダーを使って、最初の
ソングの終わりと、次のソ
ングの始めの音量をクロ
スフェードさせることが
できます。 

4. 再生中に、BALANCEスライダーを動かし、2つのソングをミックスします。 

5. 再生中は、それぞれのシーケンサー・トランスポート・キーを使って、2つのシーケンサー

を個別にコントロールできます。 

6. 対応する （再生 /停止）キーを押して、シーケンサーを停止します。



55558888 ソングブック（SONGBOOK）
2つのソングをミックスする
本機のパワフルな機能の一つにソングブック機能があります。

ソングブックでは、ミュージカル･データベースを使って、スタイルやソング・ファイル（SMF
フォーマット、KARフォーマット）の管理、検索、呼び出しが容易に行えます。ソングブック
のエントリーにはアーティスト、タイトル、ジャンル、キー、テンポ、拍子の情報を含めること
ができます。エントリーを選択すると、関連するスタイル、またはスタンダード MIDIファイル
が自動的に呼び出されます。

ソングブックは、スタンダードMIDI ファイルに最大4つのSTSとパッドを設定することもで
きます。これにより、スタンダードMIDI ファイルを再生しながら、鍵盤を使ったリアルタイム
演奏では、リアルタイム・トラックやエフェクトの各設定を呼び出すことができます。

ソングブックにはエントリー（データベースとして登録したスタイルやソング・ファイル）とし
て追加したり、既存のエントリーを編集したりすることができます。本機には数百のエントリー
がすでに収録されていますが、ソングブックを使用して、演奏スタイルに合わせ、さまざまなソ
ングブックのカスタム･リストを作ることができます。

ソングブック（SONGBOOK）

ソングブック・キー



55559999ソングブック（SONGBOOK）
メイン･リストからエントリーを選ぶ
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メイン･リストからエントリーを選ぶ

本機は、内蔵されているデータベースをカスタマイズすることができます。このデータベースは
さまざまな方法で閲覧できます。 

1. スタイル・プレイあるいはソング・プレイ・モードで、フロント・パネルの SONGBOOK

キーを押してソングブック・ウィンドウを開きます。 

2. エントリーを閲覧します。

Type 欄のアイコンで、エントリーのタイプが分かります。
初期設定ではジャンル（Genre）欄が表示されますが、これをアーティスト（Artist）欄
に切り替えることもできます（60ページ“アーティスト、またはジャンルを表示する”参
照）。 

3. 選択するエントリーが画面に表示されているときは、選択して（反転表示）画面の Select

ボタンをタッチして確定します。

エントリーが選択確定されると、対応するスタイル、SMF ファイル、KAR ファイルが、
それぞれのモード（スタイル・プレイ、ソング・プレイ）で呼び出されます。最大4 つの
STS設定も同時に呼び出すことが可能です。エントリーにリンクしたテキスト・ファイル
は、歌詞/STS ページで見ることができます。

選択されたスタイル、SMF、KAR ファイルは画面の上部に表示されます。

このチェックを付け
て、表示フィルター
をオンにします。

このキーをタッチ
して表示フィル
ターを編集します。

カスタム･リストに選んだエン
トリーを追加します（有効時、
65 ページ参照）。

このボタンをタッ
チして、スタイル
やファイル（エン
トリー）を選択し
ます。

スクロール・バーを使え
ばリスト内のエントリー
が閲覧できます。エント
リーをどれか 1 つを選択
して（反転表示）から、
TEMPO/VALUE ダイ
ヤルを回しても閲覧でき
ます。ソングブック・メ

イン・リスト

スタイル・プレイ・モードやソング・プレイ・モードで演奏可能
な、スタイルやスタンダード MIDI ファイルが表示されます。



66660000 ソングブック（SONGBOOK）
アーティスト、またはジャンルを表示する
アーティスト、またはジャンルを表示する

画面には、アーティスト（Artist）とジャンル（Genre）のうち、どちらか一方が表示されま
す。両方を同時に表示することはできません。 

1. ページ･メニュー･ボタンをタッチして、ページ･メニューを開きます。

Note: すでに表示され
ている Genreと Keyは、
コマンドの右端のカッコ
内に表示されます。 

2. Show Artist（now Genre）コマンドを選んで、リスト表示のジャンル（Genre）をアー

ティスト（Artist）に切り替えます。アーティストのラベルが表示されます。 

3. その後ページ･メニューを再度開いて、Show Genre（now Artist）コマンドを選ぶと、

ジャンルのラベルが再表示されます。

エントリーの並びを変える

画面に表示されるエントリーの並び順を変えることができます。 

1. ページ･メニュー･ボタンをタッチして、ページ･メニューを開きます。 

2. 並び順の条件を選択します。

選んだコマンドの並び順の条件に従い、画面のエントリーの並び順が変わります。

並び順を変更する条件を選
択します。選択された条件
はリストに白色で表示（反
転表示）されます。

リストの表示を昇順
（Ascending）にするか、
降順（Descending）にす
るかを選択します。



66661111ソングブック（SONGBOOK）
エントリーの検索
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・ほかの方法として、リストのラベルの 1 つを選択することで並び順の条件を変えること
ができます。

タイプ、ネーム、ジャンル、アーティスト、キー、番号、テンポまたは拍子のラベルを
タッチすることによって、同じ様に並べ替えることができます。

・それぞれのラベルをタッチする度に、リストの表示を昇順（Ascending）、降順
（Descending）に切り替わります。

エントリーの検索

ソングブックのデータベースは膨大なため、すべてのエントリーを閲覧し検索するには時間がか
かりすぎます。そこで、フィルター機能を使うと、特定のアーティストやソングのタイトルで、
すばやく検索することができます。 

1. 画面のFilter ボタンをタッチして、フィルターのダイアログ･ボックスを開きます。 

2. 入力する検索条件（複数も可能）の （テキスト編集）ボタンをタッチします。

例えば、タイトルに“love”という言葉を含むすべてのソングを探すとします。そのとき
は、“Name”の条件を選択して“love”という言葉を入力します。大文字/ 小文字は、検
索には影響ありません。

ネーム・ラベルをタッチしてください。

リストがネームのアルファベット順に並べ
変えられます。
ラベルをタッチする度にリストの表示を、
昇順（Ascending）、降順
（Descending）に切り替わります。

利用可能なフィ
ルターの条件。
ジャンルとアー
ティストはリス
トに表示されて
いなくても、両
方の条件が考慮
されます。



66662222 ソングブック（SONGBOOK）
エントリーの検索 
3. 画面のOKボタンをタッチして、テキスト編集ウィンドウを閉じます。入力した文字が検索

条件となります。 

4. 画面のOKボタンをタッチして、フィルター・ダイアログ･ボックスを閉じ、ソングブック・

ページに戻ります。

OKボタンをタッチしてフィルター・ダイアログ･ボックスを閉じると、“Filter”のチェッ
ク･ボックスには自動的にチェックが付き、フィルター機能が有効になったことを示しま
す。メイン･リストには検索条件に合ったエントリーだけが表示されます。 

5. 再度ソングブックのデータベースすべてを見るときは、“Filter”のチェック･ボックスをも

う一度タッチして、チェックを外します。



66663333ソングブック（SONGBOOK）
エントリーの追加
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エントリーの追加

ソングブックのデータベースに、独自のエントリーを追加できます。 

1. ソングブックのデータベースに加えるエントリー（スタイル、スタンダードMIDIファイル）

の属性によってスタイル・プレイ・モード、またはソング・プレイ・モードを選択します。 

2. ソングブックのデータベースに追加する、スタイル、またはスタンダードMIDI ファイルを

選択します。

選択したエントリーはシーケンサー1に割り当てられます。
ソングブックに保存できるのは、シーケンサー 1 に割り当てられるエントリーだけです。
シーケンサー2に割り当てられるエントリーは、保存できません。 

3. 必要に応じて、異なるサウンドやエフェクトを選択したり、その他のパラメーターを変更

したりして、リアルタイム・トラックやスタイル･トラックをエディットします。

スタンダードMIDIファイルのトラックへの変更は、ソングブックのデータとしては保存で
きません。スタンダードMIDI ファイルに含まれるデータが常に対象となります。 

4. エントリーの準備ができたら、SONGBOOK キーを押し、“Book Edit 1”タブをタッチ

してソングブック・エディット1ページを開きます。

エントリー名
エントリーに記録された、スタイル、SMF ファイル、
KAR（カラオケ）ファイルの名前（保存するときに
“Write Current Resource”が選択された場合）

チェックが付いていると、現在のスタイル
の設定、またはSMF ファイル、KARファ
イルへのパス“/”（ファイルの所在を示す
情報）がエントリーに保存されます。
チェックが外れているときは、オリジナル
のスタイル･トラックの設定が保存されま
す。このパラメーターは、New Songボタ
ンをタッチして新規のエントリーを収録す
るときは、必須事項です。

チェックが付いていると、現在のリアルタ
イム・トラックの設定が各エントリーの 4
つの STS設定の 1つに保存されます。ソ
ングブックを一旦出て、リアルタイム・ト
ラックに移りエディットしてから、再度ソ
ングブックに戻ってから、新しい設定を別
の STS に保存することができます。テキス
ト編集ボタンをタッチして STSの名前を変
更します。

エントリーで使える STSの 1
つで、リアルタイム・トラック
の現在の設定を保存できます。

New Songボタンを
タッチして新規のエント
リーを作ります（154
ページ参照）。

現在選択されているリソース。
異なるスタイル、SMF ファイ
ル、KAR ファイルが選択された
ときは、保存されているリソー
ス（ページの上部に表示）と異
なります。

エントリーのパラメーター

All Current Style STS を選択して、新しい
エントリーで 4つのSTS（最後に選んでい
たスタイルでリコール）を保存します。



66664444 ソングブック（SONGBOOK）
エントリーの追加 
5. エディット1ページでの設定のあと、“Book Edit 2”タブをタッチしてソングブック・エ

ディット2ページの設定をします。 

6. 画面のNew Songボタンをタッチして、ソングブック・リストに新規のエントリーを追加

します。 

7. エディットする項目の （テキスト編集）ボタンをタッチし、名前を入力します。その他

のパラメーターも設定します。

ジャンル、アーティスト、そしてリンクしたSTS 設定の名前を書き込むことができます。
ソングのテンポ、拍子、キーを設定します。さらに、エントリーを選択したときに、マス
ター･トランスポーズが自動的に選択されるかを指定できます。 

8. 必要と思われるすべての項目を設定したら、画面の Write ボタンをタッチして、Write

Songダイアログ･ボックスを表示します。

エントリー名

エントリーに記録された、スタイル、SMFファイル、
KAR（カラオケ）ファイルの名前（保存するときに
“Write Current Resource”が選択された場合）。

New Songボタンを
タッチして新規のエ
ントリーを作ります
（154ページ参照）。

エントリーにテキスト・ファイル
が添付されています。このテキス
トは、画面で歌詞として表示する
ことができます。156ページ
“ソングブックのエントリーに関
連している 歌詞のテキスト・
ファイル”をご覧ください。

エントリーのパラメーター

編集中のエントリー番号
（155ページ参照）



66665555ソングブック（SONGBOOK）
カスタム･リストの作成
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9. （テキスト編集）ボタンをタッチして新規のエントリーに名前をつけ、OK ボタンをタッ

チしてソングブックのデータベースに新規のエントリーを保存します。

カスタム･リストの作成

ソングブックに、演奏スタイルに合わせた一連のエントリーを、カスタム・リストとして作るこ
とができます。新規のカスタム・リストを作成する前に、ソングブックのデータベースに必要な
すべてのエントリーが追加されていることを確認します（前述“エントリーの追加”参照）。 

1. ソングブック・モードで、ページ･メニューを開き、“Enable List Edit”にチェックを付

けます。 

2. エディットするカスタム・リストを選択します。

既存のリストをエディットするときは、“Custom List”タブをタッチしてカスタムリス
ト・ページを開き、カスタム･リストを選択します。
新規のリストを作成するときは、“List Edit”タブをタッチしてリスト・エディット・ペー
ジを開き、New List ボタンをタッチしてからのリストを作成します。

エントリー名。スタンダードMIDI ファイルと同じ名
前、または関連したスタイルに適切な名前を、エント
リーの名前として使うことをお勧めします。

既存のエントリーを上書きするとき
は、“Rename/Overwrite”を選択
します。
Warning：古いエントリーは削除さ
れます。

New Songを選択して、ソングブッ
ク・リストに新規のエントリーを追
加します。新規のエントリーを作成
（Book Edit 2タブ・ページのNew
Songボタンをタッチしたとき）した
ときは、これが自動的に選ばれます。

“Enable List Edit”に
チェックを付けると、カス
タムリストの“List Edit”
タブのページ･メニューが
有効になります。



66666666 ソングブック（SONGBOOK）
カスタム･リストの作成 
3. “Book”タブをタッチしてソングブック・ページを開きます。さまざまな並び替え、検索、

フィルター条件（前述参照）を使って、必要なエントリーを見つけます。必要なエントリー
を選んだら、Add to listボタンをタッチします。 

4. カスタム･リストにすべてのエントリーを追加したら、“List Edit”タブをタッチしてリス

ト・エディット・ページを開き、さまざまなボタンを使ってリストをエディットします。 

5. カスタム･リストが完成したら、画面のWriteボタンをタッチして本体メモリーに保存しま

す。必要に応じて、カスタム･リストに新規の名前をつけます。

このチェックを付け
て、フィルター機能
をオンにします。

このボタンをタッチして、
フィルターを設定します。

スクロール・バーを
使って、リストのす
べてのエントリーを
閲覧します。
SHIFT キーを押し
ながら、上下のスク
ロール・アロー
（▲、▼）をタッチ
すると次か前のアル
ファベットがリスト
の先頭になります。
TEMPO/VALUEダ
イヤルでも閲覧でき
ます。

ソングブック・リスト

反転表示のエントリーをカスタムリ
ストに追加します。

上下の矢印のボタンを
使い、選択したエント
リーをリスト上で上下
に移動します。

Del Songボタン
をタッチして、選
択したエントリー
を削除します。

New Listボタンをタッチして、新規のカス
タム･リストを作成します。
Del list ボタンをタッチして、現在のカスタ
ム･リストを削除します。

Write ボタンをタッチし
て、現在のカスタム･リス
トを保存します。

リストからエディットす
るエントリーを選択しま

リスト名 スクロール・バー

テキスト編集ボタンをタッチして、テキス
ト編集ウィンドウを開きます。

<、> ボタンを使って
カーソルを左右に移動
します。

Clear ボタンをタッチすると、
すべての文字が削除されます。
Delete ボタンをタッチすると、
カーソルの左の 1文字が削除さ
れます。

Symbolボタンをタッチし
て特殊文字を入力します。

アルファベット文字でテ
キストを入力します。

SHIFTボタンをタッチ
して大文字、小文字を切
り替えます。

OK ボタンをタッチして
新しい名前を確定する
か、Cancel ボタンを
タッチして変更を中止し
ます。



66667777ソングブック（SONGBOOK）
カスタム･リストを選んで使う
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カスタム･リストを選んで使う

カスタム･リストを作成したら、それを選んで再生することができます。 

1. “Custom List”タブをタッチしてカスタム・リスト・ページを開きます。 

2. “List”ポップアップ･メニューを使って、カスタム・リストを選択します。 

3. リスト上のエントリーを選び（反転表示）、画面のSelect ボタンをタッチして再生をスター

トさせます。

ソングブックのSTS を選択する

スタイル、またはスタンダードMIDI ファイルを元にしたソングブックのエントリーでは、最大
4つのSTS 設定を持つことができます。これにより、スタンダードMIDI ファイルのデータを
変更せずに、そのソングを再生しながらリアルタイム・トラックで演奏するサウンド設定を瞬時
に変更することができます。 

1. 現在のソングブックのエントリーに含まれている4つのSTSを確認するときは、“Lyrics/

STS”タブをタッチして、歌詞 /STS ページを開きます。 

2. 画面に表示されたSTSの名前部分をタッチして選択します。または、フロント・パネルの

SINGLE TOUCH SETTINGキーを押してSTSを選択します。

STSが選択されると、リアルタイム・トラックの設定が変更されます。

この“List”ポップアップ･メニューを
使ってカスタム･リストを選択します。

Next ボタンをタッチして、リスト上の次のエ
ントリーを選択します。

Select ボタンをタッチし
て反転表示のエントリーを
選択確定します（自動的に
選ばれているものと違うも
のを再生する場合）。

再生中のエントリーです。
他のものを選択するとき
は、選択するエントリーを
反転表示させ、画面の
Select ボタンをタッチし
ます。

現在のエントリーに含ま
れている 4つのSTS



66668888 新しいソングを録音する
バッキング・シーケンス・モードに入る （クイック録音）
本機では、いろいろな方法でソングを録音することができます。
最も簡単で早い方法は、スタイル・プレイ・モードでスタイルを選択して、スタイル・トラック
を再生しながら、鍵盤の演奏をリアルタイムに録音する方法です。

バッキング・シーケンス・モードに入る
（クイック録音） 

1. SEQUENCERキーを押して、シーケンサー・モードに切り替えます。 

2. RECORDキーを押して、ソング・レコード・モードのダイアログ･ボックスを開きます。

新しいソングを録音する

SEQUENCERキーシーケンサー 1 コントロールスタイル選択セクション

スタイル・エレメント スタイル・コントローラー

SEQUENCERキーを押すと、
シーケンサー・モードのメイン
･ページが表示されます。

RECORD キーを押して、ソン
グ・レコード・モードのダイア
ログ･ボックスを開きます。



66669999新しいソングを録音する
録音の準備
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3. “Backing Sequence（Quick Record）”を選択し、OKボタンをタッチしてバッキング・

シーケンス・モードに入ります。

録音の準備

バッキング・シーケンス・ページには、モードに入る直前に使用していたスタイルが選択されて
いて、すべてのトラックの録音準備ができています。スタイル・プレイと同じようにして演奏す
れば、その演奏を録音できます。必要に応じて設定を変更してください。

・必要に応じて、画面のエディット可能なパラメーターを調整します。

“Backing Sequence（Quick Record）”
を選択すると、バッキング・シーケンス・
ページが表示されます。

“Style”パラメーター
（または STYLESELECT
キー）をタッチしてスタ
イル選択ウィンドウを開
き、異なるスタイルを選
択します（46ページ参
照）。

トラックの状態
Rec：録音準備完了
Play：録音済み、再生可能
Mute：消音

小節カウンター
マイナスの数字（－ 2、
－ 1）はプリ･カウント
で、この後に録音が開始
します。

変更可能な
スタイルのテンポ

グループ化されたトラック
クイック録音中は、個別のソング･トラックにはアク
セスできません。簡単にするために、“Kbd/Pad”
（キーボード / パッド）と“Ch/Acc”（コード / ア
カンパニメント）の、2つのトラックのみになりま
す。

スタイルのオリジナル
の拍子（この録音では
変更不可）

“Perf/STS”パラメー
ターをタッチしてパ
フォーマンス選択ウィン
ドウを開き、異なるパ
フォーマンスを選択しま
す（42ページ参照）。
別の方法として、
SOUND/
PERFORMANCE
SELECT キー、または
SINGLE TOUCH
SETTINGキーを使うこ
ともできます。



77770000 新しいソングを録音する
録音開始
録音開始 

1. 録音を開始する前に、スタイル･エレメントを選択します。 

2. START/STOPキーを押して、録音を開始します。

Note: スタイルを再生
しないでソングを開始す
るときは、シーケンサー1
セクションの （再生 /
停止）キーを押して録音を
開始し、その後でスタイル
を開始させます。スタイル
は次の強拍で開始します。 

3. スタイルを選んで、演奏してください。

録音中は、スタイル･エレメント（イントロ、バリエーション、フィル、エンディング）を
選択できます。START/STOP キーを押してスタイルを停止し、もう一度押してスタイル
を再開させることもできます。

バッキング・シーケンス・モードでは、SYNCHRO とTAP TEMPO/RESET キー、RT/
ACC BALANCE スライダーは無効になるので注意してください。 

4. ソングの録音が終了したら、シーケンサー1セクションの （再生/ 停止）キーを押して、

シーケンサー・モードのメイン･ページに戻ります。 

5. シーケンサー・モードのメイン･ページで、シーケンサー1セクションの （再生/ 停止）

キーを押し、録音されたソングを聴きます。

バッキング・シーケンスのソングは、通常のソング形式（スタンダード MIDIファイル）に
変換されています。これで良ければ、　SD カード（または MMC）に保存し、ソング・プ
レイ・モードで改めて読み込んだり、外部シーケンサーで再生することもできます。 

6. ソングをエディットするときは、フロント・パネルのMENU キーを押してシーケンサー・

エディット・セクションに入ります（168ページ以降参照）。

一般的には、はじめにイントロを選択し、イントロを使って開始
します。録音の前にイントロ終了後に演奏される最初のバリエー
ションを、あらかじめ選択しておきます。

再生 / 停止キーを押すと、シーケンサー・
モードのメイン・ページが表示されます。



77771111新しいソングを録音する
2度目の録音をする（オーバー・ダビング）
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2度目の録音をする（オーバー・ダビング）

2つのグループ化されたリアルタイム/ パッド・トラックとコード/ アカンパニメント・トラッ
クのどちらかのトラックだけを録音し直すことができます。

ここでは、先に 1 回目の録音でコード進行や、スタイル・エレメントの切り替え（コード/ ア
カンパニメント・トラック）を録音することで、バッキング・パートを作成します。そして 2
回目の録音で、バッキング・パートを再生しながらリアルタイム・トラックやパッド（リアルタ
イム/ パッド・トラック）を演奏することで、メロディー、ソロや効果音を重ねて録音します。 

1. RECORDキーを押して、再度録音にします。ソング・レコード・モードのダイアログ･ボッ

クスが表示されたら、“Backing Sequence（Quick Record）”を選択します。 

2. トラックのどちらか片方にレコーディングするときは、保存するトラックのトラック・状

態をPlay（再生）に設定します。 

3. 録音の手順を繰り返し、シーケンサー1セクションの キーを押して録音を停止し、シー

ケンサー・モードのメイン･ページに戻ります。 

4. シーケンサー・モードのメイン･ページで、シーケンサー1セクションの キーを押し、

録音したソングを聴きます。

バッキング・シーケンスのソングは、再度、通常のソング形式（スタンダードMIDI ファイ
ル）に変換されています。

ソングをカードに保存する

ソングを録音したら、本機をオフにしたときに消えてしまうことがないように、SD カード（ま
たはMMC）に保存します。 

1. カード・スロットにSD カードを挿入します。 

2. シーケンサー・モードのメイン･ページで、ページ･メニュー・ボタンをタッチしてページ･

メニューを開きます。



77772222 新しいソングを録音する
ソングをカードに保存する 
3. Save song コマンドを選んで、セーブ・ソング・ウィンドウを表示します。 

4. ソングを保存するフォルダを選択します。 

5. 画面のSaveボタンをタッチして、セーブ・ソング・ダイアログ･ボックスを開きます。 

6. 画面のOKボタンをタッチして、　SDカードにソングを保存します。Cancelボタンをタッ

チしたときは保存の操作を中止します。

Save songコマンドを選ぶ
と、セーブ・ソング・ウィン
ドウが表示されます。

ソングが選択（反転表示）されてい
る場合、ソングの名前を変更しない
で保存すると、そのソングに新しい
ソングが上書きされます。
ソングが選ばれていない場合、ソン
グを保存すると、カード上に新規の
ソング･ファイルが作られます。
選択されたソングを解除するときは、
ソング･リストの他の部分をタッチす
るか、デバイス・ポップアップ･メ
ニューで、同じ保存先（画面の左下
のCARD表示）を選択します。

スクロール･バーを使って、リストの
すべてのエントリーを閲覧します。
SHIFT キーを押しながら、上下のス
クロール・アロー（▲、▼）をタッチ
すると次か前のアルファベットがリス
トの先頭になります。
TEMPO/VALUE ダイヤルでも閲覧
できます。

Open、Close ボタンを使って、
フォルダー内を閲覧できます。

Save ボタンをタッチし、ソングを現在
のフォルダに保存します。

ソングを保存しないで、元
のページに戻るときは、
EXITキーを押します。

テキスト編集ボタン
をタッチして、テキ
スト編集ダイアロ
グ・ボックスでソン
グの名前を変更しま
す。
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74 各選択画面の操作方法
サウンド選択ウィンドウ
サウンド、パフォーマンス、スタイル、ソングなどの選択をすると
きに、LCD画面には以下のそれぞれの操作画面が表示されます。

サウンド選択ウィンドウ

画面に表示されているサウンド名をタッチするか、フロント・パネ
ルのPERFORMANCE/SOUNDキーを押すとサウンド選択ウィン
ドウが表示されます。このとき、PERFORMANCE/SOUND
SELECTセクションの LEDが点灯します。
バンクを指定して選択するときは、PERFORMANCE/SOUND
SELECTキーを押して、そのバンクのサウンド選択ウィンドウを表
示します。
サウンドを選択後、EXITキーを押すと、この画面に入る前のページ
に戻ることができます。

Note:グローバル・モードの“Auto Performance/Sound Select”
パラメーターの設定（186 ページ参照）によって、いずれか 1 つ
PERFORMANCE/SOUND SELECTキー押すことで、サウンドを
すぐに選ぶこともできます。バンクを選択すると、そのバンクで最
後に選ばれていたサウンドになります。

バンク・セット
バンク・セットの選択（上列バンク 1 ～ 8、下列バンク 9～ 16、
ユーザー・バンク）.

サイド・タブ（バンク）
バンク・セットのバンクのタブをタッチして選びます。各タブは、フ
ロント・パネルのPERFORMANCE/SOUND SELECTキーうちの
1つと一致しています。

ロー・タブ（ページ）
選択したバンクで利用できるページのタブをタッチして選択します
現在選んでいるフロント・パネルの PERFORMANCE/SOUND
SELECTキーを押すことで、同じバンク内のページを選ぶこともで
きます。これで画面のタブを押さずに、ページを切り替えることが
できます。

前/ 後タブ
ロー・タブが4 つ以上のページがある場合は、このボタンをタッチ
してタブをスクロールします。

サウンド
画面のサウンド表示部分をタッチして（反転表示）、サウンドを選び
ます。ディスプレイ・ホールド機能がオンでない（186 ページ
“Display Hold On”参照）場合は、サウンドを選ぶと自動的に、
ウィンドウが閉じます。

プログラム・チェンジ
プログラム・チェンジの数列です（バンク・セレクトMSB. バンク・
セレクト LSB. プログラム・チェンジ）。グローバルモードの“Show
Program Change number”の設定がオンのときに表示されます
（186ページ参照）。

パフォーマンス選択ウィンドウ

画面に表示されているパフォーマンス名をタッチするか、フロント・
パネルの PERFORMANCE/SOUND SELECT キーを押すとパ
フォーマンス選択ウィンドウが表示されます。
このとき、PERFORMANCE/SOUND SELECT LEDが点灯します。
バ ン ク を 指 定 し て 選 択 す る と き は、PERFORMANCE/
SOUNDSELECT キーを押して、そのバンクのパフォーマンス選択
ウィンドウを表示します。
パフォーマンスを選択後、EXIT キーを押すと、この画面に入る前の
ページに戻ることができます。

Note:グローバル・モードの“Auto Performance/Sound Select”
パラメーターの設定（186ページ参照）によって、いずれか1つ
PERFORMANCE/SOUND SELECT キーを押すことで、パフォー
マンスをすぐに選ぶこともできます。バンクを選択すると、そのバ
ンクで最後に選ばれていたパフォーマンスになります。

バンク・セット
バンク・セットの選択（上列バンク1～8、下列バンク9～16）。

サイド・タブ（バンク）
バンク・セットのバンクのタブをタッチして選びます。各タブは、フ
ロント・パネルのPERFORMANCE/SOUND SELECT キーうちの
1つと一致しています。

ロー・タブ（ページ）
選択したバンクで利用できるページのタブをタッチして選択します
現在選んでいるフロント・パネルの PERFORMANCE/SOUND
SELECT キーを押すことで、同じバンク内のページを選ぶこともで
きます。これで画面のタブを押さずに、ページを切り替えることが
できます。

パフォーマンス
画面のパフォーマンス名表示部分をタッチして（反転表示）、パ
フォーマンスを選びます。ディスプレイ・ホールド機能がオンでな
い（186ページ“Display Hold On”参照）場合は、パフォーマン
スを選ぶと自動的に、ウィンドウが閉じます。

各選択画面の操作方法

サイド・タブ（バンク）

ロー・タブ（ページ）

バンク・セット

サウンド

ロー・タブが 4 つ以上のページがある
場合は、このボタンをタッチして移動
します。

サイド・タブ（バンク）

ロー・タブ（ページ）

バンク・セット

パフォーマンス
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スタイル選択ウィンドウ

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
ガ
イ
ド

 

スタイル選択ウィンドウ

画面に表示されているスタイル名をタッチするか、フロント・パネ
ルのSTYLE SELECT キーを押すとスタイル選択ウィンドウが表示
されます。なおこのとき、STYLE SELECT LEDが点灯します。
バンクを指定して選択するときは、STYLE SELECT キーを押して、
そのバンクのスタイル選択ウィンドウを表示します。
スタイルを選択後、EXITキーを押すと、この画面に入る前のページ
に戻ることができます。

Note:“Auto Style Select”パラメーターの設定（186ページ参
照）によって、いずれか1 つSTYLE SELECT キーを押すことで、
スタイルをすぐに選ぶこともできます。バンクを選択すると、その
バンクで最後に選ばれていたスタイルになります。

バンク・セット
バンク・セットの選択（上列バンク1～8、下列バンク9 ～16）

サイド・タブ（バンク）
バンク・セットのバンクのタブをタッチして選びます。各タブは、フ
ロント・パネルの上のSTYLE SELECT キーうちの1つと一致して
います。

ロー・タブ（ページ）
選択したバンクで利用できるページのタブをタッチして選択しま
す。
現在選んでいるパネル上のSTYLE SELECT キーを押すことで、同
じバンク内のページを選ぶこともできます。これで画面のタブを押
さずに、ページを切り替えることができます。

スタイル
画面のスタイル表示部分をタッチして（反転表示）、スタイルを選び
ます。
ディスプレイ・ホールド機能がオンでない（“186 ページ“Display
Hold On”参照）場合は、スタイルを選ぶと自動的に、ウィンドウ
が閉じます。
スタイルの再生中に、このウィンドウで新たなスタイルを選ぶと、選
んだスタイル名が点滅し、次の小節が始まるとスタイルが自動的に
切り替わります。

パッド選択ウィンドウ

画面に表示されているパッド名をタッチすると、パッド選択ウィン
ドウが表示されます。
パッドを選択後、EXITキーを押すと、この画面に入る前のページに
戻ることができます。

Bank sets
単音のパッド音は画面のHit（ヒット）ボタンを、シーケンスのパッ
ド音はSequence（シーケンス）ボタンをタッチしてから選びます。
ヒットとシーケンスは工場出荷時にプリセットされたサウンドです
（ファクトリー・プリセット）。
Local（ローカル）、User（ユーザー）には、新規、またはファクト
リー・プリセットをベースにエディットしたオリジナルのヒット、
シーケンス・サウンドを作り、保存することができます。

サイド・タブ（バンク）
バンク・セットのバンクのタブをタッチして選びます。

ロー・タブ（ページ）
選択したバンクで利用できるページのタブをタッチして選択します。

パッド
画面のパッド表示部分をタッチしてパッドをえらびます。
ディスプレイ・ホールド機能がオンでない（“186ページ“Display
Hold On”参照）場合は、パッドを選ぶと自動的に、ウィンドウが
閉じます。

サイド・タブ（バンク）

ロー・タブ（ページ）

バンク・セット

スタイル

サイド・タブ（バンク）

ロー・タブ（ページ）

バンク・セット

パッド
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STSの選択
 

STSの選択

フロント・パネルの 4つの SINGLE TOUCH SETTING キーを使
用して、現在のスタイルか選択したソングブックのエントリーに登
録している4つの STS の 1つを選択してください。また下記の画
面で 4 つの STS に割り当てられているサウンド名を確認、そのう
ち1つを選択することができます。
イージー・モード時

スタイル・プレイかソング・プレイ・モードのときは、メイン・ペー
ジの“STS Name”タブをタッチして表示します。
ソングブック・モードのときは、“Lyrics/STS”タブをタッチして
表示します。

･ スタイル・プレイまたは、ソング・プレイ・モード時

･ ソングブック・モード時 :

ソング選択ウィンドウ
画面に表示されているソング名をタッチするか、フロント・パネル
のシーケンサー・セクションの SONG SELECT キーを押すとソン
グ選択ウィンドウが表示されます。
ソングを選択後EXITキーを押すと、この画面に入る前のソング・プ
レイ・モードに戻ります。

このページでは、選択したシーケンサーのためのスタンダードMIDI
ファイル、またはカラオケ・ファイルを選びます。
ジュークボックス・ファイルは、シーケンサー1 にしか割り当てる
ことができません。

Note:2つの内蔵シーケンサーは個別に動かすことができます。

Hint: カードに保存するファイルやフォルダーは、できるだけ同階層
上に保存してください。別々の階層に保存すると、ファイルやフォ
ルダーのアクセスに時間がかかる場合があります。

ディレクトリ
選ばれたデバイスの内容リスト

表示し切れてない内容を表示ときは、スクロール・バーを使います。
TEMPO/VALUE ダイヤルを回して、スクロールさせることもでき
ます。
SHIFT キーを押しながら、上下のスクロール・アロー（▲、▼）を
タッチすると、次か前のアルファベット名のファイル / フォルダが
リストの先頭になります。
リスト上段のラベルの 1 つを選択することで、並び順の条件を変え
ることができます。タイプ（Type）、ネーム（Name）、サイズ
（Size）、または日付（Date）のラベルをタッチすることによって、
同じ様に並べ替えることができます。
それぞれのラベルをタッチする度に、リストの表示フォルダが昇順、
降順に切り替わります。
リストには、異なるいくつかのタイプのファイル、またはフォルダ
が表示されます。

ファイルまたはフォルダの書き換え、消去の可否を示します（ファ
イルの保護状態を変える方法は、205 ページ“Protect（ファイル
/フォルダのプロテクト）”と“Unprotect”をご覧ください）。

ページ・メニュー・ボタン
ページ・メニュー・ボタンをタッチして、ページ・メニューを表示
します。詳細は 77 ページ“ソング選択ページ・メニュー”をご覧
ください。

記憶デバイス
カードの選択、選択解除をするときに、このポップアップ・メニュー
を使用します。

ソング・パス

ディレクトリ

記憶デバイス

ページ・メニュー・
ボタン

タイプ・アイコン ファイル /フォルダ・タイプ

スタンダードMIDI ファイル（SMF）

Karaokeファイル（KAR）

ジュークボックス・ファイル（JBX）

フォルダ

保護アイコン ファイル / フォルダ状態

保護（読み取り専用）

－ 保護なし（書き換え、消去可）

デバイス タイプ

CARD SD メモリー・カードまたはMMC

ファイル/ フォルダ
のタイプ

ファイルの状態

ファイル名/
フォルダ名

ファイル・サイズ

データ更新日

スクロール・バー
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ソング選択ウィンドウ
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デバイスの実際の名前（ラベル）は、角括弧（[　]）の範囲内に標示
します。

ソング・パス
この行は、現在のデバイス（SD メモリー・カードまたはMMC）の
ファイルやフォルダの所在地（パス）を示しています。

Open ボタン
選ばれたフォルダを開けます（アイコンがこれのように見えるアイ
テム : ）。

Close ボタン
親（上位）フォルダに戻って、現在のフォルダを閉じます。

Sync P. ボタン
現在シーケンサーに選択されているソングの位置を確認するとき、
このボタンをタッチします。これは、長いリストを閲覧していると
きや、他のフォルダに移動してしまったときに、すばやく選択中の
ソングを確認するのに役立ちます。

Selectボタン
画面において選択（反転表示）されたソングを確定します。
ソングが再生されているときは、この時点で停止して、選択した新
しいソングの再生準備状態になります。
画面はメイン・ページに戻ります。

Play All ボタン
このボタンをタッチすると、現在のディレクトリに含まれるすべての
MIDI ファイルが、新しいジュークボックス・リストに追加されて、自
動的にシーケンサー1に割り当てられます。
登録されるソングの順番は、現在の表示されているリスト順になり
ます。
このジュークボックス・リストは、他のリストと同様に取り扱うこ
とができます（シーケンサー1 の再生 / 停止キーを使って再生開始
をしたり、SHIFTキーを押しながら >>（早送り）キーを押して次の
曲に移動したり、ジュークボックス・ページでエディットなど）。

Note:ジュークボックス・リストには、最大127曲のソングを含む
ことができます。ホルダー内のソングがそれ以上ある場合は、先頭
から127番目のソングまでを含んだジュークボックス・リストにな
ります。

Hint:本機の電源をオフにすると、保存していないリストは消去され
ます。リストを保存するときはジュークボックス・ページで、".JBX"
ファイルとしてカードにセーブします。

ID ナンバーでソングを選ぶ
カードのフォルダーの中の各ソング（最高9999）には ID ナンバー
が自動的に割り当てられています。
ページ・メニューのShow Song Number コマンドにチェックを付
けると、ソング選択ウィンドウの各ソングの名前の前に、この ID ナ
ンバーが表示されます（下図参照）。この IDナンバーを入力して、ソ
ングを選択することができます。
これにより、ソングが大量には入っているカードかの中から目的の
ソングをスピーディに選択することができます。

ソング選択ウィンドウのときに、フロント・パネルの SONG
SELECT キーを押すと数値入力パットが表示されます。ID ナンバー
を入力してソングを選択します。
ソング選択ウィンドウ以外のソング・プレイ・モードの画面のとき
は、SONG SELECT キーを続けて2 回押すことで数値入力パット
を表示することができます。

Note: 入力した ID ナンバーのソングが無いときは“Song not
available”（ソングが見つかりません）のメッセージが表示されます。

Warning: 9999 以上のソングがカード内にあったとしても、キー
パッドで選択できる ID ナンバーは0001-9999の間です。

ソング選択ページ・メニュー
ページ・メニュー・アイコンをタッチして、メニューを開きます。選
択するメニューをタッチします。
メニューを選ばないで閉じるときは、ページ・メニュー以外の画面
のどこかをタッチしてください。

Export Song List（ソング・リストの書き出し）
このコマンドを選択すると、現在のリストをテキスト・ファイルとし
てカードに保存できます。ソング・リストを印刷することで、ソング
の名前やID ナンバーなどを確認するリストを作ることができます。 
1. ソング・セレクト画面を表示しているときに、テキスト・ファイ

ルとして保存するソング・リストのフォルダを選びます。 

2. ページ・メニューからExport Song List コマンドを選びます。 

3. カードをカード・スロットに挿入します。このときダイアログ・
ボックスが表示されます。 

4. OKボタンをタッチして実行します。

Note:テキスト・ファイルのリストに含まれるのは、“*.mid”、“*.kar”
と“*.jbx”ファイルだけです。異なる種類のフォルダとファイルは、
含まれません。

テキスト・ファイル名は選ばれたフォルダ名と同じになり、カード
のルート・ディレクトリーに保存されます。

例えば、“Dummy”という名前をつけられるフォルダのテキスト・
ファイル名は、“Dummy.txt”になります。同じ名前のファイルが
すでに保存先にある場合は、上書きするかどうかの警告が表示され
ます。

カードのルートに含まれるすべての有効なファイルのリストを含ん
でいるファイルは、“Root.txt”ファイルを生成します。

リストには、各ソング、ファイル名、ファイルの総数に割り当てら
れる IDナンバーを含みます。

リストの正しい表示と印刷をするために、コンピューターのテキス
ト・エディタには等幅（ノン・プロポーショナル）フォントを使用
してください。

Show Song Number（ソング番号の表示）
各ソングに ID番号が確認できる状態でリスト表示させるときは、こ
のコマンドにチェックを付けてください。

Show Song Extension（ソング拡張子の表示）
各ソングにファイル拡張子（“*.mid”、“*.kar”、“*.jbx”）を付加さ
せて、リスト表示させるときは、このコマンドにチェックを付けて
ください。
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Create New Folder（新規フォルダ作成）
現在のソングと同じ階層に新しいフォルダを作成します。ただし、こ
のコマンドで ".SET" フォルダを作成することはできません。
".SET" フォルダを作成するときは、セーブ操作が必要です。

（テキスト編集）ボタンをタッチすると、テキスト編集ウィンド

ウが表示されます。
名前を入力したら、テキストを確認して、ＯＫ ボタンをタッチしま
す。

Rename（名前の変更）
ファイルやフォルダがリストの中で選択された場合にだけ、利用可
能です。
既存のファイルまたはフォルダの名前を変えます。ただし、ファイ
ルの拡張子（“*.mid”、“*.kar”、“*.jbx”）を変更することはできま
せん。

（テキスト編集）ボタンをタッチすると、テキスト編集ウィンド

ウが表示されます。名前を入力したら、テキストを確認して、ＯＫ
ボタンをタッチします。

Erase（消去）
選ばれたファイル、またはフォルダを削除します。
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本機の起動（オン）時は、スタイル・プレイ・モードになります。
このモードで、鍵盤で4つのリアルタイム・トラック（アッパー1、
2、3、ロワー）を演奏しながら、スタイル（自動伴奏）も一緒に演
奏することができます。パフォーマンスとSTS を選ぶと、異なるサ
ウンドとエフェクトを瞬時に切り替えることができます。また、希
望する音楽ジャンルのスタイルを自動的に選ぶソングブック機能を
使うことができます。

Note: スタイル・プレイ・モードは、イージー・モード（8 ページ
参照）画面で設定して使うこともできます。

スタートアップ・セッティング

本機の電源をオンにすると、バンク1のパフォーマンス1（パフォー
マンス 1-1）が自動的に選ばれるので、必要に応じて、電源オン時
に直ぐに演奏で使いたいパフォーマンス設定を、そこに保存すると
良いでしょう。

Note：工場出荷時のバンク1のパフォーマンス1（パフォーマンス
1-1）には、PLAY PIANO キーを押したときと同じ設定が保存され
ています。

サウンド、エフェクト、スタイルなどを電源オン時の設定にして、
ページ・メニューからWrite Performance コマンドを選びます。
ライト・パフォーマンス画面でバンク 1 のパフォーマンス 1（パ
フォーマンス 1-1）に設定を保存します（98 ページ“Write
Performance ダイアログ・ボックス”参照）。

Note: 異なったパフォーマンス、STS、およびスタイルを選ぶのに、
いくつかの設定を変更したくない場合は、必要なパラメーターを
ロックして、エディットを避けてください（184ページ“General
Controls: Lock”参照）。

このロック設定は、グローバルで保存する必要があります（192ペー
ジ“Write Global - Global Setup ダイアログ・ボックス”参照）。

スタイル、スタイル・パフォーマン
ス、STS、パフォーマンスの関連性

スタイルとは？
スタイルは、本機アレンジャー・キーボードの真髄を成す物です。
スタイルを選択することによって、スタイル・トラックの自動伴奏
や、リアルタイム・トラック（鍵盤演奏）の設定を一度に切り替え
ることができます。
スタイルは、スタイル（Style）、スタイル・パフォーマンス（Style
Performance）、4 つのシングル・タッチ・セッティング（STS）
から構成されています。
保存するときは、それぞれ個別に保存する必要があります。

Note：工場出荷時のスタイル（プリセット・スタイル）にはプロテ
クトがかかっていて上書きできないようになっています（203ペー
ジ“Factory Style and Pad Protect”参照）。

スタイルを選択すると、Style、Style Performance、STSが一度
に切り替わります。

フロント・パネルの SINGLE TOUCH キーがオフ（LED 消灯）
の場合は、スタイル・トラックのみが変化します（Style と Style
Performance のみが切り替わります）。
STS は呼び出されてはいますが、手動で選ばない限りリアルタイ
ム・トラックのサウンドを変えることはできません。

例えば以下のような場合に有効です。

・自動伴奏は変化させても、リアルタイム・トラックの設定は変
化させたくない場合（例えばスプリットしないピアノの音色で
常に引き続けたいとき）

・自動伴奏の変化とは別に、鍵盤演奏が一息ついたタイミング
で、リアルタイム・トラックの設定を変化させたい場合
（SINGLE TOUCH キー点灯時と点滅時の動作の違いについ
ては下図参照）。

スタイル（Style）
スタイル・レコード・モードで編集する、スタイル・トラックのシー
ケンス・データとパラメーターです。
取扱説明書上では、 のアイコンがついています。

スタイル・レコード・モードの "Volume" 以外のすべての設定が記
憶されます。

スタイル・パフォーマンス（Style Performance）
スタイル・プレイ・モードで編集する、スタイル・トラックのパラ
メーターです。スタイルを演奏しながら編集、および保存すること
ができるのが特長です。
取扱説明書上では、 のアイコンがついています。

スタイル・プレイ・モードの以下のページの設定が記憶されます。
"Main"（Tempo、Style Track の SOUND、Volume、Play/
Mute、Padタブページ）
"Mixer/Tuning"（スタイル・トラックのみ）
"Effects"（スタイル・トラックのみ）
"Track Controls"（Modeタブ・ページはスタイル・トラックの
み、その他はすべて）
"Style Controls"（すべて）
"Pad"（Padタブ・ページ）

上記に加えて、保存時に選ばれている、フロント・パネルのスタ
イル・エレメント・キー（INTRO 1や VARIATION 1など）に
ついても同様に記憶されます。

シングル・タッチ・セッティング（STS）
スタイル・プレイ・モードで編集する、リアルタイム・トラックの
パラメーターです。1つのスタイルにつき 4 つの STS を保存する
ことができます。
取扱説明書上では、 のアイコンがついています。

スタイル・プレイ・モードの以下のページの設定が記憶されます。
"Main"（Real Time Track の SOUND、Volume、Play/Mute、
Split と Sub Scaleタブ・ページ）
"Mixer/Tuning"（リアルタイム・トラックのみ）
"Effects"（リアルタイム・トラックのみ）
"Track Controls"（Mode タブ・ページのReal Track のみ）
"Keyboard Ensemble"（すべて）
"Pad"
"Style Preferences"（Style Pref. タブページ→工場出荷時は
ロック）

スタイル・プレイ・モード
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上記に加えて、保存時のフロント・パネルのキーの状態について
も同様に記憶されます。
SPLIT、ENSEMBLE、MANUAL BASS、UPPER OCTAVE

パフォーマンスとは？
パフォーマンスは、スタイル・プレイ・モードでの演奏に関する様々
な設定を、一度に呼び出すことができるものです。
パフォーマンスを保存するときは、スタイル・プレイ・モードでエ
ディットした項目のほとんどすべてが保存されます（スタイルのシ
ングル・タッチ・セッティングとスタイル・パフォーマンスの両方
の内容）。
取扱説明書上では、f のアイコンがついています。

フロント・パネルの STYLE CHANGE キーがオフのとき（工場出
荷時）と、オンのときとでは、パフォーマンスを選択時の動作が、大
きく違うので注意が必要です。

・ STYLE CHANGEキーがオフ（LED消灯）のとき

リアルタイム・トラックに関するパラメーターのみが変化します。
スタイルのシングル・タッチ・セッティングと同じパラメーター
のみが呼び出されます。
どんなスタイルを演奏していても、いつでも使用することのでき
るシングル・タッチ・セッティングと考えてください。

・ STYLE CHANGEキーがオンのとき

リアルタイム・トラックに関するパラメーターに加えて、自動伴
奏や、スタイル・トラックに関するパラメーターも変化します。
タイルのシングル・タッチ・セッティングとスタイル・パフォー
マンスと同じパラメーターが呼び出されます。
スタイル・パフォーマンスを書き換えることなく現在の設定を記
録でき、1つのスタイルにつき複数の設定を記録できるのが特長
です。
自動伴奏も含めたライブ演奏のためのセッティング的な用途に便
利です。

メイン・ページ（通常画面）

電源をオンにしてから、イージー・モードをオフにする（8 ページ
参照）と、この画面が表示されます。
他のモード画面のときは、STYLE PLAY キーを押して、このペー
ジに入ります。
スタイル・プレイ・エディット・ページからこのページに戻るとき
は、EXITキーを押してください。

通常表示（リアルタイム・トラック、スタイル・トラックのグルー
プ）のページと、スタイル表示（個々のスタイル・トラック）の切
り替えは、フロント・パネルの TRACK SELECT キーを使います
（82 ページ以降の“スタイル・トラック画面ページ”と“音量パネ
ル”参照）。

ページ・ヘッダー
この部分には、現在のモード、マスター・トランスポーズと認識さ
れたコードが表示されます。

モード名
現在のモード名。

マスター・トランスポーズ
半音単位で音の高さを変えます。この値を変更するときは、フロン
ト・パネルのTRANPOSE キーを使います。

Note: 異なるパフォーマンスやスタイルを選ぶと、マスター・トラ
ンスポーズが自動的に変わる場合があります。また、コルグ Pa シ
リーズで作ったスタンダードMIDI ファイルをロード、あるいは再生
すると、自動的に変わる場合があります。

自動的にマスター・トランスポーズが変更されないように、工場出
荷時はトランスポーズ設定をロックしています。ロックを外す場合
は、マスター・トランスポーズのロック・パラメーターの設定を変
更し（184ページ）、グローバル・モードで保存（192ページ）を
行ってください。

自動認識されたコード名
鍵盤で和音を弾いたときに、自動認識されたコード名を表示します。
ACCOMP. キーの LED が消灯（オフ）になっているときは、“No
Chord”と表示されます（13 ページ参照）。

スタイル・レコード・モード スタイル・プレイ・モード 
（スタイル・トラックのみ） 

スタイル・パフォーマンス 
（Style Performance） スタイル（Style） 

スタイル・プレイ・モード 
（リアルタイム・トラックのみ） 

STS4
STS3
STS2
シングル・タッチ・セッティング（STS1） 

パネルのSINGLE TOUCHキーがオフの場合は、 
自動的に切り替わらない（呼び出されてはいる） 

スタイル・プレイ・モード 
（スタイル・トラックのみ） 

スタイル・プレイ・モード 
（リアルタイム・トラックのみ） 

パフォーマンス（Performance） 
STSの部分 

スタイル・パフォーマンスと同等部分 

スタイル（Style） 

スタイルNo.のみ 

パネルのSTYLE  
CHANGEキーが 
オフのときは、 
リアルタイム・ 
トラックだけ変化 

パネルのSTYLE  
CHANGEキーが 
オンのときは、 
スタイル・トラック 
の自動伴奏も同時に 
変化 

スタイル・エリア ページ・ヘッダー ページ・メニュー・ボタン

シーケン
サー 1/2

エリア

パフォー
マンス /
STS エ
リア

リアルタ
イム・ト
ラック・
エリア

パネル・エリア

モード名 マスター・
トランスポーズ

自動認識された
コード名
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ページ・メニュー・ボタン
ここをタッチして、ページ・メニューを表示します。詳細は97ペー
ジ“ページ・メニュー”をご覧ください。

スタイル・エリア
スタイル名と一緒に、そのテンポと小節パラメーターが表示されます。

スタイル名
現在選ばれているスタイル。
ここタッチすると、スタイル選択ウィンドウが表示されます。フロ
ント・パネルのSTYLE SELECT セクションを使って選ぶこともで
きます。

スタイル・バンク
現在のスタイルが属しているバンク。

スタイル・エレメントの拍子
現在のスタイル・エレメントの拍子。

小節番号
スタイル・プレイ中は“M”表示になり、現在演奏中のスタイル・エ
レメントの何小節目かを表示します。
停止中は、“L”が表示され、現在のスタイル・エレメントの全体の
長さを表示します。

現在の拍
演奏中の現在の拍を図示します。

現在のテンポ
メトロノーム・テンポ（30から250）。
この部分をタッチした（反転表示）あと、TEMPO/VALUE ダイヤ
ルでテンポの値を変えます。
この部分を押さずに、SHIFTキーを押しながら、TEMPO/VALUE
ダイヤルを回すことで値を変えることもできます。
現在のスタイルに保存されているテンポに戻すときは、EXITキーと
MENUキーを同時に押します。

Note: テンポ変化データを含んでいるスタイルのときは、演奏中に
テンポが変わる場合があります。

シーケンサー1/2エリア
内蔵している 2 つのシーケンサーに割り当てられたソングが表示さ
れます。

ソング名
シーケンサー1（S1）とシーケンサー2（S2）に割り当てられた
ソング名です。ソング・プレイ・モードに切り替える前や、スタイ
ル演奏をしながら選ぶことができます。
選んだソングのタイプを示すアイコンが表示されます。

スタンダードMIDIファイル：略称SMF（ファイル拡張
子：*.MID または *.KAR）。

ジュークボックス・ファイル（ファイル拡張子：*.JBX）
はシーケンサー1だけに割り当て可能です。しかし、ファ
イル名はここには表示されません。JBX アイコンは、
ジュークボックス・リストの中の現在選ばれたソング名
と共に、表示されます。

パフォーマンス /STSエリア
現在選ばれているパフォーマンスまたはSTS名が表示されます。

選んだパフォーマンス名またはSTS名
現在選ばれているパフォーマンス（PERF）名またはシングル・タッ
チ・セッティング（STS）名です。
名前部分をタッチすると、パフォーマンス選択ウィンドウ（74ペー
ジ参照）が表示されます。
フロント・パネルのPERFORMANCE/SOUNDキーを使って選択
することもできます。
STS を選ぶときは、画面の下のSINGLE TOUCH SETTING キー
を押します。

リアルタイム・トラック・エリア
リアルタイム・トラックの情報が表示されます。

サウンド名
それぞれのリアルタイム・トラックに割り当てられたサウンドです。

・ すでに選択されているトラック（反転表示）の場合は、サウンド
部分をタッチしてサウンド選択ウィンドウを表示します。

・ まだ選択してないトラックの場合は、一度、サウンド部分をタッ
チして反転表示にしてから、もう一度タッチしてサウンド選択
ウィンドウを表示します。

サウンド選択ウィンドウの詳細については、74 ページ“サウンド選
択ウィンドウ”をご覧ください。

トラックのオクターブ・トランスポーズ値
エディット不可。各トラックのオクターブ・トランスポーズ値を表
示します。各トラックのオクターブ・トランスポーズを個別にエ
ディットするには、88ページ“Mixer/Tuning: Tuning”で行います。
フロント・パネルの UPPER OCTAVE キーを使い、すべてのアッ
パー・トラック（UP1、UP2、UP3）を一度にオクターブ・トラ
ンスポーズをすることができます。

スタイル名

スタイル・エレメントの拍子

スタイル・
バンク

小節番号

現在のテンポ

現在の拍

ソング名

選んだパフォーマンス名
または STS名

サウンド名
リアルタイム・
トラック名

トラックの
オクターブ・トランスポーズ値

サウンド・
バンク・
アイコン

トラック状態

ベース＆ロワー・バッキング・
アイコン
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ベース＆ロワー・バッキング・アイコン
ベース＆ロワー・バッキングが有効なとき、ロワー・
トラックのサウンド名部分に、このアイコンが表示
されます（97 ページ“Bass & Lower Backing”
参照）。

リアルタイム・トラック名
エディット不可：対応するトラックの名前です。

サウンド・バンク・アイコン
現在のサウンドが属しているバンクを図示します。

リアルタイム・トラックのプレイ/ ミュート
現在のトラックのプレイ /ミュート表示です。現在選んでいるトラッ
クの、サウンド・バンク・アイコン部分をタッチすることで、トラッ
クのプレイ /ミュートを切り替えます。

無し プレイ：トラックの音が出ます。

ミュート：トラックを消音します。

パネル・エリア
メイン・ページの下半分は、タブを選ぶことで、対応するいろいろ
なパネルが表示されます。詳しくは83ページ以降をご覧ください。

スタイル・トラック画面ページ

TRACK SELECTキーを押すと、標準画面からスタイル・トラック
画面になります。
画面上半分にメイン・ページのスタイル・トラックのパラメーター
が、画面下半分に各スタイル・トラックのパラメーターが表示され
ます。

この画面のときに、再びTRACK SELECT キーを押すと標準画面に
戻ります。

Original Style Sound
このパラメーターにチェックを付けると、スタイル・レコード・モー
ドでエレメントごとに登録したサウンドが呼び出されます。“選択し
たトラックの情報”や“サウンド・エリア”で各トラックのサウン
ドを切り替えると、自動的にここのチェックが外れます。このとき
変更したサウンドはページ・メニューの、Write Performance か
Write Current Style Performance コマンドでパフォーマンスま
たはスタイル・パフォーマンスに保存することができます（98ペー
ジ参照）。

Note: スタイル・レコード・モードではすべてのスタイル・トラッ
クで、スタイル・エレメントごとに別々のサウンドを登録すること
ができますが、ここではすべてのスタイル・エレメントで共通のサ
ウンドを、1つずつしか登録することができません。

Note: スタイル・プレイ・モードでスタイル・トラックのサウンド
を変更（このパラメーターがオフになる）した後に、このパラメー
ターをオンにすると、上記の動作になりますが、再度オフにしても、
オンにする前の状態には戻れません。

選択したトラックの情報
選んだトラックに割り当てられているサウンドが表示されます。こ
の表示は、メイン・ページやいくつかのエディット・ページでも表
示されます。

トラック名
選んだトラックの名前

サウンド名
選んだトラックに割り当てられているサウンドです。
この部分をタッチすると、サウンド選択ウィンドウが表示され、異
なるサウンドを選ぶことができます。

サウンド・バンク
選んだサウンドが属しているバンクです。

プログラム・チェンジ
プログラム・チェンジの数列です（Bank Select MSB、Bank
Select LSB、プログラム・チェンジ）。

省略形 トラック 使用する手

UP1 アッパー 1（Upper1） 右手

UP2 アッパー 2（Upper2）

UP3 アッパー 3（Upper3）

LOW ロワー（Lower） 左手

音量パネル

タブ

選択した
トラックの情報

サウンド・
エリア

トラック名

サウンド名

サウンド・バンク

プログラムチェンジ
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サウンド・エリア
8 本のスタイル・トラックのサウンド・バンクとトランスポーズ値
を表示します。

スタイル・トラックのトランスポーズ値
エディット不可：各トラックのトランスポーズ値。各トラックのト
ランスポーズのエディットは、88ページ“Mixer/Tuning: Tuning”
エディット・ページで行います。

サウンド・バンク・アイコン
現在のサウンドが属しているバンクがアイコンで図示されます。各
トラックのこのアイコンをタッチすると、選択したトラックの情報
が表示されます。もう一度このアイコンをタッチすると、サウンド
選択ウィンドウが表示され、サウンドを切り替えることができます。

音量パネル

各トラックのプレイ /ミュート（状態）と音量を設定します。
TRACK SELECTキーを押すたびに、標準画面（リアルタイム・ト
ラックとグループ化されたスタイル・トラック）とスタイル・トラッ
ク画面（個別のスタイル・トラック）が切り替わります。

標準画面（リアルタイム・トラックとスタイル・トラック・グループ）

スタイル・トラック・グループの音量を変えると、すべてのスタイ
ルに影響します。
この音量の変更は、パフォーマンスまたはスタイル・パフォーマン
スには記憶できないので、スタイルやパフォーマンスを変更しても
これらの値は変化しません。
この設定を保存するときは、ページ・メニューの Write Global-
Style Setup コマンドで行います（99ページ参照）。

スタイル・トラック画面（独立スタイル・トラック）:

各スタイル・トラックの音量を変えます。この音量の変更は、パ
フォーマンスまたはスタイル・パフォーマンスごとに異なる設定を
持つことができます。

スタイル・トラック・グループ
このスライダーは、同時にいくつかのスタイル・トラックの音量を
まとめて変更します（下記の“トラック名”の表参照）。

仮想スライダー
仮想スライダーは、トラックの音量をグラフィック表示したものです。
音量を変えるトラックをタッチして（スライダー部分反転表示）、
TEMPO/VALUE ダイヤルを回して値を変えます。また、画面上で
スライダーをタッチしながら上下に移動（ドラッグ）して値を変え
ることもできます。

Hint: フロント・パネルのASSIGNABLE スライダーを使うことに
よって、リアルタイム・トラックと、スタイル・トラックのすべて
の音量を一度に変えることができます。
音量を変えるトラックを1つ選択（反転表示）して、SHIFTキーを
押しながら、ASSIGNABLEスライダーを動かします。
選択したトラックと同類（アッパー・トラックやスタイル・トラッ
ク）の音量がバランスを保ったまま音量が変わります（12 ページ
“ASSIGNABLEスライダー”参照）。

トラック状態アイコン
プレイ/ ミュートのトラックの状態がアイコンで表示します。トラッ
クを選んだあと、もう一度そこをタッチすると状態が切り替わります。

プレイ：トラックの音が出ます。

ミュート：トラックを消音します。

トラック名
スライダーの下に、各トラック略名が表示されます。TRACK
SELECT キーを使っていろいろなトラック画面に切り替えること
ができます。

スタイル・トラックのトランスポーズ値

サウンド・バンクのアイコン

グループ化されたスタイル・トラック

トラック状態アイコン 仮想スライダー

VPp

トラック 内容

標準画面

DR/PERC (a)

(a). この値は、プリセットからの一時的な変更で、保存できません。

ドラムとパーカッションをグループ化した
トラック

ACCOMP （*） ACC1～ 5をグループ化したトラック

BASS （*） ベース・トラック

LOWER ロワー・トラック

UPPER1～ 3 アッパー・トラック1 ～3.

スタイル・トラック画面

DRUM ドラム・トラック

PERC パーカッション・トラック

BASS ベース・トラック .

ACC1～ 5 ACC（アカンパニメント ）トラック1 ～5
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STS名パネル

“STS Name”タブをタッチすると、このフロント・パネルの画面
が表示されます。
シングル・タッチ・セッティング（STS）は、スタイルやソングブッ
クごとに記憶されているリアルタイム・トラックのサウンドを素早
く選ぶことのできる設定です。このパネル画面の中に、現在選んで
いるスタイルやソングブックが持っている 4 つの STS の名前が表
示されます。名前のうちの 1 つをタッチすると、その STS が選ば
れます。

Note: このパネル画面でSTS の名前を編集することができません。
STSの名前を編集するときは、のページ・メニューのWrite Single
Touch Setting コマンドで行います（98 ページ“Write Single
Touch Setting ダイアログ・ボックス”参照）。

サブ・スケール・パネル

“Sub Scale”タブをタッチすると、このフロント・パネルの画面
が表示されます。このパネルは、“Mixer/Tuning: Sub Scale”エ
ディット・ページの設定状態を（88ページ）表示しています。

パッド・パネル

“Pad”タブをタッチすると、このフロント・パネルの画面が表示さ
れます。ここでは、異なるヒットまたはシーケンス・パターンを 4
つのパッドの各々に割り当てることができ、一目で、パッドがどの
ように割り当てられているかを、確認することができます。
いろいろな設定の詳細については、95ページ“Pad: Pad”で行い
ます。

パッド割り当て
各パッドに割り当てられたヒットまたはシーケンス・パターンの名
前が表示されます。
それぞれの画面をタッチすると、パッド選択ウィンドウが表示され
ます（75ページ“パッド選択ウィンドウ”参照）。

Note: 各スタイルやソングブックで、パッド割り当てが変わります。

パッド・ロック・アイコン
ロックされているときは、異なるパフォーマンス、スタイル、または
ソングブックを選んでも、パッドの割り当てはそのままになります。
グローバル設定で変更しない限り（192 ページ“Write Global -
Global Setup ダイアログ・ボックス”参照）電源をオフにすると、
リセット（ロック解除）されます。ロック・パラメーターの詳細は
184ページ“General Controls: Lock”をご覧ください。

スプリット・パネル

“SPLIT”タブをタッチすると、このフロント・パネルの画面が表示
されます。ここでは、鍵盤のスプリット・ポイントとコード認識を
設定することができます。

スプリット・ポイント
スプリット・ポイントを設定します。
設定したスプリット・ポイントで分離されたピアノ鍵盤のイラスト
が表示されます。
アッパー・トラックは、このポイントを含む右側になり、ロワー・ト
ラックは左側になります。

キーボード図
この図のどこか一部をタッチしてください。
新しいスプリット・ポイントの鍵盤のキーを押すように、メッセー
ジが表示されます。スプリット・ポイントを変更しないときは、EXIT
キーを押すとメッセージが消えます。

Chord Recognition（コード認識）
このパラメーターは、コードが自動伴奏エンジンで、どのように認
識するかを設定することができます。
SPLIT キーの LED がオフ（消灯）のときは、ここの設定にかかわ
らず Fingered 3 モードとして動作します。この場合、コードを認
識させるには、少なくとも鍵盤の3つのキーを押す必要があります。
いろいろな設定の詳細については、95ページ“Chord Recognition
（コード認識）”をご覧ください。

Note: このパラメーターは、95 ページ“Preferences: Style
Preferences”と同じものです。

Bass Inversion（ベース転回機能）
このパラメーターは、ベース転回機能のオン（チェック）、オフ設定
です。

Note: この機能は、より強く鍵盤を弾くことによって自動的にオン
にすることができます。95ページ“Velocity Control（ベロシティ・
コントロール）”をご覧ください。

オン 転回されたコードを弾いた場合、その最低音をコードの
ベースとして検知します。“Am7/G”や“F/C”のよう
な転回形のコードを指定することができます。また、ベー
ス・トラックの伴奏もそれに合わせて変化します。

オフ 転回されたコードを弾いても、転回していないときの
コードと同様に検知されます。例えば、“Am7/G”は
“Am7”、“F/C”は“F”になります。コード進行通りに
演奏するのが難しくて、意図せずに転回形のコードを弾
く場合（自動伴奏に反映させたくない場合）はオフにす
るとよいでしょう。

ロック・アイコン
ロックされているときは、異なるパフォーマンスまたはSTS を選ん
でも鍵盤のスプリット・ポイントと、コード認識はそのままになり
ます。
グローバル設定で変更しない限り（192 ページ“Write Global -
Global Setup ダイアログ・ボックス”参照）電源をオフにすると、
リセット（ロック解除）されます。
詳細については、184 ページ“General Controls: Lock”をご覧
ください。
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エディット・メニュー

スタイル・プレイ・モードの任意のページで MENU キーを押すと、
画面にスタイル・プレイ・モードのエディット・メニューが表示さ
れます。メニューをタッチして、スタイル・プレイ・モードのさま
ざまなエディット・セクションに入ります。
エディット・メニュー画面から、メイン・ページに戻るときは、EXIT
キーか STYLE PLAYキーを押します。または、エディット・メニュー
画面のMain Pageボタンをタッチして、戻ることもできます。
各エディット・ページにいるときは、MENUキーを押すとメニュー
画面に戻りますが、EXIT キーかSTYLE PLAY キーを押すとスタイ
ル・プレイ・モードのメイン・ページに戻ります。

メニューの中の各ボタンをタッチすることで、それぞれのエディッ
ト・セクションへ移動します。
各エディット・セクションの多くは、複数のエディット・ページで
構成されています。各エディット・ページには、下部に表示された
タブをタッチすることによって移動します。

エディット・ページの構成

すべてのエディット・ページで、共通に表示されているパラメーター
が存在します。

モード名
現在スタイル・プレイ・モードであることを表示します。

エディット・セクション名
現在のエディット・セクション名を表示します。
このセクション名はメニュー画面のボタンのうちの 1 つと一致して
います（85ページ“エディット・メニュー”参照）。

ページ・メニュー・ボタン
ページ・メニュー・アイコン
このボタンをタッチすると、ページ・メニュー（97ページ）が表示
されます。

パラメーター・エリア
ページごとに、いろいろなパラメーターが表示されます。エディッ
トするページは、タブで切り替えます。
パラメーターの詳細については、以降のセクションごとの説明をご
覧ください。

タブ
エディットするページのタブをタッチすることで切り替えます。

Mixer/Tuning: Volume/Pan

このページは、リアルタイム・トラックまたはスタイル・トラック
ごとの音量とパンの設定をします。音量の設定はメイン・ページの
音量パネルと同じものです。
TRACK SELECT キーを押すたびに、リアルタイム・トラックとス
タイル・トラックが切り替わります。

Upper Volume Link（アッパー音量リンク）
チェックを付けてアッパー・トラックのうちの1 つの音量を変更す
ると、残りのアッパー・トラックの音量もそれに比例して一緒に変
更することができます。

Note:このパラメーターは、96ページ“Preferences: Style Play
Setup”内のパラメーターと同じ物です。

オン（チェック）

設定が有効になります。アッパー・トラックのうちの 1
つの音量を変更すると、残りのアッパー・トラックの音
量もそれに比例して一緒に変更されます。

オフ アッパー・トラックのうちの 1 つの音量を変更しても、
残りのアッパー・トラックの音量は変更されません。

モード名 エディット・セクション名

選択したト
ラック情報

ページ・メ
ニュー・ボ
タン

パラメー
ター・エリア

タブ

グループ化されたスタイル・トラック リアルタイム・トラック

個別のスタイル・
トラック
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Dry（ドライ）
このチェック・ボックスで直接音（Dry）とエフェクト音の信号の経
路をオン、オフで設定します。

オン（チェック）
直接音と、エフェクト通過音を混ぜた信号が出力に送ら
れます。

オフ 直射音はすべてエフェクトを通り、エフェクト通過音だ
けの信号が出力に送られます。信号は、エフェクトがス
テレオ・タイプの時にパンの設定が有効になります。

Pan（パン）
ステレオ定位を設定します。

L-64...L-1 左ステレオ・チャンネル

C0 センター

R+1...R+63 右ステレオ・チャンネル

グループ化されたスタイル・トラックの音量
このパラメーターは、すべてのスタイルに適用される音量バランス
になります。ここで、トラック間の音量バランスを変更した後に、異
なるスタイルを選んでも、ここで設定した音量バランスは変わりま
せん。異なるスタイルを選んだとき、急激な音量の変化をさけたい
場合に有効です。

個別トラックの音量
スタイル、パフォーマンス、またはSTSごとに持っている各トラッ
クの音量です
異なるスタイル、パフォーマンスまたはSTSを選ぶとその度に各ト
ラックの音量は変わります。

0...127 各トラック音量のMIDI 値

プレイ/ ミュート・アイコン
トラックの状態を表示します。アイコンをタッチして、状態を切り
替えます。

プレイ：トラックの音が出ます

ミュート：トラックを消音します。

Mixer/Tuning: FX Send

内蔵エフェクト・プロセッサーに入るトラックのダイレクト信号（エ
フェクトのかかっていない信号）のレベルを設定するページです。本
機のエフェクト・プロセッサーは並列に接続されているので、どち
らのエフェクトに、どれだけの量のダイレクト信号を送るかを決め
ることができます。
トラックの信号をすべてエフェクトに送りたい場合（ロータリー、
ディストーション、EQ等のエフェクトをインサート・エフェクトの
ように使うとき）ドライ・パラメーター（前述）をオフにしてくだ
さい。
スタイル・プレイ・モードでは4つの内蔵エフェクト・プロセッサー
（リアルタイム・トラック用に2 つ、スタイル・トラックとパッド用
に 2 つ）が使用できます。これに任意のエフェクトを割り当てられ
ますが、プリセット・データでは使い易いように、本機内のスタイ
ル、STS、パフォーマンス用のすべてのエフェクトが次のように設
定されています。

FX A スタイル・トラックのリバーブ系エフェクト

FX B スタイル・トラックのモジュレーション系エフェクト

FX C リアルタイム・トラックのリバーブ系エフェクト

FX D リアルタイム・トラックのモジュレーション系エフェクト
TRACK SELECTキーを押すたびに、画面がリアルタイム・トラッ
クとスタイル・トラックが切り替わります。

センド・レベル（A...D）

0...127 エフェクトの送るダイレクト信号のレベル。

プレイ/ ミュート・アイコン
トラックのプレイ / ミュート状態を表示します。アイコンをタッチ
して、状態を切り替えます。

プレイ：トラックの音が出ます

ミュート：トラックを消音します。

Track Out L/R

FX Processor

Track Out L/R

FX Processor
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Mixer/Tuning: EQ Gain

各トラックの3バンド・イコライザー（EQ）の値を設定します。
TRACK SELECTキーを押すたびに、画面がリアルタイム・トラッ
クとスタイル・トラックに切り替わります。

Hi Gain（ハイ・ゲイン）
高域のゲインを調整します。シェルビング・タイプの EQ になりま
す。値は、デシベル（dB）表示です。

Mid Gain（ミドル・ゲイン）
中域のゲインを調整します。ピーキング・タイプのEQになります。
値は、デシベル（dB）表示です。

Low Gain（ロー・ゲイン）
低域のゲインを調整します。シェルビング・タイプの EQ になりま
す。値は、デシベル（dB）表示です。

プレイ/ ミュート・アイコン
トラックの状態を表示します。アイコンをタッチして、状態を切り
替えます。

プレイ：トラックの音が出ます

ミュート：トラックを消音します。

Mixer/Tuning: EQ Control

EQ Gain ページで設定した各トラックのイコライザー（EQ）をバイ
パスしたり、リセット（フラットに：0dB）することができます
TRACK SELECT キーを押すたびに、画面がリアルタイム・トラッ
クとスタイル・トラックに切り替わります。

Track Reset（トラック・リセット）
このボタンをタッチすると、対応するトラックの EQ 設定をリセッ
ト（フラットに：0dB）することができます。

Reset All Tracks（トラック・オール・リセット）
このボタンをタッチすると、すべてのトラックの EQ 設定をリセッ
ト（フラットに：0dB）することができます。

Bypass（バイパス）
チェックを付けたトラックのEQをバイパス（無効に）します。チェッ
クを付けても EQ の設定は保持され、チェックを外すとその設定で
EQが有効になります。

Input Trim（入力トリム）
イコライザーに入力する信号のレベルを制限することができます。
極端な EQ 設定をすると、信号に歪むことがあります。このような
場合は、インプット・トリムで信号のレベルを押さえてください。

プレイ/ ミュート・アイコン
トラックの状態を表示します。アイコンをタッチして、状態を切り
替えます。

プレイ：トラックの音が出ます

ミュート：トラックを消音します。
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Mixer/Tuning: Tuning

各トラックのオクターブ単位のトランスポーズやチューニングの微
調整、およびピッチ・ベンドの範囲を設定します。
TRACK SELECT キーを押すたびに、画面がリアルタイム・トラッ
クとスタイル・トラックに切り替わります。

PB Sensitivity（ピッチ・ベンド感度）
各トラックのピッチ・ベンドの範囲を半音単位で設定します。

1...12 ピッチ・ベンドの上下最大範囲（半音単位）12=± 1オ
クターブ

0 ピッチ・ベンド無し

Octave Transpose（トランスポーズ）
オクターブ単位でトランスポーズします。

－3 最も低いオクターブ

0 標準（トランスポーズ無し）

＋3 最も高いオクターブ

Detune（デチューン）
チューニングの微調整です。

－64 最も低いピッチ

00 標準（デチューン無し）

＋63 最も高いピッチ

プレイ/ ミュート・アイコン
トラックの状態を表示します。アイコンをタッチして、状態を切り
替えます。

プレイ：トラックの音が出ます

ミュート：トラックを消音します。

Mixer/Tuning: Sub Scale

スケール・モード（96ページ）で選んだトラックに、代替のスケー
ルをプログラムすることができます。それ以外トラック（いくつで
も）は、グローバル・モード（183 ページ“Main Scale”参照）
で設定されるメイン・スケールを使います。

Note: 異なったスケールを各パフォーマンスやSTSに適用すること
ができます。

Note: クォーター・トーン設定は、MIDI（外部のシーケンサーまた
はコントローラー）によって受信することができます。逆に、クォー
ター・トーン設定の選択は、システム・エクスクルーシブ・データ
として外部のMIDIシーケンサー送ることができます。

Scale（スケール）
スケールを選びます。利用できるスケールの詳細はアクセサリーCD
の“各種リスト”をご覧ください。スケールに“User”を選ぶと、
右のキーボード図が有効になります（89 ページ“ユーザー・スケー
ルの微調整”をご覧ください）。

Key（キー）
選択したスケールによっては必要なパラメーターで、そのスケール
に合ったキー（調）を選択します（アクセサリーCD の“各種リス
ト”参照）。

Quarter Tone（クォーター・トーン）
チェックを付けるとキーボード図が有効になり、スケールプリセッ
ト・ボタンが4つ（SC1 ～ SC4）表示されます。

このボタンをタッチすると、グローバル・モードで設定、保存した
4 つのカスタム・スケールから 1 つを選ぶことができます（183
ページ“General Controls: Scale”参照）。
キーボード図の、1/4 音を下げたいキーをタッチしてください。そ
のキーに大きい丸点のマークが付きます。もう一度タッチすると点
が消え、元に戻ります。
作成したスケールは一時的に演奏するためのもので、ここでは保存
することはできません。保存するときはグローバル・モードの183
ページ“General Controls: Scale”で設定します。
クォーター・トーン機能をフット・スイッチに割り当てることがで
きます。これにより、キーボード図を使わなくても、フット・スイッ
チを使ってスケールを作ることもできます。
詳しくは、“89ページ“クォーター・トーン機能を、フット・スイッ
チに割り当てる”をご覧ください。

SC プリセット・ボタン（SC1～SC4）
設定されたクォーター・トーンの設定を呼び出すときに、これらの
ボタンをタッチします。スケールの設定、保存はグローバル・モード
の183ページ“General Controls: Scale”で行います。
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キーボード図
クォーター・トーンのチェックが付いているか、ユーザー・スケー
ルが選ばれたときに、この図を使ってピッチを調整することができ
ます。

スケール・ロック・アイコン
ロックされるときは、異なるパフォーマンスまたは STS を選んで
も、スケール・パラメーターは変更されません。
グローバル設定でライト操作をしない場合は、電源をオフにすると
ロックは解除されます（192 ページ“Write Global - Global Setup
ダイアログ・ボックス”参照）。
ロック・パラメーターの詳細については、184 ページ“General
Controls: Lock”をご覧ください。

ユーザー・スケールの微調整
スケールに“User”を選ぶと、右のキーボード図が有効になります。
キーごとにセント単位で（“Equal”チューニング時で±99 セント
の範囲）調整することができます。ユーザー・スケールは、パフォー
マンス、またはSTS ごとに記憶することができます。

値の変更は、キーボード図のキーをタッチして反転表示にした後、
TEMPO/VALUEダイヤルで値を設定します。

Note: これらの設定は、パフォーマンスまたはSTSに保存されます。

クォーター・トーン機能を、フット・スイッ
チに割り当てる
クォーター・トーン機能はオリジナルのスケールをリアルタイム（例
えばアラビア音楽を代表するそれらの突然のスケール変化）で演奏
するためのものです。
スケール変化はどこにも保存されないので、異なるパフォーマンス
またはSTS を選ぶとき、クォーター・トーン機能を割り当てたペダ
ルをもう一度押して、スケールを設定し直します。

Note: ユーザー・スケールでカスタム設定を作り、それをパフォー
マンスや STS に割り当てることで、異なるパフォーマンスや STS
を選択したときと同時にスケールを切り替えることができます。

クォーター・トーン機能をフット・スイッチに割り当てることがで
きます。 
1. フット・スイッチにクォーター・トーン機能を割り当てます。

グローバル・モードの“Controllers: Pedal/Switch/Slider”
ページの "Pedal/Footswitch" パラメーターで“ Quarter
Tone”を選択します。
グローバル・モードの、ページ・メニューのWrite Global-Global
Setup コマンドを選択して設定を保存します （192 ページ
“Write Global - Global Setup ダイアログ・ボックス”参照）。 

2. いくつかのキーのピッチを下げます。
クォーター・トーン設定にしたペダルを踏み続けます。このとき
鍵盤の音は出ません。1/4 音下げたいキーを押します。ペダル
から足を離します。 

3. 新しいスケールで演奏します。
手順2で設定したキーは1/4 音下げられます。 

4. 元のスケールに戻します。
クォーター・トーン設定にしたペダルを踏んで、離します。
クォーター・トーンはリセットされ、そしてスケールはパフォー
マンスやSTS に保存されたものに戻ります。

Effects: FX Select

A/B（スタイル・トラックとパッド）とC/D（リアルタイム・トラッ
ク）のエフェクトを選びます。

FX A...D
対応するエフェクト・プロセッサにエフェクトを割り当てます。一
般的には、A と C にリバーブ系、B と D にはモジュレーション系
（コーラス、フランジャー、ディレイ等）エフェクトを使用します。
使用できるエフェクトのリストは、アクセサリーCD の“Advanced
Edit”をご覧ください。
エフェクトA～Dの設定は、パフォーマンスに保存することができ
ます。エフェクト A/B（スタイルとパッド・トラック）は、スタイ
ル・パフォーマンスに、エフェクトC/D（リアルタイム・トラック）
は、STSに保存されます。

FX Amount
ドライ音（エフェクトのかかっていない）に加えられるエフェクト
量を調整します。

B to A, D to C
Aエフェクトの入力へ送られるBエフェクト信号の量を設定します。
また、Cエフェクトの入力へ送られるD エフェクト信号の量を設定
します。

Mod.Track （モジュレーション・トラック）
ダイナミック・モジュレーション・ソースの元となるトラックです。
ジョイスティックなどのコントローラーや、スタイル・トラックに
入力されたMIDI #CC で、エフェクト・パラメーターを変化させる
ことができます。

Effects: FX A...D

4つのエフェクト・プロセッサのパラメーターをエディットします。
ここでは、例として“Reverb Smooth Hall”を割り当てた FX A
ページで説明します。

チューニングの値

選択したエフェクト名

エフェクト・
パラメーター
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選択したエフェクト名
このポップアップ・メニューをタッチして、FXタイプ選択ウィンド
ウでエフェクトを選びます。これは、Effects: FX Selectページの
FX A...D と同様の物です（上記参照）。

Note: エフェクトは、4 つのエディット・ページで異なることがあ
ます。

エフェクト・パラメーター
パラメーターは選んだエフェクトごとに異なります。
エフェクトごとのパラメーターのリストは、アクセサリーCD の
“Advanced Edit”をご覧ください。

FX Amount
ドライ音（エフェクトのかかっていない）に加えられるエフェクト
量を調整します。

Src （ソース）
ダイナミック・モジュレーション・ソース。上記“Mod.Track”で
使用するメッセージを選択します。Effects: FX Selectページ（上
記参照）。
モジュレーション・ソースのリストは、アクセサリーCD の
“Advanced Edit”をご覧ください。

Track Controls: Mode

各トラックを本機の内部音源で再生するか，外部MIDI機器で再生す
るかを設定するページです。外部機器でスタイル・トラックを演奏
したり、デジタル・ピアノの音源をリアルタイム・トラックとして
演奏するのに便利です。
また、各トラックのポリフォニー・タイプも設定します。

Int./Ext. （内部 / 外部）

Int. トラックは内蔵音源のサウンドを再生します。MIDI
OUT 端子に接続されている外部機器の再生はしません。

Ext. トラックは MIDI OUT 端子に接続した外部機器のみを
再生します。内蔵音源を再生しないので、同時発音数を
有効に利用できます。

任意のトラックが“Ext.”に設定されていると、メイン・
ページの上部にそのトラックに割り当てられているサウ

ンド名ではなく、送信されているコントロール・チェン
ジとプログラム・チェンジ・データが表示されます。

以下の例では、CC#0 がコントロール・チェンジ0（バ
ンク・セレクトMSB）、CC#32 はコントロール・チェ
ンジ32（バンク・セレクト LSB）、PC はプログラム・
チェンジです。

プログラム・チェンジ・データが表示されているときそ
の部分をタッチすると、数字入力パッドが表示されます。
数字入力パッドでプログラム・チェンジ・データを入力
することができます。このときデータは3桁ずつつドッ
トで区切って入力します。

Both トラックは内蔵音源と MIDI OUT 端子に接続されてい
る外部機器の両方を再生します。

Type（タイプ）

Drum ドラムやパーカッション用の設定です。ドラムキットを
割り当てたトラックで、ドラム・ファミリーごとに、個
別の音量を設定できます（91ページ“Track Controls:
Drum Volume”参照）。

Note: スタイル・レコード・モードでドラムまたはパー
カッション・モードになっているとき（119 ページ
“Track Type（トラック・タイプ）”）、ここで設定を変
えることができません。このとき表示がグレイになりま
す。またほかのスタイル・トラックもドラムを選ぶこと
ができません。

Poly 同時に複数のノートを発音できる、ポリフォニー設定の
トラックです。

Mono 次のノートを弾くと、前のノートの音が止むモノフォ
ニー設定のトラックです。

Mono Right
モノフォニー設定のトラックですが、弾いた鍵盤のうち
一番右のノート（一番高域のノート）が優先されます。

Mono Left
モノフォニー設定のトラックですが、弾いた鍵盤のうち
一番左のノート（一番低域のノート）が優先されます。

プレイ/ ミュート・アイコン
トラックの状態を表示します。アイコンをタッチして、状態を切り
替えます。

プレイ：トラックの音が出ます

ミュート：トラックを消音します。

コントロール・チェンジ/ プログラム・チェンジ

CC#0 CC#32 PC
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Track Controls: Drum Volume

トラックがドラム用（ドラム / パーカッション・トラックなど）の
ときに、ドラムや パーカッションのファミリーごとに音量を調節で
きます。
90 ページ“Type（タイプ）”が Drum にセットされたトラックを
選びドラムと打楽器の各アイテムの、音量を調節します。
ドラム・キットが割り当てられていないトラックでは、この調節は
できません。

Note: パラメーターの値はどれも、該当サウンドの設定値に対する
相対値です。

Drum Family Volume（ドラム・ファミリー音量）

Kick Family=1　キック・ドラムの音量

Snare Family=2　スネア・ドラムの音量

Tom Family=3　タムの音量

HiHat Family=4　ハイハットの音量

Cymbal Family=5　ライド、クラッシュ、その他のシンバルの音量

Perc.1 Family=6　低音系パーカッション・セットの音量

Perc.2 Family=7　高音系パーカッション・セットの音量

EFX Family=8　スペシャル・エフェクトの音量

Note: 各ドラム・サンプルがどのファミリーに属しているかは、ア
クセサリーCD の“各種リスト”をご覧ください。

Select
エディットするトラックのボタンをタッチします。選ばれているト
ラックのこのボタンは反転表示になります。

Reset Track
現在選んでいるトラックのドラム・ファミリー音量設定をリセット
します。

Reset All Tracks
すべてのトラックのドラム・ファミリー音量設定をリセットします。

プレイ/ ミュート・アイコン
トラックの状態を表示します。アイコンをタッチして、状態を切り
替えます。

プレイ：トラックの音が出ます

ミュート：トラックを消音します。

1つのドラムの音量を調節する方法
ドラム音量の調整例です 
1. このページでTRACK SELECTキーを押して、個々のスタイル・

トラック画面に切り替えます。 

2. 調整するドラム・トラックのSelect ボタンをタッチします。 

3. フロント・パネルのSTART/STOP キーを押して、スタイル演奏
を始めます。 

4. Snare（スネア）ノブを選び、TEMPO/VALUEダイヤルで音量
を変えてみます。 

5. Reset Trackボタンをタッチして、オリジナルのスネアの音量
に戻します。

Track Controls: Easy Edit
各トラックに割り当てられているサウンドの主なパラメーターをエ
ディットするページです。

Note: パラメーターの値はどれも、該当サウンドの設定値に対する
相対値です。

パラメーター

Attack アタック・タイム。音量がゼロ（鍵盤を弾いた瞬間）か
ら最大レベルになるまでの時間を設定します。

Decay ディケイ・タイム。アタックの最終レベルからサスティ
ン（音量が一定レベルで持続する）までの時間を設定し
ます。

Release リリース・タイム。鍵盤を離してから音量がゼロになる
までの時間を設定します。

Cutoff フィルター・カットオフ。サウンドのブライトネス（明
るさ）を設定します。
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Resonance
フィルターのレゾナンス（共振具合）を調整します。

LFO Depth
ビブラート（LFO）の強さ。

LFO Speed
ビブラート（LFO）の速度。

LFO Delay
音が鳴り始めてからビブラート（LFO）がかかり始める
までの時間を設定します。

Select
エディットするトラックのボタンをタッチします。選ばれているト
ラックのこのボタンは反転表示になります。

Reset Track
現在選んでいるトラックのエディット値の設定をリセットします。

Reset All Tracks
すべてのトラックのエディット値の設定をリセットします。

プレイ/ ミュート・アイコン
トラックの状態を表示します。アイコンをタッチして、状態を切り
替えます。

プレイ：トラックの音が出ます

ミュート：トラックを消音します。

1つのサウンドをエディットする方法
イージー・エディット機能を使ったエディット例です。 
1. 必要に応じて、このページで TRACK SELECT キーを押して、

リアルタイム・トラック画面に切り替えます。 

2. 調整するアッパー1トラックのSelect ボタンをタッチします。 

3. 鍵盤を弾きながら、Cutoff（カットオフ）ノブを選び、TEMPO/
VALUE ダイヤルで値を変えて音の変化を確認します。 

4. Reset Trackボタンをタッチして、オリジナルのカットオフの
値に戻します。

Keyboard/Ensemble:
Keyboard Control

各リアルタイム・トラックでダンパー・ペダルやジョイスティック
などの有効 /無効を設定するページです。

Damper（ダンパー）
チェックを付けると、ダンパー・ペダルを踏んで鍵盤を離したその
トラックのサウンドを維持します。チェックが付いていないトラッ
クでは、ダンパー・ペダルは無効になります。

Joystick X
チェックを付けるとジョイスティックによる X 方向（左右）の制御
（ピッチ・ベンドやいくつかのサウンド・パラメーターなど）が有効
になります。

Joystick Y
チェックを付けるとジョイスティックによる Y 方向（上下）の制御
（モジュレーションやいくつかのサウンド・パラメーターなど）が有
効になります。

Expression（エクスプレッション）
各リアルタイム・トラックでエクスプレッション・コントロールを
オン、オフします。チェックを付けるとオンになります。
エクスプレッション・コントロールは、相対値を使用したレベル・コ
ントロールで、常にボリューム値より小さいレベルになります。例
えばピアノ・サウンドをアッパー1 に、ストリングス・サウンドを
アッパー2 に割り当てたとします。アッパー 2 でエクスプレッショ
ン・スイッチをオンにし、アッパー1 でオフにすると、ペダル操作
でストリングスの音量レベルは変化しますが、ピアノの音量は変化
しません。
ペダルかアサイナブル・スライダーをエクスプレッション・コント
ロールとして設定する方法は、187ページ“Controllers: Pedals/
Slider”を参照してください。
この機能はボリューム・タイプのペダルにのみ割り当てられます。ス
イッチ・ペダルは使用できません。
グローバル設定に保存するときは、“Keyboard Expression”をペ
ダルかアサイナブル・スライダーに割り当ててください。

プレイ/ ミュート・アイコン
トラックの状態を表示します。アイコンをタッチして、状態を切り
替えます。

プレイ：トラックの音が出ます

ミュート：トラックを消音します。

Keyboard/Ensemble:
Key/Velocity Range

各リアルタイム・トラックのキーボード・レンジとベロシティ・レ
ンジを設定するページです。キー・レンジは鍵盤の範囲によって違っ
たサウンド設定をするのに便利です。例えば、鍵盤の中央部分でフ
レンチホーンと木管楽器を、高音部分では木管楽器だけ発音という
ようなことが可能です。
ベロシティ・レンジは、鍵盤を弾く強さによって、各アッパー・ト
ラックの発音を切り替えるのに便利です。例えば、サウンド
“El.Piano 1”をアッパー1に、サウンド“El.Piano 2”をアッパー
2 に割り当てたとします。アッパー1 のベロシティ・レンジを“L:0、
H:80”、アッパー 2 のベロシティ・レンジを“L:81、H:127”に
設定すると、鍵盤を弱く弾いたときに“El.Piano1”のサウンドが発
音し、強く弾いたときに“El.Piano 2”のサウンドが発音します。
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Top/Bottom Key （キー・レンジ）
このペアのパラメーターで、各トラックの鍵盤の発音範囲の上限と
下限を設定します。

C-1...G9 キーを選びます

Top/Bottom Vel. （ベロシティ・レンジ）
このペアのパラメーターで、各トラックのべロシティの発音範囲の
上限と下限を設定します。

0 ベロシティが最小値

127 ベロシティが最大値

プレイ/ ミュート・アイコン
トラックの状態を表示します。アイコンをタッチして、状態を切り
替えます。

プレイ：トラックの音が出ます。

ミュート：トラックを消音します。

Keyboard/Ensemble: Ensemble
アンサンブル機能を設定するページです。この機能は、左手で弾い
て認識されたコードに合わせて、右手で弾いたメロディーにハーモ
ニー（和音）を付加します。

Note: アンサンブル機能は、スプリット・モードのときの、スタイ
ル・プレイ・モードでのみ機能します。

Ensemble（アンサンブル）

TYPE（ハーモニー・タイプ）

Duet メロディーに1つのノートを加えます。

Close メロディーにクローズド・ポジションのコードを加えます。

Open 1 メロディーにオープン・ポジションのコードを加えます。

Open 2 Open 1と同じですが、アルゴリズムが多少異なります。

Block ジャズでおなじみのブロックのハーモニーです。

Power Ensemble
ハード・ロックでよく聴くような、5th と 1オクターブ
をメロディーに加えます。

Fourths LO
ジャズの代表的なハーモニーで、メロディーから低い方
に4度ずつ離れた2つのノートを加えます。

Fourths UP
Fourths LO と同じですが、メロディーから高い方に 4
度ずつ離れた2つのノートを加えます。

Fifths メロディーから低い方に5度ずつ離れた2つのノートを
加えます。

Octave 1 オクターブまたは複数オクターブをメロディーに加え
ます。

Dual “Note”パラメーターで設定した固定インターバルで、
もう1つのノートをメロディー・ラインに加えます。こ

れを選択すると、トランスポーズ値が表示されます（元
のノートに対して－ 24 ～＋24 半音）。

Brass 典型的なブラス・セクションのハーモニーです。

Reed 典型的なリード・セクションのハーモニーです。

Trill 2 つのノートを弾いたとき、それらのノートをトリルさ
せます。トリルの速度は後述する“Tempo”パラメー
ターで設定します。3 音以上を弾いても、有効なのは最
後に弾いた2音になります。

Repeat 弾いたノートが後述の“Tempo”パラメーターに同期し
て繰り返されます。2 音以上弾いても、最初のノートの
みが繰り返されます。

Echo Repeat と同じですが、後述の“Feedback”パラメー
ターで設定した回数リピートし、ノート・ベロシティが
－ 1 以下に設定されていると、リピート音が次第に
フェード・アウトしていきます。

AutoSplit1
複数のアッパー・トラックで演奏しているときは、アッ
パー1 トラックは単音でメロディーを、他のアッパー・
トラックでは弾いた通りのコードを演奏することができ
ます。もし、アッパー1トラックのみで演奏していると
きは、通常通りの演奏になります。

AutoSplit2
AutoSplit1 と同様ですが、右手で演奏しているコード
の最高音が変化したとき、アッパー1トラックは最も高
いノートを常に発音し直します。

Note Velocity（ノート・ベロシティ）
右手で弾いたメロディーと追加されたハーモニーのノートとのベロ
シティの差を設定します。

－10...0 右手で弾いたベロシティから引き算をする値

Tempo
Note:このパラメーターは、“Trill”、“Repeat”、“Echo”のいずれ
かを選択したときにのみ表示されます。

“Ensemble”パラメーターで“Trill”、“Repeat”、“Echo”のいず
れかを選択したときの何分音符の間隔で繰り返すか設定します。テ
ンポと同期します。

Feedback（フィードバック）
Note: このパラメーターは、“Echo”を選択したときにのみ表示さ
れます。

オリジナルのノート/コードが何回繰りかえされるかを設定します。

Ensemble Trk Assign（トラック・アサイン）
アンサンブル機能のときの右手（アッパー）のトラックの設定です。

Off このトラックにハーモニーは追加されません。

Normal このトラックにハーモニーが追加されます。

Mute このトラックにハーモニーが追加されますが、元々弾い
たノートは発音されません。

プレイ/ ミュート・アイコン
トラックの状態を表示します。アイコンをタッチして、状態を切り
替えます。

プレイ：トラックの音が出ます

ミュート：トラックを消音します。
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Style Controls: Drum/Fill

このページでは、スタイルのさまざまなパラメーターを設定するこ
とができます。

Drum Mapping （ドラム・マッピング）
スタイルのシーケンス・データやドラムキットを変更することなく、
ドラムキットの音色（スネア、シンバル、ハイハット）を一時的に
変更させることができます。わざわざ設定し直す必要がないので便
利な機能です。任意のドラム・マッピングを選択すると、演奏させ
る音色（スネア、シンバル、ハイハット）の一部が別の音色に代わ
ります。

Off 標準マッピング

DrumMapping 1...7
ドラム・マッピングのナンバーです。元のスタイルにも
よりますが、マッピング1はパーカッション系、マッピ
ング2から7に行くに従って徐々にリズムが激しくなる
傾向になります。

Kick and Snare Designation
（キックとスネアの入れ替え）
この設定によって、オリジナルのキック（バス・ドラム）やスネア・
ドラムのサウンドが、同じドラム・キットの中の別のキックやスネ
ア・ドラムに入れ替わります。

Hint: スタイルを聞きながら、異なる組み合わせを選び効果を確認し
てください。気に入った組み合わせの設定は、パフォーマンスまた
はスタイル・パフォーマンスに保存してください。

Off オリジナルのキックやスネア・ドラム

Type 1...3
オリジナルのキックやスネア・ドラムと入れ替えるキッ
クやスネア・ドラム

Fill Mode （フィル・モード）
ここではフィルを演奏した後に自動的に元のバリエーションとは違
うバリエーションに移動するように設定することができます。

Off フィルを選択する前に再生していたバリエーションに戻
ります。

V1&V2... V3&V4
指定したバリエーションに交互に移動します。例えば
V1&V2を選択すると、フィルが終わった後にバリエー
ション 1 とバリエーション 2がかわるがわる選択され
ます。

Var.Up/Var.Down
1 つ上または下の番号のバリエーションが順に選択され
ます。また Var.Up のとき、バリエーション 4 の後はバ
リエーション1 が選択されます。Var.Down のとき、バ
リエーション1 の後にバリエーション4 が選択されます。

Var.Inc/Var.Dec
Var.Up/Var.Down と基本的には同じですが、Var.Inc
のとき、バリエーション 4 の後はバリエーション 4 が
また選択されます。Var.Dec のとき、バリエーション1
の後はバリエーション1 がまた選択されます。

To Var.1...To Var.4
「フィルからバリエーション1、2、3、または4へ」と
いうように、フィルの前のバリエーションに関わらず、
フィルの最後で4種類のスタイル・バリエーションの1
つへ自動的に移動します。

Fill Mode ロック・アイコン
異なるパフォーマンスやスタイルを選んだとき、このアイコンを
ロックすることで設定したフィル・モードが変化しない様にロック
します。
なお、電源をオフにすると解除され、設定はリセットされます。こ
の設定を保存するときは、192 ページ“Write Global - Global
Setup ダイアログ・ボックス”で グローバル設定のライトを行って
ください。ロックされるパラメーターの詳細は、184 ページ
“General Controls: Lock”をご覧ください。

プレイ/ ミュート・アイコン
トラックの状態を表示します。アイコンをタッチして、状態を切り
替えます。

プレイ：トラックの音が出ます

ミュート：トラックを消音します。

Style Controls: Keyboard
Range On/Off / Wrap Around

スタイル・トラックのキーボード・レンジとラップ・アラウンド機
能を設定するページです。

Kbd Range On/Off（発音範囲のオン、オフ）

スタイル・レコード・モードでスタイル・エレメントごとに設定し
た“Key Range”パラメーターの設定を使用するか、しないかを選
択できます。

オン 発音範囲の設定が使用されます（118 ページ“Style
Element Track Controls: Keyboard Range”参照）。
トラックが発音範囲のパラメーターで設定した最低また
は最高のノートを越えると、自動的に演奏をトランス
ポーズします。

オフ 発音範囲設定は使用されません。トラックのサウンドを
切り替えたりして、楽器本来の発音範囲に合わせた設定
が不要になったとき、オフにすると効果的な場合があり
ます（例えば、エレキ・ベースをシンセ・ベースに変更
した場合など）。

Wrap Around（伴奏トランスポーズ制限）
ラップ・アラウンド・ポイントはバッキング・トラックの一番高い
音です。
伴奏パターンは検知されたコードに従ってトランスポーズされま
す。コードの音域が高すぎると、スタイル・トラックが高すぎる音
域で再生することになり、不自然な出音になります。そこでラップ・
アラウンド・ポイントに達すると、自動的に 1 オクターブ下にトラ
ンスポーズするようになっています。
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ラップ・アラウンド・ポイントは、トラックごとに半音単位で12半
音まで設定可能です。スタイル・レコード・モードで設定した各ト
ラックの Key（104 ページ“Key/Chord（キー / コード）”参照）
から「何半音上で」ラップ・アラウンドするかを設定できます。各
トラックの値をバラバラにすることによって、ラップ・アラウンド
が同時におきて不自然にならないようにすることができます。

Note: トラック・タイプ（119ページ参照）がドラム、パーカショ
ン、ギターのときに、このパラメーターは無効になります

1...12 パターンのオリジナルのキーに対する、トラックのトラ
ンスポーズ最大値（半音単位）

プレイ/ ミュート・アイコン
トラックの状態を表示します。アイコンをタッチして、状態を切り
替えます。

プレイ：トラックの音が出ます

ミュート：トラックを消音します。

Pad: Pad
4 つのPADキーのそれぞれに対して、ヒット音やシーケンスを割り
当てるページです。エフェクト・センドのレベルの調整も可能です。

Note: メイン・ページのパッド・パネルでも同様に、選択すること
もできます。

Note: 各スタイルやソングブックにパッドの割り当てを変え、保存
することができます。

Pad1...4（パッド名）
各パッドに割り当てられたヒット / シーケンス・サウンド名です。
Pad1 ～ Pad4 ボタンをタッチして、パッド選択ウィンドウを表示
します（75ページ“パッド選択ウィンドウ”参照）。

Volume（音量）
4つのパッドそれぞれの音量を設定します。

Pan（パン）
4つのパッドそれぞれのステレオ定位を設定します。

L － 64 左側に振り切ります。

C ＋00 中央に定位します。

R ＋63 右側に振り切ります。

A Send（A センド）
4 つのパッドそれぞれの内蔵エフェクト・プロセッサーA（通常は
リバーブ）のセンド・レベルを設定します。

B Send（ Bセンド）
4 つのパッドそれぞれの内蔵エフェクト・プロセッサーB（通常は
モジュレーション・エフェクト）のセンド・レベルを設定します。

パッド・ロック・アイコン
異なるスタイルやソングブックのエントリーを選んだとき、このア
イコンをロックすることで設定したパッドの設定を保持します。
なお、電源をオフにすると解除され、設定はリセットされます。こ
の設定を保存するときは、192 ページ“Write Global - Global
Setup ダイアログ・ボックス”でグローバル設定のライトを行って
ください。ロックされるパラメーターの詳細は、184 ページ
“General Controls: Lock”をご覧ください。

Preferences: Style Preferences
スタイル・プレイ・モードの一般的なパラメーターを設定するペー
ジです。設定はパフォーマンスかSTS に保存することができます。

Chord Recognition（コード認識）
自動伴奏エンジンがコードを認識する方法を設定します。SPLIT
キーの LED がオフ（消灯）の場合は、ここでの設定にかかわらず
“Fingered 3”として動作する（パラメーターの表示は変わらず）の
で、コードを認識させるには、必ず3 音以上のノートを弾くことが
必要です。

Note: メイン・ページのスプリット・パネルで、選択することもで
きます（84ページ“スプリット・パネル”参照）。

Fingered 1
コードの認識には、1音または複数のノートを弾きます。
1 音を弾いただけでも、フル・メジャー・コードとして
認識されます。

Fingered 2
コードとして認識させるには、2 音以上のノートを弾く
必要があります。1 音だけ弾いた場合は、ユニゾンとし
て認識されます。ルート音と5度を弾いた場合は、それ
らの2音だけが認識されます。

Fingered 3
コードの認識には、3 音以上のノートを弾くことが必要
です。

One Finger
簡易的なコード演奏法です

1 音だけを弾くと、メジャー・コードが認識されます。

ルート音と、その左の白鍵を弾くと7th のコードになり
ます（例：C3 ＋ B2=C7）。

ルート音と、その左の黒鍵を弾くとマイナー・コードに
なります（例：C3 ＋ B♭ 2=C minor）。

ルート音と、その左の白鍵と黒鍵を弾くとマイナー7th
のコードになります（例：C3 ＋B2+B ♭ 2=C min7）。

Expert Fingered 2 の拡張モードです。ジャズ、フュージョン、
モダンポップやライトミュージックでしばしば用いられ
る分散コードの指定も可能です。

Velocity Control（ベロシティ・コントロール）

左手で鍵盤を強く弾くことで、フィルやブレイクなどをオンにする
パラメーターです。
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96 ページ“Velocity Control Value”で設定された値より高いベ
ロシティで弾くと、選択されているスタイル・エレメントがスター
トします。

Note: この機能はSPLIT キーの LEDがオン（点灯）のときのみ有
効です。

Off 機能がオフになります。

Break、Fill In 1、Fill In 2
“Velocity Control Value”よりも高いベロシティで、
スプリット・ポイントよりも左側の鍵盤を弾くと、選択
されたエレメントが自動的に始まります。

Start/Stop
Velocity Control Value”よりも高いベロシティで、ス
プリット・ポイントよりも左側の鍵盤を弾くと、スタイ
ルを開始／停止することができます。

Memory Velocity Control Value”よりも高いベロシティで、ス
プリット・ポイントよりも左側の鍵盤を弾くと、フロン
ト・パネルのMEMORYキーのオン、オフを切り替える
ことができます。

Scale Mode（スケール・モード）
選択したスケールを使用するトラックを指定します（88 ページ
“Scale（スケール）”参照）。

Keyboard tracks
すべてのリアルタイム・トラック（アッパー1～3、ロ
ワー）のみで、選択したスケールを使用します。

Upper tracks
アッパー1～3のリアルタイム・トラックのみで、選択
したスケールを使用します。

All Tracks
全トラック（リアルタイム・トラック、スタイル、パッ
ド）で、選択したスケールを使用します。

Memory Mode（メモリー・モード）
フロント・パネルのMEMORYキーの機能を設定します。

Chord キーの LED が点灯していると、コードを弾く指を鍵盤
から離しても、次のコードを弾くまでコードが保持され
ます。LED が消灯していると、鍵盤から手を離した時点
でコードがリセットされます。

Chord + Lower
キーの LED が点灯していると、コードを弾く指を鍵盤
から離しても、次のコードを弾くまでコードが保持され
ます。それに加え、次のノートまたはコードを弾くまで、
LOWER トラックの音を持続します。LED が消灯して
いると、鍵盤から手を離した時点でコードがリセットさ
れ、ロワー・トラックの音を持続しません。

Fixed Arr. + Lower
キーの LED が点灯しているときの動作は、Chord +
Lower と同じです。
LED が消灯していると、鍵盤から手を離した時点で、ロ
ワー・トラックの音は止まりますが、コードは保持され
続けます。

ロック・アイコン
異なるパフォーマンスやスタイルを選んだとき、このアイコンを
ロックすることでパラメーターの設定を保持します。
なお、電源をオフにすると解除され、設定はリセットされます。こ
の設定を保存するときは、192 ページ“Write Global - Global
Setup ダイアログ・ボックス”でグローバル設定のライトを行って
ください。
ロックされるパラメーターの詳細は、184 ページ“General
Controls: Lock”をご覧ください。

Preferences: Style Play Setup

スタイル・プレイ・モードの全体に影響するパラメーターを設定す
るページです。

Note: これらの設定は、グローバル・ファイル（本書に 省略
形の記載のある他のパラメーターと共に）のスタイル・プレイ・セッ
トアップ領域に保管されます。
これらの設定を変えた後に、ページ・メニューから Write Global-
Style Play Setup コマンドを選択して、設定を保存してください。

Midi Setup（MIDI セットアップ）
このパラメーターで、スタイル・プレイ・モードのためのMIDI設定
を自動的に構成することができます。詳細は207ページ“MIDI”を
ご覧ください。

Note: 設定変更後次回から、スタイル・プレイ・モードに入ったと
き、自動的にその MIDI セットアップが設定されるようにするには、
ページ・メニューから Write Global-Style Setup コマンドを選択
してください。MIDI セットアップ設定の詳細については、アクセサ
リーCD の“各種リスト”をご覧ください。

Note: MIDI セットアップを選択した後に、グローバル・モードで、
各種設定をそれぞれのチャンネルに適用することができます。また、
グローバル・モードでMIDI セットアップへのこれらの変更を保存す
るときは、ページ・メニューからWrite Global-MIDI Setup コマン
ドを選択してください。
すべてのMIDI セットアップは、自由にカスタマイズすることができ
て、上書きすることができます。

Hint: MIDI セットアップを工場出荷時の状態に戻すには、プリセッ
ト・データ（www.korg.co.jp からダウンロード可能）をロードして
ください。

Performance/Sound Default
パフォーマンス・バンクとサウンド・バンクは、フロント・パネル
の上で同じボタンを共有します。
本機の電源をオンにしたとき、PERFORMANCE SELECT か
SOUND SELECT のどちらをオン（LED を点灯）にするかを設定
します。

Style Change On By Default
本機の電源をオンにしたとき、STYLE CHANGE をオン（LED 点
灯）にするかオフ（LED 消灯）にするかを設定します。オンにする
ときは、チェックを付けます。

Velocity Control Value
ベロシティの値でスタイルの再生 / 停止や選択したスタイル・エレ
メントを自動的に制御するトリガー値を設定します（前述“Velocity
Control”参照）。

Upper Volume Link
アッパー・トラックのうちの 1 本の音量を変更すると、他のアッ
パー・トラックもそれに比例して同様に音量を自動的に変更するこ
とができます。この機能を使用するときは、チェックを付けます。オ
フのときは、アッパー・トラックのうちの 1 本の音量を変更しても
他のアッパー・トラックの音量は変化しません。
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Bass & Lower Backing
左手の演奏で単純なアカンパニメント伴奏をすることができます。
この機能が有効なのは、スタイルが動作しているスプリット・モー
ドのときです。この機能は工場出荷時にはオン（チェック）になっ
ています。

On スタイル演奏をしないで、左手でコード演奏をすると、
ロワー・トラックのコードに割り当てられた音がコード
音でベース・トラックに割当てられた音がルートの単音
で演奏されます。これはロワー・トラックがミュートさ
れていても有効です。スタイル演奏を始めると、通常の
動作になります。

この機能が有効なときは、バッキング・ア
イコンがロワー・トラックの音名表示部に
現れます。

Off 上記の機能は動作しません。ロワー・トラックがプレイ
になっていれば、トラックに割り当てられる音を聞くこ
とができます。

ページ・メニュー

ページ・メニュー・ボタンをタッチすると、メニューが表示されます。
選択するコマンド表示部分をタッチします。コマンドを選択しない
でメニューを閉じるときは、メニュー表示部分以外の画面をタッチ
します。

Write Performance（パフォーマンスの保存）
このコマンドを選択すると、Write Performance ダイアログ・ボッ
クスが表示されます。ここで、パフォーマンスにほとんどの設定を
保存することができます。
詳細は98ページ“Write Performance ダイアログ・ボックス”を
ご覧ください。

Write Single Touch Setting（STSの保存）
このコマンドを選択すると、Write Single Touch Setting（STS）
ダイアログ・ボックスが表示されます。ここで、現在のリアルタイ
ム・トラックの設定を、任意のSingle Touch Setting（STS）の
1つに保存することができます。
詳細は98ページ“Write Single Touch Setting ダイアログ・ボッ
クス”をご覧ください。

Write Current Style Performance
（パフォーマンスのスタイル保存）
このコマンドを選択すると、Write Style Performance ダイアロ
グ・ボックスが表示されます。ここで、現在のスタイルのスタイル・
パフォーマンスにスタイル・トラックの設定を保存することができ
ます。
詳細は99ページ“Write Style Performance ダイアログ・ボック
ス”をご覧ください。

Write Global-Style Setup（グローバル - スタイルの保存）
このコマンドを選択すると、Write Global-Style Setup ダイアロ
グ・ボックスが表示されます。ここで、スタイル・プレイ・モード
に独特なグローバル設定を保存することができます。
保存される設定は、96 ページ“Preferences: Style Play Setup”
で行います。
詳細は99ページ“Write Global-Style Play Setup ダイアログ・
ボックス”をご覧ください。

Solo Track（ソロ機能）
ソロ機能を使うときは、ここをタッチしてチェックを付けます。
選んだトラックだけ聞くことができます。このとき画面の上部で
‘Solo’が点滅します。
ソロ機能を止めるときは、このチェックを外します。
ソロ機能は選んだトラックによって多少働きが異なります：

・ リアルタイム・トラック：選んだリアルタイム・トラックの音だ
けの演奏になり、他のすべてのリアルタイム・トラックの音は消
音されます。このとき、スタイル・トラックには影響ありません。

・ スタイル・トラック：選んだスタイル・トラックの音だけの演奏
になり、他のすべてのスタイル・トラックの音は消音されます。
このとき、リアルタイム・トラックには影響ありません。

・ グループ化されたスタイル・トラック：このトラックではソロ機
能が使えません。
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 ソロ機能が有効なときに、SHIFTキーを押しながら、ソロ・
トラックをタッチすると、ソロ機能がオフになります。これは、ペー
ジ・メニューの Solo Track コマンドのチェックを外すのと同じ動
きになります。

Copy/Paste FX（エフェクトのコピー/ ペースト）
スタイル、パフォーマンス、STS とソングの間で、1つまたは4つ
のエフェクトをコピーすることができます。
スタイル・プレイ、ソング・プレイ、シーケンサー・モードのペー
ジ・メニューで、Copy FXと Paste FXコマンドを選びます。

1つのエフェクトをコピーする： 
1. コピー元になるソング、パフォーマンス、スタイルまたは STS

を選びます

・コピーをするエフェクト・ページ（FX A、FX B、FX Cまた
は FX D）を表示します。

・4 つのエフェクトをコピーするときは FX select ページを表
示します。異なるパフォーマンス、スタイルまたはSTSに 4
つのエフェクトのうち 2つか3つをコピーするときも、これ
は役に立ちます。 

2. ページ・メニューからCopy FXコマンドを選択します。  

3. コピー先のパフォーマンス、スタイルまたはSTSを選びます。そ
の後、コピー先の（ペーストする）エフェクト・ページ（FX A、
FX B、FX Cまたは FX D）を表示します。 

4. ページ・メニューからPaste FX コマンドを選択します。

4つのエフェクトをコピーする： 
1. コピー元になるソング、パフォーマンス、スタイルまたは STS

を選びます。その後、4つのエフェクトをコピーするために、FX
select ページを表示します。 

2. ページ・メニューからCopy FXコマンドを選択します。  

3. コピー先のパフォーマンス、スタイルまたはSTSを選びます。そ
の後、コピー先の（ペーストする）エフェクト・ページ（FX A、
FX B、FX Cまたは FX D）を表示します。 

4. ページ・メニューからPaste FX コマンドを選択します。

Easy Mode（イージー・モード）
イージー・モードは、画面に表示されるパラメーターの数を減らし、
より使いやすいユーザ・インタフェースでスタイル・プレイとソン
グ・プレイ・モードを楽しむことができます。
このモードは初心者や、通常モードの余分なパラメーターを操作し
たくない演奏をメインとした使い方にも推薦されます。
スタイル・プレイとソング・プレイ・モードのときに、ページ・メ
ニューの中のEasy Mode コマンドをオン（チェック）、オフするこ
とでモードを切り替えます。
モードの詳細は 9 ページ“スタイル・プレイ・ページの表示内容”
をご覧ください。

Write Performance
ダイアログ・ボックス

ページ・メニューからWrite Performance コマンドを選択すると、
この画面が表示されます。
すべてのトラック設定、選ばれたスタイル番号といろいろなスタイ
ル設定をパフォーマンスごとに保存することができます。

保存できるパラメーターは、本書の各パラメーターの説明箇所に
シンボルが付けられています。

 SHIFT キーを押しながら PERFORMANCE/SOUND
SELECT キーのどれか1つを押して、このウィンドウを表示させる
こともできます。

Name

保存されるパフォーマンスの名前。名前を変更するときは、 （テ

キスト編集）ボタンをタッチしてテキスト編集ウィンドウを表示し
ます。

Perf Bank（パフォーマンス・バンク）
パフォーマンスを保存するバンク。各バンクは、SOUND/
PERFORMANCE キーのうちの 1 つと一致します。TEMPO/
VALUEダイヤルで選択します。

Performance（パフォーマンス位置）
パフォーマンスを保存する場所。TEMPO/VALUE ダイヤルで選択
します。

Select... ボタン
このボタンをタッチしてパフォーマンス選択ウィンドウを表示し選
択することができます。

Write Single Touch Setting
ダイアログ・ボックス

ページ・メニューからWrite Single Touch Setting コマンドを選
択すると、この画面が表示されます。
現在のリアルタイム・トラックの設定を 4つのSTS のうちの 1つ
に保存することができます。

保存できるパラメーターは、本書の各パラメーターの説明箇所に、
シンボル・マークが付けられています。
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SHIFTキーを押しながらSINGLE TOUCH SETTINGキー
を押して、このウィンドウを表示させることもできます。

Name

保存されるパフォーマンスの名前。名前を変更するときは、 （テ

キスト編集）ボタンをタッチしてテキスト編集ウィンドウを表示し
ます。

Current Style（現在のスタイル）
エディット不可。保存する 4 つの STS のうちの 1つが含まれてい
るスタイル名。このパラメーターは、親スタイルの名前を表示します。

STS
STS を保存する場所。TEMPO/VALUEダイヤルで選択します。

Write Style Performance
ダイアログ・ボックス
ページ・メニューからWrite Current Style Performance コマン
ドを選択すると、この画面が表示されます。
現在のスタイルのスタイル・パフォーマンスにスタイル・トラック
の設定を保存することができます。

保存できるパラメーターは、本書の各パラメーターの説明箇所に
シンボル・マークが付けられています。

SHIFTキーを押しながらSTYLE SELECTキーを押して、こ
のウィンドウを表示させることもできます。

Style Bank（スタイル・バンク）
エディット不可。現在のスタイルが含まれているスタイル・バンク。
各バンクは、STYLE SELECT キーのうちの1つと一致します。

Current Style（現在のスタイル）
エディット不可。現在のスタイルの名前です。

Write Global-Style Play
Setupダイアログ・ボックス

ページ・メニューからWrite Global-Style Play Setup コマンドを
選択すると、このウィンドウが表示されます。
ここで各スタイルの優先設定をグローバル・ファイルに保存すること
ができます（96ページ“Preferences: Style Play Setup”参照）。

保存できるパラメーターは、本書の各パラメーターの説明箇所に

シンボル・マークが付けられています。
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スタイル・レコード・モードでは、自分でオリジナルのスタイルを
作成し録音したり、すでにあるスタイルをエディットしたりします。

スタイルの構造

スタイルとは本機のアレンジャー機能で自動再生する、いわゆる
バッキング・パターンを意味する小さなシーケンスの集合体です。
スタイルは、スタイル・エレメント（Element）から構成されます。
本機には13種類のスタイル・エレメント（バリエーション1～4、
イントロ1 ～ 3、フィル1 ～3、エンディング1 ～3）がありま
す。これらのスタイル・エレメントは演奏時に直接フロント・パネ
ルのキーを使って選択できます。
スタイルの構造を下図のようにツリーを使って説明します。

各スタイル・エレメントは、さらに各コード・バリエーション（CV
- Chord Variation）と呼ばれる単位から構成されていますが、それ
ぞれのエレメントに同じ数の CV があるとは限りません。例えばバ
リエーション1～4には最大6つまでのCVがそれぞれ入っていま
すが、その他のスタイル・エレメントにはそれぞれ最大 2 つの CV
しかありません。
コード認識領域で演奏するとき（この領域は、フロント・パネルの
SPLIT キーの設定によって、ロワーかフルのいずれかになります）、
アレンジャー機能は鍵盤上を検知して、どのコードが演奏されてい
るかを判断します。そして選択されているスタイル・エレメントに
応じてアレンジャー機能はどのコード・バリエーション（CV）を演
奏すべきかを判断します。検知されたコードに、どのコード・バリ
エーションを対応させるかは、コード・バリエーション・テーブル
で設定します。

各スタイル・エレメントにそれぞれ、コード・バリエーション表が
あります。

アレンジャー機能は再生すべき CV を決定した後、各トラックの適
切な演奏をします。各シーケンスはそれぞれ特定のキー（調）で作
られています（例：Cメジャー、G メジャー、E マイナーなど）。こ
のため、アレンジャー機能はスキャンされたコードに合わせてこれ
をトランスポーズします。
スタイル構造の奥まで見てみると、コード・バリエーションは、ト
ラック・シーケンスというものから構成されていることがわかりま
す。本機は8 つのトラックを用意しています。DRUM とPERC は
ドラムとパーカッションのシーケンスに使用し、BASS はベース、
ACC1～ 5 は伴奏シーケンス（ストリングス、ギター、ピアノ、そ
の他のメロディ楽器）のシーケンスに使用します。
以上をまとめると、コードをコード認識領域で演奏したとき、アレ
ンジャー機能は、どのスタイル・エレメントが指定されているかを
判断し、次に、演奏されたコードに対して使用するコード・バリエー
ションを判断します。そして、そのコード・バリエーションの各ト
ラックのスタイル・シーケンスを、元のコードから認識したコード
へトランスポーズします。これを演奏者がコードを弾くたびに繰り
返します。

通常のギター、ドラム・トラック
スタイル・トラックには異なったタイプのトラック（119 ページ
“Track Type（トラック・タイプ）”参照）があり、それぞれのト
ラックはアレンジャーによって異なった方法で扱われます。

･ アカンパニメント（Acc）とベース・トラック：コードが認識さ
れると、トラックのシーケンスに打ち込まれたノートは、ノート・
トランスポーズ・テーブル（NTT）に従ってそのコードにふさわ

スタイル・レコード・モード
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CV1 

Dr um 
P erc 
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Va ri ation  2 

Va ri ation  3 

Va ri ation  4 
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コード コード・バリエーション
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しい音階にトランスポーズします。NTT を使用すると、コード・
バリエーションをいくつか録音するだけで、すべてのノートを正し
い音程で再生させ、不協和音を避け、パターン・ノートを認識され
たシーケンスのノートにトランスポーズさせることができます。

･ ドラムとパーカッション（Perc）トラック：コード変換の必要が
ないのでトランスポーズはありません。常にオリジナルのシーケ
ンスで演奏します。

･ ギター（Gtr）トラック：コードを認識すると、アレンジャーは
「バーチャル・ギター」のリード演奏、ストローク、およびアルペ
ジオを奏でます。ギターで演奏される奏法の音域を保ちます。

スタイルの録音
スタイルの録音は、「スタイル・エレメントの中にある、各コード・
バリエーションの中のトラックを個々に録音する」ということです。
すべてのスタイル・エレメントのコード・バリエーションをエディッ
トする必要はありません。各スタイル・エレメント用に 1 つのコー
ド・バリエーションをエディットエディットするだけで十分です。例
外はイントロ 1 とエンディング 1 で、メジャー系とマイナー系の
コード・バリエーション両方をエディットすることをお勧めします。

シーケンス・データとトラック・データ
スタイルのシーケンス・データの作成やエディットはスタイル・レ
コード・モードで、多くのトラック・パラメーター（ボリューム、パ
ン、トランスポーズ、エフェクト設定など）のエディットは、スタ
イル・プレイ・モードで行います（一部のトラック・パラメーター
はスタイル・レコード・モードで設定）。

･ スタイル・レコード・モードで作成またはエディットしたシーケ
ンス・データやパラメーターは、スタイル・レコード・モードの
ページ・メニューから、Write Style コマンドを選んで保存しま
す（121 ページ“Write Styleダイアログ・ボックス”参照）。

･ スタイル・プレイ・モードでエディットしたトラック・パラメー
ターは、スタイル・プレイ・モードのページ・メニューから、
Write Style Performance コマンドを使って、選んでいるスタ
イル・パフォーマンスに保存します（99 ページ“Write Style
Performance ダイアログ・ボックス”参照）。

サウンド
スタイル・トラックにサウンドを割り当てる方法は2つあります。

･ スタイル・レコード・モードで各スタイル・エレメントに異なる
サウンドを割り当てることができます（105ページ“サウンド・
エリア”参照）。

･ スタイル・プレイ・モードでは1つのサウンドのみを割り当てる
ことができます。各スタイル・エレメント共通のサウンドになり
ます。

どちらのサウンドが、使われるかは、“Original Style Sounds”パ
ラメーター（82ページ）の状態に依存します。

Note:スタイル・プレイ・モードでサウンドを割り当てると、
“Original Style Sounds”は自動的にオフになります。

スタイルのインポートと
エクスポート

スタイルのデータはスタンダード MIDI ファイル（SMF）形式でコ
ンピューターと本機の間でスタイルのやりとりができます。
119ページ“Import: Import SMF”、および120 ページ“Export
SMF”をご覧ください。

スタイル・レコード・モードに入る

スタイル・プレイ・モードを操作しているときに、フロント・パネル
のRECORD キーを押すと、以下のページが画面に表示されます。

･ Record/Edit Current Style”を選択して現在のスタイルをエ
ディットします。工場出荷時のプリセット・スタイルをエディッ
トした場合は、同じ位置にそのまま保存することはできません
（203ページ“Factory Style and Pad Protect”参照）。ユー
ザー・スタイルとして保存することになります。

既存のスタイルをエディットすると、オリジナルのスタイル・パ
フォーマンスが呼び出されますが、以下のパラメーターは初期設
定値にリセットされます。

Drum Mapping （Off）、
Kick & Snare Designation （Off）

リセットされることにより、スタイル・プレイ・モードで再生し
ているときの出音と、エディット中の同じスタイルとに相違が生
じます。例えば、“Drum Mapping”パラメーターがリセットさ
れると、いくつかのドラム・インストゥルメントが一部変わる場
合があります。

･ Record New Style”を選択すると、新しいスタイルを一から録
音し作成することができます。その場合は、初期設定のスタイル・
パフォーマンスが呼び出されます。録音が済んだら、新しいスタ
イルをユーザー・スタイルとして保存します。203 ページ
“Factory Style and Pad Protect”パラメーターがオフに設定
されているときは、元のファクトリー・スタイルの位置に上書き
することができます。

スタイルをエディットしたら、それを保存して、スタイル・レコー
ド・モードを終了します（下記、“エディットの内容の保存と消去”
参照）。
そして、スタイル・プレイ・モードで演奏しながら、スタイル・パ
フォーマンスをエディットして、トラックの設定（テンポ、ボリュー
ム、パン、FX センドなど、85 ページ“Mixer/Tuning: Volume/
Pan”以降参照）を調節し、ページ・メニューから、Write Style
Performance コマンドを使って保存します（99 ページ“Write
Style Performance ダイアログ・ボックス”参照）。

Note: 録音またはエディット後、スタイルは自動的に本体メモリー
に書き込まれます。このため、START/STOP キーを押すと、実際
にスタイルの再生が始まるまでに若干の遅延があります。特に、ス
タイルに入っているMIDI イベントが多いほど、この遅延が大きくな
ります。

Note: スタイル・レコード・モードでは、フット・スイッチはすべ
て無効になります。ただし、ボリューム / エクスプレッション・タ
イプのペダルは使用できます。

エディットの内容の保存と消去

エディットが終わると、本体メモリーにエディットしたスタイルを
保存するか、またはエディットを中止してすべてを消去するかを選
びます。

・ 変更を保存するときは、ページ・メニューからWrite Styleコマ
ンドを選びます（121ページ“Write Styleダイアログ・ボック
ス”参照）。
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・ エディットを中止してすべてを消去するときは、ページ・メニュー
からExit from Record コマンドを選ぶか、スタイル・レコード・
モードのメイン・ページに戻るために RECORD キーを押して、
表示されるダイアログのYesボタンをタッチします。

Hint: 録音中はなるべく頻繁に保存するよう心掛け、せっかくエ
ディットしたスタイルが誤って失われてしまわないようにしてくだ
さい。

作成 /エディット中の
スタイル試聴

スタイル・レコード・モードでは、表示されているページによって
は、選択したコード・バリエーションやスタイル全体を試聴するこ
とができます。
コード・バリエーションを選択するには、スタイル・レコード・モー
ドのメイン・ページを表示させます（103ページ“Element（スタ
イル・エレメント）”、103ページ“CV Length（コード・バリエー
ションの長さ）”参照）。

･ メイン、Event Edit、Quantize、Transpose、Velocity、Cut、
Deleteのいずれかのページが表示されているときは、選択したコー
ド・バリエーションのみを試聴できます。START/STOPキーを押
して再生し、もう1度START/STOPキーを押して再生を止めます。

･ Sounds/Expression、Keyboard Range、Noise/ Guitar、
Chord Table、Trigger/Tension、Delete All、Copy fm
Style、Copy fm Pad、Import SMF、Export SMFのいずれ
かのページが表示されているときは、スタイル全体を試聴できま
す。START/STOPキーを押してコードを演奏してみましょう。
スタイル・エレメントはフロント・パネルのキー
（VARIATION1～ 4、INTRO1 ～ 3、FILL1～ 3、ENDING1
～ 3）で選択します。もう1度START/STOP キーを押すと再
生が止まります。

･ ギター・モードのページが表示されているときは、プログラミン
グしているパターンを試聴できます。選択したキーを押すと演奏
します。

Note:試聴するときは、“Chord Recognition”パラメーター（コー
ド認識）が Fingered 3の状態になります。

記録可能なイベント・リスト

スタイル・レコード・モードでは、誤動作によるスタイルで不要な
イベントの誤入力防止のために、入力可能なイベントに制限を設け
ています。
以下は記録可能なイベントです。

Note: コントロール・チェンジ・メッセージの一部には、本機のコ
ントローラー類では直接録音できないものがあります。

すべての許可されたコントローラは、アサイナブル・ペダル / スラ
イダーに割り当てることができます。

外部のコンピューターのソフトウェアを使って入力された MIDI
Control Change messageは、インポート機能を使って取り込む
ことができます（119ページ“Import: Import SMF”参照）。

いくつかのコントローラーは、パターンの終わりにリセットされます。

メイン・ページ - Record 1

RECORD キーを押して、Record/Edit Current Style か Record
New Style を選択すると、スタイル・レコード・モードのメイン・
ページのRecord 1ページが表示されます。

ページ・ヘッダー
現在のモード名とマスター・トランスポーズ値が表示されます。

モード名
現在のモード名。

マスター・トランスポーズ
半音単位のマスター・トランスポーズ値。この値は、フロント・パ
ネルのTRANPOSE キーを使って変更できます。

ページ・メニュー・ボタン
このボタンをタッチすると、ページ・メニューが表示されます。詳
しくは127ページの“ページ・メニュー”をご覧ください。

コントロール機能 CC#

許可

Note On（ノート・オン）

RX Noise On（RXノイズ・オン）

Pitch Bend（ピッチ・ベンド）

Modulation（モジュレーション） 1

Breath（ブレス） 2

Pan（パン） 10

Expression（エクスプレッション） 11

CC#12 12

CC#13 13

Damper （Hold 1） 64

Filter Resonance （Harmonic Content） 71

Low Pass Filter Cutoff （Brightness） 74

CC#80 （General Purpose #5） 80

CC#81 （General Purpose #6） 81

CC#82 （General Purpose #7） 82

コントロール機能 CC#

ページ・ヘッダー

ページ・メニュー・ボタン

選択した
トラック
の情報

キー /コー
ド・エリア

トラック音量 / 状態

録音パラ
メーター・

エリア

ページ・サブ・ヘッダー

NTT
エリア

モード名 マスター・
トランスポーズ
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ページ・サブ・ヘッダー
ここには、スタイルに関する機能している情報を表示します。

録音/ エディット中のスタイル名
現在録音またはエディット中のスタイル名

拍子カウンター
小節内の現在の拍位置を表示します。

小節番号
現在録音または録音している小節。

録音パラメーター・エリア

Element（スタイル・エレメント）
録音するにスタイル・エレメントを選びます。各スタイル・エレメ
ントは、フロント・パネルの同じ名前のキーと対応しています。ス
タイル・エレメントを選んだ後で、コード・バリエーションを（下
記参照）選んでください。

Var1...End3
選択するスタイル・エレメント

Chord Var（コード・バリエーション）
上記でスタイル・エレメントを選択した後、それに入っているコー
ド・バリエーションのうち、作成するコード・バリエーションを選
択します。

Note:値が小文字（cv1 ～ cv6）の場合、コード・バリエーション
には何も入っていません。大文字（例：CV1 ～ CV6）のときは、す
でに録音されたコード・バリエーションであることを示します。

・ スタイル・エレメントがVar1、Var2、Var3 またはVar4のと
きに、コード・バリエーションは最大6つまで作成することがで
き、6つのうちの1つを選ぶことができます。

・ スタイル・エレメントが Intro1、Intro2、Intro3、Fill1、Fill2、
Fill3、Ending1、Ending2または Ending3のときに、コード・
バリエーションは2 つまで作成することができ、2つのうちの1
つを選ぶことができます。

Resolution（レゾリューション）
レコーディング中のクォンタイズ（分解能）を設定します。グリッ
ド軸の間隔（分解能）を音符の長さで設定します。例えば、 �（1/
16）を選択すると、すべてのノートが一番近い 1/16のグリッド軸
に移動します。

Note: 録音した後でエディットによりクォンタイズを調整すること
もできます（112ページ“Style Edit: Quantize”参照）。

High クォンタイズは行いません。 
� （1/32）...  � （1/8） �（1/16）を選択すると、すべてのノートが一番近い1/

16のグリッド軸に移動します。 �（1/8）を選択すると、
すべてのノートが一番近い1/8のグリッド軸に移動しま
す。“3”はトリプレット .

Rec Length（録音する長さ）
選択トラックの録音の長さ（小節単位）を設定します。この値は常
に、“CV Length”（コード・バリエーションの長さ）パラメーター
（後述）と等しいか、その約数になります。
これは、コード・バリエーションの全長ではなく、現在のトラック
の長さです。例えば、ドラムのパターンが2小節ずつリピートする、
8 小節のコード・バリエーションを作るとします。その場合は、ド
ラムのトラックを録音する前に、“CV Length”パラメーターを 8
に設定し、“Rec Length”パラメーターを 2 に設定します。録音
後、スタイルを保存する、あるいはエディットすると、2 小節のパ
ターンが8小節のコード・バリエーションに引き伸ばされます。

Warning: Rec Length”パラメーターの値より“Rec Length”の
値を小さく設定すると、画面上で“Rec Length”の値がすぐに更
新されません。このため、その値を越えた部分の小節が削除される
前に、“CV Length”の値を変更することができます（後述の“CV
Length（Chord VariationLength）”参照）。
しかし、START/STOP キーを押して録音を始めると、“Rec
Length”の値が画面上ではそれまでの値を表示していたとしても、
実際には新しい値に更新されてしまいます。

例えば、“CV Length”を 4、“Rec Length”を4に設定したとし
ます。次に、“CV Length”を 2 に変更して START/STOP キー
を押して録音を始めると、“Rec Length”パラメーターの画面上で
の表示は4ですが、実際には2に変更され、録音内容が2小節分で
繰り返しになります。もう 1 度START/STOP キーを押して録音
を止めると、“Rec Length”パラメーターの値表示は 2 に更新さ
れ、2小節以降の小節がすべて削除されます。

CV Length（コード・バリエーションの長さ）
選択したコード・バリエーションの全長（小節単位：最大32）を設
定します。スタイル再生時、そのコード・バリエーションに対応す
るコードが鍵盤上で認識されると、この長さで、伴奏パターンが繰
り返されます。

Warning:“CV Length”パラメーターでコード・バリエーション
の長さを短くすると、指定したその長さより後の小節は削除されま
す。録音後に“CV Length”の値を小さくする際は、十分気を付け
てください。もしそうなったら、セーブしないでスタイル・レコー
ド・モードを終了することを勧めます（121 ページ“Exit from
Record（レコードの終了）”参照）。

Note: 同じエレメントにある CV は、なるべく長さを統一したほう
が、スタイル・プレイ・モードでの演奏がしやすくなります。

Metro（メトロノーム）
メトロノームの設定です。

Off 録音中はメトロノームの音は聴こえません。録音開始前
に1小節分のカウント・ダウンが再生されます。

On1 メトロノームがオンになり、録音を開始する前に1小節分
のカウント・ダウンが聴こえます。

On2 メトロノームがオンになり、録音を開始する前に2小節分
のカウント・ダウンが聴こえます。

Tempo（テンポ）
このパラメーターを選んだ（反転表示）あと、TEMPO/VALUE ダ
イヤルを回して、テンポを設定します。

Hint:この画面のときに、SHIFTキーを押しながら、TEMPO/VALUE
ダイヤルを回すと、現在選んでいるパラメーターに関係なくテンポの
値を変えることができます。

Note: このパラメーターはスタイルに保存できません。スタイル演
奏のときの実際のテンポは、スタイル・プレイ・モードでPreference
ページにセーブしたときの値になります（81 ページ“現在のテン
ポ”参照）。

Meter（拍子）
スタイルの拍子記号を設定します。そのスタイル・エレメントのコー
ド・バリエーションがすべて空のとき（録音を始める前に）のみ設
定できます。

録音 /エディット中の
スタイル名

拍子カウンター 小節番号

クォンタイズ
無し

1/16

1/8
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選択したトラックの情報
選択したトラックの割り当てられたサウンドの情報です。

トラック名
選んだトラックの名前

Drum...Acc5　スタイル・トラック

サウンド名
選んだトラックに割り当てられているサウンドです。
この部分をタッチすると、サウンド選択ウィンドウが表示され、異
なるサウンドを選ぶことができます。

サウンド・バンク
選んだサウンドが属しているバンクです。

プログラム・チェンジ
プログラム・チェンジの数列です（バンク・セレクトMSB. バンク・
セレクト LSB. プログラム・チェンジ）。

キー /コード・エリア

Key/Chord（キー / コード）
現在のコード・バリエーションで選択中のトラックにおいてオリジ
ナルのシーケンス・データのキーとコードを定義するペアのパラ
メーターです。
スタイル・プレイ・モードでは、ここで設定されたキー / コードの
通りに弾くと、NTT によるトランスポーズ処理無しで、スタイル・
レコード・モードで作成した通りの伴奏が再生されます。
スタイル・エレメントで 1つだけコード・バリエーションをレコー
ディングする場合は、オリジナル・キー / コードを maj7 にしてお
くことをおすすめします（NTTは i-Series に設定）。
ノート数が足りなかったり、別のコードを再生したときにNTTによ
るトランスポーズがうまくできなかったりするのを避けるために、
十分気を付けてメジャー7（例：Cmaj7th のキー / コードではB、
つまり「シ」の音）を弾いてください。
トラックを選択すると、そのトラックに割り当てられたオリジナル
のキー / コードが表示されます。録音されたトラックはすべて、そ
のキー / コードで再生されます。例えば、Acc1 トラックのオリジ
ナル・キー /コードがA7の場合、Acc1トラックを選択すると、残
りのトラックすべてもA7キー /コードで再生されます。
上記の例では、A7 コードに合ったノートを使って、A メジャーの
キーでAcc1 トラックをレコーディングします。後でA7コードを
弾くと、このパターンがレコーディングされた時とまったく同じ内
容で呼び出されます。

Note: ギター・モードは別のルールで動作します。上記のことは当
てはまりません。詳細は 105 ページ“メイン・ページ - Guitar
Mode”をご覧ください。

NTTエリア

NTT Type/Table（NTTタイプ /表）
NTT（Note Transposition Tables）はノート・トランスポーズ・
テーブルといい、コード・バリエーションのオリジナル・コードに
完全には一致していないコードを弾いたときに、アレンジャー機能
がパターン・ノートをトランスポーズする規則を定めたものです。
例えば、C メジャーのコードのコード・バリエーションだけをレコー
ディングした場合、鍵盤上でCメジャー7のコードが認識されると、
アレンジャー機能は一部のノートをトランスポーズして足りない
ノート（この場合はメジャー7）を再生しなくてはなりません。こ
こでは、そのためのテーブルを設定します。

Note: ドラム、パーカッション、ギター・トラックでは、これらの
パラメーターがグレイ表示になり、設定をすることができません。

Note: NTT パラメーターはスタイル・エレメントのそれぞれのト
ラック別にプログラムされています。

NTT には2種類あります。

・“Parallel”を選ぶと、ノートは“Wrap Around”パラメーター
の設定範囲でトランスポーズを行います。これらのテーブルは、
メロディー・パートに最適です。

・“Fixed”を選ぶと、できるだけ少ない移動をします。また、音が
切れないより自然な感じでコードチェンジをします。これは、和
音を使ったトラック（ストリングス、ピアノなど）に最適です。

Parallel/Root
7やメジャー7、メジャー6の入ったコードを弾いたと
き、ルート音（CメジャーのときはC）は、足らないノー
トにトランスポーズされます。

Parallel/Fifth
7やメジャー7、メジャー6の入ったコードを弾いたと
き、5th ノートが（C メジャーのときは G）足らない
ノートにトランスポーズされます。

Parallel/i-Series
経過音などの非和声音を使った伴奏に向いています。
オリジナルのパターンすべてをメジャー7やマイナー7
コードで作成すると良い結果が得られます。コルグの i-
Seriesのスタイルをロードすると、この選択肢が自動的
に選ばれます。

Parallel/No Transpose
オリジナルのシーケンスのキーは、トランスポーズされ
ますが、コードは変化しません。これは、コルグのオリ
ジナルのスタイルでは、イントロ1とエンディング1の
標準設定となっています。あらかじめオリジナルのシー
ケンスにコード進行が入っている場合、No Transpose
に設定すると良いでしょう。

Fixed/No Transpose
Master Transposeによってのみトランスポーズします。
コード・チェンジによってトランスポーズはしません。

Fixed/Chord
このテーブルはできるだけオリジナルからのノートの移
動を少なくして、レガート奏法を実施したり、より自然
なコード進行を実現します。和音を使用したトラック（ス
トリングス・ピアノなど）に最適です。“Parallel”の設

トラック名

サウンド名

サウンド・バンク

プログラム・チェンジ

オリジナル 再生

オリジナル 再生

記録通り
NTT = Rootまたは5th
（キー/コード = C）

Cm7を演奏時
NTT = Root

Cm7を演奏時
NTT = 5th

Cmajを演奏時
NTT = i-Series

記録通り
NTT = i-Series
（キー/コード = Cmaj7）

C7を演奏時
NTT = i-Series
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定とは反対に、オリジナルの和音は 94 ページ“Wrap
Around（伴奏トランスポーズ制限）”の設定には従わず、
演奏したコードの構成音を探しながらオリジナルの近く
に居続けます。

Delete Noteボタン
トラックから一つのノート、または一つの打楽器のリズムのみを削
除するときに使用します。例えば、ドラム・トラックからスネアの
音だけを削除するためには、鍵盤のD2（スネア）を押しながらこの
ボタンをタッチします。 
1. トラックを選びます。 

2. 画面のDelete Noteボタンをタッチしたままにします。  

3. フロント・パネルのSTART/STOP キーを押してスタイルを再
生します。 

4. 削除するノートを含んでいるところで、そのノートの鍵盤を押さ
えます。削除される最後のノートまで、押し続けます。 

5. 削除が終わったら Delete Note ボタンと鍵盤のキーを離して、
フロント・パネルのSTART/STOP キーを押して、スタイルの
再生を止めます。

Note: ノートがパターンの初めにあるときは、スタイルを再生する
前に、ノートを押してください。

トラック音量 /状態

仮想スライダー
値を変更するトラックをタッチして（反転表示）TEMPO/VALUE
ダイヤル（または画面上でドラッグ）で音量を設定します。

プレイ/ ミュート/ 録音アイコン
トラックの状態を表示します。アイコンをタッチして、状態を切り
替えます。

プレイ：トラックの音が出ます。

ミュート：トラックを消音します。

録音：鍵盤やMIDIからのノートを録音します。

トラック名

スライダーの下に、各トラックの略称が表示されます。

Drum...Acc5　スタイル・トラック表示。

メイン・ページ - Record 2/Cue
メイン・ページの“Record 2/Cue”タブをタッチしてこのページ
を表示します。
このページでの大部分のパラメーターは、“メイン・ページ -Record
1”と同じです。
それに加えて、ここでは、各スタイル・トラックのサウンドとスタ
イル・エレメントのキュー・モードを確認、変更することができます。

サウンド・エリア
ここは、8 つのスタイル・トラックごとのサウンドとトランスポー
ズを表示します。

オクターブ・トランスポーズ値
各トラックのオクターブ単位のトランスポーズを表示します。各ト
ラックは、このトランスポーズ値でエディットされます。この値を
変えるときは、フロント・パネルの UPPER OCTAVE キーで設定
します。

サウンド・バンク・アイコン
このアイコンは、現在のサウンドが属しているバンクを示しています。
選択するときは、まずトラックのこのアイコンをタッチしてくださ
い（選択したトラックの仮想スライダーが、反転表示になります）。
もう一度このアイコンをタッチすると、サウンド選択ウィンドウが
表示されます。

Note: これらのサウンドはスタイル・プレイ・モードで変更するこ
とができます。詳しくは82 ページ“Original Style Sound”をご
覧ください。

キュー・エリア

Cue mode for [Var1...]（キュー・モードの選択）

選択したスタイル・エレメントがどのタイミング入るかについて決
めます。
この設定は、Fill 1、2、3 のスタイル・エレメントにのみ利用でき
ます。

Immediate, first measure
スタイル・エレメントは、直ちに入って、最初の小節か
ら開始します。

Immediate, current measure
スタイル・エレメントは、直ちに入って、現在の小節か
ら開始します。

Next measure, first measure
スタイル・エレメントは、次の小節の初めに入って、最
初の小節から開始する。

メイン・ページ - Guitar Mode

メイン・ページのときに、トラック・タイプがギターのトラックを
選択して“Guitar Mode”タブをタッチすると表示されます。
ここで、ギター・モードのプログラムを行います。:

サウンド
エリア

キュー・
エリア

オクターブ・トランスポーズ値

サウンド・バンク・アイコン
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Note: このページにアクセスするためには、トラック・タイプが
“Gtr”のトラックである必要があります（119ページ“Track Type
（トラック・タイプ）”参照）。ギター・トラックが選ばれてないとき
は、このタブは、選択できません（グレイ表示）。

Note: スタイル・レコード・モードの Style Track Controls ペー
ジ、Type/Tension/ Triggerタブのページで対応するトラックのタ
イプに“Gtr”（119ページ“Track Type（トラック・タイプ）”参
照）を選んでください。

ギター・モードは、MIDI プログラミングで陥りそうな、非現実な音
楽的でないギターではなく、リアルなリズム・ギター・パートを容易
に作成させるモードです。ほんの少しのノートを録音するだけで、あ
らゆるコードに対して、ギター本来のポジションに基づいた通常モー
ドでは不可能な、リアルなリズム・ギターを得ることができます。

録音の概要
ギター・トラックを録音する方法はメロディー・ラインを演奏する
ような、他のトラックの場合と異なります。
ギター・トラックには、ストロークや、ギターの 6本の弦に相当す
る鍵盤があります。
以下は各鍵盤の説明です。

ストローク・タイプの録音
88キーの鍵盤の低い方から2つめのオクターブを使って、ストロー
ク・タイプを選びます。
キーを押して、鳴らすサンプルを素早く選ぶことができます。:

単弦演奏の録音
88 キーの鍵盤の低い方から 3 つめのオクターブでは、アルペジオ
またはパワー・コードを演奏するための一本、または複数の弦に相
当します。C ～Aキーに割り当てられる6つのギター弦により自由
にアルペジオ演奏をすることがでます。G# キーでパワー・コード
を、A# と Bキーではストローク演奏をすることができます。
C# キーには常にコードのルート音が、D# キーには常に5度（5th）
のノート音が割り当てられています。これらによって、いつでもア
ルペジオの一番低い音を演奏することができます。また F# キーで
は、全弦をミュートすることができます。

RXノイズの録音
88キー・キーボードの低い方から4つめのオクターブが、RXノイ
ズのトリガーに使われます。
ＲＸ ノイズとはボディを叩いた音や、弦を滑らす音などのストロー
ク・タイプ、単弦の演奏以外のギターの発音になります。

カポ位置の設定
ストローク・タイプ、単弦の演奏と RX ノイズに加えて、カポ（カ
ポタースト）の位置を設定することができます。
カポを設定すると、コードの構成によっては、単弦の演奏で鳴らな
い場合があるので注意してください。どの弦が鳴っている、鳴って
いないは画面のダイアグラム（後述）で確認することができます。

フルアッ

フル・ダウン（ミュート）

フル・アップ（ミュート）

フルダウン

フル・ダウン（ミュート、ボディ）

フル・ダウン、スロー（ミュート）

フル・アップ、スロー

フル・ダウ
ン、スロー

アップ　1～ 4弦

ダウン　1 ～4 弦

ダウン（ミュート）1 ～4 弦

アップ（ミュート）1 ～4 弦

4 弦（D）

5 弦（A） 2 弦（B）

ダウン/ アップ
1～ 4弦

フル・ダウン / アップ

全弦ミュート

6弦（E）

3 弦（G）

1弦（e）

コード・
ルートの

認識

コード5th の
認識 パワー・コード

RXノイズ
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キー /コードの選択
パターンは、パラメーターのキー / コードのペアによって示される
キーで録音されます。しかし、プリセット・スタイルのイントロ 1
やエンディング1のCV1や CV2 にみられるように、コード進行の
あるCVを録音する際、最も低いMIDI のオクターブのキーを使用し
てコード進行を入力します（このとき画面上のキー / コード・パラ
メーターは無視されます）。例えば、ノート =C-1 にベロシティ=1
と入力すると、C メジャーのコードに、ノート =G-1 にベロシティ
=10 を入力するとGm7のコードになります。演奏で弾き分けるの
は困難なので、あらかじめイベント・エディットで入力しておくと
よいでしょう。

パターンの再生
スタイル・プレイ・モードのとき、録音されたギター・パターンは
鍵盤で認識されたコードによってトランスポーズされます。
トランスポーズはプログラム・パターン、選択したポジションやス
トローク・タイプなどに依存します。

ギター・モード・パラメーター
ここではギター・モード・ページのパラメーターの詳細を説明しま
す。

Key/Chord（キー / コード）
このパラメーターはギター・モードでは録音時の試聴用に使われま
す。入力されたノートを元に、スタイル・プレイ・モードでは演奏
したコードに合わせた伴奏になります。

Note: C-1 ～ B-1のノートでコード進行を入力した場合は、例外と
なります（前述の“キー /コードの選択”参照）。

Capo [0, I...X]（カポ）
カポは、一様にすべての弦のピッチを上げるために、ギターの指板
に付けられる移動できるバーです。
用途は、弦を短くすることによって、サウンドとコード・ポジショ
ンを変えるのに用いられます。ただしコード自体は変わりません。

0 オープンでカポを使用しない。

I...X 指板上のカポの位置（“I”は第1フレット、“II”は第2
フレット、以下同様）

ダイヤグラム
ダイヤグラムは、コードがどのように構成されているか指板に表示
します。
各シンボルの意味は、下記の通りです。

黒点 指で押さえた弦（演奏するノート）。

白点 5度音、D#2キー押すと演奏します .

X 演奏しない、またはミュート

細線 バレー（セーハ、移動するカポのように全弦を指で押さ
える）

太線 カポ

スタイル録音手順

スタイルを作成するには、リアルタイムとステップの2 つの異なる
方法があります。

･ リアルタイム録音は、実際の演奏のスタイル・パターンをそのま
ま録音することができます。

･ ステップ録音は、トラックごとにノートやコードを1つずつ入力
していくことで、新しいスタイルを作成します。楽譜通り忠実に
演奏する場合や、細かい部分まで上手に再生する場合、また特に、
ドラム、パーカッションのトラックの作成に適しています。

録音の準備 

1. 既存のスタイルをエディットするときは、そのスタイルを選んで
下さい。 

2. RECORDキーを押して、スタイル・レコード・モードに入ります。
現在のスタイルをエディット、または既存のものを土台にして新
しいスタイルを作るときは、“Record/Edit Current Style”を
選びます。
空のスタイルで一からスタイルを作るときは、“Record New
Style”を選びます。 

3. どちらかを選びOKボタンをタッチすると、スタイル・レコード・
モードのメイン・ページが表示されます。 

4. Element（スタイル・エレメント）とChord Var（コード・バ
リエーション）を選んで、録音するコード・バリエーションを選
びます。

Note:スタイル・エレメントとコード・バリエーション、スタイ
ル構成の詳細については、100 ページ“スタイルの構造”をご
覧ください。 

5. 録音するパターンの長さ（小節）を設定するために、Rec Length
パラメーターを使います。 

6. スタイル・エレメントの拍子をセットするために、“Meter”パ
ラメーターを使用します。

Note:スタイル・レコード・モードに入るときに、“Record New
Style”を選ぶか、空のスタイル・エレメントをエディットする
ときだけ、このパラメーターをエディットすることができます。 

7. テンポ・パラメーターを設定します。 

8. サウンド情報を見るために、“Record2 Cue”タブをタッチし
ます。ここで、サウンドを各スタイル・トラックに割り当てるこ
とができます（105ページ“サウンド・エリア”参照）。 

9. 必要があれば、オクターブ・トランスポーズを各トラックに設定
してください。

Note:オクターブ・トランスポーズは、鍵盤で入力時のみ有効で
す。すでに録音されたシーケンス・データには影響ありません。 

10. これ以降、リアルタイム録音をするときは以下のリアルタイム録
音方法をご覧ください。ステップ録音をするときは、108 ペー
ジ“ステップ録音方法”をご覧ください。

リアルタイム録音方法 

1. 録音するトラックを選びます。状態アイコンを （録音）にしま
す（105ページ“トラック音量 /状態”参照）。

Note: 録音に入ると、一番最後に選択されたトラックが自動的に
録音状態になります。録音に入った後にSTART/STOP キーを
押すと、直ちに録音を始めることができます。

録音する前に自分のパートをリハーサルすることができます。

Vel. コード・タイプ Vel. コード・タイプ

1 Maj（メジャー） 2 6（メジャー・シックス）

3 Maj7（メジャー・セブン） 4 Maj7 ♭ 5（メジャー・セブン・
フラット・ファイブ）

5 sus4（サスフォー） 6 sus2（サスツー）

7 M7sus4
（メジャー・セブン・サスフォー）

8 ｍin（マイナー）

9 ｍin6（マイナー・シックス） 10 ｍin7（マイナー・セブン）

11 ｍin7♭ 5（マイナー・セブン・
フラット・ファイブ）

12 ｍinMaj7
（マイナー・メジャー・セブン）

13 7（ドミナント・セブン） 14 7♭ 5
（セブンス・フラット・ファイブ）

15 7sus4（セブンス・サスフォー） 16 dim（ディミニッシュ）

17 dimMaj7（ディミニッ
シュ・メジャー・セブン）

18 aug（オギュメント）

19 aug7（オギュメント・セブン） 20 augMaj7
（オギュメント・メジャー・セブン）

21 no3rd（3度抜きメジャー） 22 no3rd5th
（3度 5度抜きメジャー）

23 ♭5（フラット・ファイブ） 24 dim7（ディミニッシュ・セブン）
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･ 対象となるトラックの状態アイコンを （ミュート）にします。

･ 他のトラックがすでに録音されていれば、START/STOP
キーを押して再生し、それに合わせて鍵盤上で練習します。

･ 練習が済んだら、START/STOP キーを押してアレンジャー

機能を停止し、状態アイコンを （録音）に戻します。 

2. START/STOP キーを押して、レコーディングを開始します。
“Metro”パラメーターの設定によっては、実際に録音が始まる
前に、1～2小節のカウント・ダウンが入ります。録音が始まっ
たら自由に演奏してください。“Rec Length”パラメーターの
値によってはパターンが数小節続き、リピートします。
録音はオーバー・ダビングなので、任意のノートを追加すること
ができます。ドラムやパーカッションのトラックで異なる楽器を
録音するのに便利です。

Note:録音中は、トラックのキーボード・レンジ（118ページ）
が無視され、トラックは鍵盤全域で再生できるようになります。
Local パラメーター（188ページ“Local Control On”参照）
も自動的にオンになり、鍵盤で演奏できるようになります。 

3. 録音が済んだら、START/STOP キーを押してアレンジャー機
能を停止します。別のトラックを選択して、各コード・バリエー
ションを録音します。

Note:アレンジャー機能が停止しているときにのみ、別のトラッ
クを選択できます。 

4. コード・バリエーションの録音が済んだら、別のコード・バリ
エーションやスタイル・エレメントを選択して、スタイル全体の
録音をします。 

5. 新しいスタイルの録音がすべて済んだら、ページ・メニューから
Write Style コマンドを選び、Write Styleダイアログ・ボック
ス（121 ページ“Write Style ダイアログ・ボックス”参照）
を開いて保存します。

ステップ録音方法 

1. スタイル・レコード・モードのメイン・ページで、ステップ録音
に入るために、ページ・メニューから Overdub Step Recording
コマンドを選びます。 

2. “Pos”パラメーターは、現在の位置を示します。

･ この位置にノートを挿入したくない場合は、手順 4 に従って
休符を挿入してください。

･ 現在の小節の残りの拍（ビート）に休符を入れて、次の小節に
進むには、画面のNext M.ボタンをタッチします。 

3. ステップ値を変更するには、画面の左“Step Time”の音符を
使用します。 

4. 現在の位置に、音符、休符、コードを挿入します。

･ 1 つの音符を挿入するには、鍵盤上で該当のノートを弾きま
す。ステップ値が、挿入されるノートの長さとして使われま
す。ノートのベロシティと相対的な長さを変更するには、
“Velocity”、“Duration”パラメーター（123ページ）をエ
ディットします。

･ 休符を挿入するには、画面のRest ボタンをタッチします。ス
テップ値が休符の長さになります。

･ 1つ前のノートとタイでつなぐには、画面のTieボタンをタッ
チします。ノートが挿入され、1つ前の同じ音名のノートとタ
イでつながります。鍵盤上で同じノートを弾く必要はありませ
ん。

･ コードまたはもう1 つのボイスを挿入するには、108ページ
“ステップ録音でのコード、和音の挿入”を参照してください。 

5. 新しいイベントを挿入してから、画面のBackボタンをタッチし
て戻ると、前に挿入されていたイベントが削除され、そのステッ
プをもう1度エディットできる状態になります。 

6. パターンの終わりに到達すると、“End of Loop（ループの終了）”
というイベントが表示され、M001.01.000の位置からレコー
ディングが再開します。パターンの長さを越えて挿入されたノー
トは、パターンの全長に合うよう、削除されます。

この時点で、オーバーダブ・モードで新しいイベントを続けて挿
入していきます（すでに挿入されているイベントは削除されませ
ん）。これは、ドラムやパーカッションのトラックを録音中に、
最初の録音でベース・ドラムを、次の録音でスネア・ドラムを、
その次の録音でハイハット、シンバルを次々と録音するときに便
利です。 

7. 録音が終わったら、終了するために画面のDone ボタンをタッチ
します。
変更のキャンセル、保存、破棄を尋ねるダイアログ・ボックスが
表示されます。

エディットをさらに続けるときは、Cancelボタンをタッチして、
エディット画面に戻ります。

エディット内容を保存しないときは、Noボタンをタッチします。
エディット内容は保存されずにステップ録音画面が閉じます。

エディット内容を保存するときは、Yesボタンをタッチします。
エディット内容が保存されてステップ録音画面が閉じます。  

8. スタイル・レコード・モードのメイン・ページに戻ったら、すべ
てのトラックの状態アイコンをプレイにして、START/STOP
キーを押せば、スタイルを試聴できます。もう 1 度 START/
STOP キーを押すと再生が止まります。 

9. スタイルの録音がすべて済んだら、ページ・メニューからWrite
Style コマンドを選び、Write Style ダイアログ・ボックス
（121 ページ“Write Styleダイアログ・ボックス”参照）を開
いて保存します。

ステップ録音でのコード、和音の挿入
本機ではトラックにノートを1つ1つ挿入しなければいけない、と
いうことはありません。コードや 2 音を挿入する方法はいくつかあ
ります。

コードの挿入：1 音のノートの代わりにコードを演奏します。イベ
ント名として、弾いたコードの最初のノートが表示され、続いて“...”
が表示されます。

ベロシティ値の異なるノートを使ったコードの挿入：
コードの上または下のノートの音量を、例えば他のノートよりも大
きくして、コードの中でも一番ネックとなるノートを目立たせるこ
とができます。以下の手順で3音のコードを挿入します。

1. 最初のノートのベロシティ値をエディットします。

2. そのノートの鍵盤を押したままにします。

3. 次のノートのベロシティ値をエディットします。

4. そのノートの鍵盤を押したままにします。

5. 最後のノートのベロシティ値をエディットします。

6. そのノートの鍵盤を押し、3つの鍵盤すべてから手を離します。

2 つ目の音符の挿入：1 つのノートを押さえたまま別のノートを続
けて弾く、という一節を挿入できます。
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Ex. 1:

Ex.2:

Ex.3:

エディット・メニュー

スタイル・レコード・モードの任意のページで MENU キーを押す
と、画面にスタイル・レコード・モードのエディット・メニューが
表示されます。メニューをタッチして、スタイル・レコード・モー
ドのさまざまなエディット・セクションに入ります。
エディット・メニュー画面から、メイン・ページに戻るときは、EXIT
キーかSTYLE PLAYキーを押します。または、エディット・メニュー
画面のMain Page ボタンをタッチして、戻ることもできます。
各エディット・ページにいるときは、MENUキーを押すとメニュー
画面に戻りますが、EXITキーかSTYLE PLAYキーを押すとスタイ
ル・レコード・モードのメイン・ページに戻ります。

Note: スタイルの再生中は、メイン・ページ（102 ページ）から、
エディット・セクション・ページにアクセスすることができません。
再生を止めてからMENUキーを押してください。

Note:スタイル再生中にエディット・セクションのページ（Quantize、
Transpose、Velocity、Delete）と、その他のページとの間で切り
替えると、スタイルの再生が自動的に停止します。

エディット・ページの構造

多くのエディット・ページで、共通に表示されているパラメーター
が存在します。

�Step Time =

�Step Time =

� �� �

ドを押さえたままミを離す 
オフ オン 

ミとドを弾く 

オン 
ソを弾く ソとドを離す 

オフ 

�Step Time = �Step Time =

� ��
Tie

ドを押さえたままソを弾く 
オン オン 

ドを弾く ドとソを離す 
オフ 

�Step Time = �Step Time = �Step Time =

� �

�Step Time = �Step Time =

�Step Time = �Step Time = �Step Time =

ドを押さえたまま 
ソを弾く 

オン 
ファとドを弾く ドを押さえたまま 

ファを離す 

ドを押さえたまま 
ソを離す 

オン 

オン 

オン 

オフ 

オフ 

オフ 

オフ 
ドを押さえたまま 
レを弾く 

ドを押さえたまま 
レを離す 

ドを押さえたまま 
ミを弾く 

ミとドを離す 

モード名 エディット・セクション名

選択した
トラックの
情報

ページ・
メニュー・
ボタン

パラメーター・
エリア

タブ

選択したスタイ
ル・エレメント
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いくつかのページは、独自のパラメーターで構成されています。

モード名
現在スタイル・レコード・モードであることを示しています。

エディット・セクション名
現在のエディット・セクション名を表示します。このセクション名
は、メニューのボタンのうちのどれか1 つと一致しています（109
ページ“エディット・メニュー”参照）。

選択したスタイル・エレメント
スタイル・レコード・モードでは、エディット中は常に選択中のス
タイル・エレメントを表示します。

ページ・メニュー・ボタン
このボタンをタッチすると、ページ・メニュー（120 ページ“ペー
ジ・メニュー”参照）が表示されます。

パラメーター・エリア
ページごとに、いろいろなパラメーターが表示されます。エディッ
トするページは、タブで選びます。
パラメーターの詳細については、110ページからのセクションごと
の説明をご覧ください。

トラック状態
エディットするトラックのミュート /プレイを切り替えます。

タブ
エディットするページのタブを選びます。

Event Edit: Event Edit

イベント・エディットでは、選択したコード・バリエーションのMIDI
イベントを 1 個ごとエディットすることができるページです。例え
ば、ノートを取り替えたり、そのノートの強さ（ベロシティ）など
変えることができます。
イベント・エディットの手順については111ページ“イベントのエ
ディット手順”をご覧ください。

ページ・ヘッダー
102ページ“ページ・ヘッダー”をご覧ください。

ページ・メニュー・ボタン
このボタンをタッチして、ページ・メニューを表示します。
120ページ“ページ・メニュー”をご覧ください。

ページ・サブ・ヘッダー
ここには、ソングに関して現在エディット対象となっているトラッ
クの情報の一部が表示されます。

選択トラック
エディット中のトラックの名前です。トラック・ポップアップ・メ
ニューを使ってスタイル・トラックのうちの1つを選びます。

SE/CV（スタイル・エレメント / コード・バリエーション）
選択したスタイル・エレメントとコード・バリエーションです。こ
こではエディットできません。
スタイル・エレメントとコード・バリエーションを変更するときは、
EXITキーを押してスタイル・レコード・モードのメイン・ページに
戻ってください（102ページ“メイン・ページ - Record 1”参照）。

イベント・リスト
選ばれたスタイル・エレメント内の選ばれたトラックに含まれる、す
べてのイベントを見るためのイベント・リストです。
表示しきれてないところを閲覧するには、スクロール・バーを使っ
てください。また、SHIFT キーを押しながらTEMPO/VALUEダイ
ヤルを使って移動することもできます。
選択するイベント表示をタッチすると表示が反転表示になり、その
パラメーターがエディット可能になります。

モード名 エディット・セクション名 ページ・
メニュー・
ボタン

パラメーター・
エリア

タブ

トラック状態

ページ・ヘッダー ページ・メニュー・ボタン

トラック・
ポップアップ・メニュー タブ

イベント・
リスト

ページ・サブ・
ヘッダー

スクロール・バー

選択トラック 選択スタイル・
エレメント

選択コード・
バリエーション
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Position（イベントの位置）
画面に表示されているイベントの位置で、“aaa.bb.ccc”という形
式で表します。

･ “aaa”は小節の位置です。

･ “bb”はビートの位置です。

･ “ccc”はチックの位置です（1/4ビート＝384チック）。
このパラメーターをエディットして、イベントの位置を変更します。
以下のどちらの方法でも位置を変更することができます。

（a） パラメーターを選んだ（反転表示）あと TEMPO/VALUE ダ
イヤルで値を変えます。

（b） パラメーターを選んだ（反転表示）あと、もう一度タッチしま
す。数字入力パッドが表示されます。ポジションの値をドット
で3つに区切り入力します。値の先頭のゼロは、省略すること
ができます。例えば、ポジション002.02.193 は“2.2.193”
と入力します。また、002.04.000 は“2.4”と入力します。
ただし、小節の先頭 002.01.000 に移動するときは、単に
“2”と入力します。

Type、Value 1、Value 2（タイプ、値1、値 2）
イベントのタイプと値表示です。
選んだイベント・タイプによって、値の表示内容は変わります。パ
ターンの始めの“CC#11"（エクスプレッション）パラメーターは、
トラックの最後に到達すると、“End Of Loop”マークを表示します
（この表示はエディットできません）。

イベント・タイプを変えるときは、タイプ・パラメーターをタッチ
して（反転表示）から、TEMPO/VALUE ダイヤルを使って変更し
ます。
一組の初期値は、自動的にイベントに割り当てられます。
イベントの値を変えるときは、イベント・バリューをタッチして（反
転表示）から、TEMPO/VALUEダイヤルを使って変更します。

Length（イベントの長さ）
選択されているノート・イベントの長さです。“Position”パラメー
ターと同じ形式で表します。

Note: 長さ 000.00.000 を別の値に変更すると、元の値に戻すこ
とはできません。このゼロの連なった値は比較的稀ですが、ドラム
またはパーカッションのトラックで見かけることがあります。

スクロール・バー
表示し切れてないリストのイベントを表示させるときに使います。
スクロール・バーを指でなぞって表示する部分を移動します。また、
SHIFTキーを押しながらTEMPO/VALUEダイヤルを使って表示さ
せることもできます。

他のエレメント

トラック・ポップアップ・メニュー
このポップアップ・メニューを使い、現在のコード・バリエーショ
ン内の、エディットするトラックを選びます。

Drum...Acc5　スタイル・トラック

Go Meas.（小節の移動）
シーケンサーが動いてないときに、このボタンをタッチすると、Go
to Measure ダイアログ・ボックスが表示されます。

このダイアログ・ボックスでエディットする小節を選び、OK ボタ
ンをタッチします。エディットする小節の最初のイベントが選ばれ
ます。

Insert（イベントの挿入）
このボタンをタッチすると、現在“Position”パラメーターに表示
されている位置に、新しいイベントが挿入されます。初期値は、Ev
＝ Note、Pitch ＝ C4、Velocity = 100、Length＝ 192です。

Delete（イベントの削除）
このボタンをタッチすると、イベント・リストの中で現在選ばれて
いるイベントが削除されます。

イベントのエディット手順
以下はイベントの一般的なエディット手順です。 
1. エディットするスタイルを選択し、RECORD キーを押します。

“Current Style”を選択してOKボタンをタッチします。スタ
イル・レコード・モードのメイン・ページが表示されます。 

2. 画面の“Element”や“Chord Var”パラメーターをVOLUME/
VALUEキーで選択します。

Note: スタイル・エレメントとコード・バリエーションの詳細、
およびスタイルの一般的な構成については、100 ページ“スタ
イルの構造”をご覧ください。 

3. MENUキーを押して、メニュー・リストからEvent Editセクショ
ンを選択します（110ページ“Event Edit: Event Edit”参照）。 

4. START/STOP キーを押して、選択したコード・バリエーショ
ンを試聴します。START/STOP キーをもう一度押して再生を
止めます。このとき、コード・スキャンは働いていません。オリ
ジナルのキー、コードを聞くことになります。 

5. “Filter”タブをタッチしてフィルター・ページを表示させ、画面
に表示させたいイベント・タイプのフィルターをオフ（チェック
を外す）に設定します（112ページ“Event Edit: Filter”参照）。 

6. “Event Edit”タブをタッチしてイベント・エディット・ページ
に戻ります。 

7. トラック・ポップアップ・メニューを使ってエディットするト
ラックを選択します（111 ページ“トラック・ポップアップ・
メニュー”参照）。 

8. 選択したトラック（手順 2 で選択したスタイル・エレメントと
コード・バリエーション内）に含まれているイベントのリストが
表示されます。
画面には、最初のステップが表示され、同様に最後のステップに
は“End Of Trk”と表示されます。これには、初期化イベント
が含まれているのでエディットはできず、グレー表示になってい
ます。 

9. スクロール・バーを使って、いろんなイベントを確認します。 

10. 画面をタッチしてエディットするイベントを選択します。通常は
ノートの項目をエディットします。

イベント・タイプや値の詳細については 110 ページ“Event
Edit: Event Edit”をご覧ください。 

11. イベントをエディットします。

・ポジションを変更します。
イベントの Ｍ：XXX.XX.XXX をタッチして（反転表示）、
TEMPO/VALUEダイヤルを使ってポジションを変更します。

Event type Value 1 Value 2

Note ノート名 ベロシティ

Ctrl コントロール・チェンジ・
ナンバー

コントロール・チェンジ
値

Bend ベンド値 －
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・タイプを変更します。
イベントのタイプ（Type）をタッチして（反転表示）、TEMPO/
VALUE ダイヤルを使ってタイプを変更します。同様にして
Value 1、Value 2も変更します

・タイプにノート（Note）を選んだときは、該当のレングス
（Length）の D：XXX.XX.XXX をタッチして（反転表示）、
TEMPO/VALUE ダイヤルを使ってレングスを変更します。 

12.異なる小節の先頭に移動するときは Go Meas. ボタンを使いま
す（111ページ“Go Meas.（小節の移動）”参照）。 

13.手順4で説明したように、START/STOPキーを押してコードを
いくつか弾いてみると、変更後のパターンが試聴できます。
START/STOP キーをもう1度押すと、パターン再生が止まり
ます。 

14. INSERTボタンで、現在反転表示になっているパラメーターの位
置にイベントを挿入できます（初期値に設定されたNoteイベン
トが挿入されます）。
DELETE ボタンをタッチすると、現在反転表示になっているパ
ラメーターの位置のイベントが削除されます。 

15.現在選択しているトラックのエディットが終わったら、必要に
応じて手順 7 へ戻り、別のトラックのエディットを行ってくだ
さい。 

16.現在選択しているコード・バリエーションのエディットが終わっ
たら、必要に応じて EXIT キーを押してスタイル・レコード・
モードのメイン・ページに戻り手順2以降を行います 

17.スタイル全体のエディットが終わったら、スタイル・レコード・
モードのメイン・ページで“Write Style”を選択して Write
Style dialog boxを表示させ保存します（121ページ“Write
Style ダイアログ・ボックス”参照）。

･ （テキスト編集）ボタンをタッチして、テキスト編集ウィ

ンドウを表示します。名前を入れ終わったら、OK ボタンを
タッチします。

･ 保存先を選択します。選択した位置にあるスタイルの名前が、
スタイル・バンク・ナンバーの後に表示されます。

Warning:既存のスタイルを選択して保存操作を確定すると、そ
れまであったスタイルが削除され、新しいスタイルがその位置に
入ります。既存のスタイルを削除したくない場合は、上書きして
しまう前に、必ずカードに保存してください。 

18.OKキーをタッチして、スタイルを本体内蔵メモリーに保存する
か、CANCELキータッチして変更内容をすべてキャンセルして、
スタイル・レコード・モードのメイン・ページに戻ります。OK
キーをタッチすると、“Are you sure?（よろしいですか？）”と
いうメッセージが表示されるので、OKキーをタッチして確定す
るか、No キーをタッチしてWrite Style ダイアログ・ボックス
に戻ります。

Event Edit: Filter

イベント・エディット・ページに表示されるイベントのタイプを選
択するページです。

表示するイベント・タイプは、フィルターをオフ（チェックを外す）
にしてください。

Note: イベントの中にはグレー表示になっていてエディットできな
いものがあります。これは、そのイベントがスタイル内ではエディッ
トできないためです。

Note/RX Noise
ノートとRXノイズ

Control コントロール・チェンジ・イベント。以下のコントロー
ル・チェンジ・ナンバーのみ使用できます。

Tempo/Meter
テンポと拍子（マスター・トラックのみ）

Pitch Bend
ピッチ・ベンド・イベント

Style Edit: Quantize
レコーディング後に、リズムが正確でない部分を直したり、グルー
ヴ感を加えるために、クォンタイズ機能を使用します。

パラメーターを設定し、Execute ボタンをタッチして実行します。

Track（トラック）
トラックを選択します。

All すべてのトラックを選択します。

Drum...Acc5 1つのトラックを選択します。

E / CV（スタイル・エレメント/ コード・バリエーション）
エディット対象にするスタイル・エレメントとコード・バリエーショ
ンを設定します。

Control function CC# （Control Change Number）

Modulation 1 1

Modulation 2 2

Pan 10

Expression(a)

(a).エクスプレッション・イベントは、開始位置
（001.01.000）に挿入できません。
エクスプレッションの値は、すでにスタイル・エレメ
ントの初期値のヘッダー・パラメーターの中にありま
す。

11

CC#12 12

CC#13 13

Damper 64

Filter Resonance 71

Low Pass Filter Cutoff 74

CC#80 80

CC#81 81

CC#82 82
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Resolution（レゾリューション）
レコーディング後の分解能を設定します。例えば、 �（1/8）を選択
すると、すべてのノートが一番近い1/8のグリッド軸に移動します。 �（1/4）を選択すると、すべてのノートが一番近い1/4のグリッド
軸に移動します。 

� （1/32）...  � （1/4）
グリッドの分解能を音符で指定します。値の後に“a”が
付いていると、スウィング無しになります。“b～ f”が
付いていると、スウィングのクォンタイズになります。
“3”はトリプレットになります。

Start / End Tick（開始終了位置）
クォンタイズを行う範囲の開始位置と終了位置を設定します。コー
ド・バリエーションの長さが 4 小節で、これをすべて選択する場合
は、開始が1.01.000、終了が5.01.000になります。

Bottom / Top Note（上限下限ノート）
クォンタイズを行うキーボード・レンジの上限と下限を設定します。
両方同じ値に設定すると、ドラムまたはパーカッション・トラック
の1つの楽器を選択できます。

Note: このパラメーターは、ドラムまたはパーカション・トラック
を選択したときにのみ設定できます。

Execute ボタン
設定した操作を実行するときに、このボタンをタッチします。

トラック状態アイコン
トラックの状態。アイコンをタッチして、状態を切り替えます。

プレイ：トラックの音が出ます。

ミュート：トラックを消音します。

トラック名
トラック状態アイコンの下に、各トラックの略称が表示されます。

Style Edit: Transpose
選択したトラックのトランスポーズを設定します。

Note: トランスポーズ後、スタイル・レコード・モードのメイン・
ページ（104 ページ）の“Key/ Chord”パラメーターを必ず再調
整してください。

パラメーターを設定し、Execute ボタンをタッチして実行します。

Track（トラック）
トラックを選択します。

All ドラムやパーカッションのトラック以外の、すべてのト
ラックが選択されます。選択したコード・バリエーショ
ン全体がトランスポーズされます。

Drum...Acc5
1つのトラックを選択します。

E / CV（スタイル・エレメント /コード・バリエーション）
エディット対象にするスタイル・エレメントとコード・バリエーショ
ンを設定します。

Value（トランスポーズ値）
トランスポーズ値（±127半音）を設定します。

Start / End Tick（開始終了位置）
トランスポーズする範囲の開始位置と終了位置を設定します。
コード・バリエーションの長さが4 小節で、これをすべて選択する
場合は、開始が1.01.000、終了が5.01.000 になります。

Bottom / Top Note（上限下限ノート）
トランスポーズするキーボード・レンジの上限と下限を設定します。
両方同じ値に設定すると、ドラムまたはパーカッション・トラック
の1 つの楽器を選択できます。ドラム・キットでは各楽器が異なる
ノートに割り当てられているので、パーカッシブ系の楽器をトラン
スポーズするということは、別の楽器をそのパートに割り当てる、と
いうことになります。

Executeボタン
設定した操作を実行するときに、このボタンをタッチします。

トラック状態アイコン
トラックの状態。アイコンをタッチして、状態を切り替えます。

プレイ：トラックの音が出ます。

ミュート：トラックを消音します。

トラック名
トラック状態アイコンの下に、各トラックの略称が表示されます。

Style Edit: Velocity

選択したトラックのベロシティ（ダイナミクス）値を設定するページ
です。
Advanced パラメーターにチェックを付けるとアドバンス・モード
に入り、設定範囲で音量のカーブを選ぶこともできます。これは、
フェード・インまたはフェード・アウトをつくるのに役立ちます。

パラメーターを設定し、Executeボタンをタッチして実行します。

Note: RX ノイズがエディットしているトラックに割り当てられる
とき、異なるバリュー値によってトリガーされるいくつかのレイ
ヤーでできている都合上、結果として生じる音は変わる場合があり
ます。

クオンタイズ
無し

1/8

1/4
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より高いレベルのレイヤーに低いベロシティの値を選ぶと、ジャン
プから0への急激なフェード・アウト・レベルなる場合があります。

Track（トラック）
トラックを選択します。

All すべてのトラックが選択されます。選択したコード・
バリエーション全体のノートすべてのベロシティが
変更されます。

Drum...Acc5 1つのトラックを選択します。

E / CV（スタイル・エレメント / コード・バリエーション）
エディット対象にするスタイル・エレメントとコード・バリエーショ
ンを設定します。

Value（変化値）
ベロシティの変化値（±127）を設定します。

Start / End Tick（開始終了位置）
ベロシティの設定をする範囲の開始位置と終了位置を設定します。
コード・バリエーションの長さが 4小節で、これをすべて選択する
場合は、開始が1.01.000、終了が5.01.000 になります。

Bottom / Top Note（上限下限ノート）
ベロシティの設定をするキーボード・レンジの上限と下限を設定し
ます。両方同じ値に設定すると、ドラムまたはパーカッション・ト
ラックで1つの楽器を選択できます。
このパラメーターはドラム、またはパーカション・トラックを選択
したときにのみ設定できます。

Advanced（上級機能）
チェックを付けるとアドバンス・モードに入り、“Intensity”、
“Curve”、“Start Vel. Value”と“End Vel. Value”パラメーター
をエディットすることができます。

Intensity（強さ）
アドバンス・モード：“Curve”で選んだ指定するカーブへ向かって、
音量が調節される強さを設定します。

0...100（%）
強さの値。0 のセッティングで、カーブの変化はありま
せん。100 のセッティングで直ぐに“Curve”で選んだ
指定するカーブになります。

Curve（カーブ）
アドバンス・モード：ベロシティ・カーブを選びます。音量が時間
の経過に従ってどう変化するかを指定します。カーブは下図のよう
に6種類有ります。

Start / End Vel. Value（開始終了ベロシティ）
アドバンス・モード：開始や終了時の、ベロシティ変化を、選択し
た範囲内で動くようにします。

0...100 割合における速度変化。

Executeボタン
設定した操作を実行するときに、このボタンをタッチします。

トラック状態アイコン
トラックの状態。アイコンをタッチして、状態を切り替えます。

プレイ：トラックの音が出ます。

ミュート：トラックを消音します。

トラック名
トラック状態アイコンの下に、各トラックの略称が表示されます。

Style Edit: Cut

選択トラックのコード・バリエーションから選んだ小節（または一
連の小節）速く削除することができます。
削除された以降の小節のイベントは前に移動します。

パラメーターを設定し、Execute ボタンをタッチして実行します。

E / CV（スタイル・エレメント/ コード・バリエーション）
エディット対象にするスタイル・エレメントとコード・バリエーショ
ンを設定します。

Start（開始小節）
削除される最初の小節。

Length（小節の長さ）
削除される小節数。

Execute ボタン
設定した操作を実行するときに、このボタンをタッチします。

トラック状態アイコン
トラックの状態。アイコンをタッチして、状態を切り替えます。

プレイ：トラックの音が出ます。

ミュート：トラックを消音します。

トラック名
トラック状態アイコンの下に、各トラックの略称が表示されます。

Start
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Style Edit: Delete

スタイル・データからMIDIイベントを削除します。
この機能は、パターンから小節自体は削除しません。小節を丸ごと
削除するときは、114ページ“Style Edit: Cut”で行います。

パラメーターを設定した後Executeボタンをタッチして実行します。

Track（トラック）
トラックを選択します。

All すべてのトラックを選択します。削除の後、選ばれ
たコード・バリエーションは空になります。

Drum...Acc5 1つのトラックを選択します。

E / CV（スタイル・エレメント/ コード・バリエーション）
エディット対象にするスタイル・エレメントとコード・バリエーショ
ンを設定します。

Event（イベント・タイプ）
削除するMIDIのイベントのタイプを選びます。

All すべてのイベントを削除します。ただし、小節はコード・
バリエーションに残ります。

Note 選択した範囲のノートをすべて削除します。

Dup.Note だぶっているノートをすべて削除します。同一ピッチの
ノートが同じチック上に2つあると、ベロシティの低い
ノートの方が削除されます。

After Touch
アフタータッチ・イベントを削除します。

Note:このタイプのデータは録音中に自動削除されます。

Pitch Bend
ピッチ・ベンド・イベントを削除します。

Prog.Change
プログラム・チェンジ・イベントを削除します。ただし、
バンドルされているコントロール・チェンジ#00（バン
ク・セレクトMSB）と #32（バンク・セレクト LSB）
は削除されません。

Note:このタイプのデータは録音中に自動削除されます。

Ctl.Change
すべてのコントロール・チェンジ・イベントが削除され
ます（例：バンク・セレクト、モジュレーション、ダン
パー・ペダル等）。

CC00/32...CC127
1つのコントロール・チェンジ・イベントを削除します。
2 つ 1 組になったコントロール・チェンジ・ナンバー
（00/32など）はMSB/LSB バンドルです。

Note: CC データの一部はレコーディング中に自動削除
されるものがあります。削除されないデータについては、
102ページの表を参照してください。

Start / End Tick（開始終了位置）
ノートを削除する範囲の開始位置と終了位置を設定します。コード・
バリエーションの長さが 4 小節で、これをすべて選択する場合は、
開始が1.01.000、終了が5.01.000になります。

Bottom / Top Note（上限下限ノート）
ノートを削除するキーボード・レンジの上限と下限を設定します。両
方同じ値に設定すると、ドラムまたはパーカッション・トラックの
1つの楽器を選択できます。

Note: このパラメーターは、“All”または“Note”を選択したとき
にのみ設定できます。

Executeボタン
設定した操作を実行するときに、このボタンをタッチします。

トラック状態アイコン
トラックの状態。アイコンをタッチして、状態を切り替えます。

プレイ：トラックの音が出ます。

ミュート：トラックを消音します。

トラック名
トラック状態アイコンの下に、各トラックの略称が表示されます。

Style Edit: Delete All

選択したスタイル・エレメントまたはコード・バリエーション、あ
るいはスタイル全体をまとめて削除して、パラメーターを初期値に
リセットします。

パラメーターを設定し、Executeボタンをタッチして実行します。

Track（トラック）

トラックを選択します。

All スタイル、スタイル・エレメント、またはコード・バリ
エーションのすべてのトラックを選択します。

Drum...Acc5
スタイル、スタイル・エレメント、またはコード・バリ
エーションの1つのトラックを選択します。

E / CV（スタイル・エレメント /コード・バリエーション）
エディット対象にするスタイル・エレメントとコード・バリエーショ
ンを設定します。

All すべてのスタイル・エレメント（スタイル全体）を選択
します。この設定で、かつ“Track”パラメーターも
“All”に設定されていると、スタイル全体が削除され、す
べてのパラメーターが初期値にリセットされます。

Var1...CountIn
1つのスタイル・エレメントを選択します。

V1-CV1...CI-CV2
1 つのコード・バリエーションを選択します。

Executeボタン
設定した操作を実行するときに、このボタンをタッチします。

トラック状態アイコン
トラックの状態。アイコンをタッチして、状態を切り替えます。
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プレイ：トラックの音が出ます。

ミュート：トラックを消音します。

トラック名
トラック状態アイコンの下に、各トラックの略称が表示されます。

Style Edit: Copy from Style

同じスタイル内、または異なるスタイル間で、トラック、コード・バ
リエーション、またはスタイル・エレメントをコピーするページです。

Warning:コピーを実行すると、コピー先にすでにあったデータはす
べて上書きされて削除されますのでご注意ください。

パラメーターを設定した後Executeボタンをタッチして実行します。

Note: たくさんのイベントを同一チック上にコピーすると、“Too
many events!（イベントが多すぎます！）”というメッセージが表
示されて、自動的に機能が中止されます。

Note: 既存のコード・バリエーションの上にコピーしても、プログ
ラム・チェンジ・データはコピーされないので、そのコード・バリ
エーションに元々設定されていたプログラムは変更されません。

From Style（コピー元のスタイル）
トラック、コード・バリエーションまたはスタイル・エレメントを
コピーする元のスタイルを選びます。Select... ボタンをタッチして、
スタイル選択ウィンドウで選択します。

From... To E/CV
（コピー元 /コピー先のエレメント / コード・バリエーション）
コピー元とコピー先のスタイル・エレメント、またはコード・バリ
エーションを選択します。

Note: 任意のバリエーションと他のスタイル・エレメントとの間で
コピーはできません。エレメントが違うと構造が異なるからです。

All スタイル・エレメントすべて（スタイル全体）をコピー
します。これを選択すると、コピー先が“All”に自動設
定されるので、コピー先を変更することはできません。

Var1...End2
1 つのスタイル・エレメントをコピーします。

V1-CV1...E2-CV2
1つのコード・バリエーションをコピーします。

From... To Track（コピー元 / コピー先のトラック）
コピー元とコピー先のトラックを選択します。

All 選択スタイル、スタイル・エレメント、またはコード・
バリエーションのトラックすべてがコピーされます。

Drum...Acc5
選択スタイル、スタイル・エレメント、またはコード・
バリエーションの1つのトラックがコピーされます。

Executeボタン
設定した操作を実行するときに、このボタンをタッチします。

トラック状態アイコン
トラックの状態。アイコンをタッチして、状態を切り替えます。

プレイ：トラックの音が出ます。

ミュート：トラックを消音します。

トラック名
トラック状態アイコンの下に、各トラックの略称が表示されます。

長さの違うコード・バリエーションへのコピー
任意のコード・バリエーションを、長さの違う別のコード・バリエー
ションへコピーすることができます。ただし以下の点にご注意くだ
さい。

･ コピー元の長さがコピー先の長さの約数ならば、コピー元のコー
ド・バリエーションが複数回コピーされてコピー先の長さを埋め
るかたちになります。例えばコピー元が4小節、コピー先が8小
節の場合、コピー元のコード・バリエーションが2回コピーされ
ます。

･ コピー元の長さがコピー先の長さの約数でない場合、コピー先の
小節が埋まるまでコピー元のコード・バリエーションが複数回コ
ピーされます。例えばコピー元が6小節、コピー先が8小節の場
合、コピー元の6小節がまず 1回コピーされ、残りの 2小節に
は、コピー元の第1、2小節がコピーされます。

Note:拍子記号の異なるコード・バリエーション（例えば4/4拍子
のコード・バリエーションを 3/4 拍子のコード・バリエーション）
へコピーしないでください。

1 2 3 4

1 2 3 4 1 2 3 4

1 2 3 4

1 2 3 4 5 6 1 2

5 6
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Pad Edit: Copy from Pad

パッドから 1 つ、またはすべてのコード・バリエーションをコピー
することができます。

Warning:コピーを実行すると、コピー先にすでにあったデータはす
べて上書きされて削除されますのでご注意ください。

パラメーターを設定した後Executeボタンをタッチして実行します。

Note: たくさんのイベントを同一チック上にコピーすると、“Too
many events!（イベントが多すぎます！）”というメッセージが表
示されて、自動的に機能が中止されます。

Note: 既存のコード・バリエーションの上にコピーしても、プログ
ラム・チェンジ・データはコピーされないので、そのコード・バリ
エーションに元々設定されていたサウンドは変更されません。

From Pad（コピー元のパッド）
コード・バリエーションをコピーする元のパッドを選びます。
Select... ボタンをタッチして、パッド選択ウィンドウで選択します。

From CV（コピー元のコード・バリエーション）
コピー元のコード・バリエーションを選びます。

All すべてのコード・バリエーション（全部のパッド）をコ
ピーします。これを選択すると、コピー先が“All”に自動
設定されるので、コピー先を変更することはできません。

CV1...CV6
1つのコード・バリエーションをコピーします。

To CV（コピー先のコード・バリエーション）
コピー先のパッドが含まれるコード・バリエーションを選びます。

CV1...CV6
コピー先のコード・バリエーションを選びます。“From
CV”が“All”のときは、自動的にここが“All”になります。

To Track（コピー先のトラック）
コピー先のトラックを選びます。

All 選択スタイル、スタイル・エレメント、またはコード・
バリエーションのトラックすべてがコピーされます。

Drum...Acc5
選択スタイル、スタイル・エレメント、またはコード・
バリエーションの1つのトラックがコピーされます。

Execute ボタン
設定した操作を実行するときに、このボタンをタッチします。

Style Element Track
Controls: Sound/Expression

選択したスタイル・エレメントの各トラックに異なるサウンドを割
り当てるページです。
各スタイル・エレメントには異なるサウンドを入れることができます。
新しいスタイルを保存した後は、必ずスタイル・プレイ・モードの
“Original Style Sounds”パラメーター（82ページ）にチェック
を付けて、そのスタイルがスタイル・パフォーマンスのサウンドで
はなく、この指定したサウンドを選択するようにしてください。
またこのページでは、各スタイル・トラックのエクスプレッション
（CC#11）の値を調節することができます。スタイルの全体的な音
量は変更せずに、1 つのスタイル・エレメントの中のトラックの相
対的なレベルを小さくすることができます。
異なるスタイル・エレメント内の同じトラックに、異なるサウンド
が割り当てられていて、そのサウンド自体の音量レベルがそれぞれ
異なるときに調節できるので便利です。

このページが表示されているときに、パネル上の該当するキー
（VARIATION1～ ENDING3）を押してスタイル・エレメントを選
択します。
このページの設定を別のスタイル・エレメントにコピーするには、
ページ・メニューの Copy Sound と Copy Expression コマンド
（122 ページ“Copy Sounds ダイアログ・ボックス”、“Copy
Expressionダイアログ・ボックス”参照）を使用します。

選択したトラックの情報
117ページ“選択したトラックの情報”をご覧ください。

サウンド・エリア
105ページ“サウンド・エリア”をご覧ください。

エクスプレッション表示

Expr. Monitor（エクスプレッション・モニター）
このインジケータで CC#11（エクスプレッション）メッセージが
トラックに含まれているかどうかを、確認することができます。
トラックに含まれるエクスプレッション・メッセージは、トラック
の音量を変えることができます。
このメッセージは、イベント・エディット・ページのすべてのイベ
ントを注意深く解析しない限り、見つけるのは非常に難しいので、
メッセージを発見するのに役立ちます。このモニターで、メッセー
ジを含んでいるトラックを確認してイベント・エディットでアクセ
スしてください。
フロント・パネルのSTART/STOPキーを押して再生を始めて、イ
ンジケータを確認してください。このときインジケータが点灯した
トラックのイベント・エディットに入り、不必要なエクスプレッショ
ン・メッセージを削除することができます。

Expression（エクスプレッション）
対応するトラックのエクスプレッション（CC#11）に値を設定し
ます。
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この値は、イベント・エディット・リストの先頭に見ることができ
ます（110ページ“Event Edit: Event Edit”参照）。
異なるエクスプレッション値は、各スタイル・エレメントのために
定義されています。
このように、スタイルの先頭で設定される一般的な音量値と比較し
て、スタイル・エレメントごとに異なるエクスプレッション値を設定
することができます。これによって、エレメントごとに違った音量を
設定することができます。

音量エリア
各トラックの音量や状態（ミュート /プレイ）をここで設定します。
詳細は105ページをご覧ください。
音量値は、スタイル全体で同じものを用います。
各スタイル・エレメントのトラック間のバランスを調節するために
は、エクスプレッション・コントロールを使います。

Style Element Track
Controls: Keyboard Range

アレンジャー機能でトランスポーズしたときキーボード・レンジ機
能により、オリジナルの生楽器と比べて演奏する音程が高すぎる（ま
たは低すぎる）パターン・ノートは、自動的にトランスポーズされ
ます。これにより、伴奏楽器のサウンドがより自然に聴こえます。
例えば、実際のギターの音域の下限が E2 だとします。E2 近辺の
ノートをスタイルとして録音した場合、スタイル・プレイ・モード
で弾いたコードによっては、トランスポーズされたノートが E2 よ
りも低い音になり、不自然な出音になる場合があります。そこで、鍵
キーボード・レンジの設定で、ギター・サウンドのトラックの下限
をE2にすれば、この問題は解決します .

Note: 録音中、キーボード・レンジの設定は無視されます。設定に
関係なく鍵盤全域で演奏できます。

これらのパラメーターは各スタイル・エレメントに別々に設定する
ことができます。
このページが表示されているときに、パネル上の該当するキー
（VARIATION1 ～ ENDING3）を押せば、スタイル・エレメントを
選択することができます。
このページの設定を別のスタイル・エレメントにコピーするには、
ページ・メニューのCopy Keyboard Range コマンド（122ペー
ジ“Copy Key Range ダイアログ・ボックス”参照）を使用します。

Top/Bottom（上限下限ノート）
該当トラックのキーボード・レンジの下限と上限を設定します。

音量エリア
各トラックの音量や状態（ミュート /プレイ）をここで設定します。
詳細は105ページをご覧ください。

Style Element Track
Controls: Noise/Guitar

このページでは、RXノイズの音量と、ギターのヒューマナイズを設
定します。
これらのパラメーターは各スタイル・エレメントに別々に設定する
ことができます。
このページが表示されているときに、パネル上の該当するキー
（VARIATION1 ～ ENDING3）を押せば、スタイル・エレメントを
選択することができます。

RX Noise（RXノイズ）
RXノイズの音量を調節します。すべてのタイプのトラック（RXノ
イズを含むサウンド）で調節することができます

Humanize GTR（ヒューマナイズ・ギター）
ギター・トラックのノートの位置、ベロシティ、長さにランダムな
値を適用して、より人間らしい演奏にします（119 ページ“Track
Type（トラック・タイプ）”参照）。
この設定は、他の種類のトラックに影響を及ぼしません。

Style Element Chord Table:
Chord Table

コード・バリエーションを認識されたコードに割り当てるページで
す。コードが認識されると、アレンジャー機能によって、このコー
ド・テーブルで割り当てられたコード・バリエーションが伴奏とし
て自動選択されます。

これらのパラメーターは各スタイル・エレメントに別々に設定する
ことができます。
このページが表示されているときに、パネル上の該当するキー
（VARIATION1 ～ ENDING3）を押せば、スタイル・エレメントを
選択することができます。

Chord Table（コード・テーブル）
各キーのコード・バリエーションを左欄のコードに割り当てます。
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Style Track Controls:
Type/Trigger/Tension

スタイル・トラックを選んでリトリガー・モードに設定し、伴奏ト
ラックのテンションを有効 /無効にするページです。

このページが表示されているときに、パネル上の該当するキー
（VARIATION1 ～ ENDING3）を押してスタイル・エレメントを選
択します。

Track Type（トラック・タイプ）
トラックのタイプを選択します。

Drum ドラム・トラック。このトラックは、アレンジャーによっ
てトランスポーズしません。
ドラム・サウンドでできているドラム・キットのときに
使用します。スタイル・プレイ・モードのドラム・マッ
ピングによって影響を受けます（94 ページ“Drum
Mapping （ドラム・マッピング）”参照）。

Perc パーカッション・トラック。このトラックは、アレン
ジャーによってトランスポーズしません。パーカッショ
ンサウンドでできているドラム・キットのときに使用し
ます。ドラム・マッピングによって影響を受けません。

Bass ベース・トラック。このトラックは、基本的にはAccと
同じですが、転回系のコードが検出されたとき、常にそ
のルート（根音）を演奏します。

Acc アカンパニメント・トラック。このトラックは、メロ
ディーまたは和音の伴奏パターンのために、自由に使う
ことができます。

Gtr このトラックは、ギター・モードでギター演奏を作るため
に、この設定を使います（105 ページ“メイン・ページ
- Guitar Mode”参照）。このタイプが選ぶと、“Tension”
パラメーターはエディットできなくなります。

Trigger Mode（トリガー・モード）
BassトラックやAcc トラックで、スタイルのノートが演奏されて
いる最中に、新しいコードが検出された場合（比較的長いノートで
こういったことが発生します）の動作をここで設定します。

Off 新しいコードを弾くたびに、現在のノートが停止します。
パターン内で新しいノートが再生されるまで、そのト
ラックは無音になります。

Rt（リトリガー）
現在のノートに代わって、認識されたコードに合った新
しいノートが再生されます。

Rp（リピッチ）
現在演奏されているノートのピッチを変更することで、
認識されたコードに合ったノートが再生されます。出音
が途切れることはありません。ギター、ベースのような
アタックのハッキリした音色に向いています。

Tension（テンション）
このパラメーターは、認識されたコードに含まれているテンション・
ノートをAccトラックに追加するかどうかを設定します。このパラ
メーターがオンのときは、たとえ元のスタイル・データにテンショ
ン・ノート（9、11、13th）が入っていなくても、テンション・

コードを検出した際に、テンション・ノートが加わった伴奏になり
ます。

オン（チェック）　
テンション・ノートを追加します。

オフ テンション・ノートは追加されません。

Import: Import SMF

インポート機能によって、好みの外部シーケンサーで作成、あるい
はエディットしたスタンダード MIDI ファイル（SMF）を読み込ん
で、コード・バリエーションに変換することができます。

Note:スタンダードMIDIファイルは、本機のコード・バリエーショ
ン用に作られたものでないと、うまく行かない場合があります（一
度、本機で作成したコード・バリエーションを、後述のエクスポー
ト SMF 機能を使って外部シーケンサーでエディットし、再度イン
ポートすることをお薦めします）。

SMFをインポートするとき、コード・バリエーションの長さ（=SMF
の長さ）や、拍子、テンポ、サウンドの設定やエクスプレッション
といったパラメーターが認識されます。
Initialize パラメーターがチェックが付いているか、スタイルエレメ
ントが空（CVが一つも録音されていない状態）の場合に、これらの
パラメーターはコード・バリエーションを含むスタイル・エレメン
トのパラメーターとしてインポートされます。

Hint:そのスタイル・エレメントで、最初にインポートするコード・
バリエーションのときは Initialize にチェックを付けて、それ以降
のコード・バリエーションではチェックを外した使い方がよいで
しょう。

・ それぞれのトラックにアサインされているサウンドは、SMF の
最初の“Tick（位置 "M:001.01.000"）”にあるプログラムチェ
ンジやバンクセレクトMSB、LSB からインポート可能です。こ
れらのデータは、スタイルエレメントのヘッダとしてロードされ
ます。スタイル・パフォーマンスにアサインされるサウンドには
適用されません。

・ インポートしたSMF の最初の“Tick”に上記のようなデータが
ない場合、サウンドは手動で各トラックに設定しなくてはなりま
せん。スタイル・レコード・モードの "Record1"、"Reocord2"
あるいは "Sound/Expression"のページで設定ができます。

Note:スタイル・プレイ・モード（Style Track ビュー）のペー
ジにある、Original Style Sounds がオンになっていると、こ
こでインポートしたスタイル・エレメントのヘッダーのサウンド
ではなく、スタイル・パフォーマンスで設定したサウンドが優先
されてしまいますので、注意してください。

・ キー/コード、コード・テーブルなどの、スタイル・パラメーター
は、手動で、それぞれのページで設定してください。

・ テンポや各トラックの音量（Volume）は、別途、スタイル・プ
レイ・モード変更して、スタイル・パフォーマンスとして保存す
る必要がありますので、注意してください。

・ 拍子の変更はできません。、また、インポート時にも認識されま
せん。

・ コード・バリエーションの長さ（Length）については、インポー
トした SMF の長さと同じになります。インポート後も、スタイ
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Export SMF
ル・レコード・モードのメイン・ページにある、"CV Length"パ
ラメーターで変更することができます。

Hint:もし、コード・バリエーションの最後の小節を超える長さ
のノートがあった場合、1小節分だけ、Lengthが長くなってし
まいます（例えば、4小節の長さのパターンで、4小節目を超え
る長さのノートがあるSMF をインポートした場合、CV Length
は自動的に5小節になってしまいます）。もしそうなってしまっ
た場合、CV Length を本来のコード・バリエーションの長さに
変更してください。CV Lengthを超える小節まで長く伸びてい
たノートは自動的に短くなります。

外部シーケンサーでコード・バリエーションを作成しているときは、
以下のテーブルに従って、各スタイル・トラックを正しい MIDIチャ
ンネルに割り当ててください。

Note：SMF は、フォーマット０のみインポート可能です。

From Song（ロード元ソング）
Select... ボタン
インポートするSMFのファイル名です。
Select.. ボタンをタッチするとファイル選択ウィンドウが開きます
ので、そこでSMFを選んでください、

Initialize（イニシャライズ）
SMFをインポートするときに、コピー先となるスタイル・エレメン
トのすべての設定（キー / コード、コード・テーブル、サウンドな
ど）をリセットする場合は、このパラメーターにチェックを付けて
ください。

Hint: そのスタイルエレメントで、最初にインポートするコード・
バリエーションのときは Initialize にチェックを付けて、それ以降
のコード・バリエーションではチェックを外した使い方がよいで
しょう。

To E/CV（ロード先のエレメント /コード・バリエーション）
ここで、コピー先のコード・バリエーションを選択します

Executeボタン
設定が終わったら、このボタンをタッチしてインポートを実行します。

Export SMF
エクスポートSMF機能は、コード・バリエーションをSMFで書き
出し、外部シーケンサーでエディットすることができます。

To Song（エクスポートするソング名）
エクスポートする SMF の名前（エディット不可）です。自動的に、
つけられた名前は、エクスポートされるコード・バリエーションと
同じものです。

From E/CV
（エクスポートするエレメント/ コード・バリエーション）
ポップアップ・メニューから現在のスタイルからエクスポートする
コード・バリエーションを選択します。

Execute ボタン
設定が終わったら、エクスポートを実行します。
ボタンをタッチすると、ファイル選択ウィンドウが表示されます。
ターゲット・デバイスとディレクトリを選び、Save ボタンをタッチ
します。

ページ・メニュー

ページ・メニュー・ボタンをタッチして、ページ・メニューを表示
します。
各コマンドを選択します。コマンドを選ばないでメニューを閉じる
ときは、画面のページ・メニュー以外の部分をタッチします。

Write Style（スタイルの保存）
本体メモリにスタイルを保存するときに、このコマンドを選択して
Write Style ダイアログ・ボックスを開けます。
詳細は121ページ“Write Styleダイアログ・ボックス”をご覧く
ださい。

Undo（アンドゥ）
メイン・ページやEvent Edit、Style Edit（一部を除く）ページで
有効です。最新の録音、またはエディットしたデータをキャンセル
して、前の状態に戻します。もう一度実行すると、再び最新の状態
戻す（“Redo”機能）ことができます。

Copy Key/Chord（キー / コードのコピー）
同じコード・バリエーション内、または全部のスタイルの他のすべ
てのトラックに、現在選ばれたトラックのキー/コード設定をコピー
するときに、このコマンドを選択して Copy Key/Chord ダイアロ
グ・ボックスを開けます。
詳細は121ページ“Copy Key/Chord ダイアログ・ボックス”を
ご覧ください。

Copy Sound（サウンドのコピー）
いくつかのエディット・ページで有効です。スタイル・エレメント・
トラックのトラック・エディット・セクションを選び、異なるスタ
イル・エレメントに現在のスタイル・エレメント・トラックに割り
当てられたサウンドをコピーするときに、このコマンドを選択して
Copy Sound ダイアログ・ボックスを開けます。
詳細は122ページ“Copy Sounds ダイアログ・ボックス”をご覧
ください。

Copy Expression（エクスプレッションのコピー）
いくつかのエディット・ページで有効です。スタイル・エレメント・
トラックのトラック・エディット・セクションを選び、異なるスタ
イル・エレメントに現在のスタイル・エレメント・トラックに割り

MIDIチャンネル 本機のトラック

9 Bass

10 Drum

11 Percussion

12-16 Accompaniment 1-5
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当てられるすべてのエクスプレッションをコピーするときに、この
コマンドを選択して Copy Expression ダイアログ・ボックスを開
けます。
詳細は122ページ“Copy Expression ダイアログ・ボックス”を
ご覧ください。

Copy Keyboard Range（キーボード・レンジのコピー）
いくつかのエディット・ページで有効です。スタイル・エレメント・
トラックのトラック・エディット・セクションを選び、異なるスタ
イル・エレメントに現在のスタイル・エレメント・トラックのため
に、すべてのキーボード・レンジの値をコピーするときに、このコ
マンドを選択して Copy Key Range ダイアログ・ボックスを開け
ます。
詳細は122ページ“Copy Key Range ダイアログ・ボックス”を
ご覧ください。

Copy Chord Table（コード・テーブルのコピー）
スタイル・エレメント・コード・テーブル・ページのみ有効になり
ます。Copy Chord Table ダイアログ・ボックスを表示します。
詳細は 122 ページ“Copy Chord Table ダイアログ・ボックス”
をご覧ください。

Delete Current Track（トラックの削除）
メイン・ページにのみ有効です。トラックのデータを削除するとき
に選択します。

Overdub Step Recording（オーバーダブ・ステップ録音）
メイン・ページにのみ有効です。オーバーダブ・ステップ録音を開
始するときに選択します。
詳細は 123 ページ“オーバーダブ・ステップ録音 ウィンドウ”を
ご覧ください。

Solo Track（ソロ・トラック機能）
ソロ演奏をするときに選択して、このコマンドにチェックを付けま
す。選んだ1つのトラックだけを聞くことができます。このときペー
ジ・ヘッダー部分に‘Solo’表示が点滅します。
ソロ機能を止めるときは、このコマンドのチェックを外します。

 SHIFTキーを押しながら、トラックを選ぶことでソロ機能を
オンにすることができます。SHIFT キーを押しながら、ソロになっ
ているトラックをもう一度選ぶと、ソロ機能がオフになります。

Exit from Record（レコードの終了）
スタイル・レコード・モードを終了するときに選択します。

Note：フロント・パネルのRECORDキーを押して、スタイル・レ
コード・モードを終了することもできます。

Write Styleダイアログ・ボックス

ページ・メニューから Write Style を選ぶと、この画面が表示され
ます。
ここでは、スタイル・バンクに録音やエディットされたスタイルを
保存することができます。

スタイルで保存されるパラメーターは、本書の各パラメーターの説
明箇所に シンボル・マークが付けられています。

Name

保存されるスタイルの名前です。 （テキスト編集）ボタンをタッ

チして、テキスト編集ウィンドウを表示します。

Style Bank（保存先のスタイル・バンク）
保存先のスタイル・バンクを選択します。
各バンクは、フロント・パネルのSTYLE SELECTキーのうちの1
つと一致します。TEMPO/VALUEダイヤルでバンクを選びます。

Style（保存先のスタイル）
保存先のスタイルを選択します。TEMPO/VALUE ダイヤルでスタ
イルを選びます。

Note: スタイルを保存するときは通常ユーザー・スタイルに書き込
みます。ただし、203ページ“Factory Style and Pad Protect”
パラメーターのチェックを外すと工場出荷時のスタイルに上書きす
ることもできるようになります。

Select... ボタン
保存先のバンクやスタイルをスタイル選択ウィンドウで選びます。

Copy Key/Chord
ダイアログ・ボックス
ページ・メニューからCopy Key/Chord コマンドを選ぶと、この画
面が表示されます。
同じコード・バリエーション、または全部のスタイルの他の全トラッ
クに、現在選ばれたトラックのキー / コード設定をコピーすること
ができます。
この機能はパターン作成を迅速に行うのに効果的です。また、同じ
コード・バリエーションに異なるキーの中に異なるトラックが含ま
れることを避けることができます。

Current Chord Variation Tracks
現在のトラックのキー / コードは、現在のコード・バリ
エーションのすべてのトラックへコピーされます。

All Style Tracks
現在のトラックのキー /コードは、スタイル（すべての
コード・バリエーション）のすべてのトラックへコピー
されます。



122 スタイル・レコード・モード
Copy Sounds ダイアログ・ボックス
 

Copy Sounds
ダイアログ・ボックス

ページ・メニューからCopy Soundsコマンドを選ぶと、この画面
が表示されます。
異なるスタイル・エレメントに現在のスタイル・エレメント・トラッ
クに割り当てられるすべてのサウンドをコピーします。

From Style Element
エディット不可。現在選択しているスタイル・エレメント。

To Style Element
コピー先のスタイル・エレメント。

All サウンドはエディットするスタイルのすべてのスタイ
ル・エレメントにコピーされます。

Var1...CountIn
サウンドをコピーするスタイル・エレメントを選択し
ます。

Copy Expression
ダイアログ・ボックス

ページ・メニューから Copy Expression コマンドを選ぶと、この
画面が表示されます。
異なるスタイル・エレメントに現在のスタイル・エレメント・トラック
に割り当てられるすべてのエクスプレッションの値をコピーします。

From Style Element
エディット不可。現在選択しているスタイル・エレメント。

To Style Element
コピー先のスタイル・エレメント。

All エクスプレッションの値は、エディットするスタイルの
すべてのスタイル・エレメントにコピーされます。

Var1...CountIn
エクスプレッションの値をコピーするスタイル・エレメ
ントを選択します。

Copy Key Range
ダイアログ・ボックス

ページ・メニューから Copy Key Range コマンドを選ぶと、この
画面が表示されます。
異なるスタイル・エレメントに現在のスタイル・エレメント・トラッ
クに割り当てられるすべてのキーボード・レンジの値をコピーします。

From Style Element
エディット不可。現在選択しているスタイル・エレメント。

To Style Element
コピー先のスタイル・エレメント。

All キーボード・レンジの値はエディットするスタイルのす
べてのスタイル・エレメントにコピーされます。

Var1...CountIn
キーボード・レンジの値をコピーするスタイル・エレメ
ントを選択します。

Copy Chord Table
ダイアログ・ボックス

ページ・メニューからCopy Chord Tableコマンドを選ぶと、この
画面が表示されます。
異なるスタイル・エレメントに現在のスタイル・エレメント・トラッ
クに割り当てられるすべてのコード・テーブルをコピーします。

From Style Element
エディット不可。現在選択しているスタイル・エレメント。

To Style Element
コピー先のスタイル・エレメント。

All コード・テーブルはエディットするスタイルのすべての
スタイル・エレメントにコピーされます。

Var1...CountIn
コード・テーブルをコピーするスタイル・エレメントを
選択します。
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オーバーダブ・ステップ録音
ウィンドウ

ステップ録音は、鍵盤でリアルタイムに演奏しなくても、各トラッ
クに必要なノートや和音を一つずつ入力して、新しいスタイルを作
成する方法です。
楽譜通り忠実に演奏する場合や、細かい部分まで上手に再生する場
合に便利です。特にドラム、パーカッションのトラックの作成に適
しています。
ページ・メニューから Overdub Step Recording コマンドを選ぶ
と、このウィンドウが表示されます。

Track（トラック）
録音するトラック名

DRUM...ACC5　スタイル・トラック

SE（スタイル・エレメント）
103ページ“Element（スタイル・エレメント）”参照

Pos（ポジション：位置）
挿入するイベント（ノート、休符またはコード）の位置。

イベント・リスト
録音済みのイベント。Backボタンをタッチすることによって、イベ
ントを削除でき新たにエディットすることができます。

Step Time（イベントの長さ）
挿入されるイベントの長さです。 
� ... � ノートの値

標準（－） 選ばれたノートの標準の値。

ドット（.）選ばれたノートの半分の長さを増やします。

トリプレット（3）
選ばれたノートを三連符にします。

Meter（拍子）
現在の拍子です。ここではエディットできません。
録音を始める（詳細は107ページの手順6をご覧ください）前に、
拍子をスタイル・レコード・モードのメイン・ページで設定するこ
とができます。

Free Memory（空きメモリー）
録音可能な残りのメモリー領域。

Duration（持続時間）
挿入されたノートの相対的な持続時間。
パーセンテージは、常にステップ値に依存します。

25% スタッカッティシモ

50% スタッカート。

85% 普通の発音。

100% レガート。

Velocity（ベロシティ）
ノートまたは和音を入力する前に設定します。挿入されるイベント
の演奏の強さ（ベロシティ値）です。

Kbd ダイヤルを反時計方向にいっぱいまで回すと、これを選
ぶことができます。鍵盤を弾いたときのべロシティ値に
なります。

1...127 鍵盤を弾いたときのべロシティ値は無視され、設定した
ベロシティ値になります。

Restボタン
休符を挿入します。

Tieボタン
ノートとノートの間にタイが挿入されます。

Backボタン
挿入されたイベントを消して、前のステップに戻ります。

Next M. ボタン
次の小節へ進み、残っているスペースを休符で埋めます。

Doneボタン
ステップ録音を終了します。いくつかのノートを挿入したら、この
ボタンをタッチします。この変更を保存するか、しないか、キャン
セル（エディット画面に戻る）をたずねるダイアログ・ボックスが
表示されます。

Cancelボタンをタッチすると、ステップ録音を終了するのをキャン
セルしてエディットを続けることができます。
Noボタンをタッチすると、エディット内容は保存しないで、ステッ
プ録音ウィンドウを閉じます。
Yes ボタンをタッチすると、エディット内容を保存して、ステップ
録音ウィンドウを閉じます。
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パッドの構造
 

パッド・レコード・モードでは、新たにフレーズや効果音をパッド
に割り当てたり、すでにパッドに設定されている内容をエディット
します。

パッドの構造

パッドは、基本的に単一トラックのスタイルです。パッド・レコー
ド・モードはスタイル・レコード・モードとほぼ同様の仕様になっ
ています。
パッドには異なる2つの種類があります。

･ ヒット・パッドはノートやコード
がトランスポーズしても、この
パッドのほとんどはトランスポー
ズしないで使用されます。
基本的に、1つのノートか1つの
コード・シーケンス（下記参照）に
なります。

･ シーケンス・パッドは、異なるコー
ドを鍵盤で演奏することによっ
て、スタイル・トラック同様正確
にトランスポーズされます。つま
り、スタイル・トラックの一部と
して、エレメントごとの各コード・
バリエーションに対応します。

スタイルと同様に、コード認識領域で
コードを弾くと、対応するコード・バ
リエーションが呼び出されます。
認識したコードは、コード・バリエー
ション・テーブルによってコード・バ
リエーションに関連付けられます。
各パッドは、コード・バリエーション・テーブルを含みます。
スタイルと同様に、ノート・トランスポーズ・テーブル（NTT）ノー
トは、パッドにも適応されます。

録音内容
パッドの録音は、パッドが持つ、「各コード・バリエーションの中の
トラックを録音する」ということです。
すべてのコード・バリエーションを録音する必要はありません。最
低1つのコード・バリエーションを録音するだけで十分です。

パターン・データとトラック・データ
パッドの作成やエディットはパッド・レコード・モードで、トラッ
ク・パラメーター（ボリューム、パン、トランスポーズ、エフェク
ト設定など）のエディットは、スタイル・プレイ・モードで行います。

･ パッド・レコード・モードで作成またはエディットしたパッドの
設定情報は、パッド・レコード・モードのページ・メニューから、
Write Pad コマンドを選んで保存します（132 ページ“Write
Padダイアログ・ボックス”参照）。

・ スタイル・プレイ・モードでエディットしたパッド・トラック・
パラメーターは、スタイル・プレイ・モードのページ・メニュー
から、Write Performance かWrite Style Performanceコマ
ンドを使って、選んでいるパフォーマンスか、スタイル・パフォー
マンスに保存します（98 ページ“Write Performance ダイア
ログ・ボックス”、99ページ“Write Style Performance ダイ
アログ・ボックス”参照）。

パッド・レコード・モードに入る

スタイル・プレイ・モードを操作しているときに、RECORD キーを押
すと以下のページが画面に表示されます。

･ “Record/Edit Pad”を選択してパッドをエディットします。工
場出荷時のプリセット・パッドをエディットした場合は、同じ位
置にそのまま保存することはできません（203ページ“Factory
Style and Pad Protect”参照）。ユーザー・パッドとして保存
することになります。

･ “Record New Pad”を選択すると、新しいパッドを一から作成
することができます。録音が済んだら、新しいパッドをユーザー・
パッドとして保存します。203ページ“Factory Style and Pad
Protect”がオフに設定されているときは、元のファクトリー・
スタイルの位置に上書きすることができます。

ヒットまたはシーケンス・パッドをエディットしたら、これを保存
してください（下記、“エディットの内容の保存と消去”参照）。
次に、スタイル・プレイ、またはソング・プレイ・モードのパッド・
ページでヒットやシーケンスを各パッドに割り当てたり、パッドの
設定（ボリューム、パンと A/B FX Sendなど：95 ページ“Pad:
Pad”参照）を調節し、ページ・メニューから、Write Current
Performance コマンドを使って、保存します。

Note: 録音では、フット・スイッチはすべて無効になります。ただ
し、ボリューム / エクスプレッション・タイプのペダルは使用でき
ます。

エディット内容の保存と消去
エディットが終わると、本体のメモリにエディットしたパッドを保
存するか、またはエディットを中止してすべてを消去するかを選び
ます。

・ 変更を保存するときは、ページ・メニューから Write Pad コマ
ンドを選びます（132ページ“Write Pad ダイアログ・ボック
ス”参照）。

・ すべて変更を中止してすべてを消去するときは、ページ・メニュー
からExit from Record コマンドを選ぶか、パッド・レコード・
モードのメイン・ページに戻るためにRECORD キーを押し、表
示されるダイアログのYesボタンをタッチします。

Hint:録音中はなるべく頻繁に保存するよう心掛け、せっかくエディッ
トしたパッドが誤って失われてしまわないようにしてください。

パッド・レコード・モード

Pad

CV1

Pad Track

CV2

CV3

CV4

CV5

CV6
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 録音/エディット中のパッドの試聴

パッドの録音 /エディット中に、表示されているページによっては、
選択したコード・バリエーションへ割り当てている作用中のパター
ンを試聴できます。

･ メイン、Event Edit、Quantize、Transpose、Velocity、Delete、
のいずれかのページが表示されているときは、選択したコード・バ
リエーションを試聴できます。START/STOP キーを押して再生
し、もう1度 START/STOPキーを押して再生を止めます。

･ Sounds/Expression、Keyboard Range、Chord Table、
Trigger/Tension、Delete All、Copy、Style Element
Controls、Style Control のいずれかのページが表示されている
ときは、パッドを試聴できます。START/STOP キーを押して
コードを演奏してみます。

Note:このモードでは、“Pad Type”パラメーターが“One Shot”
（130 ページ）に設定されていても、パターンは常にループで再生
されます。

Note: パッド・レコード・モードでは、“Chord Recognition”パ
ラメーター（コード認識）が自動的に“Fingered 3”になります。

メイン・ページ（Record 1）

パッド・レコード・モードのメイン・ページは、単一トラックが録
音されます。スタイル・エレメントのない、スタイル・レコード・
モードのメイン・ページの単一トラック・バージョンのように見え
ます。ただし“Pad Sync”パラメーターが追加されています。

パラメーターで詳細は一般的な情報と、スタイル・レコード・モー
ドとの違いだけを説明します。

録音するパラメーター表示

Chord Var（コード・バリエーション）
6 つのコード・バリエーション（CV1 ～ CV6）のうち、エディッ
トするコード・バリエーションを選択します。

Note:値が小文字（cv1 ～ cv6）の場合、コード・バリエーション
には何も入っていません。大文字（例：CV1 ～ CV6）のときは、す
でに録音されたコード・バリエーションであることを示します。

Resolution（レゾリューション）
レコーディング中のクォンタイズ（分解能）を設定します。

Pad Sync（パッド・シンク）
パッド・パターンの同期モードを設定します。

Off　 同期しません。PAD キーを押すとすぐに、パターンの演
奏が始まります。

Contin'd アレンジャーまたはシーケンサーのテンポと同期して、
パターンの演奏はすぐに始まります。拍子カウンターの
現在の位置に依存します。

例えば、アレンジャーまたはシーケンサーの拍子が3拍
目のチック91のところで、パッドを押したときは、パッ
ドのパターンの演奏は、3拍目のチック 91から始まり
まり、小節の終わりとパッドのパターンの終わりが一致
します。

これは Fill と同等の動作になります。

Beat アレンジャーまたはシーケンサーのテンポと同期して、
拍子の先頭（チック 1、または小節1）からパターンの
演奏が始まります。

Rec Length（録音する長さ）
シーケンスの長さ（小節単位）を設定します。この値は常に、“CV
Length”（コード・バリエーションの長さ）パラメーター（後述）と
等しいか、その約数になります。

Warning: “Rec Length”パラメーターの値より“Rec Length”
の値を小さく設定すると、画面上で“Rec Length”の値がすぐに
更新されません。このため、その値を越えた部分の小節が削除され
る前に、“CV Length”の値を変更することができます（後述の“CV
Length（コード・バリエーションの長さ）”参照）。
しかし、START/STOP キーを押してレコーディングを始めると、
“Rec Length”の値が画面上ではそれまでの値を表示していたとし
ても、実際には新しい値に更新されてしまいます。

CV Length（コード・バリエーションの長さ）
選択したコード・バリエーションの全長（小節単位：最大32）を設
定します。スタイル再生時、そのコード・バリエーションに対応す
るコードが鍵盤上で認識されると、この長さで、伴奏パターンが繰
り返されます。

Warning:“CV Length”パラメーターでコード・バリエーション
の長さを短くすると、指定したその長さより後の小節は削除されま
す。録音後に“CV Length”の値を小さくする際は、十分気を付け
てください。もしそうなったら、録音を保存しないことを勧めます
（121ページ“Exit from Record（レコードの終了）”参照）。

Metro（メトロノーム）
メトロノームの設定です。

Off 録音中はメトロノームの音は聴こえません。録音開始前
に1小節分のカウント・ダウンが再生されます。

On1 メトロノームがオンになり、録音を開始する前に 1小節分
のカウント・ダウンが聴こえます。

On2 メトロノームがオンになり、録音を開始する前に 2小節分
のカウント・ダウンが聴こえます。

Tempo（テンポ）
このパラメーターを選んだ（反転表示）あと、TEMPO/VALUE ダ
イヤルを回して、テンポを設定します。

Hint: この画面のときに、SHIFT キーを押しながら、TEMPO/
VALUEダイヤルを回すと、現在選んでいるパラメーターに関係なく
テンポの値を変えることができます。

Note: この値は録音されません。エディットか録音する間、いろい
ろな速度でパターンをテストするために使うものです。

Meter（拍子）
スタイルの拍子記号を設定します。スタイルが空のとき（録音を始
める前に）のみ設定できます。

拍子カウンター
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メイン・ページ - Guitar Mode
 

パッド・トラックの情報
選択したトラックに割り当てられたサウンドの情報です。

サウンド名
選んだパッド・トラックに割り当てられているサウンドです。この
部分をタッチすると、パッド選択ウィンドウが表示され、異なるパッ
ドを選ぶことができます。

サウンド・バンク
選んだサウンドが属しているバンクです。

プログラム・チェンジ
プログラム・チェンジの数列です（バンク・セレクトMSB. バンク・
セレクト LSB. プログラム・チェンジ）。

トラック音量 /状態

オクターブ・トランスポーズ
この表示は、現在のオクターブ・トランスポーズ表示です。
この値を変えるときは、フロント・パネルの UPPER
OCTAVEキーを使用します。
この値がパッドで記憶されてないときは、トランスポーズの値が録
音に使われます。例えば、キーがC4 で、＋1のオクターブ・トラ
ンスポーズを行うと、C5で録音されます。

仮想スライダー
トラック表示部をタッチして（反転表示）TEMPO/
VALUE ダイヤル（または画面上でドラッグ）で音量を
設定します。
この値は録音されません。エディットや録音する間、い
ろいろな音量をテストするために使うものです。

プレイ/ ミュート/ 録音アイコン
トラックの状態を表示します。アイコンをタッチして、状態を切り
替えます。

プレイ：トラックの音が出ます

ミュート：トラックを消音します。

録音：鍵盤やMIDI からのノートを録音します。

キー /コード表示

Key/Chord（キー / コード）
トラックのオリジナルのキーとコードを設定するペアのパラメー
ターです。
パターンを再生するとこのコードがレコーディングされた通りに再
生され、この場合ではNTT（ノート・トランスポーズ表）に従った
トランスポーズは行われません（104 ページ“NTT エリア”参照）。

Delete Noteボタン
トラックから一つのノートまたは一つの打楽器を削除するときに使
用します。例えば、スネアを削除するためには、鍵盤の D2（スネ
ア）を押しながらこのボタンをタッチします。 
1. Delete Noteボタンを押たままにします。 

2. パネルSTART/STOP を押してパッド演奏を始めます。 

3. 削除するノートを含んでいるところで、そのノートの鍵盤を押さ
えます。削除する最後のノートまで、押し続けます。 

4. 削除が終わったらDelete Noteボタンと鍵盤のキーを離して、フ
ロント・パネルの START/STOP キーを押して、スタイルの再
生を止めます。

Note: ノートがパターンの初めにあるときは、鍵盤のノートを押
してパッド演奏を始めてください。

メイン・ページ - Guitar Mode
メイン・ページのときに、ギター・トラックを選択中に“Guitar
Mode”タブをタッチすると表示されます。
ここで、ギター・モードのプログラムを行います。
このモードの詳細やパラメーターは、スタイル・レコード・モード
の105ページ“メイン・ページ - Guitar Mode”と同等です。

パッド録音手順
パッドのエディット手順はスタイル録音手順とほぼ同等です。107
ページ“スタイル録音手順”をご覧ください。

エディット・メニュー
パッド・レコード・モードの任意のページで MENU キーを押すと、
画面にパッド・レコード・モードのエディット・メニューが表示さ
れます。メニューをタッチして、パッド・レコード・モードのさま
ざまなエディット・セクションに入ります。
エディット・メニュー画面から、メイン・ページに戻るときは、EXIT
キーか STYLE PLAYキーを押します。または、エディット・メニュー
画面のMain Pageボタンをタッチして、戻ることもできます。
各エディット・ページにいるときは、MENUキーを押すとメニュー
画面に戻りますが、EXIT キーか STYLE PLAY キーを押すとパッ
ド・レコード・モードのメイン・ページに戻ります。

Note: 各パッド・レコード・モード・ページに表示されているパラ
メーターは、スタイル・レコード・モードのエディット・ページに
似ています。いろいろなパラメーターに関する情報については 109

サウンド名

サウンド・バンク

プログラム・チェンジ
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ページから始まるスタイル・レコード・モードのエディット・セク
ションの説明を参照してください。

Note:パッドの再生中は、メイン・ページ（125ページ参照）から、
エディット・セクション・ページにアクセスすることができません。
再生を止めてから、MENUキーを押してください。

Note:パッド再生中にエディット・セクションのページ（Quantize、
Transpose、Velocity、Delete）と、その他のページとの間で切
り替えると、パッド再生が自動的に停止します。

エディット・ページの構造

多くのエディット・ページで、共通に表示されているパラメーター
が存在します。

いくつかのページは、独自のパラメーターで構成されています。

モード名
現在パッド・レコード・モードであることを示しています。

エディット・セクション
現在のエディット・セクション名を表示します。このセクション名
はメニューのボタンのうちの 1 つと一致しています（137 ページ
“エディット・メニュー”参照）。

ページ・メニュー・ボタン
このボタンをタッチすると、ページ・メニュー（143ページ“ペー
ジ・メニュー”参照）が表示されます。

パラメーター・エリア
ページごとに、いろいろなパラメーターが表示されます。エディッ
トするページは、タブで選びます。
パラメーターの詳細については、127 ページからのセクションごと
の説明をご覧ください。

タブ
エディットするページのタブを選びます。

Event Edit: Event Edit

イベント・エディットは、選択したコード・バリエーションのMIDI
イベントを1 個ごとエディットすることができるページです。例え
ば、ノートを取り替えたり、そのノートの強さ（ベロシティ）など
変えることができます。

画面やパラメーターはスタイル・レコード・モードの Event Edit
ページと同等です。手順やエディットするイベントの情報は 110
ページ“Event Edit: Event Edit”をご覧ください。

Event Edit: Filter

イベント・エディット・ページに表示されるイベントのタイプを選
択するページです。

表示するイベント・タイプは、フィルターをオフ（チェックを外す）
にしてください。

Note: イベントの中にはグレー表示になっていてエディットできな
いものがあります。これは、そのイベントがパッド内ではエディッ
トできないためです。

画面やパラメーターはスタイル・レコード・モードのイベント・エ
ディット、Filterページと同等です。
パラメーターの詳細は112 ページ“Event Edit: Filter”をご覧く
ださい。

モード名 エディット・セクション名

パッド・
トラック
の情報

ページ・メニュー・
ボタン

パラメーター・
エリア

タブ

モード名 エディット・セクション

パラメーター・
エリア

タブ

ページ・メニュー・
ボタン

ページ・ヘッダー ページ・メニュー・
ボタン

タブ

イベント・
リスト

ページ・サブ・
ヘッダー

スクロール・バー
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Pad Edit: Quantize

レコーディング後に、タイミングが正確でない部分を直したり、グ
ルーヴ感を加えるために、クォンタイズ機能を使用します。

パラメーターを設定し、Executeボタンをタッチして実行します。

CV（コード・バリエーション）
エディット対象にするコード・バリエーションを設定します。

Resolution（レゾリューション）
レコーディング後の分解能を設定します（113ページ“Resolution
（レゾリューション）”参照）。

Start / End Tick（開始終了位置）
クォンタイズする範囲の開始位置と終了位置を設定します。

Bottom / Top Note（上限下限ノート）
クォンタイズするキーボード・レンジの上限と下限を設定します。

Executeボタン
設定した操作を実行するときに、このボタンをタッチします。

Pad Edit: Transpose
選択トラックのトランスポーズをします。

Note:トランスポーズ後、パッド・レコード・モードのメイン・ペー
ジ（126 ページ参照）の“Key/ Chord”パラメーターを必ず再調
整してください。

パラメーターを設定し、Executeボタンをタッチして実行します。

CV（コード・バリエーション）
エディット対象にするコード・バリエーションを設定します。

Value（トランスポーズ値）
トランスポーズ値（±127半音）を設定します。

Start / End Tick（開始終了位置）
トランスポーズする範囲の開始位置と終了位置を設定します。

Bottom / Top Note（上限下限ノート）
トランスポーズするキーボード・レンジの上限と下限を設定します。

Execute ボタン
設定した操作を実行するときに、このボタンをタッチします。

Pad Edit: Velocity

選択トラックのベロシティ（ダイナミクス）値を設定するページです。

パラメーターを設定し、Execute ボタンをタッチして実行します。

CV（コード・バリエーション）
エディット対象にするコード・バリエーションを設定します。

Value（変化値）
ベロシティの変化値（±127）を設定します。

Intensity（強さ）
アドバンス・モード：“Curve”で選んだ指定するカーブへ向かって、
音量が調節される強さを設定します。

Curve（カーブ）
アドバンス・モード：ベロシティ・カーブを 6 種類の中から選びま
す。音量が時間の経過に従ってどう変化するかを指定します。

Start / End Vel. Value（開始終了ベロシティ）
アドバンス・モード：開始やエンディング時の、ベロシティ変化を、
選ばれた範囲内で動くようにします。

Start / End Tick（開始終了位置）
変化の対象となる範囲の開始位置と終了位置を設定します。

Bottom / Top Note（上限下限ノート）
変化の対象となるキーボード・レンジの上限と下限を設定します。

Advanced（上級機能）
チェックを付けるとアドバンス・モードに入り、“Intensity”、
“Curve”、“Start Vel. Value”と“End Vel. Value”パラメーター
をエディットすることができます。

Execute ボタン
設定した操作を実行するときに、このボタンをタッチします。
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Pad Edit: Cut

選択トラックのコード・バリエーションから選んだ小節（または一
連の小節）を速く削除することができます。
削除された以降の小節のイベントは前に移動します。

パラメーターを設定した後Executeボタンをタッチして実行します。

CV（コード・バリエーション）
エディット対象にするコード・バリエーションを設定します。

Start（開始小節）
削除される最初の小節。

Length（小節の長さ）
削除される小節数。

Execute ボタン
設定した操作を実行するときに、このボタンをタッチします。

Pad Edit: Delete

パッドからMIDIイベントを削除します。
この機能は、パターンから小節は削除しません。小節を丸ごと削除
するときは、129ページ“Pad Edit: Cut”で行います。

パラメーターを設定した後Executeボタンをタッチして実行します。

CV（コード・バリエーション）
エディット対象にするコード・バリエーションを設定します。

Event（イベント・タイプ）
削除するMIDIのイベント・タイプを選びます。
タイプの詳細は 115 ページ“Event（イベント・タイプ）”をご覧
ください。

Start / End Tick（開始終了位置）
ノートを削除する範囲の開始位置と終了位置を設定します。

Bottom / Top Note（上限下限ノート）
ノートを削除するキーボード・レンジの上限と下限を設定します。

Note: このパラメーターは、“All”または“Note”を選択したとき
にのみ設定できます。

Executeボタン
設定した操作を実行するときに、このボタンをタッチします。

Pad Edit: Delete All

選択したコード・バリエーション、またはパッド全体をまとめて削
除します。

パラメーターを設定した後Executeボタンをタッチして実行します。

CV（コード・バリエーション）
削除するコード・バリエーションを選択します。

All すべてのコード・バリエーションを選択します。パッド
全体が削除され、すべてのパラメーターが初期値にリ
セットされます。

CV1..CV6
1つのコード・バリエーションを選択します。

Executeボタン
設定した操作を実行するときに、このボタンをタッチします。

Pad Edit: Copy from Style

トラックをスタイルからコピーすることができて、それをパッド・パ
ターンに変更することができます。

Warning:コピーを実行すると、コピー先にすでにあったデータはす
べて上書きされて削除されますのでご注意ください。

パラメーターを設定した後Executeボタンをタッチして実行します。

Note: たくさんのイベントを同一チック上にコピーすると、“Too
many events!（イベントが多すぎます！）”というメッセージが表
示されて、自動的に機能が中止されます。

Note: 既存のコード・バリエーションの上にコピーしても、プログ
ラム・チェンジ・データはコピーされないので、そのコード・バリ
エーションに元々設定されていたプログラムは変更されません。
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From Style（コピー元のスタイル）
トラックをコピーする元のスタイルを選びます。Select... ボタンを
タッチして、スタイル選択ウィンドウで選択します。

From E/CV
（スタイル・エレメント/ コード・バリエーション）
コピー元のスタイル・エレメントとコード・バリエーションを選択
します。

Var1...End2
1つのスタイル・エレメント（すべてのコード・バリエー
ション）をコピーします。

V1-CV1...E2-CV2
1つのコード・バリエーションをコピーします。

From Track（コピー元のトラック）
コピー元のトラックを選択します。

Drum-Acc5
スタイル・エレメント、またはコード・バリエーション
の1つのトラックがコピーされます。

To CV（コピー先のコード・バリエーション）
コピー先のパッド内のコード・バリエーションを選択します。

CV1...CV6
コピー先のコード・バリエーションを選びます。

Executeボタン
設定した操作を実行するときに、このボタンをタッチします。

Pad Edit: Copy from Pad

コード・バリエーションを異なるパッドからコピーすることができ
ます。また全部のパッドをコピーすることができます。

Warning:コピーを実行すると、コピー先にすでにあったデータはす
べて上書きされて削除されますのでご注意ください。

パラメーターを設定した後Executeボタンをタッチして実行します。

Note: たくさんのイベントを同一チック上にコピーすると、“Too
many events!（イベントが多すぎます！）”というメッセージが表
示されて、自動的に機能が中止されます。

Note: 既存のコード・バリエーションの上にコピーしても、プログ
ラム・チェンジ・データはコピーされないので、そのコード・バリ
エーションに元々設定されていたプログラムは変更されません。

From Pad（コピー元のパッド）
コード・バリエーションをコピーする元のパッドを選びます。
Select... ボタンをタッチして、パッド選択ウィンドウで選択します。

From CV（コピー元のコード・バリエーション）
コピー元のコード・バリエーションを選びます。

All すべてのコード・バリエーション（全部のパッド）をコ
ピーします。これを選択すると、コピー先が All に自動
設定されるので、コピー先を変更することはできません。

CV1...CV6
1つのコード・バリエーションをコピーします。

To CV（コピー先のコード・バリエーション）
コピー先のパッドが含まれるコード・バリエーションを選びます。

CV1...CV6
コピー先のコード・バリエーションを選びます。“From
CV”が“All”のときは、自動的にここが“All”になります。

Execute ボタン
設定した操作を実行するときに、このボタンをタッチします。

Pad Track Controls:
Sound/Expression

このページでは、パッドにサウンドを割り当てたり、音量（CC#07）
やエクスプレッション（CC#11）の値を調節したり、その他のパラ
メーター（Keyboard Range、Track Type、Trigger Mode、
Tension andWrap Around）を設定します。

サウンドとバンク
パッド・トラックに割り当てられるサウンドを選択します。

Pad Type（パッド・タイプ）
パッドの音がワンプレイ・タイプかループ・タイプにするかを選択
します。

Note: パッド・レコード・モードで、このパラメーターが“One
Shot”に設定されるとしても、パターンは常にループして再生され
ます。

One Shot PAD キーのうちの 1 つを押すと、対応するパッドは一
度だけ演奏されます。
一度演奏するだけのヒットまたはシーケンス用です。

Loop PAD キーのうちの 1 つを押すと、対応するパッドは始
めからから終わりまで繰り返し演奏します。演奏を止め
るときは、パット・セクションの STOP キーを押しま
す。サイクル・シーケンス用です。

Expression（エクスプレッション）
パッド・トラックのエクスプレッション（CC#11）値を設定します。
この値は、イベント・エディット・リストの初めに表示されます。
エクスプレッションは、パッド間のバランスを取るように調整しま
す。例えば、録音しているパッドを他のパット・サウンドより、や
や控えめにするときは、少しこの値を下げます。

Volume（音量）
パッド・トラックのボリューム（CC#07）値を設定します。
設定値はエディットするか、録音するときに使われるだけで、この
値はパッドに保存されません。

Keyboard Range（キーボード・レンジ）
アレンジャー機能でトランスポーズしたときに、オリジナルの生楽
器と比べて演奏する音程が高すぎる（または低すぎる）パターン・
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ノートは自動的にトランスポーズされます。パッド楽器のサウンド
がより自然に聴こえます。

Note:録音中、キーボード・レンジの設定は無視されます。パッド・
トラックは鍵盤全域で演奏できます。

Trigger Mode（トリガー・モード）
トラック・タイプ = ドラムのときのみ : コードが変わったときに、
BassトラックまたはAcc1 ～ 5トラックのノートを新しいコード
に合わせます。

Off 新しいコードを弾くたびに、現在のノートが停止します。
パターン内で新しいノートが再生されるまで、そのト
ラックは無音になります。

Rt（リトリガー）
サウンドが停止し、認識されたコードに合った新しい
ノートが再生されます。

Rp（リピッチ）
すでに演奏されているノートのピッチを変更すること
で、認識されたコードに合ったノートが再生されます。
サウンドが途切れることはありません。ギター、ベース
のトラックに便利です。

Track Type（トラック・タイプ）
トラックのタイプを選択します。

Drum ドラム・トラック。このトラックは、アレンジャー機能
によってトランスポーズすることはありません。
ドラム・サウンドでできているドラム・キットのときに
使用します。

Bass ベース・トラック。このトラックは、コードが変わるた
び、常にルート（根音）を演奏します。

Acc アカンパニメント・トラック。このトラックは、メロ
ディーまたは和音の伴奏パターンのために、自由に使う
ことができます。

Gtr ギター・トラック。このトラックは、ギター・モードで
ギター演奏を作ります（105ページ“メイン・ページ -
Guitar Mode”参照）。
このタイプを選ぶと、“Tension”パラメーターはエ
ディットできなくなります。

Tension（テンション）
テンションは、スタイルのパターンに録音されていないノートでも、
実際に演奏されているテンション・ノート（9th、11th、13th）を
伴奏に追加します。このパラメーターは、認識されたコードに含ま
れているテンション・ノートを Accトラックに追加するかどうかを
設定します。

オン（チェック）
テンション・ノートを追加します。

オフ テンション・ノートは追加されません。

RX Noise（RXノイズ）
RXノイズの音量を調節します。すべてのタイプのトラック（RXノ
イズを含むサウンド）で調節することができます。

Humanize GTR（ヒューマナイズ・ギター）
ギター・トラックのノートの位置、ベロシティ、長さにランダムな
値を適用します（131 ページ“Track Type（トラック・タイプ）”
参照）。この制御は、他の種類のトラックに影響を及ぼしません。

Wrap Around（トランスポーズ制限）
パッド・トラック用の最高音域制限です。
パッド・パターンは、認識したコードによってトランスポーズしま
す。コードがあまりに高くなると、パッド・トラックもそれに従っ
て高くなり、不自然な音域で演奏されてしまいます。
値を設定すると、それに達した点で自動的に、音域を下げます。
パッド・レコード・モード（126ページ“Key/Chord（キー/コー
ド）”参照）のメイン・ページでセットされるコード根と比較して、
半音単位で最高12の半音まで設定することができます。

1...12 パッドのオリジナル・キーに対する最大のトランスポー
ズ値（半音単位）。

Pad Chord Table

コード・バリエーションを認識されたコードに割り当てるページで
す。コードが認識されると、アレンジャー機能によって、割り当てら
れたコード・バリエーションがパッド演奏として自動選択されます。

Chord Table（コード・テーブル）
各キーのコード・バリエーションを左欄のコードに割り当てます。

Import: Import SMF

インポートSMF機能は、外部シーケンサーで作成した SMFから読
み込んだインポートMIDIデータをコード・バリエーション上で作り
変えることができます。

外部シーケンサーでコード・バリエーションを作成するとき、パッ
ド・トラックをMIDIチャンネル#10 に割り当ててください。

Note:ロードできるのはフォーマット0のSMF だけです。

From Song（ロード元ソング）
ロードされるSMFの名前です。
Select ボタンをタッチして、ファイル選択ウィンドウを表示し、
“.SMF”ファイルを選びます。

Select... ボタン
ファイル選択ウィンドウを表示し、SMFをロードします。

Initialize（イニシャライズ）
SMF をロードするとき、ロード先のパッド・セッティング（キー /
コード、コード・テーブル、サウンド…）のすべての設定をリセッ
トするときは、チェックを付けます。

Hint:パッドの最初のコード・バリエーションをインポートするとき
に、“Initialize”パラメーターのチェックを付けたり、以下のコー
ド・バリエーションをインポートするときチェックを外すのは、有
効な手段です。
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To CV（ロード先のコード・バリエーション）
ロード先のコード・バリエーションを選びます。

Executeボタン
設定が終わったら、このボタンをタッチしてインポートを実行します。

Export SMF

エクスポートSMF機能は、コード・バリエーションをSMFで書き
出し、外部シーケンサーでエディットすることができます。

To Song（エクスポートするソング名）
エクスポートするSMFの名前（編集不可）です。自動的に、割り当
てられた名前は、エクスポートされるコード・バリエーションと同
じものです。

From CV（エクスポートするコード・バリエーション）
このポップアップ・メニューから現在のパッドからエクスポートす
るコード・バリエーションを選択します。

Executeボタン
すべての設定が終わったら、エクスポートを実行します。
ボタンをタッチすると、ファイルの選択ウィンドウが表示されます。
ターゲット・デバイスとディレクトリを選び、Saveボタンをタッチ
します。

ページ・メニュー
ページ・メニュー・アイコンをタッチして、ページ・メニューを表
示します。
各コマンドを選択します。コマンドを選ばないでメニューを閉じる
ときは、画面のページ・メニュー以外の部分をタッチします。

Write Pad（パッドの保存）
本体メモリにパッドを保存するときに、このコマンドを選択して
Write Padダイアログ・ボックスを開けます。
詳細は 132 ページ“Write Pad ダイアログ・ボックス”をご覧く
ださい。

Undo（アンドゥー）
メイン・ページといくつかのパッド・レコード・モードのページで
有効です。

録音のときに、最新の録音されたデータをキャンセルして、前の状況
を回復します。もう一度選ぶと、再び録音されたデータを元に戻す
（“Redo”機能）ことができます。

Delete Pad Track（パッド・トラックの削除）
メイン・ページにのみ有効です。パッド・トラックを削除するとき
に選択します。

Overdub Step Recording（オーバーダブ・ステップ録音）
メイン・ページにのみ有効です。オーバーダブ・ステップ録音を開
始するときに選択します。
詳細はスタイル・レコード・モードの123ページ“オーバーダブ・
ステップ録音 ウィンドウ”をご覧ください。

Exit from Record（録音を終了する）
パッドの録音を保存しないで、録音を終了するとき選択します。

Write Padダイアログ・ボックス

ページ・メニューからWrite Padを選ぶと、このウィンドウが表示
されます。
ここでは、パッド・バンクに録音やエディットされたスタイルを保
存することができます。

パッドで保存されるパラメーターは、本書内の シンボルで記載
されています。

Name

保存されるパッドの名前です。 （テキスト編集）ボタンをタッチ

して、テキスト編集ウィンドウを表示します。

Pad Bank（保存先のパッド・バンク）
保存先のパッド・バンクを選択します。

Pad（保存先のパッド）
保存先のパッドを選択します。TEMPO/VALUE ダイヤルでパッド
を選びます。

Note: パッドを保存するときは通常ユーザー・パッドに書き込みま
す。ただし、203 ページ“Factory Style and Pad Protect”の
チェックを外すと工場出荷時のパッドに上書きすることもできるよ
うになります。

Select... ボタン
保存先のバンクやパッドをパッド選択ウィンドウで選びます。
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ソング・プレイ・モードで、ソング・データを聞くことができます。
本機には 2つのシーケンサーが搭載されているので、2 曲同時再生
が可能です。また、ライブ演奏時に 2 曲間でミックスするときに便
利です。
ソングは、スタンダードMIDIファイル,またはKaraokeフォーマッ
トでできています。
さらに、最大4パートで構成されるリアルタイム・トラック（UPPER
1～ 3、LOWER）でソングに合わせて演奏することができます。
また、パフォーマンスとSTS を選ぶと、リアルタイム・トラックに
異なるサウンドやエフェクトを選ぶこともできます。
ソング・プレイ・モードでは、必要な音楽ジャンルのために自動的
にソングを選択するソングブック機能を使用することができます。
ソングブックのそれぞれのソング・エントリーに対しても、最高 4
つまでのSTS を登録できます。
ソング・プレイ・モードは、イージー・モード（8 ページ）でも使
用することができます。

トランスポート・コントロール

本機の2つのシーケンサーそれぞれに、別個のトランスポート・コ
ントロールが使えます。
SEQUENCER1セクションのキーでシーケンサー 1を、
SEQUENCER2セクションのキーでシーケンサー 2をそれぞれコ
ントロールします。詳細は、16ページ“SEQUENCER 1トラン
スポート・コントロール”を参照してください。

MIDI クロック

ソング・プレイ・モードでは MIDI クロックが MIDI または USB
（190ページ“Clock Source”参照）に設定されていても、常に内
蔵シーケンサーから生成されます。
本機がこのモードのときは、MIDI IN からは MIDI クロック・メッ
セージを受信することができません。また本機は、シーケンサー1
で生成されたMIDIクロック・メッセージのみを送信します。
MIDIクロック・メッセージを送信するときは、“Clock Send”パラ
メーターを有効にしてください（190ページ“Clock Send”参照）。

テンポ・ロックとリンク・モード

新しいソングを選ぶとき、テンポを変更したくないときは、テンポ・
ロック機能をオンにします。
TEMPO LOCK キーの LED が点灯しているときは、TEMPO/
VALUEダイヤルで変更することができます。
テンポ・ロック機能が有効なとき、リンク・モードも有効になりま
す（150 ページ“Link Mode（テンポ・リンク・モード）”参照）。
この機能は、両方のシーケンサーを同じテンポで動かします。

マスター・ボリューム、シーケン
サー・ボリューム、バランス

MASTER VOLUME スライダーは本機全体の音量をコントロール
しますが、BALANCE スライダー（MASTER VOLUMEスライダー
の横）は、ソングとリアルタイム、パッド・トラックの音量バラン
スを調整します。

シーケンサーのBALANCEスライダーは、シーケンサー1とシーケ
ンサー2の音量ミックス・バランスをとります。
両シーケンサーとも最大音量にするには、スライダーを中央の位置
に設定してください。

トラック・パラメーター

ソング・プレイ・モードで作られるリアルタイム・トラック設定は、
パフォーマンスに保存されます。パフォーマンスを選択するだけで、
異なった設定を瞬時に呼び出すことができます。
パン、ボリューム、および FXセンドのようなソング・トラックの設
定はMIDIファイルに依存します。
ソング・プレイ・モードで作られたソング・トラックの変化は、リ
アルタイムでコントロールすることを目的にしていて、MIDIファイ
ルには保存できません。
いろいろなソング・パラメーターの変更を保存するときは、シーケ
ンサー・モードでMIDIファイルをエディットしてください。

スタンダードMIDI ファイルと
サウンド
本機の元々のソング・ファイル形式はスタンダード MIDI ファイル
（SMF）です。これはすべてのメーカーによって設定された業界規格
です。このファイルはどの楽器やコンピューターでも読むことがで
きます。ただし、多少の違いがあり、1 つは、各トラックが再生す
るサウンドです。
本機のソング・モードで General MIDI サウンドだけ使ってソング
を録音した場合、そのソングはどの楽器やコンピューターでも再生
できますが、コルグ独自のサウンドで録音した場合は、他社の楽器
で全く同じサウンドで再現することはできません。
ソング・プレイ・モードでSMF を読み込む場合、General MIDI サ
ウンドのみで作られたソング・ファイルは問題なく読み込めます。
別の楽器で作成したソングを再生する場合、サウンドが異なって聞
こえることがあります。本機は他の規格外のフォーマットとも幅広
い互換性がありますが、相違が生じることはあり得ます。
その場合はシーケンサー・モードでSMF をロードしてから、一致し
ないサウンドの代わりに、本機の似たようなサウンドの再割り当て

ソング・プレイ・モード

本機全体の音量

ソングと
リアルタイム、
パッド・トラックの
バランス

シーケンサー 1 シーケンサー 2
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をします。これをSMF としてもう 1度保存すれば、ソング・プレ
イ・モードで本機のプログラムを使って再生できます。

NRPNサウンド・パラメーター

GMに対応したスタンダードMIDIファイルは、NRPN（#99、98）
コントロール・チェンジ・メッセージを含みます。これらのメッセー
ジが、ソング再生を始める前に若干のパラメーターを修正するため
に使われます。
本機が認識するNRPNメッセージ以下の通りです

Note: ソングを止めるか、新しいソングを選ぶと、これらのコント
ロールはリセットされます。

リアルタイム、パッドと
シーケンサー・トラック
本機には2つのシーケンサーが搭載されています。
各ソングは最大 16 トラック、全部で32 のシーケンサー・トラッ
クが再生できます。これに加えて鍵盤で、最大 4パートのリアルタ
イム・トラック（UPPER 1 ～ 3、LOWER）を演奏できます。こ
れらのトラックの音量、ミュート設定、サウンドの選択は、ソング・
プレイ・モードのメイン・ページで行います（下図参照）。
ソング・プレイ・モードでは、このモードに移る直前に使用されて
いたスタイルのSTSかパフォーマンスを選ぶことができます。

異なるSTS のセットを選ぶためには、最初に今とは異なるスタイル
を選ぶ必要があります。

リアルタイム・トラックに加えて、異なるスタイルまたはソングブッ
クを選ぶ場合に、パッドに割り当てられるサウンドが変わるときが
あります。
スタイル・プレイ・モードからソング・プレイ・モードに切り替え
ても、リアルタイム・トラックはスタイル・プレイ・モード時のま
ま変わりません。

メイン・ページ（通常画面）
別のモードのときに、SONG PLAY キーを押すと、ソング・プレ
イ・モードのメイン・ページが表示されます。

Note: スタイル・プレイ・モードからソング・プレイ・モードに切
り替えると、ソング・セットアップが自動選択されます。また、各
種トラック・パラメーターも変更されることがあります。

メニュー・ページ、またはソング・プレイ・モードのエディット・
ページからこのページを表示させるには、EXIT キーか、SONG
PLAYキーを押します。
TRACK SELECTキーを押すたびに、リアルタイム・トラック表示
とソング・トラック表示を切り替えます。TRACK SELECT キーを
1度押すとトラック1～8が表示され、もう1度押すとトラック9
～16が表示されます。さらにもう1度押すとリアルタイム・トラッ
ク表示に戻ります。
139ページからの“ソング・トラック1-8 、9-16 、ページ”and
“音量パネル”を参照してください。

NRPN
CC#99
（MSB）

CC#98
（LSB）

CC#06
（Data Entry）

Vibrato Rate 1 8 0...127（a）

（a） 64 = オリジナル・パラメーターの値の変化はありません。

Vibrato Depth 1 9 0...127（a）

Vibrato Delay 1 10 0...127（a）

Filter Cutoff 1 32 0...127（a）

Resonance 1 33 0...127（a）

EG Attack Time 1 99 0...127（a）

EGDecay Time 1 100 0...127（a）

EG Release Time 1 102 0...127（a）

Drum Filter Cutoff 20 dd （b）

（b） dd = ドラム楽器 No. 0...127 （C0...C8）

0...127（a）

Drum Filter Resonance 21 dd（b） 0...127（a）

Drum EG Attack Time 22 dd（b） 0...127（a）

Drum EG Decay Time 23 dd（b） 0...127（a）

Drum Coarse Tune 24 dd（b） 0...127（a）

Drum Fine Tune 25 dd（b） 0...127（a）

Drum Volume 26 dd（b） 0...127

Drum Panpot 28 dd（b） 0...127（a）

Drum Rev Send（FX 1） 29 dd（b） 0...127（a）

Drum Mod Send（FX 2） 30 dd（b） 0...127（a）

ここをタッチ
してスタイル
を選択

ここをタッチ
してパフォー
マンスを選択

キーボド・ト
ラックの音量
と状態（プレ
イ/ ミュート）

ソング・エリア ページ・ヘッダー ページ・メニュー・ボタン

スタイ
ル・エ
リア

パフォー
マンス/
STSエ
リア

リアルタ
イム・ト
ラック・
エリア

パネル
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ページ・ヘッダー
現在のモードとトランスポーズ、および認識したコードを表示します。

モード名
現在のモード名です。

マスター・トランスポーズ
マスター・トランスポーズの値が半音単位で表示されます。この値
は、フロント・パネルのTRANSPOSE キーを使って設定できます。

Note: 異なるパフォーマンスを選ぶと、トランスポーズが自動的に
変わる場合があります。コルグPaシリーズで作成したスタンダード
MIDIファイルをロードすると、変わる場合もあります。

トランスポーズをしたくないときは、グローバル設定のマスター・ト
ランスポーズ・パラメーターの設定を“lock”（186ページ“General
Controls: Lock”参照）にしてから、グローバル設定を保存してく
ださい（194ページ“Write Global - Global Setup ダイアログ・
ボックス”参照）。

自動認識されたコード名
鍵盤でコードを弾いたとき、認識したコード名が表示されます。フ
ロント・パネルの ACCOMP. キーの LED が消灯になっているとき
は、コードが表示されません（14ページ参照）。

ページ・メニュー・ボタン
ページ・メニュー・ボタンをタッチしてページ・メニューを表示し
ます。詳細は151ページ“ページ・メニュー”をご覧ください。

ソング・エリア
ここにはソングの選択したタイプに関わるパラメーターと共にソン
グ名が表示されます。

これは、スタンダードMIDIファイル、またはカラオケ・ファイルが
選ばれたときの表示例です。

シーケンサー1、2
異なるソングは、2台の搭載されたシーケンサー（SEQ1と SEQ2）
の各々に割り当てられます。各シーケンサーは、それぞれ独自のパ
ラメーターを持ちます。

ソング・タイプ・アイコン
異なるタイプのソングを、シーケンサーに割り当てることができま
す。
このアイコンは、ソングのファイル・タイプを示します。

スタンダード MIDI ファイルは、たびたび SMF と省略
（ファイル拡張子：*.MID、.KAR）されます。SMF（*.MID）
は業界標準のソング・フォーマットです。本機で、新し
いソングを録音するときの、基本となるフォーマットで
す。MIDIのカラオケ・ファイル（*.KAR）は、SMFフォー
マットの拡張版です。

シーケンサー1のみ割り当てることができます。ジュー
クボックス・ファイル（ファイル拡張子：*.JBX）はシー
ケンサー1に割り当てます。しかし、その名前はこのエ
リアに表示できません。JBXアイコンはジュークボック
ス・リストの現在選ばれたソングの名前と共に表示され
ます。

Note: ジュークボックス・ファイルを作成、エディット
は、ジュークボックス・エディット・ページ（148ペー
ジ参照）で行います。

ソング名
対応するシーケンサーに割り当てられたソングの名前を表示します。

・ すでに選ばれたシーケンサー（反転表示）の場合は、ソング名を
タッチしてソング選択ウィンドウを表示します。

・ まだ選んでないシーケンサーの場合は、選択した（反転表示）後、
ソング名をタッチしてソング選択ウィンドウを表示します。

ソング選択ウィンドウを表示されているときに、ソング、または
ジュークボックス・ファイル（78 ページ“ソング選択ウィンドウ”
参照）を選ぶことができます。
シーケンサーの再生中に別のソングを選ぶと、ソングの再生が停止
して、新たに選んだソングが再生待ちの状態になります。
ソングを選ぶもう1つの方法は、フロント・パネルのシーケンサー・
トランスポートのSONG　SELECTキーを押します。
SONG　SELECTキーを続けて2度押すと、ソングのＩＤ番号を
選ぶことができます（79ページ“IDナンバーでソングを選ぶ”参照）。

拍子
スタンダードMIDIファイル、またはカラオケ・ファイルが選ばれた
とき、このパラメーターが表示されます。
現在のソングの拍子表示になります

小節番号
スタンダードMIDIファイル、またはカラオケ・ファイルが選ばれた
とき、このパラメーターが表示されます。
現在の小節番号表示になります。

テンポ
スタンダードMIDIファイル、またはカラオケ・ファイルが選ばれた
とき、このパラメーターが表示されます。
メトロノームのテンポになります。このパラメーターを選んで（反
転表示）から、TEMPO/VALUEダイヤルで値を変更します。
別の方法として、このパラメーターを選択しなくても、SHIFTキー
を押しながら、TEMPO/VALUE ダイヤルを回すことで、現在選択
中のシーケンサーに割り当てられたソングのテンポを変えることが
できます。

Hint:メイン・ページでどちらかのシーケンサーが選ばれているとき
に、選択されてないシーケンサーのテンポ表示部分をタッチする（反
転表示）ことで交互にテンポのみを変更することができます。例え
ば、シーケンサー1を選んでいるときに、シーケンサー2のテンポ
表示部分をタッチし（反転表示）ます。そのまま TEMPO/VALUE
ダイヤルを回すとシーケンサー2のテンポが、SHIFTキーを押しな
がら、TEMPO/VALUEダイヤルを回すとシーケンサー1のテンポ
を変更することができます。

モード名 マスター・
トランスポーズ

自動認識された
コード名

シーケンサー 2

シーケンサー 1

ソング・ネーム

拍子 小節番号

ソング・タイプ・アイコン

テンポ
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スタイル・エリア
現在選ばれているスタイル名です。
スタイル・プレイ・モードに切り替えたとき、再生するソングのス
タイルを選ぶことができます。これにより、パッドとSTS 設定（パッ
ドとSTSがスタイルによって呼び出される）も変更されます。
スタイル名をタッチして、スタイル選択ウィンドウを表示します。
もう一つの方法として、フロント・パネルのSTYLE SELECTキー
を押してスタイル・バンクを選ぶことで、スタイル選択ウィンドウ
を表示することもできます。

パフォーマンス /STSエリア
パフォーマンス、またはSTS名が表示されます。

パフォーマンス、またはSTSの選択
現在選ばれているパフォーマンス（PERF）またはシングル・タッ
チ・セッティング（STS）の表示です。
パフォーマンス名をタッチして、パフォーマンス選択ウィンドウを
表示します。
もう一つの方法として、フロント・パネルの PERFORMANCE/
SOUND SELECTキーを押してバンクを選ぶことで、パフォーマン
ス選択ウィンドウを表示することもできます。
現在選ばれているスタイルと異なるSTS を選択するときは、画面下
のフロント・パネルの SINGLE TOUCH SETTING キーの 1つを
選びます。

リアルタイム・トラック・エリア
リアルタイム・トラックの表示です。

サウンド名
各リアルタイム・トラックに割り当てられたサウンドの名前です。

・ すでに選ばれたトラック（反転表示）の場合は、サウンド名をタッ
チしてサウンド選択ウィンドウを表示します。

・ まだ選んでないトラックの場合は、選択した（反転表示）後、サ
ウンド名をタッチしてサウンド選択ウィンドウを表示します。

サウンド選択ウィンドウの詳細については、76ページ“サウンド選
択ウィンドウ”をご覧ください。

トラックのオクターブ・トランスポーズ
エディット不可：各トラックの個々のオクターブ・トランスポーズ
値です。ソング・プレイ・モードの“Mixer/Tuning: Tuning”でエ
ディットを行います（90ページ“Mixer/Tuning: Tuning”参照）。
すべてのアッパー・トラックのトランスポーズは、フロント・パネ
ルの UPPER OCTAVE キーを使ってトランスポーズすることもで
きます。

リアルタイム・トラック名
エディット不可：各トラックの名前です。

サウンド・バンク・アイコン
このアイコンは、現在のサウンドが属しているバンク名を図示した
ものです。

トラックの状態
現在のトラックのプレイ /ミュートを表示します。
プレイ / ミュートを切り替えるには、サウンド・バンク・アイコン
をタッチします。

無し プレイ：トラックの音が出ます。

ミュート：トラックを消音します。

パネル
メイン・ページの下半分には、いろいろなパネルを表示します。タ
ブをタッチして選択することで、パネル表示切り替えます。
詳しくは、139ページ以降の、関連するセクションの情報をご覧く
ださい。

選択したスタイル

選択したパフォーマンス、
または STS

サウンド名
トラック名

トラックのオクターブ・トランスポーズ

サウンド・
バンク・
アイコン

トラック状態

省略形 トラック 鍵盤の ...

UP1 アッパー 1 右手側

UP2 アッパー 2

UP3 アッパー 3

LOW ロワー 左手側

音量パネル l

タブ
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ソング・トラック1-8、9-16

TRACK SELECTキーを繰り返し押すことで、通常画面（リアルタ
イム・トラック）、ソング・トラック 1-8 画面、ソング・トラック
9-16 画面と切り替わります。なお、ソング・トラック表示のとき
は、ソング・トラックのパラメーターを示すために、メイン・ペー
ジの表示が通常画面となります。

再び TRACK SELECT キーを押すことで、通常画面（リアルタイ
ム・トラック）に戻ります（136ページ“メイン・ページ”参照）。

ソング・エリア
レイアウトが異なりますが、通常画面（リアルタイム・トラック）と
同じ内容です。

選択したトラック情報
選んでいるトラックのサウンド情報を表示します。ほとんどのエ
ディット・ページに表示されますが、いくつかのエディット・ペー
ジには表示されません。

トラック名
選んだトラックの名前

サウンド名
選んでいるトラックに割り当てられているサウンドです。
この部分をタッチすると、サウンド選択ウィンドウが表示され、異
なるサウンドを選ぶことができます。

サウンド・バンク
選んだサウンドが属しているバンクです。

プログラム・チェンジ
プログラム・チェンジの数列です（バンク・セレクトMSB. バンク・
セレクト LSB. プログラム・チェンジ）。

サウンド・エリア
8つのトラックのサウンド・バンクとトランスポーズを表示します。

オクターブ・トランスポーズ
エディット不可：ここではエディットできません。このアイコンは
各トラックのオクターブ単位のトランスポーズを表示します。
この値を変えるときは、スタイル・プレイ・モードの 90 ページ
“Mixer/Tuning: Tuning”で設定します。

サウンド・バンク・アイコン
このアイコンは、現在のサウンドが属しているバンクを示していま
す。選択するときは、最初に対応するトラックのこのアイコンをタッ
チしてください（詳細な情報が、選択したトラック情報に表示され
ます）。
もう一度このアイコンをタッチすると、サウンド選択ウィンドウが
表示されます。

音量パネル

“Volume”タブをタッチして、このページを表示します。ここで各
トラックの状態（プレイ /ミュート）と音量を調整します。
TRACK SELECT キーを押すたびに、通常画面（リアルタイム・ト
ラック）とトラック1-8画面、トラック9-16画面に切り替わります。

通常画面（リアルタイム・トラック）

トラック1-8画面（独立ソング・トラック1-8）

トラック9-16画面（独立ソング・トラック9-16）

仮想スライダー（トラック音量）
仮想スライダーは、トラックの音量をグラフィック表示したもので
す。音量を変えるトラックをタッチして（スライダー部分反転表示）、
TEMPO/VALUE ダイヤルを回して値を変えます。また、画面上で
スライダーをタッチしたまま上下に移動（ドラッグ）して値を変え
ることもできます。

選択したト
ラックの情報

サウンド・
エリア

トラック名

ソング・エリア

トラック名

サウンド名

サウンド・バンク

プログラム・チェンジ

ソング・トラックのオクターブ・トランスポーズ

サウンド・バンク・アイコン

仮想スライダー

トラックの状態アイコン
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リアルタイム・トラックの音量の設定はパフォーマンスに保存でき
ますが、ソング・トラックの音量は保存できません。

トラック状態アイコン
トラックの状態（プレイ / ミュート）がアイコンで表示します。ト
ラックを選んだあと、もう一度そのトラック・エリアをタッチする
と状態が切り替わります。
リアルタイム・トラックの状態は、パフォーマンス、またはSTSに
保存することができます。詳細は138ページ“トラックの状態”を
ご覧ください。

プレイ：トラックの音がでます。

ミュート：トラックを消音します。

Note:ページ・メニューからWrite Global-Song Play Setupコマ
ンドを選び、Global-Song Play Setupを保存することで、異なる
スタンダードMIDIファイルを選んでも、トラックの状態を保持する
ことができます。
例えば、低音のトラックをミュートして、ステージで、ベースだけ
をライブな状態で演奏することができます。しかし、Paシリーズで
作成したスタンダードMIDIファイルを読み込んだときは、状況が異
なります。これは、各トラックの状態を無視する特別なコマンドを
含んでいるためです。

トラック名
スライダーの下に各トラック略名が表示されます。
TRACK SELECT キーを使ってトラック画面を切り替えます。

UPPER1...3　アッパー・トラック

LOWER 　ロワー・トラック

T01...T16　ソング・トラック *

*：各トラックの音量は記憶できません。

ジュークボックス・パネル
シーケンサー1 では、ソングの代わりにジュークボックス・ファイ
ル（拡張子“.JBX”の付いたファイル）を選択でき、このジューク
ボックス・パネルでリスト表示にして閲覧することができます。
表示されたソングを選んで再生することができます。
また、複数のソングをわざわざ選択しなくても、ジュークボックス
のように、続けてソングを再生したり、並び替えて再生することも
できます。

Note: ジュークボックス・ファイルはシーケンサー1にのみ割り当
てることができます。

Note: ジュークボックス・パネルは、ジュークボックス・ファイル
をロードした後に利用できます。

Hint:ジュークボックス・ファイルは、ジュークボックス・エディッ
ト・ページで作成、およびエディットをします（148ページ参照）。
ジュークボックス・リストをつくる速い方法は、ソング選択ウィン
ドウ（78 ページ参照）を開いて Play All ボタンをタッチすること
です。

Warning:現在再生中のジュークボックス・リストに入っているソン
グの1 つを削除してしまうと、シーケンサーが停止し、“No Song
（ソングがありません）”というメッセージが表示されます。
この場合は、ジュークボックス・タブをタッチしてジュークボック
ス・パネルを開いて異なるソングを選んでください。

もう一つの方法として、SHIFTキーを押しながらSEQUENCER 1
セクションの >>キーを押して次のソングに進み、 （再生 /停止）
キーを押して再生を再開することもできます。

ソング・リスト
このリストでジュークボックス・リスト内のソング名を閲覧するこ
とができます。リストをスクロールするときは、スクロール・バー
を使います。

選択したソング
現在再生中のソングの名前です。画面の Select ボタンをタッチし
て、異なるソングを選びます。

Select ボタン
リストの選ばれたソング（反転表示）を、シーケンサー1 に割り当
てるために、このボタンをタッチします。
ソングが再生中の場合は、ボタンをタッチした時点で再生が止まり、
新たに選んだソングの再生が始まります。

ジュークボックス・ファイル
選ばれたジュークボックス・ファイルの名前。
このファイルのエディット方法は、148ページ“Jukebox Editor”
をご覧ください。

ジュークボックスのトランスポート・コント
ロール
ジュークボックス・ファイルを選択すると、シーケンサー1 のトラ
ンスポート・コントロールがソングとは多少異なる動きをします。

<<、>> 早戻し、早送りをします。
SHIFTキーを押しながらこのキーを押すと、

ジュークボックス・リストで前のソングまたは次のソン
グに移動します。

（ホーム）
現在のソングの先頭に戻ります。

（再生 /停止）

ソングの再生の開始と停止をします。

ソングの再生中にこのキーを押すと、現在の位置で停止
します。ソングの小節 1 の先頭に戻るときはホーム・
キーを押します。

ジュークボックスのファイルが表示されている場合は、
画面上の一行目にあるソングから再生を始めます（上記
ジュークボック・パネル参照）。

ソング・リスト ジュークボックス・
ファイル

選択したソング
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歌詞とマーカー・パネル

歌詞のサイド・タブ
パネルは、ソングに含まれる、または、ソングで“.TXT”ファイル
と保有している歌詞と、コードの省略形を表示します。以下のタイ
プの歌詞を見ることができます

・ スタンダードMIDI ファイルに含まれる歌詞

・ Karaoke ファイルに含まれる歌詞

・ スタンダードMIDIまたはKaraokeファイルと共に読み込まれた
“.TXT”ファイル（“Text files loaded with Standard MIDI
Files”参照）。

本機が認識できる標準のフォーマットと互換性を持つ場合だけ、歌
詞は表示されます。

Note: 本機では市販の歌詞データの形式のほとんどを読み込めます
が、英語のみの対応になります。画面は、日本語の歌詞データを表
示することができませんので、ご了承ください。

ソングが演奏されている間、テキストは画面の中にスクロールしな
がら表示されます。音楽に合わせて、歌詞の上にコードの省略形が
表示されます（オプション・サイド・タブ内の、“Show Chords”
パラメーター設定に依存します）。現在の位置の歌詞は、反転表示に
なります。

ソング・コード
MIDI ファイルに含まれるコードです。この表示は、歌詞の範囲内で
示されるコードより簡単に現在のコードが認識できます。

マスター・トランスポーズ
半音単位のマスター・トランスポーズの値です。この値は、パネル
上のTRANSPOSEキーで変更することができます。

現在のビート
現在再生中の拍子位置を表示します。

現在の小節
現在の小節番号を表示します。

選択しているシーケンサー（Seq. 1/Seq. 2）
サイド・タブをタッチして、表示するシーケンサー選びます。

STS
現在選択されている4つのシングル・タッチ・セッティング（STS）
の名前です。タッチして選ぶことができます。

マーカー・サイド・タブ
MIDI ファイルに含まれる標準ソング・マーカーを使って、ソング内
の特定の位置へ素早く移動することができます。また、必要に応じ
て、簡単にマーカー・ポイントを追加することもできます。
マーカー・パネルを表示するために、2 台のシーケンサーのうちの
1台と一致しているサイド・タブのうちの1つをタッチします。

Note:“Groove Quantize”が有効なときは、マーカーは使えません。

マーカーを追加する方法 : 
1. ソング・プレイ・モードでLyrics & Markタブをタッチし、Mark

Seq.1（またはMark Seq.2）ページを表示します。 

2. シーケンサー1（または2）の再生/停止キーを押して、ソング
の再生を始めます。

シーケンサーが動かない状態でも、マーカーを追加することはで
きます。 

3. マーカーを追加する位置になったときに、画面のAdd ボタンを
タッチします。

・小節の最初の拍子内で Addボタンをタッチすると、現在小節
の開始位置がマーカーとして保存されます。

・小節の最後の拍子内で Addボタンをタッチすると、現在小節
の次の小節の開始位置がマーカーとして保存されます。 

4. 同様にして必要なマーカーを追加します。 

5. シーケンサー1（または2）の再生/停止キーを押して、ソング
の再生を止めます。

マーカーへ移動する方法 

1. ソング・プレイ・モードでLyrics & Markタブをタッチし、Mark
Seq.1（またはMark Seq.2）ページを表示します。 

2. シーケンサー1（または2）の再生/停止キーを押して、ソング
の再生を始めます。 

3. 画面に表示されているマーカーから、移動するマーカーを選択
（タッチし）ます。ソングは、マーカーの次の小節の初めの位置
へ移動します。

マーカーをエディットする方法 

1. 画面のエディットされるマーカーを選択（タッチし）ます。 

2. 編集するマーカーをセットするために、画面のEditボタンをタッ
チします。エディット・マーカー・ウィンドウが表示されます。 

3. エディット・マーカー・ウィンドウ内で、マーカーの位置やマー
カー名をエディットします。

ソング・コード 現在のビート

画面オプ
ション

現在の小節

選択した
シーケン
サー

マスター・トランスポーズ

STS



140 ソング・プレイ・モード
STS名パネル
 

マーカーを削除する方法 
1. 画面の削除するマーカーを選択（タッチし）ます。 

2. 画面のDeleteボタンをタッチします。選択したマーカーを削除
します。

マーカーを保存する方法 :
エディットしたマーカーを保存するときは、画面のSave Mkボタン
をタッチします。
Lyrics & Mark タブのページが表示されていないときは、ページ・
メニューから“Save Song Marker Seq.1”、または“Save Song
Marker Seq.2”（マーカーを作成したシーケンサーに依存）を選択
します。
マーカーは、MIDI ファイルに保存されます。

Auto Scroll（自動スクロール）
再生中に常にその場所にあったマーカーを順次表示（自動スクロー
ル）させたいときは、このパラメーターにチェックを付けます。
スクロール・バーで表示域を変更（自動スクロールをしない）とき
は、このパラメーターのチェックを外します。

STS
現在選択されている4つのシングル・タッチ・セッティング（STS）
の名前です。タッチして選ぶことができます。

オプション・サイド・タブ
オプション・パネル・ページで表示内容を設定します。

画面コントロール
画面に歌詞が表示される形態を設定します。

Characters（フォント・サイズ）
フォントのサイズを選びます。小さい（Small）、または大きい（Big）
を選びます。

Show chords（コードの表示）
MIDI ファイルにコード情報が含まれるときは、このパラメーターに
チェックを付けると、画面の歌詞の上に対応するコードが表示され
ます。

スタンダード MIDI ファイルに含まれるテキ
スト・ファイル
“.TXT”ファイルが標準のMIDIファイルと同じディレクトリの中に
存在して、正確に同じ名前を共有するとき、“.MID”ファイルと一緒
にロードされ、Lyrics ページで表示することができます。例えば、
ファイル“MYSONG.TXT”が“MYSONG.MID”ファイルと同じ
ディレクトリの中に存在すれば、それは“.MID”ファイルと共にロー
ドされます。
しかし、普通の歌詞とは異なり、歌が再生する間、テキストは自動
的にスクロールしません。手動でそれをスクロールする必要があり
ます。ただ、フット・スイッチにページ・アップやページ・ダウン
を割り当ててページ単位でスクロールさせることもできます。

Note: 歌詞を含んでいるファイルと“.TXT”ファイルが同時にある
ときは、.TXT”ファイルが優先されます。

STS名パネル

4つの利用できるSTS の名前を確認、選択することができます。詳
細は86ページ“STS 名パネル”をご覧ください。

サブ・スケール・パネル

リアルタイム・トラックのためにサブ・スケールを確認、選択する
ことができます。詳細は 90 ページ“Mixer/Tuning: Sub Scale”
をご覧ください。

パッド・パネル

4 つのパッドに割り当てられヒットやシーケンスを確認、選択する
ことができます。詳細は86ページ“パッド・パネル”をご覧ください。

スプリット・パネル

リアルタイム・トラックのスプリット・ポイント点を確認、設定す
ることができます。詳細は 86 ページ“スプリット・パネル”をご
覧ください。
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エディット・メニュー

ソング・プレイ・モードの任意のページで MENUキーを押すと、画
面にソング・プレイ・モードのエディット・メニューが表示されま
す。メニューをタッチして、ソング・プレイ・モードのさまざまな
エディット・セクションに入ります。
エディット・メニュー画面から、メイン・ページに戻るときは、EXIT
キーか SONG PLAYキーを押します。または、エディット・メニュー
画面のMain Pageボタンをタッチして、戻ることもできます。
各エディット・ページにいるときは、MENUキーを押すとメニュー
画面に戻りますが、EXITキーかSONG PLAY キーを押すとスタイ
ル・プレイ・モードのメイン・ページに戻ります。

Note:いくつかのエディット・パラメーターは表示のみになります。
一般に、ソング・トラック・パラメーターはグローバルのソング・プ
レイ・セットアップに保存されていますが、リアルタイム・トラッ
ク・パラメーターは、パフォーマンスまたはソングブックSTS に保
存されます。

エディット・ページの構成

すべての編集ページがいくつかの基本設定を共有します。

モード名
現在のモードがソング・プレイであることを示します。

選択しているシーケンサー
エディット・ページに入る前に、メイン・ページのソング・エリア
で2台のシーケンサーのうちの1台を選びます。次項“エディット
中のシーケンサーの切り替え”をご覧ください。

エディット・セクション
これは現在のエディット・セクション名です。これはエディット・メ
ニュー（143ページ“エディット・メニュー”参照）のボタンのう
ちの1つと一致します。

ページ・メニュー・ボタン
このボタンをタッチしてページ・メニューを表示します（151ペー
ジ“ページ・メニュー”参照）。

パラメーター・エリア
各ページによって、いろいろなパラメーターを表示します。タブを
タッチして各ページを表示します。
パラメーターのタイプの詳細については、149ページ以降の各タブ・
ページをご覧ください。

タブ
エディットするページのタブを選びます。

エディット中のシーケンサーの切
り替え

エディット・セクションに入る前に選択されていたシーケンサーの
パラメーターがエディットできます。
現在の選ばれているシーケンサーは、常にページ・ヘッダに表示さ
れます。

シーケンサーを選択し直すときは、ソング・プレイ・モードのメイ
ン・ページへ戻り、編集するシーケンサーを選びます。選んだシー
ケンサーは、反転表示になります。

モード名
選択している
シーケンサー

選択した
トラック
の情報

ページ・メニュー・
ボタン

パラメーター・
エリア

タブ

エディット・
セクション
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Mixer/Tuning: Volume/Pan

このページは、リアルタイム・トラック、またはソング・トラック
ごとの音量とパンの設定をします。

Note: パフォーマンスまたは STS を保存するとき、ソング・パラ
メーターは保存できません。

Note: 異なるソングを選ぶとき、ミュートしたトラックはリセット
されます。

TRACK SELECT キーを押すたびに、リアルタイム・トラックとソ
ング・トラックが切り替わります。

Upper Volume Link
（アッパー・トラック音量リンク）
アッパー・トラックのうちの 1つの音量を変更すると、残りのアッ
パー・トラックの音量もそれに比例して一緒に変更することができ
ます。
チェックを付けると設定が有効になります。アッパー・トラックの
うちの1 つの音量を変更すると、残りのアッパー・トラックの音量
もそれに比例して一緒に変更されます。
このパラメーターの状態の保存は、スタイル・プレイ・モードのペー
ジ・メニュー、Write Global-Style Play Setup で行います（101
ページ“Write Global-Style Play Setup ダイアログ・ボックス”
参照）。

Note:このパラメーターは、98ページ“Preferences: Style Play
Setup”内のパラメーターと同じ物です。

Dry（ドライ）
このチェック・ボックスで直接（ドライ）音とエフェクト音の信号
の経路をオン、オフで設定します。

オン チェックを付けると、直接音と、エフェクト通過音を混
ぜた信号が出力に送られます。

オフ チェックを外すと、直接音はすべてエフェクトを通り、
エフェクト通過音だけの信号が出力に送られます。信号
は、エフェクトがステレオ・タイプのときにパンの設定
が有効になります。

Pan（パン）
ステレオ定位を設定します。

L-64...L-1 左ステレオ・チャンネル

C0　 センター

R+1...R+63 右ステレオ・チャンネル

Volume（音量）
各トラックの音量を設定します。

0...127 各トラック音量のMIDI値

プレイ/ ミュート・アイコン
トラックの状態を表示します。詳細は144ページ“プレイ /ミュー
ト・アイコン”をご覧ください。

プレイ：トラックの音がでます。

ミュート：トラック音を消音します。

Mixer/Tuning: FX Send
内蔵エフェクト・プロセッサーに入るトラックのダイレクト信号（エ
フェクトのかかっていない信号）のレベルを設定するページです。

Note: パフォーマンスまたは STS を保存するとき、ソング・パラ
メーターは保存できません。

本機のエフェクト・プロセッサーは並列に接続されているので、エ
フェクトをかけるダイレクト信号の量をパーセントで指定できます。
すべてのトラックの信号をエフェクトに送ると（ロータリー、ディ
ストーション、EQ等の“insert”エフェクトを使うとき）ちょうど
“Dry”パラメーターをオフにしたときと同じようになります。
ソング・プレイ・モードでは 4 つの内蔵エフェクト・プロセッサー
が使用できます。通常は以下のように使われます。

FX A シーケンサー1と2のためのリバーブ系エフェクト

FX B シーケンサー1と2のためのモジュレーション系エフェ
クト

FX C リアルタイム・トラックのための系エフェクト

FX D リアルタイム・トラックのためのモジュレーション系エ
フェクト

“Seq.2 FX Mode”パラメーターの状態に従い、シーケンサー2は
C/D エフェクト・ペア（150ページ参照）を使います。
さらに、シーケンサー・モードで 4 つのエフェクトを自由に使い分
けてソングをつくることができることができます（173 ページ
“Effects: FX Select”参照）。

Track Out L/R

FX Processor

Track Out L/R

FX Processor
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TRACK SELECTキーを押すたびに、リアルタイム・トラックとソ
ング・トラックが切り替わります。

Note:ソングの再生を止めるか、次に、再びソングを再生するか、ま
たは異なったソングを選択するとき、初期値のソング・トラックの
設定に戻ります。

センド・レベル（A...D）

0...127 エフェクトへ送るダイレクト信号のレベル

プレイ/ ミュート・アイコン
トラックの状態を表示します。詳細は140ページ“トラック状態ア
イコン”参照をご覧ください。

プレイ：トラックの音が出ます。

ミュート：トラックを消音します。

Mixer/Tuning: EQ Gain

各トラックの3バンド・イコライザー（EQ）の値を設定します。
TRACK SELECT キーを押すたびに、リアルタイム・トラックとソ
ング・トラックが切り替わります。

Note: EQは、シーケンサー1とシーケンサー2で別々の設定にな
ります。

Hint:トラックEQは、ソング・プレイ・モードの一般的な設定（グ
ローバル・モードのグローバル・セットアップ）として保存されます。

Hi Gain（ハイ・ゲイン）
高域のゲインを調整します。シェルビング・タイプの EQ になりま
す。値は、デシベル（dB）表示です。

Mid Gain（ミドル・ゲイン）
中域のゲインを調整します。ピーキング・タイプのEQになります。
値は、デシベル（dB）表示です。

Low Gain（ロー・ゲイン）
低域のゲインを調整します。シェルビング・タイプの EQ になりま
す。値は、デシベル（dB）表示です。

プレイ/ ミュート・アイコン
トラックの状態を表示します。詳細は140 ページ“トラック状態ア
イコン”参照をご覧ください。

プレイ：トラックの音が出ます。

ミュート：トラックを消音します。
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Mixer/Tuning: EQ Control

EQ Gain ページで設定した各トラックのイコライザー（EQ）をバイ
パスしたり、リセット（フラットに：0dB）することができます。
TRACK SELECT キーを押すたびに、リアルタイム・トラックとソ
ング・トラックが切り替わります。

Track Reset（トラック・リセット）
このボタンをタッチすると、対応するトラックの EQ 設定をリセッ
ト（フラットに：0dB）することができます

Reset All Tracks（トラック・オール・リセット）
このボタンをタッチすると、すべてのトラックの EQ 設定をリセッ
ト（フラットに：0dB）することができます

Bypass（バイパス）
チェックを付けたトラックのEQをバイパス（無効に）します。チェッ
クを付けても EQ の設定は保持され、チェックを外すとその設定で
EQが有効になります。

Input Trim（入力トリム）
イコライザーに入力する信号のレベルを制限することができます。
極端な EQ 設定をすると、信号に歪むことがあります。このような
場合は、インプット・トリムで信号のレベルを押さえてください。

プレイ/ ミュート・アイコン
トラックの状態を表示します。詳細は140ページ“トラック状態ア
イコン”参照をご覧ください。

プレイ：トラックの音が出ます。

ミュート：トラックを消音します。

Mixer/Tuning: Tuning
このページのパラメーターは、いろいろなチューニングを設定しま
す。詳細は90ページ“Mixer/Tuning: Tuning”をご覧ください。

パラメーター
Note: このページでエディットされるソング・トラックのチューニ
ング値は、リアルタイム使用を目的とするもので、保存できません。

Effects: FX Select

このページは、4 つの内蔵 FX プロセッサ（Aから Ｄ）に割り当て
るエフェクトを選びます。

Note: ソングの再生を止めるか、異なるソングを選ぶと、エフェク
トは初期値に戻ります。これにより、ソングの再生を止めて、エフェ
クトを変えてから、再び新しいエフェクトでソングの再生を始める
ことができます。

変更したエフェクトを保存するときは、シーケンサー・モードでソ
ングをエディットします。

Note:ページ・メニューのWrite Global-Song Play Setup コマン
ド（152ページ参照）を選ぶと、エフェクトの設定をグローバルの
ソング・プレイ・セットアップに保存することができます。

FX A...D
対応するエフェクト・プロセッサに割り当てられるエフェクトです。
通常、B とD がモジュレーション・エフェクト（コーラス、フラン
ジャー、ディレイなど）を、AとCはリバーブを使用します。
利用できるエフェクトのリストは、アクセサリーCDの“Advanced
Edit”をご覧ください。

FX Amount
ドライ（エフェクトの加わっていない）信号に加えられるエフェク
トの量。

B to A、D to C
Aエフェクトの入力へ送られるBエフェクト信号の量を設定します。
また、C エフェクトの入力へ送られるD エフェクト信号の量を設定
します。

Mod.Track（モジュレーション・トラック）
変化を与えるMIDIメッセージの元となるトラックです。実際にコン
トローラーを操作してMIDIメッセージを送信することで、エフェク
ト・パラメーターを変化させることができます。
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ソング・プレイ・モードのエフェクト
本機は、4つのエフェクト・プロセッサまたはDSP（デジタル・シ
グナル・プロセッサ）（MIDI トラックを処理するために）を備えて
います。
ソング・プレイ・モードでは、同時に、2 つか4 つのエフェクトを
使用することができます。それは現在取り込んでいる MIDIファイル
に依存します。
通常はエフェクト A とB はシーケンサー専用、エフェクト C とD
はリアルタイム・トラックとパッド・トラック専用になります。
“Seq.2 FX Mode”パラメーターの状態に従い、異なるシーケンサー
は（150 ページ参照）各エフェクトをペアで使うことができます。
また、シーケンサー・モードで 4 つのエフェクトをフルに利用した
ソングを作ることができます。

･ 本機のシーケンサー・モードでつくられるソングは、最大 4つの
エフェクト（通常、2 つのリバーブと 2 つのモジュレーション・
エフェクト）を使用することができます。各トラックは、A/B ま
たは C/D ペアを使います。

･ スタンダードMIDI ファイルまたはKaraokeファイルは、2つの
エフェクト（通常、1 つのリバーブと1つのモジュレーション・
エフェクト）を使用します。このため、残った2つのエフェクト
をリアルタイム・トラックに使用することができます。

･ 2つのシーケンサーを同時に使用する場合に“Seq.2 FX Mode”
で“AB”モード（150ページ参照）に設定しているときは、シー
ケンサーには A/B ペアのエフェクトのみが使用され、C/D ペア
のエフェクトがリアルタイム・トラック用として使用できます。

･ 2つのシーケンサーを同時に使用する場合に“Seq.2 FX Mode”
で“CD”モード（150ページ参照）に設定しているときは、シー
ケンサー1にはA/B ペアのエフェクトが使用され、シーケンサー
2 はリアルタイム・トラックと C/D ペアのエフェクトを共用し
ます。

Effects: FX A...D

4つのエフェクト・プロセッサのパラメーターをエディットします。
ここでは、例として“Reverb SmoothHall“を割り当てた FX A
ページで説明します

選択したエフェクト
このポップアップ・メニューをタッチして、FX Type 画面でエフェ
クトを選びます。これは、Effects: FX Select ページの FX A...D
と同様の物です（上記参照）。

エフェクト・パラメーター
パラメーターは選んだエフェクトごとに異なります。
エフェクトごとのパラメーターのリストは、アクセサリーCD の
“Advanced Edit”をご覧ください。

FX Amount
ドライ音（エフェクトのかかっていない）に加えられるエフェクト
量を調整します。

Src （ソース）
モジュレーション・ソース。上記“Mod.Track”で使用するメッセー
ジを選択します。Effects: FX Select ページ（上記参照）。
モジュレーション・ソースのリストは、アクセサリーCD の
“Advanced Edit”をご覧ください。

Track Controls: Mode
ソング・トラックごとの内部 /外部ステータスとポリ / モノを設定
するページです。
92ページ“Track Controls: Mode”をご覧ください。

パラメーター
Note:パラメーターはページ・メニューのWrite Global-Song Play
Setup コマンド（152 ページ参照）を選ぶと、グローバルのソン
グ・プレイ・セットアップに保存することができます。

Track Controls: Drum Volume

ドラム / パーカッションの各構成楽器の音量を調節します。詳しく
は93ページ“Track Controls: Drum Volume”をご覧ください。

パラメーター
Note: このページで編集されるソング・トラックの音量の値は、リ
アルタイム使用を目的とするもので、保存できません。

Track Controls: Easy Edit
各トラックに割り当てられているプログラムの主なパラメーターを
エディットするページです。詳しくは147ページ“Track Controls:
Easy Edit”をご覧ください。

パラメーター
Note: このページで編集されるソング・トラックのパラメーターの
値は、リアルタイム使用を目的とするもので、保存できません。

Keyboard/Ensemble:
Keyboard Control

各リアルタイム・トラックでダンパー・ペダルやジョイスティック
などの有効 / 無効を設定するページです。詳しくは 94 ページ
“Keyboard/Ensemble: Keyboard Control”をご覧ください。

パラメーター

Keyboard/Ensemble:
Key/Velocity Range
各リアルタイム・トラックのキーの範囲とベロシティ・レンジをプ
ログラムするページです。詳しくは 94 ページ“Keyboard/
Ensemble: Key/Velocity Range”をご覧ください。

パラメーター

選択したエフェクト

FXパラ
メーター
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Keyboard/Ensemble: Ensemble

95ページ“Keyboard/Ensemble: Ensemble”をご覧ください。

パラメーター

Pad: Pad
97ページ“Pad: Pad”をご覧ください。

パラメーター

Jukebox Editor

ジュークボックス機能を使うと、ワンタッチで最大127のソングの
リストに従って再生することができます。
ソング選択ページでジュークボックス・ファイルをシーケンサー1
に割り当てることによって、それが普通のソングであるかのように
使うことができます（148ページ“Jukebox Editor”参照）。

このページでは、ジュークボックス・ファイルを作成、編集、およ
び保存することができます。
スタンダードMIDIファイルとKaraokeファイルをジュークボック
ス・リストに含めることができます。
ジュークボックス・ファイルがすでにシーケンサーに割り当てられ
ている場合は、このページが表示するとすぐにファイルをエディッ
トできます。それ以外の場合は、中身が空のファイルのページが表
示されます。
新しいジュークボックス・ファイルを作成するときは、Del All ボタ
ンをタッチして現在のリストからすべてのソングを削除します。
新しいソングを加えます。次に、Save ボタンをタッチしてくださ
い。そして、確認の前に異なった名前を入れてください。新しい
ジュークボックス・ファイルは、カードに保存されます。

Move Up/Down
リストの中に選ばれたソングを上下に動かして順番を変えます。

Add
現在のリストの終わりにソングを加えます。リストには最大127の
ソングを加えることができます。

Note: ジュークボックス・リストは、同じフォルダに含まれるソン
グだけを含むことができます。

Hint: 1つのソングの代わりに、ジュークボックス・ファイルを選ぶ
ことができます。その場合、全部のそのファイルのソング全部を現
在のジュークボックス・リストに加えることができます。

Insert
現在のソングの位置（選ばれたソングと前のソングの間）に、ソン
グを挿入します。挿入したソング以降のソングは後方へずれます。
リストには最大127のソングを加えることができます。

Note: ジュークボックス・リストは、同じフォルダに含まれるソン
グだけを含むことができます。

Hint: 1つのソングの代わりに、ジュークボックス・ファイルを選ぶ
ことができます。その場合、全部のそのファイルのソング全部を現
在のジュークボックス・リストに加えることができます。

Delete
選んだソングをリストから削除します。

Del All
ジュークボックス・リスト内のソングをすべて一度に削除します。

Save
カードにジュークボックス・ファイルを保存します。
Save Jukebox Fileダイアログ・ボックスが表示されます。名前を
編集して、カードにジュークボックス・ファイルを保存します。

名前をエディットするときは、 （テキスト編集）ボタンをタッチ

してテキスト編集ウィンドウを表示します。
既存のリストをエディットして、その名前を変えない場合は、古い
ファイルは上書き保存されます。
名前を変えた場合は、新しいファイルとしてカードに新規保存され
ます。新しいリストを作成して保存するときは、“NEWNAME.JBX”
のファイル名が自動的に割り当てられますが、それはエディットす
ることができます。

Note:リストに含められるファイルと同じフォルダに“.JBX”ファ
イルを保存しておくことができます。
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Groove Quantize

リアルタイムのグルーヴ・クォンタイズをシーケンサー1 に適用し
ます。グルーヴ・ククォンタイズとは、再生中に音楽的なグルーヴ
感（ノリ）を変化させる方法で、ノートをリズム上問題のない一番
近いグリッド軸に移動します。この機能は曲作りにとって重要な事
なので、いろいろと試してみましょう。
グルーヴ・クォンタイズを有効にするには、このページで設定する
か、ページ・メニューのSeq. 1-Groove Quantize Enable コマン
ドにチェックを付けます。

Note: このページで編集されるグルーヴ・クォンタイズのパラメー
ターの値は、リアルタイム使用を目的とするもので保存できません。

Enable（有効）
クォンタイズをオンまたはオフにします。本機の電源を入れたり、別
のソングを選択すると、自動的にオフになります。

Hint: ページ・メニューから“Seq.1-Groove Quantize Enable”
を選ぶことでグルーヴ・クォンタイズをオンにすることもできます。

Note Start（開始イベント）
ノート・オン・イベント（ノート再生の開始）のクォンタイズをオ
ン /オフします。

Note Duration（持続時間）
ノート・オフ・イベント（ノートの長さ）のクォンタイズをオン /オ
フします。

Resolution（レゾリューション）
大まかなクォンタイズの各軸（グリッド）の分解能を設定します。
クォンタイズの基本となる値で、“Accuracy”、“Swing”、
“Window”の値で変わります。 

� （1/32）...  � （1/4）

グリッドの分解能を音符で表したものです（値の後に
“3”が付くものは三連符です）。例えば、. �（1/8）に設
定すると、すべてのノートが一番近い 1/8のグリッド軸
に移動します。

Accuracy[％]（精密度）
クォンタイズの精密度を設定します。例えば50%に設定して、ノー
トが大まかなグリッドから 20 チック離れていると、グリッドから
10チックのところまで移動します。

0 精密度を設定しません。クォンタイズは実行されません。

100 精密度が最大になります。ノートはグリッド軸に移動し
ます。

Swing[％]（ゆらぎ）
非対称的なクォンタイズです。グリッドの軸がその軸に一番近いグ
リッド軸に移動します。

0 偶数番の軸が手前の奇数番の軸に移動します。

50 軸間が全く等しくなります。

100 偶数番の軸が次の奇数番の軸に移動します。

Window[％]（対象領域）
クォンタイズする領域をグリッドの軸を基本に設定します。

0 クォンタイズ領域（ウィンドウ）が軸と一致します。つ
まりクォンタイズは行われません。

100 クォンタイズ領域が一番近い領域まで拡大します。つま
りすべてのイベントがクォンタイズされます。

Preferences: Track Setting

ソング・トラックに依存する、いろいろな一般的なパラメーターを
設定します。

Note:設定は、グローバル・ファイルのソング・プレイ・セットアッ

プ内に（本書において シンボルがついているすべての他のパ
ラメーターと共に）保存されます。設定を変更したら、ページ・メ
ニューの Write Global-Song Play Setup コマンドを選択してグ
ローバルに保存します。

Melody（メロディ・トラック）
ソングのメロディー・トラックを選びます。このトラックは、
“Melody Mute”機能を割り当てたフット・スイッチを使用して
ミュートすることができます。

クォンタイズ
なし

1/8

1/4

Swing=50

Swing=25

Swing=75

Window=0

Window=50

Window=100
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Drum（ドラム・トラック）
ソングのドラム・トラックを選びます。このトラックは、
“Drum&Bass”機能を割り当てたフット・スイッチで鍵盤の左側で
ベース・トラックと共に演奏することができます。

Bass（ベース・トラック）
ソングのベース・トラックを選びます。このトラックは、
“Drum&Bass”機能を割り当てたフット・スイッチで鍵盤の左側で
ドラム・トラックと共に演奏することができます。

Preferences: General Controls

コントロールに関する、いろいろな一般的なパラメーターを設定し
ます。

Note:設定は、グローバル・ファイルのソング・プレイ・セットアッ

プ内に（本書において シンボルがついているすべての他のパ
ラメーターと共に）保存されます。設定を変更したら、ページ・メ
ニューの Write Global-Song Play Setup コマンドを選択してグ
ローバルに保存します。

Midi Setup（MIDIセットアップ）
MIDI セットアップの 1つを選択すると、MIDI チャンネルが自動で
設定できます。各セットアップでは各種MIDIパラメーターに最適な
値が設定されており、MIDIコントローラーとの接続がスムーズに行
えます。詳細はアクセサリーCDの“各種リスト”、MIDIセットアッ
プをご覧ください。

Note:ソング・プレイ・モードに入ったときに自動的にMIDIセット
アップを行うときは、ページ・メニューから Write Global-Song
Play Setup 選びます。

詳細はアクセサリーCD の“各種リスト”、MIDI セットアップをご
覧ください。

Note: MIDI セットアップを選んだ後に、グローバル・モードで、各
チャンネル設定を任意に変更できます。MIDIセットアップの保存は
グローバル・モードのページ・メニューから Write Global-MIDI
Setupコマンドで行います。
すべてのMIDIセットアップは、自由に変更することができ、上書き
することができます。

Hint: MIDI セットアップを元（オリジナル）に戻すときは、工場出
荷時データ（www.korg.co.jp からダウンロード可能）をロードして
ください。

Perf. Recalls FX CD
（パフォーマンスのエフェクト・モード）
パフォーマンスのエフェクト・モードを選択します。

オフ パフォーマンスを選択する時、エフェクトは何も選択さ
れません。

オン（チェック）

CとDのエフェクトの組み合わせがパフォーマンスで使
用されます。

Note: このパラメーターと、“Seq.2 FX Mode”パラ
メーターをCD に設定すると、シーケンサー2はリアル
タイム・トラックと同じエフェクトを使用するので、こ

れらのエフェクトを変更するには、シーケンサー2のソ
ングを選択するか、任意のパフォーマンスを選択してく
ださい。

Lyrics/Mark. Balance Link
（歌詞 /マーカー・バランス・スライダー・リンク）
歌詞またはマーカーを画面に表示するシーケンサーを選択するの
に、SEQUENCER BALANCEスライダーを使用します。

オフ SEQUENCER BALANCE スライダーはクロスフェー
ダーで選んだソングの音量バランスを調整します。表示
された歌詞またはマーカーは、変わりません。

オン（チェック）
SEQUENCER BALANCE スライダーを中心より左に
動かすと、シーケンサー1の歌詞またはマーカーが画面
に表示されシーケンサー2がフェード・インします。中
心より右に動かすと、シーケンサー2の歌詞またはマー
カーが画面に表示されシーケンサー1 がフェード・イン
します。

Seq.2 FX Mode
（シーケンサー2・エフェクト・モード）
シーケンサー2 のエフェクト・モードを選択します。4 つのエフェ
クトを使用したソングをロードすると、このパラメーターの設定と
は関係なく4つのエフェクトすべてが使用されます。

AB Aと Bのエフェクトの組み合わせが使用されます。シー
ケンサー2はシーケンサー1と同じエフェクトを使用し
ます。

CD CとDのエフェクトの組み合わせが使用されます。

Note:このパラメーターをCD に設定すると、シーケン
サー2はリアルタイム・トラックと同じエフェクトを使
用するので、これらのエフェクトを変更するには、シー
ケンサー2のソングを選択するか、任意のパフォーマン
スを選択してください（ただし“Perf. recalls FX CD”
パラメータ－がオフのとき：上記参照）。

Link Mode（テンポ・リンク・モード）
2 つの内蔵シーケンサーは、それぞれ異なるテンポ（Off）、あるい
は同じテンポ（Link Measure、Beat）で再生できます。
TEMPO LOCK キーを押して、LEDを点灯させると、リンク・モー
ドをオンにします（最初は初期値でBeat が選ばれます）これで、テ
ンポ・ロック機能がオンになります。

Hint: SHIFTキーを押しながらシーケンサー1、2の （再生 /停
止）キーのうちのどちらかを押すと、常に同時に両方のシーケンサー
を始動することができます。

Off シーケンサーのテンポがリンクされません。各シーケン
サーが独自のテンポを使用します。

Beat 2 つのシーケンサーのテンポがリンクされます。ソング
に書き込まれたテンポ・データは無視されます。テンポ
は、TEMPO/VALUEダイヤルで調節します。

片方のシーケンサーを、その （再生 / 停止）キーを
押してスタートさせ、次にもう 1 つのシーケンサーの

キーを押してもう2番目のシーケンサーをスタート
させます。この場合、2 番目のシーケンサーは次の拍子
（ソングの拍子記号に従って、次の 4 分音符、または 8
分音符のビート）からスタートします。

歌詞/マーカー
シーケンサー1

歌詞/マーカー
シーケンサー2
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Measure 2 つのシーケンサーのテンポがリンクされます。ソング
に書き込まれたテンポ・データは無視されます。テンポ
は、TEMPO/VALUEダイヤルで調節します。

片方のシーケンサーを、その （再生 / 停止）キーを
押してスタートさせ、次にもう 1 つのシーケンサーの

（再生 / 停止）キーを押して2 番目のシーケンサー
をスタートさせます。この場合、2 番目のシーケンサー
は次の小節からスタートします。

Fast Play（ファスト・プレイ）
ソングの先頭に 1 つまたは複数の空白の拍子（ビート）があるとき
に、ファスト・プレイにチェックを付けておくと、この空白部分が
無視され、ソングが直ぐに演奏されます。
これは、本機で作成したデータや外部で作成されたデータでも有効
です。

Note:本機が外部の楽器を動かしているとき、MIDIまたはUSBポー
トを使ったMIDIデータの転送によっては、ソングのスタートに遅れ
を引き起こす場合があります。
本機を他の機器と接続しているときは、この機能をオフにすること
をすすめます。

ページ・メニュー
ページ・メニュー・ボタンをタッチしてページ・メニューを表示し
ます。選択するコマンド表示部分をタッチします。
コマンドを選択しないでメニューを閉じるときは、メニュー表示部
分以外の画面をタッチします。

Write Performance（パフォーマンスの保存）
このコマンドを選択すると、Write Performance ダイアログ・ボッ
クスが表示されます。ここで、パフォーマンスに現在のほとんどの
設定を保存することができます。
詳細は 100ページ“Write Performance ダイアログ・ボックス”
をご覧ください。

Write Global-Song Play Setup
（グローバル -ソングの保存）
このコマンドを選択すると、Write Global-Song Play Setup ダイ
アログ・ボックスが表示されます。ここで、ソング・プレイ・モー
ド独特のグローバル設定を保存することができます。
詳細は152ページ“Write Global-Song Play Setup ダイアログ・
ボックス”をご覧ください。

Save Song Marker Seq.1/2（ソング・マーカーのセーブ）
マーカーを作成、保存するシーケンサーに対応したコマンドを選択
します。詳細は141ページ“マーカー・サイド・タブ”をご覧ください。

Export Jukebox List
（ジュークボックス・リストの書き出し）
このコマンドを選択すると、カードに現在のジュークボックス・リ
ストをテキスト・ファイルとして保存することができます。 

1. ジュークボックス・ファイルがシーケンサーに割り当てられると
きに、ページ・メニューからExport Jukebox Listコマンドを
選びます。 

2. ダイアログ・ボックスが表示されます。 

3. 確認後OKボタンをタッチします。

Note: このテキスト・ファイルを保存するときは、選択したジュー
クボックス・ファイルの名前がそのまま使われます。例えば、
“Dummy.jbx”という名前のジュークボックス・ファイルがあれば、
“Dummy.text”というファイルが生成されます。新規の、名前の付
いていないジュークボックス・ファイルは、“New_name.txt”とい
うファイルを生成します。同じ名前のファイルが保存先上にすでに
存在している場合は、確認メッセージを出さずに上書きしてしまい
ます。

リストにはソングが番号順に入っています。また、ファイル名、リ
スト内のファイル合計数も入っています。

パソコンでこのリストを正しく表示、印刷するには、テキスト・エ
ディターで固定サイズ（等幅）のフォントを使用してください。

Seq.1-Groove Quantize Enable（クオンタイズの有効）
クォンタイズのオン、オフを設定します（149 ページ“Groove
Quantize”参照）。
本機の電源をオンにしたり、異なるソングを選ぶと自動的にチェッ
クが外れ（オフ）ます。

Note:グルーブ・クォンタイズは、シーケンサー 1でのみ設定でき
ます。

Solo Track（ソロ・トラック機能）
ソロ機能を使うときは、ここをタッチしてチェックを付けます。選
んだトラックだけ聞くことができます。このとき画面の上部で
‘Solo’が点滅します。
ソロ機能を止めるときは、このチェックを外します。ソロ機能は選
んだトラックによって多少働きが異なります。

・ リアルタイム・トラック：選んだリアルタイム・トラックの音だ
けの演奏になり、他のすべてのリアルタイム・トラックの音は消
音されます。このとき、シーケンサー・トラックは影響ありません。

・ スタイル・トラック：選んだスタイル・トラックの音だけの演奏
になり、他のすべてのスタイル・トラックの音は消音されます。
このとき、リアルタイム・トラックは影響ありません。

ソロ機能が有効なときに、SHIFTキーを押しながら、ソロ・
トラックをタッチすると、ソロ機能がオフになります。これは、ペー
ジ・メニューの Solo Track コマンドのチェックを外すのと同じ動
きになります。
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Copy/Paste FX（エフェクトのコピー）
スタイル、パフォーマンス、STS とソングの間で、1つまたは4つ
のエフェクトをコピーすることができます。
スタイル・プレイ、ソング・プレイ、シーケンサー・モードのペー
ジ・メニュー・コマンドで、“Copy FX”と“Paste FX”を選びます。

1つのエフェクトをコピーする： 
1. コピー元になるソング、パフォーマンス、スタイルまたは STS

を選びます。

・コピーをするエフェクト・ページ（FX A、FX B、FX Cまた
は FX D）を表示します。

・4 つのエフェクトをコピーするときは FX select ページを表
示します。異なるパフォーマンス、スタイルまたはSTSに 4
つのエフェクトのうち 2つか3つをコピーするときも、これ
は役に立ちます。 

2. ページ・メニューからCopy FXコマンドを選択します。  

3. コピー先のパフォーマンス、スタイルまたはSTSを選びます。そ
の後、コピー先の（ペーストする）エフェクト・ページ（FX A、
FX B、FX Cまたは FX D）を表示します。 

4. ページ・メニューからPaste FX コマンドを選択します。

4つのエフェクトをコピーする： 
1. コピー元になるソング、パフォーマンス、スタイルまたは STS

を選びます。 

2. ページ・メニューからCopy FXコマンドを選択します。  

3. コピー先のパフォーマンス、スタイルまたはSTSを選びます。そ
の後、コピー先の（ペーストする）エフェクト・ページ（FX A、
FX B、FX Cまたは FX D）を表示します。 

4. ページ・メニューからPaste FX コマンドを選択します。

Easy Mode（イージー・モード）
イージー・モードは、画面に表示されるパラメーターの数を減らし、
より使いやすいユーザ・インタフェースでスタイル・プレイとソン
グ・プレイ・モードを楽しむことができます。
このモードは初心者や、通常モードの余分なパラメーターを操作し
たくない演奏をメインとした使い方にも推薦されます。
スタイル・プレイとソング・プレイ・モードのときに、ページ・メ
ニューの中のEasy Mode コマンドをオン（チェック）、オフするこ
とでモードを切り替えます。
モードの詳細は 9 ページ“スタイル・プレイ・ページの表示内容”
をご覧ください。

Write Global-Song Play Setup
ダイアログ・ボックス

ページ・メニューからWrite Global-Song Play Setup を選択する
と、この画面が表示されます。
ここで、各ソングの優先設定をグローバル・ファイルに保存するこ
とができます（149ページ“Preferences: Track Setting”参照）。

保存できるパラメーターは、本書の各パラメーターの説明箇所に

シンボル・マークが付けられています。
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ソングブックでは、ミュージカル・データベースを使って、スタイ
ルやソング・ファイル（SMF フォーマット、KARフォーマット）の
管理、検索、呼び出しが容易に行えます。
ソングブック・モードは、スタイル・プレイ・モードとソング・プ
レイ・モードで一緒に操作をします。
データベースのエントリーを選択すると、エントリーに関連してい
るファイルのタイプによってスタイル・プレイ・モードか、ソング・
プレイ・モードが自動的に選択されます。
ソングブックは、スタンダード MIDI ファイルに最大 4 つのパッド
とSTS を設定することもできます。これにより、スタンダードMIDI
ファイルをリアルタイムで再生しながら、鍵盤を使ったリアルタイ
ム演奏では、リアルタイム･トラック、エフェクト、あるいはパッド
の各設定を呼び出すことができます。
ソングブックの使用方法の詳細については、クイック・ガイドの60
ページ以降をご覧ください。

Note:保存されたスタイル、またはスタンダード MIDIファイルの情
報だけで、ソングブックのエントリーには、実際のデータを含んで
いません。ソングブック・ファイルをコピーしても、元になってい
るファイル（スタイルやスタンダードMIDIファイル等）はコピーさ
れません。

Warning: カードから、ソングブック・リスト（“.SBD”ファイル）
をロードすると、本体内のソングブック・リストは上書きされます。
新しいものをロードする前に、現在のソングブック・リストを保存
してください。

Book（ブック）

Book ページは、データベース内のソング・エントリーのすべてを表
示します（“.SBD”ファイル）。
このページで、エントリーをタッチして選び、画面のSelect ボタン
をタッチして、開始 /停止、またはSTART/STOP キーを押してソ
ングやスタイルの再生を始めることができます。
ページ・メニューのEnable List Edit コマンドを選ぶと画面のAdd
to list ボタン使える状態になり、このページのメイン・リストからエ
ントリーを選択、追加してカスタム・リストを作ることができます。

このデータ・ベースの各エントリーは、ソングの作者名、名前、ジャ
ンル、オリジナル・キー、テンポと拍子を含みます。
エントリーのうちの 1 つを選ぶと、適合したスタイルまたはスタン
ダードMIDIファイルが自動的に呼び出されます。

リスト・ヘッダー
選択されたエントリーに関連しているデータのタイプに従ってリス
ト・ヘッダの表示が変わります。

･ エントリーがスタイルのとき、現在選ばれたエントリー名は左
（“N：”）に表示され、含まれるスタイルは右（“Style：”）に表
示されます。

･ エントリーがスタンダード MIDI ファイルのとき、リスト・ヘッ
ダーはシーケンサー1対応する左半分とシーケンサー2に対応す
る右半分に分離表示されます。

表示内容は現在選ばれたエントリー名（“N：”）と各シーケンサー
に割り当てられたスタンダード MIDI ファイル（“S1：”または
“S2：”）になります。

Note:異なるスタイル、またはスタンダードMIDIファイルを選
択したときは、エントリーが変更されたことを反映しての名前欄
（“N：”）は空白（―）の状態に戻ります。

メイン・リスト
ソングブック・データベースの全リストを表示します。
リストを閲覧するときは、スクロール・バー（もしくは TEMPO/
VALUEダイヤル）を使います。
エントリーを表示する順番を変えたいときはリストの上の見出しラ
ベル部分をタッチします。
例えば、“Name”ラベルをタッチすると、リストはファイル名に
よってアルファベット順にソートされます。選ばれたラベルは反転
表示になり、現在選ばれた配列を示します。

ページ・メニューの中の対応するコマンドに、現在の配列のものに
マーク●が付き、自動的に更新されます（160 ページ“Sort by
Type/Name/Genre/Artist/Key/ Tempo/Meter（並び替え項目
の選択）”参照）。
再びラベルをタッチすることで、ファイルの順番は昇順、降順と切
り替わります。

スクロール・バー
リストを閲覧するときは、スクロール・バー（もしくは TEMPO/
VALUEダイヤル）を使います。

コマンド

Filtered
チェックを付けると、選択したフィルター基準に一致しているエン
トリーを検索して、メイン・リストに表示します。
OKボタンをタッチして、フィルター・ダイアログ・ボックス（下記
参照）から出ると、自動的にチェックが付きます。

ソングブック

メイン・リスト

コマンド

リスト・ヘッダー

スクロール・
バー
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Filter... ボタン
このボタンをタッチしてフィルタ・ダイアログ・ボックスを表示し、
1つ以上のフィルター基準を選びます。OK ボタンをタッチすると、
検索を開始してフィルター基準を満たしたリストを表示します。

（テキスト編集）ボタンをタッチして、検索するテキスト（名前、

ジャンルまたはアーティスト）を入力します。拍子やテンポで検索
基準を設定することもできます。
Clear ボタンをタッチすると、各項目の名前、拍子、テンポを削除、
または前の状態に戻すことができます。
Clear All ボタンをタッチすると、テンポ以外のすべての検索基準を
リセットします。

Add to list ボタン
エントリーを選んだ後、このボタンをタッチして現在のカスタムメ
イドのリスト（157 ページ“Custom List（カスタム・リスト）”
参照）にエントリーを加えます。

Selectボタン
このボタンをタッチしてメイン・リストの反転表示されたエント
リーの選択を確定します。選択確定したエントリーの名前は、画面
（“N：”）の左上に表示されます。
ソングブック・リストのどれかエントリーをタッチする（選ぶ）と、
その名前は反転表示になります。
この状態はまだ確定ではなく、Selectボタンをタッチした時点で確
定になります。

エントリー・ナンバーの選択
ソングブック・モードで、固有番号によってソングブックのエント
リーを選ぶことができます。
各エントリーの番号は、Book Edit 2 ページ（157ページ）で加え
ることができます。
メイン・リストでエントリーの番号を見るときは、ページ・メニュー
からShow Song Numbers（now Key）コマンドを選びます。:

このコマンドを選ぶと“Num”欄が表示されます。

元のキー表示に戻すときは、ページ・メニューからShow Key（now
Song Numbers）コマンドを選びます。
ソングブック・モードのどのページにいても、もう一度SONGBOOK
キーを押すと、ソングブックのエントリーを選ぶための数字入力
パッドが表示されます。ここに選択するエントリーの番号を入力す
ることで選ぶことができます。

MIDI を使ったエントリーの選択
専用のコントロール・チェンジ・メッセージ#99（MSB、値2）と
#98（LSB、値64）のNRPNを使うことによって、ソングブック
のエントリーはMIDI（特別なコントロール・チャンネル経由）で選
択することもできます。次のページの“MIDI でソングブックのエン
トリーを選ぶ”をご覧ください。

特別なコントロールMIDI チャンネルを決める
最初に、グローバル・モードの MIDI ページの Setup/General
Control タブ・ページで MIDI セットアップをします。そして、グ
ローバル・モードの MIDI ページのMidi In Channel タブ・ページ
で特別なコントロール・チャンネルに割り当てるための、MIDI の
チャンネルを割り当てます。
コントロール・オプションを 16 本の利用できる MIDI チャンネル
（通常最も番号の多い）のうちの1 つ（通常最も番号の高いもの）に
割り当てます。
その後、ページ・メニューからWrite Global-Midi Setup コマンド
を選ぶと、現在のMIDIセットアップを保存します。
スタイル・プレイとソング・プレイ・モードで異なったMIDIチャン
ネルを使用する予定のときは、上記を繰り返して、もう1つのMIDI
セットアップを作成してください。

MIDI セットアップをスタイル・プレイとソング・プレイ・
モードに割り当てる
ソングブックのエントリーが、ダイナミックにスタイル・プレイか、
ソング・プレイ・モードを呼び出すので、同じ MIDI セットアップ、
またはコントロール・チャンネルが同じMIDIチャンネルに設定され
ている 2 つの異なった MIDI セットアップをそれらに割り当てるよ
うにしてください。
このように、同じ MIDI のチャンネルが、スタイル・プレイかソン
グ・プレイ・モードでソングブックのエントリーを選ぶために使わ
れます。
モードのうちの1つが呼び出されたときに、スタイル・プレイ・セッ
トアップ、またはソング・プレイ・セットアップの記憶されたMIDI
セットアップが自動的に選ばれ、MIDI チャンネルが自動的に設定さ
れます。
MIDI セットアップを2つのモードの各々に割り当てる：

･ スタイル・プレイ・モードは、スタイル・プレイ・モードの
Preferences ページのGeneral Control タブ・ページの MIDI
Setup で設定します。そのあとページ・メニューから Write
Global- Style Setup コマンドを選択します。

･ ソング・プレイ・モードは、ソング・プレイ・モードのPreferences
ページのStyle Setup タブ・ページの MIDI Setup で設定しま
す。そのあとページ・メニューから Write Global-Song Play
Setupコマンドを選択します
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MIDI でソングブックのエントリーを選ぶ
ソングブックのエントリーを MIDI で選択する準備ができていると
き、スタイル・プレイかソング・プレイ・モードに切り替わります。
この時点で、本機は特別なチャンネルのNRPN コントロール・チェ
ンジ・メッセージ（#99（MSB、値2）と #98（LSB、値64）を
受信しできます。
異なるソングブックのエントリーを選ぶ前に、別の NRPN コント
ロールが、同じMIDIのチャンネルで送られない限り、この文字列は
一度だけ送れば十分です。
初期化文字列が送られたあと、選択文字列を送ります。
これは、2つのコントロール・チェンジ・メッセージでできています：
数千と何百単位のためのCC#06（データ入力MSB）と十と単位の
ためのCC#38（データ入力 LSB）。
データ入力範囲は、0 ～99 です（標準的な0 ～127 の代わりに
なります）。

例

･ ソングブックのエントリー #77 を選ぶためには、以下の文字列
を送ります。:

･ ソングブックのエントリー#100 を選ぶためには、以下の文字列
を送ります。

･ ソングブックのエントリー#8563 を選ぶためには、以下の文字
列を送ります

Book Edit 1

ソングブックのエントリーの修正や追加を行います。

Hint:エディットするエントリーを簡単に見つけるためにBookペー
ジのフィルターが役に立ちます。

スタイルに基づくエントリーのBook Edit 1 ページ：

ソングに基づくエントリーのBook Edit 1 ページ：

ヘッダー

Name
選ばれたエントリーの名前。Writeボタンをタッチして、ソングブッ
ク・リストにエントリーを保存した後に、名前は割り当てられます。

Resource（リソース）
保存しているエントリーに関連しているスタイル、またはスタン
ダードMIDIファイルです。

Warning:リソースを異なったものに取り替えた場合、同じメディア
のルート上の名前（スタンダードMIDI ファイルの場合）か記憶域番
号（スタイルの場合）を選びます。この時点でソングブックのエン
トリーは、正しいデータではなくなります。

データベース・エリア

Genre（ジャンル）
エントリーに対応する音楽ジャンルです。

Artist（演奏者）
エントリーに対応するソングのアーティスト名です。

Key Info（キー情報）
エントリーのオリジナル・キー。最初の欄は、キー名で次の欄がモー
ド（メジャー、またはマイナー）です。

Tempo（テンポ）
スタイルのテンポまたはスタンダードMIDIファイルの開始時のテン
ポを表示します。テンポ変化のイベントが含まれるリソースの場合、
ここは変化します。

初期化文字列（CC#99、98）

何千何百の単位（00xx）

何十何の単位（xx77）

初期化文字列（CC#99、98）

何千何百の単位（01xx）

何十何の単位（xx00）

初期化文字列（CC#99、98）

何千何百の単位（（85xx）

何十何の単位（xx63）

ヘッダー

データ・
ベース・
エリア

リソース・
エリア
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Note:値を変更することはできますが、スタンダードMIDIファイル
の場合は開始時のテンポに戻ります

Meter Info（拍子情報）
スタイルの拍子またはスタンダードMIDIファイルの開始時の拍子を
表示します。拍子の変化のイベントが含まれるリソースの場合、こ
こは変化します。

M.Transp.（マスター・トランスポーズ）
自動的に楽器全体のマスター・トランスポーズを変えます（マス
ター・トランスポーズがロックされない場合のみ）。

Note: マスター・トランスポーズ値はソング・エントリーに対応す
るソングに保存されたマスター・トランスポーズ設定を無視します。

リソース・エリア

Write Current Resource（リソースの保存設定）
チェックを付けると、Write ボタンをタッチしたときに、選ばれた
リソースの設定は、エントリーのリソース・エリアに保存されます。

･ 最後に選択したスタイル。関連するパッドとSTSも保存します。

･ SMF またはKAR ファイルに関連するシーケンサー 1に割り当
てられた、右手側のパラメーター。最後に選択したスタイルに関
連するパッドとSTS も保存します。

Note:シーケンサー1に割り当てられたSMF またはKARファイル
だけは、ソングブックのエントリーに保存されます。しかし、エン
トリーを呼び出すとき、ソングは現在未選択か、演奏中でないどち
らかのシーケンサーに割り当てられます。

チェックを外しているときは、新たなリソースの設定はエントリー
に保存されません。Writeボタンをタッチしたときに、元々のリソー
スが保存されます。
画面のNew Songボタンをタッチして、新たな空のエントリーを作
るときは、このパラメーターは自動的にチェックが付いて、この
チェックを外すことはできません。関連するリソースの設定は、新
しいエントリーに保存されます。

リソース名
現在選ばれたスタイル、またはスタンダードMIDIファイルの名前で
す。ページの最上部に表示されているものとは、エントリーをエ
ディットして保存したリソースの名前と異なるかもしれません（上
の“Resource”参照）。
フロント・パネルのスタイル選択セクション、またはシーケンサー 1
の SONG SELECT キーを使うことによって、異なるスタイル、また
はスタンダードMIDI ファイルを選んで、異なるリソースを選ぶことが
できます。
もう一つの方法として、スタイル・プレイまたはソング・プレイ・
モードに戻って、そこからリソースを選ぶこともできます。それか
ら、フロント・パネルのSONGBOOK キーを押してBook Edit ペー
ジに戻ります。
Write ボタンをタッチしたとき、選ばれたリソースはエントリーに
関連して保存されます（保存時に“Write Current Resource”に
チェックが付く）。保存されたエントリーを選ぶとリソースも呼び出
されます。

Write STS（STS保存設定）
ソングブックのエントリーを保存するとき、チェックが付いている
と、1つのSTS またはすべての4つのスタイルSTSを保存するこ
とができます。

STS名 1つのSTS は、選ばれたソングブックSTSに保存され
ます。

ソースはそれらがパフォーマンス、スタイルSTS、ソン
グブックSTSを選ぶことによって構成されるか、マニュ
アル・エディットの後のリアルタイム・トラックです。
Write ボタンをタッチしたとき、Rename/Overwrite
オプションを選ぶと、他の STS はそのままで、新しい
STS が 1つだけ上書きされます

All Current Style STS

現在のスタイル・プレイ・モードで選択されているスタ
イルに含まれているSTS（1～4）すべてを、現在のソ
ングブック・エントリーにあるSTS（1～4）に保存し
ます。
Write ボタンをタッチしたとき、Rename/Overwrite
オプションを選ぶと、すべてのSTS は上書きされます。

STS名

現在のSTS の名前。 （テキスト編集）ボタンをタッチし、テキス

ト編集ウィンドウを表示して、名前を修正します。

To STS1...4
リアルタイム・トラックのために現在の設定を保存しておくことが
できる、各エントリーに利用できる 4 つの STS のポジションうち
の1つを選択します。

各種ボタン

New Song
新しいエントリーをつくるときに、このボタンをタッチします。設
定は、現在選ばれたスタイル、またはシーケンサー1 に割り当てら
れたスタンダードMIDIファイルからコピーされます。
選ばれたリソースは、リソース名（上記参照）に表示されます。

Del Song
現在のエントリーを削除するときに、このボタンをタッチします。

Write
このボタンをタッチして、Write Song ダイアログ・ボックスを表
示して、　ソングブックのメイン・リスト（153 ページ）へ、現在
のエントリーを保存します。

Note: ソングブック・ファイルの中のエントリーの最大数は 3000
です。

異なる名前をエントリーに割り当てるときは、 （テキスト編集）

ボタンをタッチしてテキスト編集ウィンドウを表示します。
新しいエントリーをソングブックに加えるオプションを選びます。

･ 名前を変えて、既存のエントリーに上書きするときは“Rename/
Overwrite”を選びます。

Warning:古いエントリーは、削除されます。

･ ソングブック・データベースに新しいエントリーを保存するとき
は“New Song”を選びます。
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Book Edit 2

スタイル・オプションの設定、“.TXT”ファイルのリンクや現在のエ
ントリーに固有番号を割り当てます。

Synchro Start / Synchro Stop / Memory
（同期開始/ 同期停止/ メモリー）
これらの機能の設定は、ソングブックのエントリーで記憶されます。

Note: ソングに基づくエントリーの場合、Synchro Start と
Synchro Stop はグレー表示になり、ソングで効果がないためエ
ディットできません。

Unchanged
ソングブックのこのエントリーを選んでも、対応する機
能の状態は、変更されません。

Off ソングブックのこのエントリーを選ぶと、対応する機能
の状態はオフになります。

On ソングブックのこのエントリーを選ぶと、対応する機能
の状態はオンになります。

Linked .TXT（リンク・テキスト）
スタイルや現在のソングブック・エントリー内のソングとリンクし
たテキスト（.TXT）ファイルを選ぶことができます。このエントリー
を選ぶと、テキスト・ファイルを自動的に読み込みます。読み込ん
だテキスト・ファイルは、画面で見ることができます。
テキスト・ファイルの歌詞とリンクしているソングとは、自動同期
がとれません。手動でテキストをスクロールしてください。
これは、以下の 2 つのどちらの方法でも、スクロールさせることが
できます。

･ .TXT”ファイルが選ばれたとき、ソングブック・モードの Lyrics/
STS ページに専用の縦方向のスクロール・バーが表示されます。
スクロール・バーを指でドラッグして表示するテキスト部分を移
動します（158 ページ“Lyrics/STS”参照）。

･ フット・スイッチにText Page Down/Up コマンドを割り当て
ることで、テキスト・ページ単位のスクロールが可能になります。

このセクションは、2つのボタンがあります

Reset このボタンをタッチすると、エントリーからテキスト・
ファイルのリンクが外れます。

Browse このボタンをタッチすると、標準のファイル・セレクター
が表示され、現在のソングブック・エントリーにリンク
する“.TXT”ファイルを選びます。

Song Selection Number（ソング選択番号）
ここでは、現在のソングブック・エントリーにリンクされる固有番
号（最高9999）を選ぶことができます。
ここを選択（反転表示）しているときに、TEMPO/VALUE ダイヤ
ルを回すか、再びフロント・パネルの SONGBOOK キーを押して、
番号を入力することによって、素早くエントリーを呼び出すことが
できます（154ページ“エントリー・ナンバーの選択”参照）。
番号を割り当てることは、必ずしも必要なわけではありませんが、エ
ントリーを構成するうえで有効な手段になります。例えば、ジャン
ルか年代でエントリーを分類するときに、100番台で分けることで、
探し出すのが容易になります。

各番号は単一のエントリーだけに対応します。同じ番号を2 つ以上
の異なるエントリーに割り当てることはできません。したがって、最
初に異なったソング選択番号を選択しないで、エディットしたエン
トリーを保存して、Write Songダイアログ・ボックスの中で、New
Song オプションを選択しようとすると、以下のエラーメッセージ
が表示されます。
“This entry’s Song Selection Number has already been
assigned. Please assign a different number”
（このエントリーのソング・セレクト番号は、すでに割り当てられて
います。異なる番号を割り当ててください。）
この表示が出た後、Book Edit2ページが自動的に表示されます。
そこで、異なる番号を割り当てて、再度エントリーを保存してくだ
さい。ダイヤルを回して、まだ割り振られてない番号を選択します。

Custom List（カスタム・リスト）

利用できるカスタム・リスト（“.SBD”ソングブック・ファイルと
同じフォルダに保存される“LISTDB.SBL”ファイルに含まる）の
うちの1つを選び、使用するページです。
カスタム・リストは、Book ページで表示されるソングブックのメイ
ン・リストから選別されたエントリーでできているリストです。
より小さい、カスタマイズされたソングブックのリスト（1 つのギ
グまたは、好みの音楽ジャンルなど）として利用できます。

Hint: SHIFT キーを押しながら、SONGBOOK キーを押すことで、
このページへジャンプすることもできます。

リスト・ヘッダ
153ページ“リスト・ヘッダー”をご覧ください。

カスタム・リスト
選ばれたカスタム・リストに含まれるファイルのリストです。表示
されてない部分のリストを閲覧するときは、スクロール・バーを使
います。

スクロール・バー
表示しきれないエントリーを閲覧するために、スクロール・バー（ま
たはテンポ・バリュー・ダイヤル）を使います。

コマンド

Listポップアップ・メニュー
ポップアップ・メニューを使って、利用できるリストのうちの1 つ
を選びます。

Nextボタン
このボタンをタッチして、リスト内の次のエントリーを選びます。

Hint:このボタンの機能をフット・スイッチに割り当てることができ
ます。

カスタム・
リスト

コマンド

リスト・ヘッダー

スクロール・
バー
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Selectボタン
このボタンをタッチして、リスト内の反転表示になっているエント
リーの選択を確定します。選択確定したエントリーの名前は、画面
（“N：”）の左上の角に表示されます。

List Edit

このページを利用するときは、ページ・メニューのEnable List Edit
コマンドにチェックを付けます（160ページ参照）。
このページでカスタム・リストをエディットします。
カスタム・リストにエントリーを加えるためには、最初にリストを
作成するか、または選択して、このページでエディットしてくださ
い。
それから、Bookページへ行き、加えるエントリーを選びます。そし
て、Add to list ボタンをタッチします。
エントリーの追加が終わったら、このページに戻ってカスタム・リ
ストをエディットします。

リスト名
選ばれたリストの名前です。Custom List タブ・ページのリスト・
ポップアップ・メニューでカスタム・リストを選びます。

カスタム・リスト
選ばれたカスタム・リストに含まれるソングのリストです。表示され
てない部分のリストを閲覧するときは、スクロール・バーを使います。

スクロール・バー
表示しきれないエントリーを閲覧するために、スクロール・バー（ま
たはTEMPO/VALUEダイヤル）を使います。

コマンド

Moveボタン
このボタンをタッチして、リストの内のエントリーを上下に移動し
ます。

Del Song ボタン
このボタンをタッチして、リストから選んだエントリーを削除します。

New Listボタン
このボタンをタッチして、新しい空のカスタム・リストを作ります。

Note:ソングブック・ファイル内には最大256個のカスタム・リス
トが作成できます。

Del List ボタン
このボタンをタッチして、現在のカスタム・リストを削除します。

Writeボタン
このボタンをタッチして、エディットしたカスタム・リストを保存し
ます。

（テキスト編集）ボタンをタッチして、異なる名前を選ばれたリ

ストに割り当てるためのテキスト編集ウィンドウを表示します。
カスタム・リストを保存するオプションを選びます。

･ 名前を変えて、既存のリストに上書きするときは“Rename/
Overwrite”を選びます。

Warning:古いリストは、削除されます。

･ 新しいカスタム・リストを保存するときは、New List を選びま
す。このリストは、Custom List タブ・ページにおいて利用で
きます。

Lyrics/STS
Lyrics/STSページは、歌詞を見たり、STS を選ぶことができます。

“.TXT”ファイルが現在のソングにリンクされているときに、専用の
縦方向のスクロール・バーが表示されます。スクロール・バーを指
でドラッグして表示するテキスト部分を移動します。

Note: 一度にテキストのすべてを閲覧することはできません。スク
ロール・バーまたはスクロール・アローのうちの 1 つをタッチする
と、テキストの全部のページを移動することができます。

ソングブックのエントリーに関連している
歌詞のテキスト・ファイル
歌詞は、“.TXT”ファイルとして各ソングブック・エントリー（スタ
イルかソング）に付帯することができます。詳細は 157 ページ
“Linked .TXT（リンク・テキスト）”をご覧ください。
本機には歌詞を見る方法が5つあります。

・ ソング・プレイ・モードで、歌詞イベントが含まれるスタンダー
ドMIDI ファイルで、歌詞を見ることができます。歌詞を見ると

カスタム・
リスト

コマンド

リスト名

スクロール・
バー

この部分をタッチし
て次へ移動
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きは、ソング・プレイ・モードの Lyrics & Maker タブをタッチ
します。

・ ソング・プレイ・モードで、ソングと同じフォルダに含まれるソ
ング・ファイルの、同じ名前の“.TXT”ファイルに含まれる歌詞
を、見ることができます。歌詞を見るときは、ソング・プレイ・
モードの“Lyrics & Maker”タブをタッチします。

・ ソングブック・モードで、歌詞イベントが含まれるスタンダード
MIDI ファイルで、歌詞を見ることができます。歌詞を見るとき
は、ソングブック・モードの“Lyrics/STS”タブをタッチします。

・ ソングブック・モードで、ソングと同じフォルダに含まれる、ソ
ング・ファイルの同じ名前の“.TXT”ファイルに含まれる歌詞
を、見ることができます。歌詞を見るときは、ソングブック・モー
ドの“Lyrics/STS”タブをタッチします。

・ ソングブック・モードで、ソングに基づくエントリーとリンクし
た“.TXT”ファイルに含まれる歌詞を、見ることができます。歌
詞を見るときは、ソングブック・モードの“Lyrics/STS”タブ
をタッチします。

ソングに基づくエントリーの場合、これは画面において示される歌
詞データの優先順位です

i） エントリーと関連づけたTXTファイル

ii） スタンダード MIDI ファイルと同じフォルダに含まれる TXT
ファイル

iii） スタンダードMIDIファイルで含まれる歌詞イベント。

Info

このページでは、現在のリストにおいて選ばれたエントリーの名前、
関連するリソース、ソングブックのメイン・リストに含まれるエン
トリーの総数、フィルタリングされたエントリーの数、利用できる
カスタム・リストの数とエントリー数を確認することができます。

･ スタイルに基づくエントリーの場合

･ スタンダードMIDI ファイルに基づくエントリーの場合

選択しているエントリー
このパラメーターは、現在選ばれたエントリーを示します。空白（―）
ならば、最新の選ばれたエントリーはエディットされた、あるいは、
まだ選ばれない状態です。

関連するリソース
選ばれたエントリーと結びついているスタイル、またはスタンダー
ドMIDIファイル名です。

Songs（総エントリー数）
ソングブックのメイン・リストに含まれるエントリーの数です。

Songs After Filtering（フィルタリング・エントリー数）
フィルタリングされたエントリーの数です。
選ばれたフィルターを適用した後に、ブック・リストにおいて示さ
れるエントリーの数です。フィルターを設定してないときは、ソン
グブック・リストの合計エントリーの数（前パラメーター）をと同
じになります。

Custom Lists（カスタム・リスト数）
利用できるカスタム・リストの数です。

Songs in the Current List
（カスタム・リストのエントリー数）
現在のカスタム・リストに含まれるエントリー数です。

選択している
エントリー

関連する
リソース

選択している
エントリー 関連するリソース
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ページ・メニュー

ページ・メニュー・アイコンをタッチしてページ・メニューを表示
します。選択するコマンド表示部分をタッチします。
コマンドを選択しないでメニューを閉じるときは、メニュー表示部
分以外の画面をタッチします。

Artist/Genre（アーティストとジャンル切り替え）
ソングブック・リストとカスタム・リスト・ページで表示されます。
コマンドを選ぶたびにリストの欄がアーティストとジャンルで、切
り替わります。

Number/Key（ソング選択番号とソング・キーの切り替え）
ソングブック・リストとカスタム・リスト・ページで表示されます。
コマンドを選ぶたびにリストの欄が固有番号とキーで、切り替わり
ます。

Ascending/Descending（昇順と降順切り替え）
ソングブック・リストの表示順番を変えます。コマンドを選ぶたび
に現在選んでいる欄（反転表示）の項目の並び方が昇順、降順で切
り替わります。ソートの項目は、以下の命令のうちの1つで選びます。

Sort by Type/Name/Genre/Artist/Key/
Tempo/Meter（並び替え項目の選択）
ソートの項目を選びます。選ばれた項目は、エントリー・リストよ
り上欄に反転表示で示されます。

Enable List Edit（リスト・エディットの有効）
リスト・エディット・ページを有効にするときは、このコマンドに
チェックを付けます。

Export as text file（リスト・テキストの書き出し）
ソングブック・リストまたはカスタム・リストをテキスト・ファイ
ルとして保存するときに、このコマンドを選び、エクスポート・ダ
イアログ・ボックスを表示します。
フィルタにチェックが付いているときは、エクスポートされたリス
トはフィルタリング後のものになります。
このコマンドを選んだページによってダイアログ・ボックスは少し
異なります

･ Bookタブ・ページから選ぶ

･ Custom List タブ・ページから選ぶ

カードに保存するために （テキスト編集）ボタンをタッチして、

テキスト編集ウィンドウを表示し、名前を付けます。

･ 確認してOKボタンをタッチします。
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このモードはフル機能の内蔵シーケンサーで、ゼロからソングを
作ったり、エディットすることができます。また、本機や外部機器
で作られたスタンダードMIDIファイルを取り込んでパラメーターを
本機でエディットすることができます。
スタンダードMIDIファイル（SMF：“.MID”拡張ファイル）のソン
グを新たに作ったり、エディットすることができ、それをソング・プ
レイやシーケンサー・モードで再生することができます。

トランスポート・コントロール

ソングを再生するために、シーケンサー1 のトランスポート・コン
トロール（シーケンサー・エリアの左上）を使います。
シーケンサー・モードで使用できるのは、シーケンサー1のみです。
シーケンサー2のトランスポート・コントロールは無効になります。
詳細は 16 ページ“SEQUENCER 1 トランスポート・コントロー
ル”をご覧ください。

ソングとスタンダード MIDI ファ
イル・フォーマット

本機のソング・フォーマットは基本的にスタンダード MIDIファイル
です。
ソングをSMF として保存するとき、ソングの開始前に中身のない小
節が自動的に挿入されます。この小節は、いろいろなソング初期化
のパラメーターを含んでいます。SMFがロードされるとき、この中
身のない小節は自動的に削除されます。

メイン・ページ

他のモードにいるときに、SEQUENCER キーを押してシーケン
サー・モードに入ると、このページが表示されます。
このページで、ソングを選択してから、シーケンサー1（前述“ト
ランスポート・コントロール”参照）のトランスポート・コントロー
ルを使って、再生することができます。

Note: スタイル・プレイ・モードからシーケンサー・モードに切り
替えると、シーケンサー・セットアップが自動的に選ばれます。そ
のため、各トラック・パラメーターが変わるものがあります。

シーケンサー・エディット・ページから、メイン・ページに戻ると
きは、EXITまたはSEQUENCERキーを押します。

表示するソング・トラック1-8 と 9-16 の切り替えには、TRACK
SELECTキーを使います。

ページ・ヘッダー
ここには、現在の操作のモード、マスター・トランスポーズと認識
されたコードが表示されます。

モード名
現在のモードの名前が表示されます。

マスター・トランスポーズ
マスター・トランスポーズの値が半音単位で表示されます。この値
は、フロント・パネルのTRANSPOSEキーを使って設定できます。

Note:トランスポーズをしたくないときは、グローバルのマスター・
トランスポーズ・パラメーターの設定を“lock”（186 ページ
“General Controls: Lock”参照）にします。

ページ・メニュー・ボタン
ページ・メニュー・ボタンをタッチしてページ・メニューを表示し
ます。詳細は180ページ“ページ・メニュー”をご覧ください。

ソング・エリア
ソング名と共に、テンポ、拍子のパラメーターと現在の小節が表示
されます。

ソング名
選ばれたソングの名前を表示します。

シーケンサー・モード

ソング・エリア ページ・ヘッダー ページ・メニュー・ボタン

選択した
トラック
の情報

サウンド・
エリア

トラック音量 /状態アイコン

モード名 マスター・
トランスポーズ

ソング名 テンポ表示小節番号

拍子カウンター
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“NEWSONG”が表示されているときは、新しい（空白の）ソング
が選ばれていて、新たな録音をすることができます。別のソングを
選ぶときは、ソング名をタッチするか、シーケンサー 1のトランス
ポート・コントロールのSONG SELECT キーを押して、ソング選
択ウィンドウを表示し、選択します（78ページ“ソング選択ウィン
ドウ”参照）。
ソング・選択ウィンドウが表示されているときに、SONG SELECT
キーをもう一度押すと、そのＩＤ番号でソングを選択することがで
きます（79ページ“ID ナンバーでソングを選ぶ”参照）。

拍子
現在の拍子の表示です。

小節番号
現在の小節番号です

テンポ表示
メトロノーム・テンポ（30 から250）です。この部分をタッチし
たあと、TEMPO/VALUE ダイヤルでテンポの値を変えます。この
部分を押さずに、SHIFTキーを押しながら、TEMPO/VALUEダイ
ヤルを回すことで値を変えることもできます。

Locate measure
チェックを付けると、このパラメーターによって示される小節の先
頭を、ソングの一時的なスタート地点（小節 1以外）にすることが
できます。（ホーム）キーを押すか、始めに戻るために <<（早戻
し）キーを使うと、ソングはこの地点に戻ります。

Metro
再生の間、メトロノームの音を出すときはチェックを付けます。

Tempo（テンポ・モード）
テンポ・チェンジ・モードを選びます。

Manual TEMPO/VALUEダイヤルを使ってテンポを変えること
ができます。ソングは、TEMPO/VALUEダイヤルで選
ばれたテンポを使って再生されます。

Auto ソングに記録されているテンポで再生されます。

選択したトラックの情報
トラックに割り当てられたサウンドを表示します。表示されるのは
メイン・ページだけではありませんが、すべてのエディット・ペー
ジで表示されているわけではありません。

トラック名
選んだトラックの名前

サウンド名
選んだトラックに割り当てられているサウンドです。
この部分をタッチすると、サウンド選択ウィンドウが表示され、異
なるサウンドを選ぶことができます。

サウンド・バンク
選んだサウンドが属しているバンクです。

プログラム・チェンジ
プログラム・チェンジの数列です（バンク・セレクトMSB. バンク・
セレクト LSB. プログラム・チェンジ）。

サウンド・エリア
8つのトラックのサウンド・バンクとトランスポーズを表示します。

オクターブ・トランスポーズ
エディット不可：各トラックのトランスポーズ値。値を変えるとき
は UPPER OCTAVE キーを使用します。また“Mixer/Tuning:
Tuning”エディット・ページでも行うことができます（90 ページ
参照）。

サウンド・バンク・アイコン
現在のサウンドが属しているバンクが図示されます。それぞれのト
ラックのこのアイコンをタッチすると、トラックの情報が表示され
ます。
もう一度このアイコンをタッチすると、サウンド選択ウィンドウが
表示されます。

トラック音量 /状態アイコン
各ソング・トラックの音量と状態（プレイ /ミュート）を設定します。
ソング・トラック1-8と9-16の表示切り替えにはTRACK SELECT
キーを使います。

・ ソング・トラック1-8表示

・ ソング・トラック9-16表示

仮想スライダー（トラック音量）
仮想スライダーは、トラックの音量をグラフィック表示したもので
す。音量を変えるトラックをタッチして（スライダー部分反転表示）、
TEMPO/VALUE ダイヤルを回して値を変えます。また、画面上で
スライダーをタッチしたまま上下に移動（ドラッグ）して値を変え
ることもできます。

トラック状態アイコン
トラックの状態（プレイ / ミュート）がアイコンで表示します。ト
ラックを選んだあと、もう一度そのトラック・エリアをタッチする
と、状態が切り替わります。

プレイ：トラックの音がでます。

ミュート：トラックを消音します。

トラック名
スライダーの下に、各トラック略名が表示されます。TRACK
SELECT キーを使ってトラック1-8 と 9-16を切り替えます。

T01...T16　ソング・トラック

トラック名

サウンド名

サウンド・バンク

プログラム・チェンジ

ソング・トラックのオクターブ・トランスポーズ

サウンド・バンク・アイコン

トラック状態アイコン 仮想スライダー
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録音に入る

シーケンサー・モードのときに RECORD キーを押して、録音に入
ります。以下のダイアログ・ボックスが表示されます。

3つの方法から録音するオプションを選んでから、OK ボタンをタッ
チします。
録音を中止するときはCancelボタンをタッチします。

Multitrack Sequencer
フル機能のシーケンサーです。標準的な16 トラックの
マルチトラック録音をします（163ページ“録音モード
:マルチトラック・シーケンサー・ページ”参照）。

Backing Sequence （Quick Record）
簡易的な録音方法です。スタイルを再生しながら、リア
ルタイム演奏と一緒に録音をします。

Step Backing Sequence
ステップ録音です。スタイルのコードとコントローラを
エディットします。鍵盤演奏をしないでデータを作って
いくのに、非常に役に立つ録音方法です。

録音モード :マルチトラック・
シーケンサー・ページ
シーケンサー・モードで、RECORD キーを押します。“Multitrack
Sequencer”オプションを選んだあとOKボタンをタッチして、マ
ルチトラックのシーケンサー・ページを表示します。

録音手順の詳細は164ページ“マルチトラック録音手順”をご覧く
ださい。

ページ・ヘッダー
161ページ“ページ・ヘッダー”参照。

ページ・メニュー・ボタン
161ページ“ページ・メニュー・ボタン”参照

ページ・サブ・ヘッダー
ここには、録音するソングに関する若干の情報を表示します。

ソング名
録音するソングの名前です。

空きメモリ%
録音に使える残っている空きメモリーのパーセンテージ表示です。

拍子カウンター
このインジケーターは、現在の小節内のビート位置を表示します。

小節番号
記録している現在の小節番号です。

録音パラメーター・エリア

Rec mode（録音モード）
録音を始める前に、録音するモードを選びます

Overdub 録音済みのイベントに、新しく録音されたイベントが重
ねられる多重録音。

Overwrite 録音済みのイベントの代わりに、新しく録音されたイベ
ントに書き変わってしまう上書き録音。

Auto Punch
録音は、自動的に“Start”位置から始まって、“End”
位置で止まる録音。

Note: オート・パンチは、空のソングでは使用できませ
ん。少なくとも1つのトラックは、録音済みの必要があ
ります。

PedalPunch
“Punch In/Out”にセットされたペダルを踏むことで録
音を開始し、もう一度踏むことで録音を止める録音。

Note: ペダル・パンチは、空のソングでは使用できませ
ん。少なくとも1つのトラックは、録音済みの必要があ
ります。

Locate measure
チェックを付けると、このパラメーターによって示される小節の先
頭をソングの一時的なスタート地点（小節1 以外）にすることがで
きます。（ホーム）キーを押すか、始めに戻るために <<（早戻し）
キーを使うと、ソングはこの地点に戻ります。

Resolution（レゾリューション）
録音時のクォンタイズの分解能を設定します。クォンタイズを利用
すると、タイミングのエラーが修正できます。弾くタイミングが早
すぎたり遅すぎたりしたノートは、このパラメーターで設定したリ
ズム上の「グリッド」の一番近い軸に移動するので、演奏がタイミ
ングよく聴こえます。

High クォンタイズは行いません。

ページ・ヘッダー

選択した
トラック
の情報

サウンド・
エリア

トラック音量/ 状態

録音パラ
メーター・

エリア

ページ・サブ・ヘッダー ページ・メニュー・
ボタン

ソング名 拍子カウンター 小節番号空きメモリ %
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� （1/32）... � （1/8）
グリッドの分解能を音符で表したものです。例えば、 �
（1/16）に設定すると、すべてのノートが一番近い 1/
16のグリッド軸に移動します。

Start/End
録音の開始位置と終了位置。録音に“Auto Punch”が選択されて
いるときに設定ができるパラメーターです。オート・パンチ録音の
開始位置と終了位置を設定します。

Metro（メトロノーム）
録音時のメトロノームの状態を設定します。

Off カウント・ダウン時にのみ、メトロノームが聴こえます。

On1 録音中、メトロノームが再生されます。録音は1小節の
カウント・ダウン後に始まります。－ 1 小節の後にレ
コーディングを始めてください。

On2 録音中、メトロノームが再生されます。録音は2小節の
カウント・ダウン後に始まります。－ 2 小節の後にレ
コーディングを始めてください。

Tempo
この部分をタッチしたあと、TEMPO/VALUE ダイヤルでテンポの
値を変えます。

Note: この部分を押さずに、SHIFT キーを押しながら、TEMPO/
VALUEダイヤルを回すことで値を変えることもできます。

Meter
これは、ソングの基本的な拍子（または拍子記号）です。
録音を始める前にのみ設定できます。ソングの途中に 1つの拍子の
変化を挿入するときは、“Insert Measure”（170 ページ）を使用
します。

Tempo（テンポ・モード）
このパラメーターは、テンポ・イベントを読むか、記録される方法
を選択します。

Manual 最新のテンポ設定（TEMPO/VALUE ダイヤルで設定）
を、テンポ値にします。テンポ変化イベントは、記録さ
れません。実際のテンポより非常にゆっくり歌を録音す
るために非常に役に立ちます。

Auto シーケンサーは、すべての記録されたテンポ・イベント
を再生します。テンポ変化イベントは、記録されません。

Record すべてのテンポ変化がマスター・トラックに記録されま
す。

Note: テンポは、常に上書きモード（古いデータは、新
しいデータと取り替えられる）で記録されます。

選択したトラックの情報
選んだトラックに割り当てられたサウンドを表示します。
詳細は162ページ“選択したトラックの情報”をご覧ください。

サウンド・エリア
8つのトラックのサウンドとトランスポーズを表示します。
詳細は162ページ“サウンド・エリア”をご覧ください。

トラック音量 /状態アイコン
各ソング・トラックの音量と状態を設定します。
詳細は139ページ“音量パネル”をご覧ください。

トラック状態アイコン
プレイ /ミュート /録音のトラックの状態がアイコンで表示します。

プレイ：トラックの音がでます。

ミュート：トラックを消音します。

録音：トラックに録音をします。 （再生 /停止）キー
を押したあと、鍵盤やMIDI IN またはUSB 端子からの
ノートを受けると録音を開始します。

マルチトラック録音手順
マルチトラック録音のための一般的な手順は下記の通りです。 
1. SEQUENCER キーを押してシーケンサー・モードに入ります。 

2. RECORD キーを押して、“Multitrack Sequencer”オプショ
ンを選び、OK ボタンをタッチしてマルチトラック録音に入りま
す。ここで、録音に関するパラメーターを設定します。詳細は
163 ページ“録音モード :マルチトラック・シーケンサー・ペー
ジ”をご覧ください。 

3. オプションにOverdubかOverwriteが選択されるのを確認して
ください（163 ページ“Recmode（録音モード）”参照）。 

4. テンポを設定します。テンポを設定するには2つの方法がありま
す。

・ SHIFT キーを押しながら、　TEMPO/VALUE ダイヤルで変
更する。

・“Tempo”を選択（反転表示）して、TEMPO/VALUE ダイ
ヤルで変更する。 

5. TRACK SELECTキーを押してソング・トラック1-8と9-16を
切り替えながら、各トラックにサウンドを割り当てます（162
ページ“サウンド・バンク・アイコン”参照）。 

6. 録音するトラックの状態アイコンを録音にします（164 ページ
“トラック状態アイコン”参照）。 

7. 録音を開始する小節を任意に設定するときは、“Locate
measure”パラメーターを使います。 

8. （再生 /停止）キーを押して録音を始めます。
メトロノームの設定によっては、録音が実際に開始する前に、1-
または 2 小節のプリカウントが再生されます。プリカウントの
後、自由に演奏してください。

・ モードにオート・パンチを選んでいるときは、開始位置にした
ときに、録音は開始されます。

・ モードにペダル・パンチを選んでいるときは、録音を開始する
とき、ペダルを踏んで録音を開始します。録音を終了するとき
は、もう一度ペダルを踏みます。

Note: オート・パンチは、空のソングでは使用できません。少な
くとも1つのトラックは、録音済みの必要があります。 

9. 録音を終了するときは、 キーを押してシーケンサーを止め
ます。異なるトラックを選んで、全部のソングを録音し続けます。 

10.新しいソングの録音を終わるときは、RECORD キーを押すか
ページ・メニューから Exit from Record コマンドを選びます
（180 ページ参照）。

Warning:本機の電源をオフにすると録音したソングは消えてし
まうので、カードにソングを保存することをお薦めします。

Note: 録音を終了すると、オクターブ・トランスポーズは自動的
に“0”へリセットされます。  

11.新しく録音したソングをエディットするときは、MENU キーを
押して、ソングのエディット・ページで行います。

　High
クオンタイズ

なし

1/16

1/8
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録音モード :ステップ録音ページ

ステップ録音は、各トラックに音符 1 つずつ、あるいは和音を入力
して新しいソングを作成します。楽譜通りにレコーディングしたり、
細部まで正確に再生するとき、特にドラム、パーカッションのトラッ
ク作成に便利です。
ページ・メニューからOverdub Step RecordingまたはOverwrite
Step Recording コマンドを選び、このページに入ります。
Overdub Step Recording モードでは録音済みのイベントに、新し
く録音されたイベントを重ねて録音していきます。Overwrite Step
Recording では、録音済みのイベントの代わりに、新しく録音され
たイベントに書き変えていきます。

録音手順の詳細は“ステップ録音手順”をご覧ください。

ページ・ヘッダー
現在のモードを表示します。

ページ・サブ・ヘッダー

Track
選択した録音中のトラックの名前。

S1Tr01...Tr16
シーケンサー1 トラック。シーケンサー・モードで使わ
れるのは、シーケンサー1のトラックだけです。

Pos（ポジション）
挿入されるイベント（ノート、休符またはコード）の位置です。

ステップ・タイム・エリア

Step Time
挿入されるイベントの長さ。 
� ... � ノートの値

Standard （－）
選ばれたノートの標準の値。

Dot （.） 選ばれたノートの半分の長さを増やします。

Triplet （3）選ばれたノートを三連符にします。

ノート・パラメーター・エリア

Meter
現在の拍子。このパラメーターは、エディットできません。
エディット・メニューの挿入機能で、異なる拍子の連続した小節を
挿入することによって拍子の変化を設定することができます（178
ページ“Song Edit: Cut/Insert Measures”参照）。

Free Memory
録音することができる残っている記憶領域のパーセンテージ表示
です。

Duration
挿入されたノートの相対的な持続時間です。
パーセンテージは、常にステップ値に依存します。

50% スタッカート。

85% 普通の発音。

100% レガート

Velocity
ノートまたは和音を入力する前に設定します。挿入されるイベント
の演奏の強さ（ベロシティ値）です。

Kbd ダイヤルを反時計方向にいっぱいまで回すと、これを選
ぶことができます。鍵盤を弾いたときのべロシティ値に
なります。

1...127 鍵盤を弾いたときのべロシティ値は無視され、設定した
ベロシティ値になります。

イベント・リスト・エリア

挿入されたイベントのリスト
以前に挿入されたイベントです。画面の Back ボタンをタッチする
ことによって、終端のイベントを削除して、用意した新しいイベン
トに作り替えます。

Position イベントが挿入された位置。
値は、“measure.beat.tick”形式で示されます。

Note/RX Noise
挿入されたノート、または RXノイズの名前です。コー
ドに入るときは、ルート・ノートの名前の後に連続した
ドットが表示されます。

Vel. 挿入されたイベントの演奏の強さです。

Dur.% 挿入されたノートの相対的な持続時間

各種ボタン

Restボタン
休符を挿入します。

Tieボタン
ノートとノートの間にタイが挿入されます。

Backボタン
挿入されたイベントを消して、前のステップに戻ります。

Next M.（Next Measure）ボタン
次の小節へ進み、残っているスペースを休符で埋めます。

Doneボタン
ステップ録音を終了し、元の画面に戻ります。

ステップ録音手順
ステップ録音のための一般的な手順は下記の通りです。 
1. SEQUENCERキーを押してシーケンサー・モードに入ります。 

2. RECORDキーを押して、“Multitrack Sequencer”オプション
を選び、OKボタンをタッチしてマルチトラック録音に入ります。 

3. ページ・メニューから、Overdub Step Recording、または
Overwrite Step Recording コマンドを選ぶと、ステップ録音
ウィンドウが、画面に表示されます。 

4. 次のイベントは、画面の右上角の、Posに表示された位置に入り
ます。

ページ・ヘッダー ノート・パラメーター・
エリア

ステップ・
タイム・
エリア

各種ボタン

ページ・サブ・
ヘッダー

イベント・リスト・エリア
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・この位置のノートを挿入したくない場合は、手順6のように、
その代わりに休符を挿入します。

・次の小節へ移動するために、Next M. ボタンをタッチしたと
きは、現在の小節の残っているスペース（タイミング）は休符
で埋められます。 

5. ステップの値を変えるときは、ステップ・タイム・パラメーター
を使います。 

6. 現在の位置にノート、休符またはコードを挿入します。

・鍵盤を弾いて 1 つのノートを挿入します。挿入されたノート
の長さは、ステップ長と同じになります。“Velocity”と
“Duration”パラメーターをエディットすることによって、
ノートの強さと持続時間を変更することができます。165
ページ“Velocity”と“Duration”をご覧ください。

・画面のRest ボタンをタッチして休符を挿入します。その長さ
は、ステップ値と同じになります。

・前後のノートを同じピッチでつなぐときは、画面のTieボタン
をタッチします。ノートが挿入されるので、鍵盤を使って入力
する必要はありません。

・コードまたは複数音を挿入するためには、“Style Record
mode”の110ページ“ステップ録音でのコード、和音の挿
入”をご覧ください。 

7. 新しいイベントを挿入した後に、画面のBackボタンをタッチす
ると戻ることができます。これは、以前に挿入されたイベントを
削除して、再びステップをエディットすることができます。 

8. 録音が終わったら、画面のDone ボタンをタッチします。ダイア
ログ・ボックスでキャンセル、エディット内容の破棄、または保
存を選びます。

Cancelボタンをタッチしたときは、再びエディットを続けるこ
とができます。
Noボタンをタッチしたときは、エディット内容が破棄され、ス
テップ録音ウィンドウが閉じます。
Yes ボタンをタッチしたときは、エディット内容が保存された
後、ステップ録音ウィンドウが閉じます。 

9. マルチトラック録音のメイン・ページのページ・メニューから
Exit from Record コマンドを選ぶか、RECORDキーを押すと
録音を終了します。 

10.シーケンサー・モードのメイン・ページで、シーケンサー1 の

（再生 /停止）キーを押してソングを聴いたり、ページ・メ
ニューから Save Song コマンドを選び、ソングをカードに保
存することができます（181 ページ“セーブ・ソング・ウィン
ドウ”参照）。

複数音の挿入
本機では「トラックにノートを 1 つ1 つ挿入しなければいけない」
ということはありません。和音（複数音）を挿入する方法はいくつ
かあります。
詳細は“スタイル・レコード・モード”の110ページ“ステップ録
音でのコード、和音の挿入”をご覧ください。

録音モード : バッキング・シーケ
ンス（クイック録音）・ページ

スタイル・プレイ・モードにおけるリアルプレイ演奏をそのまま録
音することができます。これをバッキング・シーケンスと呼びます。
録音するKbd/Pad（キーボード /パッド）トラックは鍵盤とパッド
を録音、Ch/Acc（コード / アカンパニメント）トラックはスタイ
ル・コマンド（スタイル・エレメントの切り替えなど）と鍵盤によ
るコードの切り替えを録音します。
シーケンサー・モードで、RECORD キーを押します。
“Backing Sequence（Quick Record）”オプションを選んだあと
OK ボタンをタッチして、バッキング・シーケンス（クイック録音）・
ページを表示します。

録音手順の詳細は 168 ページ“バッキング・シーケンス録音 （ク
イック録音）の手順”をご覧ください。

ページ・ヘッダー
161ページ“ページ・ヘッダー”参照。

ページ・メニュー・ボタン
161ページ“ページ・メニュー・ボタン”参照。

ページ・サブ・ヘッダー
163ページ“ページ・サブ・ヘッダー”参照。

録音パラメーター・エリア

Style
このパラメーターは、選択したスタイルを表示します。
ここをタッチするか、フロント・パネルのSTYLE SELECT キーの
どれか 1 つを押して、スタイル選択ウィンドウを表示して異なるス
タイルを選びます（77ページ“スタイル選択ウィンドウ”参照）。

Free memory
録音することができる、残っている保存容量のパーセンテージ表示
です。

Resolution
録音時のクォンタイズの分解能を設定します。
クォンタイズを利用すると、タイミングのエラーが修正できます。弾
くタイミングが早すぎたり遅すぎたりしたノートは、このパラメー
ターで設定したリズム上の「グリッド」の一番近い軸に移動するの
で、演奏がタイミングよく聴こえます。

High クォンタイズを使用しません。

ページ・ヘッダー
ページ・メニュー・

ボタン

選択した
トラック

情報エリア

B.S. グループ・
トラック・エリア

トラック音量 / 状態

録音パラメー
ター・エリア

ページ・サブ・ヘッダー
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� （1/32）...  � （1/8）
グリッドの分解能を音符値で設定します。例えば、 �（1/
16）を選択すると、すべてのノートが一番近い1/16の
グリッド軸へ移動します。 �（1/8）を選択すると、すべ
てのノートが一番近い1/8のグリッド軸へ移動します。

Chord/Acc、Kbd/Pad
これらのパラメーターは、録音時のグループ化されたトラックの状
態（プレイ /ミュート /録音）を設定します。
この状態は、画面のトラック・スライダーの上に大きく表示されます。

Play バッキング・シーケンス・トラックは再生状態です。録
音データが入っている場合は、他のバッキング・シーケ
ンス・トラックを録音中でも、このトラックのサウンド
が聴こえます。

Mute バッキング・シーケンス・トラックは消音状態です。こ
のトラックがすでに録音されていても、他のバッキング・
シーケンス・トラックを録音中は、このトラックのサウ
ンドは聴こえません。

Rec バッキング・シーケンス・トラックは録音状態です。こ
のトラックにすでにあった録音データはすべて削除され
ます。 （再生 /停止）キーを押したあと、鍵盤やMIDI
のノートを受けると録音が始まります。

Ch/Acc: このバッキング・シーケンス・トラックには認識された
コード、スタイル・コントロール、スタイル・セクションが含まれ
ています。録音終了後、ソング・トラック9～16として保存されます。

Kbd/Pad: このバッキング・シーケンス・トラックには4 パートの
リアルタイム・トラックと、4 つのパッド・トラックが含まれてい
ます。
録音終了後、ソング・トラック1～8として保存されます。

Metro（メトロノーム）
録音時のメトロノームの状態を設定します。

Off カウント・ダウン時にのみ、メトロノームが聴こえます。
－1小節のカウント・ダウン後にレコーディングを始め
てください。

On1 録音中、メトロノームが再生されます。録音は1小節の
カウント・ダウン後に始まります。－1小節の後に録音
を始めてください

On2 録音中、メトロノームが再生されます。録音は2小節の
カウント・ダウン後に始まります。－2小節の後に録音
を始めてください。

Tempo
メトロノーム・テンポです。この部分をタッチしたあと、TEMPO/
VALUEダイヤルでテンポの値を変えます。
他のパラメーターを選んでいるときや、他のページを表示している
ときでも、SHIFTキーを押しながら、TEMPO/VALUEダイヤルを
回すことでテンポの値を変えることもできます。

Meter
エディット不可：参考のために選ばれたスタイルの拍子を表示します。

PERFまたは STS
このパラメーターは、選択されているパフォーマンスまたは STS
（最後に選択した項目によります）を表示します。
パフォーマンスを選択するときは、この部分をタッチするか、フロ
ント・パネルのPERFORMANCE/ SOUNDキーの内1 つを押し
て（PERFORMANCE/ SOUNDキーの LED点灯）パフォーマン
ス選択ウィンドウを表示して異なるパフォーマンスを選択します
（76ページ“パフォーマンス選択ウィンドウ”参照）。
STSを選ぶときは、画面の下のフロント・パネルの4 つのSINGLE
TOUCH SETTING キーを使用します。

グループ化したバッキング・シーケンス・トラック

Kbd/PadとCh/Accトラック状態表示
大きな表示（Play/Mute/Rec）は、グループ化したバッキング・
シーケンス・トラックの状態（プレイ /ミュート / 録音）です。こ
れは、Kbd/Pad と Ch/Accパラメーターの状態を反映しています。

選択したトラックの情報
選ばれたトラックに割り当てられたサウンド名です。
詳細は162ページ“選択したトラックの情報”をご覧ください。

トラック音量 /状態
各リアルタイム・トラックの音量とプレイ /ミュートを設定します。

仮想スライダー（トラック音量）
仮想スライダーは、トラックの音量をグラフィック表示したもので
す。139ページ“音量パネル”をご覧ください。

各トラック状態アイコン
プレイ/ミュートのトラックの状態がアイコンで表示します。トラッ
クを選んだあと、もう一度そのトラック・エリアをタッチすると状
態が切り替わります。

プレイ：トラックの音がでます。

ミュート：トラックを消音します。

トラック名

スライダーの下に、各トラックの名称が表示されます。

UPPER1...3
アッパー・トラック

LOWER ロワー・トラック

Chord/Acc トラック ソング・トラック / チャンネル

ベース 9

ドラム 10

パーカッション 11

アカンパニメント 1 12

アカンパニメント 2 13

アカンパニメント 3 14

アカンパニメント 4 15

アカンパニメント 5 16

Kbd/Pad トラック ソング・トラック / チャンネル

アッパー 1 1

アッパー 2 2

アッパー 3 3

ロワー 4

パッド 1 5

パッド 2 6

パッド 3 7

パッド 4 8

High
クォンタイ

ズなし

1/16

1/8
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バッキング・シーケンス録音
（クイック録音）の手順
バッキング・シーケンス録音（クイック録音）の一般的な手順は下
記の通りです。 
1. SEQUENCER キーを押してシーケンス・モードに入ります。 

2. RECORDキーを押して、“Backing Sequence（QuickRecord）”
オプションを選び、OK ボタンをタッチしてバッキング・シーケン
ス（クイック録音）・モードに入ります。これで録音する設定を準備
することができます（詳細は、166ページ“録音モード: バッキン
グ・シーケンス（クイック録音）・ページ”をご覧ください）。 

3. このモードに入る前に選んでいたスタイルが、現在選ばれていま
す。スタイルを変更するときは、録音を始める前に選択して下さ
い（77ページ“スタイル選択ウィンドウ”参照）。 

4. このモードに入る前に選んでいたパフォーマンス、または STS
が現在選ばれています。パフォーマンス、またはSTSを変更す
るときは、録音を始める前に選択して下さい（76 ページ“パ
フォーマンス選択ウィンドウ”、78ページ“STSの選択”参照）。 

5. Kbd/Padと Ch/Accトラックの状態を選びます（Kbd/Padは、
鍵盤とパッドです。Ch/Acc は、コードとアカンパニメント（ス
タイル・トラック）です）。
トラックの状態を録音にして、鍵盤の演奏を自動伴奏と共にすべ
てを録音します（139ページ“音量パネル”参照）

Warning:録音を始めるとき、録音にセットされたトラックは自
動的に上書きされます。

上書きをしたくないトラックは再生またはミュートに設定しま
す。例えば、既存のスタイル・トラックで鍵盤パートを録音済み
の場合は、Ch/Accを Rec（録音）、Kbd/Pad を Play（再生）
に設定します。 

6. シーケンサー1の （再生 /停止）キー、またはフロント・パ
ネルのSTART/STOP キーを押すと録音を開始します。

・シーケンサー1 の キー、またはフロント・パネルの
START/STOP キーを押すと、スタイル演奏が無くても鍵盤
演奏のイントロを録音することができます。

プリカウントの後に録音を開始することもできます（162 ペー
ジ“Metro”参照）。単独のイントロを演奏します。そして、フ
ロント・パネルのSTART/STOPキーを押すことによって、自
動伴奏を始めます。

･ フロント・パネルのSTART/STOPキーを押すことによって、
ソングの初めにスタイルを正しく始めることができます。

どんなスタイル・コントロールも使用することができるので、普
通の組み合わせから始まることができます（INTRO、ENDING、
FILL など詳細は47 ページ“スタイルを選択して再生する”を
ご覧ください）。

Note:バッキング・シーケンス・モードでは、SYNCHRO、TAP
TEMPO/RESET、MANUAL BASS、ACCOMPANIMENT
VOLUME設定を記録することはできません。 

7. 演奏を始めます。録音中にスタイルを変更したり、START/
STOPキーや、ENDINGキーを押してスタイルを止めることが
できます。もう一度START/STOP キーを押した時点で、スタ
イルが再開します。 

8. 演奏の録音を終わるときは、シーケンサー1の （再生 /停止）
キーを押します。シーケンサー・モードのメイン・ページに戻り
ます（136ページ“メイン・ページ”参照）。
この時点で、シーケンサー1 の キーを押すと、録音した新
しいソングを聴くことができます。
また、メニュー・キーをタッチして、ソングのエディットをする
こともできます（170ページ“エディット・メニュー”参照）。 

9. ソングをカードに保存します（181 ページ“セーブ・ソング・
ウィンドウ”参照）。

Warning: 録音されたソングは、本体メモリー（RAM）内にあ
り、本機をオフにしたり、スタイル・プレイ、またはソング・プ
レイ・モードに切り替えたり、再び録音に入ると消去されてしま
います。録音やエディットしたソングを消去したくない場合は、
カードに保存します。

録音モード : ステップ・バッキン
グ・シーケンス・ページ

ステップ・バッキング・シーケンス・モードでは、ソングのスタイ
ル（Chord/Acc）のパートを作成、エディットします。
鍵盤演奏をしなくても簡単にコードを入力したり、バッキング・シー
ケンス録音（クイック録音）で間違えたコード演奏や、スタイル・コ
ントロールの選択を直したりすることができます。
このモードは、バッキング・シーケンス録音（クイック録音）をし
たソングのみ、エディットすることができます。
バッキング・シーケンス録音（クイック録音）モードで作成したソ
ングを保存したときには、すべてのコード /伴奏データが保存され、
後でロードしてステップ・バッキング・シーケンス・モードでエ
ディットすることができます。
SEQUENCERキーを押してシーケンス・モードに入り、RECORD
キーをタッチして、“Step Backing Sequence”オプションを選
び、OK ボタンをタッチしてバッキング・シーケンス・ウィンドウを
表示します。

詳細は170ページ“ステップ・バッキング・シーケンスの手順”を
ご覧ください。

ページ・メニュー・ボタン
メニューを開けるために、ページ・メニュー・ボタンをタッチして
ページ・メニューを表示します。
詳細は170ページ“ステップ・バッキング・シーケンス・ページ・
メニュー”をご覧ください。

パラメーター・エリア

横三角（ ）
パラメーターの左隣の小さい横三角は、その値が現在の位置で有効
なことを意味します。
例えば、“003.01.000”位置にいたとき、横三角がコード・パラ
メ ータ ーの左 隣に 表示 され てい れば、コ ード の変化 が
“003.01.000”位置で起こることを意味します。

Measure
このパラメーターは、ステップ・エディタの現在の位置を表示しま
す。
ソングの範囲内で、異なる位置に移動するときは以下の方法を使い
ます。

･ このパラメーターを選択（反転表示）したあと、TEMPO/VALUE
ダイヤルを回して移動します。

･ 画面のMeasureボタンを使って小節を移動します。画面のStep
ボタンを使って1/8（192 チック）単位で移動します。イベン
ト単位で移動するときは、画面のEventボタンを使います。

パラメーター・
エリア

トランスポート・ボタン

ページ・
メニュー・
ボタン



167シーケンサー・モード
録音モード : ステップ・バッキング・シーケンス・ページ

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
ガ
イ
ド

 

位置（ロケート）値は、“measure.beat.tick”形式で表示されます。

Measure 小節または小節番号。

Beat 拍子記号を比率で分割したもの（例えば 3/4 の時の
0.25）

Tick 最も少ない位置の値。2 つの内蔵シーケンサーは、1/4
ビート（384チック）の分解能をもっています。

Style
これは、録音を開始する直前に選ばれていたスタイルです。
現在の位置でスタイル・チェンジを挿入するには、この部分をタッチ
してスタイル選択ウィンドウを表示して選択します。またはフロン
ト・パネルの STYLE SELECTキーのどれか 1つを押すことでも同
様にできます。

Note: 各小節の開始後（Mxxx.01.000 以外の位置）に挿入された
スタイル・チェンジは、次の小節から有効になります。例えば、ス
タイル・チェンジ・イベントが M004.03.000 で挿入されたなら
ば、選ばれたスタイルは M005.01.000 で有効になります（これ
はちょうどスタイル・プレイ・モードのように動作します）。

Note:スタイル・チェンジを挿入したとき、同じ位置でテンポ・チェ
ンジを挿入する必要があります。スタイル・チェンジは、自動的に
スタイルのテンポを挿入しません。

Performance
これは、録音を開始する直前に選ばれていたパフォーマンスです。パ
フォーマンスを選ぶと、リンクしたスタイルも呼び出されます。
現在の位置でパフォーマンス・チェンジを挿入するには、この部分
をタッチしてパフォーマンス選択ウィンドウを表示して選択しま
す。またはフロント・パネルのPERFORMANCE/SOUND SELECT
キーのどれか1つを押すことでも同様にできます。

Note: Chord/Accステップ・モードに入るとき、STYLE CHANGE
キーの LEDは自動的にオン（点灯）します。これは、パフォーマン
スを選ぶと、自動的にパフォーマンスに記憶されたスタイルが選択
されるからです。

SINGLE TOUCH と STS キーは自動的に使用できなくなります。、
Chord/Accステップ・モードでは、リアルタイム・トラックを変え
ることができないからです。

Tempo
これは、テンポ・チェンジ・パラメーターです。
現在の位置でテンポ・チェンジ・イベントを挿入するには、このパ
ラメーターを選んで、TEMPO/VALUE ダイヤルで値を変更します。

Chord
コード・パラメーターは、4つの別々のパートに分けられます

パートのうちの1つをタッチして選び（反転表示）ます。TEMPO/
VALUEダイヤルを使って値を変更します。
別の方法として、鍵盤でコードを弾くことで自動的に認識させるこ
ともできます。
コードが表示されない（－）のは、伴奏が現在の位置（ドラムとパー
カッション・トラックのために別々の）で、無いことを意味します。

Note: コードを異なるものと取り替えると、ロワー・トラック（録
音済）が自動的に変わらないので、伴奏に対して不調和を引き起こ
す場合があります。

Style Element
これは、スタイル・エレメント（Variation、Fill、Intro、Ending）です。
選ばれたスタイル・エレメントの長さは、常に“Length”パラメー
ター（下記参照）によって表示されます。
“Off”が表示されているときは、選んだ位置に伴奏が無い（リアル
タイム・トラックとパッド・トラックだけの演奏）ことを示してい
ます。

Hint:ソングの終わりなどで、自動的に伴奏を止めるときは、正確に
スタイル・エレメントの“Off”イベントを挿入します。

Length
スタイル・エレメントの変更点をどこに置くかの目安表示です。
例えば、イントロ・イベントが4 小節分ある場合は、Length 表示
は4と表示され、このイントロ・イベントの4小節目の後端に次の
バリエーション・イベントを挿入すればいいことがわかります。

Del （削除）ボタン
パラメーターの左隣の小さい横三角（ ）は、そのイベントが現在の
位置で有効なことを意味します。このボタンをタッチすることで、現
在の位置のイベントを削除します。

Hint:現在の位置から以降のイベントを一度に削除するときは、ペー
ジ・メニューから Delete All from Selected コマンドを選択しま
す（後述）。

トランスポート・ボタン

前後イベント・ボタン

このボタンで録音した前後のイベントへ移動します。

前後ステップ・ボタン

このボタンで録音した前後のステップへ移動します（1/8 ビート
=192チック）。イベントがステップの前後のときはそのイベントの
ロケートは止まります。
例えば、M001.01.000にいて、イベントがM001.01.192の
前に存在しないならば、Nextボタンをタッチすると
M001.01.192へ移動します。
イベントがM001.01.010に存在する場合は、Nextボタンをタッ
チするとM001.01.010へ移動します。
小節パラメーターが選ばれてなくても、これらのボタンは有効です。

前後小節ボタン

このボタンで録音した前後の小節へ移動します。
小節パラメーターが選ばれてなくても、これらのボタンは有効です。

Doneボタン

Done
このボタンをタッチしてステップ・バッキング・シーケンス・モー
ドを終了し、元の画面に戻ります。
エディット内容は、一時的に本体メモリーに記憶されます。

Hint:本機をオフにすると、一時的に記憶したエディット内容は消え
てしまいます。ページ・メニューの Save Song コマンドでソング
をカードに保存してください。

名前 タイプ テンション エクステンション
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ステップ・バッキング・シーケンス・
ページ・メニュー
ページ・メニュー・ボタンをタッチしてページ・メニューを表示し
ます。選択するコマンド表示部分をタッチします。
コマンドを選択しないでメニューを閉じるときは、メニュー表示部
分以外の画面をタッチします。

Insert Measure
現在の小節位置に空の小節を挿入します。現在の小節に含まれるす
べてのChord/Accイベントは、挿入された小節分後にずれます。た
だし、Mxxx.xx.000位置にある、拍子変更やスタイル・チェンジな
ど、小節の初めにあるイベントは移動しません。

Cut Measure
現在の小節を削除します。現在の小節に含まれるすべての Chord/
Accイベントは、削除された小節分前にずれます。

Delete All from Selected
現在の位置以降の、すべてのタイプのイベントを削除します。

Note:最初のチック（M001.01.000）のイベント（パフォーマン
ス、スタイル、テンポ、コード、選択したスタイル・エレメントな
ど）は削除されません。

Delete All Styles/Perfs from Selected
Delete All Styles Elements from Selected
Delete All Chords from Selected
Delete All Tempos from Selected
現在の位置以降の、各タイプ別にイベントを削除します。各タイプ
のイベントをソングからすべて削除するときは、M001.01.000位
置で対応したコマンドを1つ選択します。

Note:最初のチック（M001.01.000）のイベント（パフォーマン
ス、スタイル、テンポ、コード、選択したスタイル・エレメントな
ど）は削除されません。

ステップ・バッキング・シーケンスの手順
ステップ・バッキング・シーケンスの一般的な手順は下記の通りです。

Hint:録音済みのソングをエディットするために、ステップ・バッキ
ング・シーケンス・モードに入る前に、ページ・メニューからSave
Song コマンドを選び、カードにソングを保存してください。こう
することで、エディットの結果が好ましくない場合に備えて、ソン
グのコピーを持つことができます。 
1. SEQUENCER キーを押してシーケンス・モードに入ります。 

2. RECORDキーを押して、“Step Backing Sequence”オプショ
ンを選び、OKボタンをタッチしてステップ・バッキング・シー
ケンス・モードに入ります。 

3. 小節パラメーターを選び、TEMPO/VALUE ダイヤルで、ソング
の中にエディットを行う位置に移動します。
画面のトランスポート・ボタンを使って移動することもできま
す。169ページ“トランスポート・ボタン”をご覧ください。 

4. 移動した位置で挿入、エディット、削除するパラメーター・タイ
プ（スタイル、パフォーマンス、テンポなど）を選びます。
横三角（ ）がパラメーターの左に表示されているときは、イベ
ントが現在の位置で挿入されたこと示します。 

5. TEMPO/VALUE ダイヤルで、選ばれたイベントを修正します。
イベントの次に Del ボタンをタッチすると、次のイベントを削
除できます。
横三角（ ）が左に表示されてないパラメーターをエディットし
たときは、現在位置に新しいイベントが挿入されます。  

6. 画面のDone ボタンをタッチすると、ステップ・バッキング・シー
ケンス・モードを終了し、元の画面に戻ります。  

7. シーケンサー1の （再生/停止）キーを押してエディットした
ソングを確認することができます。納得できるソングができたら
カードに保存します。

エディット・メニュー
シーケンサー・モードの任意のページでMENUキーを押すと、画面
にシーケンサー・モードのエディット・メニューが表示されます。メ
ニューをタッチして、シーケンサー・モードのさまざまなエディッ
ト・セクションに入ります。
エディット・メニュー画面から、メイン・ページに戻るときは、EXIT
キーか SEQUENSERキーを押します。または、エディット・メニュー
画面のMain Pageボタンをタッチして、戻ることもできます。
各エディット・ページにいるときは、MENUキーを押すとメニュー
画面に戻りますが、EXIT キーかSEQUENSERキーを押すとシーケ
ンサー・モードのメイン・ページに戻ります

エディット・ページの構成

すべてのエディットページがいくつかの基本設定を共有します。

モード名
現在のモードがシーケンサーであることを示します。

エディット・セクション名
これは現在のエディット・セクション名です。これはエディット・メ
ニュー（170ページ“エディット・メニュー”参照）のボタンのう
ちの1つと一致します。

モード名 エディット・セクション名

選択した
トラック
の情報

ページ・メニュー・
ボタン

パラメー
ター・エ
リア

タブ
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ページ・メニュー・ボタン
このボタンをタッチしてページ・メニューを表示します（180ペー
ジ“ページ・メニュー”参照）。

パラメーター・エリア
各ページによって、いろいろなパラメーターを表示します。タブを
タッチして各ページを表示します。
パラメーターのタイプの詳細については、以降の各タブ・ページを
ご覧ください。

タブ
エディットするページのタブを選びます。

Mixer/Tuning: Volume/Pan

このページは、リアルタイム・トラックまたはソング・トラックご
との音量とパンの設定です。
TRACK SELECT キーを押すたびに、ソング・トラック 1-8 と 9-
16が切り替わります。

Dry
このチェック・ボックスで直接（ドライ）音とエフェクト音の信号
の経路をオン、オフで設定します。

オン チェックを付けると、直接音と、エフェクト通過音を混
ぜた信号が出力に送られます。

オフ チェックを外すと、直接音はすべてエフェクトを通り、
エフェクト通過音だけの信号が出力に送られます。信号
は、エフェクトがステレオ・タイプのときにパンの設定
が有効になります。

Pan
ステレオ定位を設定します。

L-64…L-1 左ステレオ・チャンネル。

C0 センター。

R+1…R+63 右ステレオ・チャンネル。

Volume

各トラックの音量。

0…127 各トラック音量のMIDI値。

プレイ/ ミュート・アイコン
トラックの状態を表示します。

プレイ：トラックの音がでます。

ミュート：トラック音を消音します。

Track Out L/R

FX Processor

Track Out L/R

FX Processor
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Mixer/Tuning: FX Send
 

Mixer/Tuning: FX Send

内蔵エフェクト・プロセッサーに入るトラックのダイレクト信号（エ
フェクトのかかっていない信号）のレベルを設定するページです。
本機のエフェクト・プロセッサーは並列に接続されているので、エ
フェクトをかけるダイレクト信号の量をパーセントで指定できます。
すべてのトラックの信号をエフェクトに送ると（ロータリー、ディ
ストーション、EQ等の“insert”エフェクトを使うとき）ちょうど
“Dry”パラメーターをオフにしたときと同じようになります。
シーケンサー・モードでは2つのペア（AＢと CD）の4つの内蔵
エフェクト・プロセッサーが使用できます。
2 つのペアのエフェクトを使ってソングを録音することができます
が、通常は 1 つのペア（AB が望ましい）だけでソングを録音する
ことを奨めます。
通常AとCはリバーブ系エフェクトを、BとCはモジュレーション
系エフェクトを使います。
TRACK SELECT キーを押すたびに、ソング・トラック1-8 と 9-
16が切り替わります。

FX Groups
ポップアップ・メニュー・ボタンで、2 つのエフェクト・グループ
（ABまたはCD）を選択します。

Send level

0...127 エフェクトへ送るダイレクト信号のレベル

プレイ/ ミュート・アイコン
トラックの状態を表示します。

プレイ：トラックの音が出ます。

ミュート：トラックを消音します。

Mixer/Tuning: EQ Gain

各トラックの3バンド・イコライザー（EQ）の値を設定します。
TRACK SELECT キーを押すたびに、ソング・トラック 1-8 と 9-
16が切り替わります。

Hi Gain
高域のゲインを調整します。シェルビング・タイプの EQ になりま
す。値は、デシベル（dB）表示です。

Mid Gain
中域のゲインを調整します。ピーキング・タイプのEQになります。
値は、デシベル（dB）表示です。

Low Gain
低域のゲインを調整します。シェルビング・タイプの EQ になりま
す。値は、デシベル（dB）表示です。

プレイ/ ミュート・アイコン
トラックの状態を表示します。

プレイ：トラックの音が出ます。

ミュート：トラックを消音します。
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Mixer/Tuning: EQ Control

EQ Gainページで設定した各トラックのイコライザー（EQ）をバイ
パスしたり、リセット（フラットに：0dB）することができます
TRACK SELECT キーを押すたびに、ソング・トラック 1-8 と 9-
16が切り替わります。

Track Reset
このボタンをタッチすると、対応するトラックの EQ 設定をリセッ
ト（フラットに：0dB）することができます。

Reset All Tracks
このボタンをタッチすると、すべてのトラックの EQ 設定をリセッ
ト（フラットに：0dB）することができます。

Bypass（バイパス）
チェックを付けたトラックのEQをバイパス（無効に）します。チェッ
クを付けても EQ の設定は保持され、チェックを外すとその設定で
EQが有効になります。

Input Trim（インプット・トリム）
イコライザーに入力する信号のレベルを制限することができます。
極端な EQ 設定をすると、信号に歪むことがあります。このような
場合は、インプット・トリムで信号のレベルを押さえてください。

プレイ/ ミュート・アイコン
トラックの状態を表示します。

プレイ：トラックの音が出ます。

ミュート：トラックを消音します。

Mixer/Tuning: Tuning

パラメーター
90ページ“Mixer/Tuning: Tuning”をご覧ください。

Mixer/Tuning: Sub Scale

“Track Assign”パラメーターで選んだトラックに、代替のスケー
ルをプログラムすることができます。
選んでないトラック（複数）は、グローバル・モード（185ページ
“Main Scale”）で設定される基本的スケールを使います。

Note: クォーター・トーンやソングの各トラックの有効なサブス
ケールの設定は、MIDI（外部のシーケンサーまたはコントローラ）
によって受けることができます。逆に、クォーター・トーンやソン
グの各トラックの有効なサブスケールの設定は、システム・エクス
クルーシブ・データとして、外部の MIDI レコーダーに送ることが
できます。

パラメーター
173ページ“Mixer/Tuning: Sub Scale”をご覧ください。

Track Assign
サブ・スケールを使用するトラックにチェックを付けます。

プレイ/ ミュート・アイコン
トラックの状態を表示します。

プレイ：トラックの音が出ます。

ミュート：トラックを消音します。

Effects: FX Select
このページは、4つの内蔵 FXプロセッサ（A からＤ）に割り当て
るエフェクトを選びます。

Note: ソングの再生を止めるか、異なるソングを選ぶと、エフェク
トは初期値に戻ります。これにより、ソングの再生を止めて、エフェ
クトを変えてから、再び新しいエフェクトでソングの再生を始める
ことができます。
ソングを保存することで、エフェクトが保存できます。

FX A...D
対応するエフェクト・プロセッサに割り当てられるエフェクトです。
通常、BとD がモジュレーション・エフェクト（コーラス、フラン
ジャー、ディレイなど）を、AとCはリバーブを使用します。
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Effects: FX A...D
利用できるエフェクトのリストは、アクセサリーCD の“Advanced
Edit”をご覧ください。

FX Amount
ドライ（エフェクトの加わっていない）信号に加えられるエフェク
トの量。

B to A、D to C
Aエフェクトの入力へ送られるBエフェクト信号の量を設定します。
また、Cエフェクトの入力へ送られる Dエフェクト信号の量を設定
します。

Mod.Track
変化を与えるMIDIメッセージの元となるトラックです。実際にコン
トローラーを操作してMIDIメッセージを送信することで、エフェク
ト・パラメーターを変化させることができます。

Effects: FX A...D
4つのエフェクト・プロセッサのパラメーターをエディットします。
ここでは、例として“Reverb Smooth Hall”を割り当てた FX A
ページで説明します。

エフェクトの選択
ポップアップ・メニューをタッチして、FX Type 画面でエフェクト
を選びます。これは、Effects: FX Select ページの FX A…Dと同
様の物です。

パラメーター
パラメーターは選んだエフェクトごとに異なります。
エフェクトごとのパラメーターのリストは、アクセサリーCD の
“Advanced Edit”をご覧ください。

Track Controls: Mode

パラメーター
92ページ“Track Controls: Mode”をご覧ください。

Track Controls: Drum Volume

パラメーター
93ページ“Track Controls: Drum Volume”をご覧ください。

Track Controls: Easy Edit

パラメーター
93ページ“Track Controls: Easy Edit”をご覧ください。

Event Edit: Event Edit
このページでは、選択した 1 つのトラック内の MIDI イベントをエ
ディットします。例えば、ノートのキーを変更したり、べロシティ
の値などを変えることができます。なお、イベントをエディットす
る手順は、175ページ“イベントのエディット手順”を参照してく
ださい。

Position
画面に表示されているイベントの位置で、“aaa.bb.ccc”という形
式で表します。

･ “aaa”は小節の位置です。

･ “bb”はビートの位置です。

･ “ccc”はチックの位置です（1/4 ビート＝384 チック）。
このパラメーターをエディットして、イベントの位置を移動します。
以下のどちらの方法でも位置を変更することができます。

（a） パラメーターを選んだ（反転表示）あと TEMPO/VALUE ダ
イヤルで値を変えます。

（b） パラメーターを選んだ（反転表示）あと、もう一度タッチしま
す。数字入力パッドが表示されます。ポジションの値をドット
で3つに区切り入力します。値の先頭のゼロは、省略すること
ができます。例えば、ポジション002.02.193 は“2.2.193”
と入力しますまた、002.04.000 は“2.4”と入力します。た
だし、小節の先頭002.01.000 に移動するときは、単に“2”
と入力します。

Type
イベントのタイプです。イベント・タイプを変えるときは、タイプ・
パラメーターをタッチして（反転表示）から、TEMPO/VALUE ダ
イヤルを使って変更します。

Value 1、Value 2
イベントの値。選んだイベント・タイプによって、値の表示内容は
変わります。イベントの値を変えるときは、イベントの値をタッチ
して（反転表示）から、TEMPO/VALUE ダイヤルを使って変更し
ます。トラックの最後に到達すると、“End Of Loop”マークを表示
します（この表示はエディットできません）。
通常のトラック（1-16）に含まれるイベントは、下表の通りです。

Type Value1 Value2

Note ノート名 ベロシティ

RX Noise ノート名 ベロシティ

Prog プログラム・チェンジ・
ナンバー

－

スクロール・
バー
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マスター・トラックに含まれるイベントは、下表の通りです。

Type、Value 1、Value 2をエディットするにはそれぞれをタッチ
して（反転表示）から、TEMPO/VALUE ダイヤルを使って変更し
ます。Value 1、Value 2は、もう1つの方法として、現在選んで
いるパラメーター（反転表示）をもう一度タッチして数字入力パッ
ドを表示して入力することができます。

Length
選択されているノート・イベントの長さです。“Position”パラメー
ターと同じ形式で表します。エディット方法も“Position”パラメー
ターと同じです。

Note: 長さ 000.00.000 を別の値に変更すると、元の値に戻すこ
とはできません。このゼロの連なった値は比較的稀ですが、ドラム
またはパーカッションのトラックで見かけることがあります。

トラックの選択
ポップアップ・メニュー・ボタンをタッチして、エディットするト
ラックを選びます。

Track 1...16
ソングの通常トラックの1つを選択します。通常トラッ
クとは、音符やコントローラなどの音楽データが入った
トラックです。

Master テンポや拍子記号の変化、スケールやトランスポーズの
データ、エフェクト・パラメーターの入った特殊なトラッ
クです。

スクロール・バー
表示し切れてないリストのイベントを表示させるときに使います。
スクロール・バーを指でなぞって表示する部分を移動します。また、
SHIFTキーを押しながらTEMPO/VALUEダイヤルを使って移動す
ることもできます。

Go/Catch
これは、2つの機能があります。

・ シーケンサーの停止時は、Go to Measure（小節移動）として
働きます。このボタンをタッチすると、Go to Measure ダイア
ログ・ボックスが表示されます

このダイアログ・ボックスでエディットする小節を選び、OK ボ
タンをタッチします。エディットする小節の最初のイベントが選
ばれます。

・ シーケンサーが動作中は、キャッチ・ロケーター・コマンドになり
ます。これをタッチすると、現在再生中のイベントを表示します。

Insert
このボタンをタッチすると、現在“Position”パラメーターに表示
されている位置に、新しいイベントが挿入されます。初期値は、Ev
＝ Note、Pitch ＝ C4、Velocity=100、Length ＝ 192 です。

Note: まだ録音されていない空のソングでは、挿入することはでき
ません。なにも録音してないソングの最初に空の小節を入れたいと
きは、Insert Measure機能を使用してください（178ページ“Song
Edit: Cut/Insert Measures”参照）。

Delete
このボタンをタッチすると、イベント・リストの中で現在選ばれて
いるイベントが削除されます。

Note:“End of Track”のイベントは、削除できません。

イベントのエディット手順
以下はイベントの一般的なエディット手順です。 
1. イベント・エディット・ページのときに、シーケンサー1 の

（再生 / 停止）キーを押してソングを聴くことができます。
もう一度 キーを押してソングの再生を止めます。 

2. “Filter”タブをタッチしてフィルター・ページを表示させ、画面
に表示させたいイベント・タイプのフィルターをオフ（チェック
を外す）に設定します（176ページ“Event Edit: Filter”参照）。 

3. “Event Edit”タブをタッチしてイベント・エディット・ページ
に戻ります。 

4. トラック・ポップアップ・メニューを使ってエディットするト
ラックを選択します。

選択したトラックに含まれているイベントのリストが表示さ
れます。イベント・タイプと値の詳細については、上記をご覧
ください。 

5. “Position”パラメーターを選びます。
TEMPO/VALUE ダイヤルを使って、イベントの位置を変更し
ます。
もう 1 つの方法として、パラメーター（反転表示）をもう一度
タッチしてテンキー・パッドを表示し、入力して変更することも
できます。 

6. “Type”パラメーターを選んで、TEMPO/VALUE ダイヤルを
使ってイベント・タイプを変更します。
“Value 1”または“Value 2”パラメーターを選んで、TEMPO/
VALUEダイヤルを使って値を変更します。
パラメーター（反転表示）をもう一度タッチしてテンキー・パッ
ドを表示し、入力して変更することもできます。

Ctrl コントロール・チェンジ・
ナンバー

コントロール・チェンジ

Bend ベンド －

Aftt モノ（チャンネル）・
アフタータッチ

－

PAft アフタータッチが適用され
ているノート

ポリ・アフタータッチ

Type Value1 Value2

Tempo テンポ・チェンジ －

Volume マスター・ボリューム －

Meter メーター・チェンジ（a）

（a） メーター・チェンジ（拍子記号の変化）はエディットや挿入
ができません。拍子記号を変えるには、エディット・セク
ションのインサート機能を使用して、別の拍子記号の入った
小節を挿入してください。その後で、既存のデータを、この
挿入された小節にコピーしたり入力できます。

－

Scale 利用可能な
プリセット・スケール

選択したスケール
のルート・ノート

UScale
（User Scale）

変更したノート ノート変更（b）

（b） クォーター・トーン（1/4音）をエディットするには、1
番目の値を選択し、変更するスケールの音程を選択します。
次に、2 番目の値に移り選択ノートのチューニングを変えま
す。

QT
（Quarter Tone）

変更したノート ノート変更

（0, 50）（b）

QT Clear
（Quarter Tone
Clearing）

全クォーター・トーン・
チェンジのリセット

－

FXType 4台の利用可能なFX プロ
セッサの1 つ

エフェクト番号
（c）

（c） エディット中に別のエフェクト・ナンバーを選択すると、初
期設定がこのイベントに割り当てられます。

FXSend フィードバック
（B>A or D>C）

フィードバック・
センド・レベル

Type Value1 Value2
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Event Edit: Filter 
 7. ノート・イベントの長さを変えるときは“Length”パラメーター
を選んで、TEMPO/VALUE ダイヤルを使って長さを変更しま
す。パラメーター（反転表示）をもう一度タッチしてテンキー・
パッドを表示し、入力して変更することもできます。

・シーケンサーが停止しているときは、画面のGo/Catchボタ
ンをタッチして、異なる小節（“Go/Catch”参照）へ移動す
ることができます。

・シーケンサーが動作中は、画面のGo/Catchボタンをタッチ
して、現在再生中のイベントを表示（“Go/Catch”参照）す
ることができます。

・再生するソングのコントロールは、フロント・パネルのシーケ
ンサー1のトランスポート・キーを使用します。 

8. INSERTボタンで、現在反転表示になっているパラメーターの位
置にイベントを挿入できます（初期値に設定されたノート・イベ
ントが挿入されます）。
DELETE ボタンをタッチすると、現在反転表示になっているパ
ラメーターの位置のイベントが削除されます。 

9. 現在選択しているトラックのエディットが終わったら、必要に応
じて手順4へ戻り、別のトラックのエディットを行ってください。 

10.ソング全体のエディットが終わったら、ページ・メニューのSave
Song コマンドを使ってソングをカードに保存します。詳細は
181ページ“セーブ・ソング・ウィンドウ”をご覧ください。

Event Edit: Filter
イベント・エディット・ページに表示されるイベントのタイプを選
択するページです。イベント・エディット・ページで“Filter”タブ
をタッチすると、このページが表示されます。

表示するイベント・タイプは、フィルターをオフ（チェックを外す）
にしてください。

Note/RX Noise
ノートとRXノイズ

Program プログラム・チェンジ・イベント。

Control コントロール・チェンジ・イベント。

Tempo/Meter
テンポと小節（マスター・トラックのみ）

After Touch
モノフォニックの（チャンネル）アフタータッチ・イベ
ント。

Poly After Touch
ポリフォニックの（チャンネル）アフタータッチ・イベ
ント。

Pitch Bend
ピッチ・ベンド・イベント。

Pa Controls
エフェクトやスケール設定などの、本機専用のコント
ロールです。マスター・トラックに録音されて、システ
ム・エクスクルーシブ・データとして保存されます。

Song Edit: Quantize

レコーディング後に、リズムが正確でない部分を直したり、グルー
ヴ感を加えるために、クォンタイズ機能を使用します。

パラメーターを設定し、Execute ボタンをタッチして実行します。

Track
このパラメーターでトラックを選択します。

All すべてのトラックを選択します。

Track1...16
1つのトラックを選択します。

Resolution（レゾリューション）
レコーディング後の分解能を設定します。例えば、 �（1/8）を選択
すると、すべてのノートが一番近い1/8のグリッド軸に移動します。 �（1/4）を選択すると、すべてのノートが一番近い1/4のグリッド
軸に移動します。 

� （1/32）... � （1/4）
グリッドの分解能を音符で指定します。値の後に“a”が
付いていると、スウィング無しになります。“b～ f”が
付いていると、スウィングのクォンタイズになります。
“3”は、トリプレットになります。

Start / End Tick
クォンタイズを行う範囲の開始位置と終了位置を設定します。ソン
グの長さが 4 小節で、これをすべて選択する場合は、開始が
1.01.000、終了が5.01.000になります。

Bottom / Top Note
クォンタイズを行うキーボード・レンジの上限と下限を設定します。
両方同じ値に設定すると、ドラムまたはパーカッション・トラック
の1つの楽器を選択できます。

Note: このパラメーターは、ドラムまたはパーカション・トラック
を選択したときにのみ設定できます。

クォンタイズ
無し

1/8

1/4
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Song Edit: Transpose

選択したトラックのトランスポーズの設定をします。

パラメーターを設定し、Execute ボタンをタッチして実行します。

Track
このパラメーターでトラックを選択します。

All すべてのトラックを選択します。

Track1...16
1つのトラックを選択します。

Value
トランスポーズ値（±127半音）を設定します。

Start / End Tick
トランスポーズする範囲の開始位置と終了位置を設定します。ソン
グの長さが 4 小節で、これをすべて選択する場合は、開始が
1.01.000、終了が5.01.000になります。

Bottom / Top Note
トランスポーズするキーボード・レンジの上限と下限を設定します。
両方同じ値に設定すると、ドラムまたはパーカッション・トラック
の1つの楽器を選択できます。

Song Edit: Velocity

選択したトラックのベロシティ（ダイナミクス）値を設定するペー
ジです。
Advanced パラメーターにチェックを付けるとアドバンス・モード
に入り、設定範囲で速さカーブを選ぶこともできます。これは、
フェード・インまたはフェード・アウトをつくるのに役立ちます。

パラメーターを設定し、Execute ボタンをタッチして実行します。

Track
このパラメーターでトラックを選択します。

All すべてのトラックを選択します。

Track1...16
1つのトラックを選択します。

Value
ベロシティの変化値（±127）を設定します。

Start / End Tick
ベロシティの設定を行う範囲の開始位置と終了位置を設定します。
ソングの長さが 4 小節で、これをすべて選択する場合は、開始が
1.01.000、終了が5.01.000 になります。

Bottom / Top Note
ベロシティの設定を行うキーボード・レンジの上限と下限を設定し
ます。両方同じ値に設定すると、ドラムまたはパーカッション・ト
ラックの1つの楽器を選択できます。

Advanced
チェックを付けるとアドバンス・モードに入り、“Intensity”、
“Curve”、“Start Vel. Value”と“End Vel. Value”パラメー
ターをエディットすることができます。

Intensity
アドバンス・モード：“Curve”で選んだ指定するカーブへ向かって、
速度データが調節される強さを設定します。

0...100（%）
強さの値。0 のセッティングで、カーブの変化はありま
せん。100のセッティングで直ぐに“Curve”で選んだ
指定するカーブになります。

Curve
アドバンス・モード：ベロシティ・カーブを選びます。音量が時間
の経過に従ってどう変化するかを指定します。カーブは下図のよう
に6種類有ります。

Start / End Vel. Value
アドバンス・モード：開始やエンディング時の、ベロシティ変化を、
選ばれた範囲内で動くようにします。

0...100 割合における音量変化。

Start
Value

Curve 1

Velocity

Start Value = 0%, End Value = 100%

127

1
End
Value

Start
Value

Curve 2

Velocity

127

1
End
Value

Start
Value

Curve 3

Velocity

127

1
End
Value

Start
Value

Curve 4

Velocity

127

1
End
Value

Start
Value

Curve 5

Velocity

127

1
End
Value

Start
Value

Curve 6

Velocity RANDOM

127

1
End
Value
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Song Edit:
Cut/Insert Measures

ソングから小節単位で削除、または挿入することができます。

パラメーターを設定し、Executeボタンをタッチして実行します。
削除された以降の小節のイベントは前に移動します。
挿入した以降の小節は後方へ移動します。

Start
削除 /挿入される最初の小節。

Length
削除 /挿入される小節の数。

Meter
挿入される小節の拍子。

Song Edit: Delete

このページでは、ソングからMIDIイベントを削除します。
この機能は、パターンから小節自体は削除しません。

パラメーターを設定し、Executeボタンをタッチして実行します。

Track
このパラメーターでトラックを選択します。

All すべてのトラックを選択します。

Track 1...16
1つのトラックを選択します。

Master マスター・トラックを選択します。マスター・トラック
にはテンポ、スケール、エフェクトのイベントを録音し
ています。

Event
削除するMIDIのイベントのタイプを選びます。

All すべてのイベントを削除します。ただし、小節はソング
から削除されません。

Note 選択した範囲のノートをすべて削除します。

Dup.Note
だぶっているノートをすべて削除します。同一ピッチの
ノートが同じチック上に2つあると、ベロシティの低い
ノートの方が削除されます。

After Touch
アフタータッチ・イベントを削除します。

Pitch Bend
ピッチ・ベンド・イベントを削除します。

Prog.Change
プログラム・チェンジ・イベントを削除します。ただし、
バンドルされているコントロール・チェンジ#00（バン
ク・セレクトMSB）と #32（バンク・セレクト LSB）
は削除されません。

Ctl.Change
すべてのコントロール・チェンジ・イベントが削除され
ます（例：バンク・セレクト、モジュレーション、ダン
パー・ペダル等）。

CC00/32...CC127
1つのコントロール・チェンジ・イベントを削除します。
2 つ 1 組になったコントロール・チェンジ・ナンバー
（00/32など）はMSB/LSBバンドルです。

Start / End Tick
ノートを削除する範囲の開始位置と終了位置を設定します。ソング
の長さが4小節で、これをすべて選択する場合は、開始が1.01.000、
終了が5.01.000 になります。

Bottom / Top Note
ノートを削除するキーボード・レンジの上限と下限を設定します。両
方同じ値に設定すると、ドラムまたはパーカッション・トラックの
1つの楽器を選択できます。

Note: このパラメーターは、“All”または“Note”を選択したとき
にのみ設定できます。

Song Edit: Copy

このページでは、トラックまたはフレーズをコピーすることができ
ます。

パラメーターを設定し、Execute ボタンをタッチして実行します。

Note: たくさんのイベントを同一チック上にコピーすると、“Too
many events!（イベントが多すぎます！）”というメッセージが表
示されて、自動的にコピーが中止されます。

Mode
コピー・モードを選びます。

Merge コピー・データはコピー先のデータに統合（重ね書き）
されます。

Overwrite コピー先のデータはコピー・データに書き変わり（上書
きされ）ます。

Warning:コピーすると元のデータは削除されます。
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From Track...To Track
コピー元とコピー先のトラックを選択します。

All すべてのトラックを選択します。コピー先のトラックに
選ぶことはできません。

Track 1...16
1つのトラックを選択します。

Start Measure...End Measure
コピー元のコピーを開始、および終了する小節を設定します。例え
ば、From Measure=1、End Measure=4 にすると最初の4小節
がコピーされます。

To Measure
コピー先の開始小節を設定します。

Repeat Times
コピーをする回数を設定します。コピーは、連続的に行われます。

Song Edit: Move

このページでは、トラックを前後にチック単位や小節単位で移動さ
せることができます。

パラメーターを設定し、Execute ボタンをタッチして実行します。

Track
移動させるトラックを選択します。

Track 1...16　1つのトラックを選択します。

Start / End Tick
移動させる範囲の開始位置と終了位置を設定します。

To Tick
移動先の開始位置を設定します。

Song Edit: RX Convert

このページでは、MIDIファイルのノートをRXノイズに変換したり、
その逆にRXノイズをMIDIファイルのノートに変換することができ
ます。これは、外部のシーケンサーでソングを録音する手助けにな
ります。

パラメーターを設定した後Executeボタンをタッチして実行します。

Track
変換するためのノートかRXノイズを含んだトラックを選択します。

RX Note Velocity
選択されたトラックのRXノイズの音量レベルを調整します。

Add RX Noises to Guitar track
自動的にスタンダード MIDI ファイルを分析して、RX ノイズをギ
ター・トラックに加えます。
このコマンド・パラメーターは、1つのトラック、またはスタンダー
ドMIDIファイル全部を調べます。そして、ナイロン、スチールまた
はエレキ・ギター構成されたストローク演奏を探します。スキャン
の後、適切なギター音が自動的に割り振られ、関連するトラックに
RXノイズが自動的に割り当てられます。これは、どんな単調なSMF
でも本当のギター・プレーヤーが弾いているような超現実的なソン
グにワンタッチで変換することを意味します。

Preferences: Sequencer Setup

シーケンサー・モードのためのMIDIセットアップの設定をするペー
ジです。

Note: これらの設定は、グローバル・ファイル（本書において
シンボルがついている他のパラメーターと共に）のシーケン

サー・セットアップ領域に保管されます。設定を変えた後に、ペー
ジ・メニューから Write Global-Sequencer Setup コマンドを選
択して、設定を保存してください。

Midi Setup（MIDI セットアップ）
このパラメーターで、シーケンサー・モードのためのMIDIチャンネ
ルを自動的に構成することができます。詳細は209ページ“MIDI”
をご覧ください。
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Note:スタイル・プレイ・モードに入ったとき、自動的にMIDIセッ
トアップを選択するには、ページ・メニューから Write Global-
Sequencer Setupコマンドを選択してください。
MIDIのセットアップ・セッティングの詳細については、詳細はアク
セサリーCD の“各種リスト”、MIDIセットアップをご覧ください。

Note: MIDI セットアップを選択した後にGlobal モードで、各種設
定をそれぞれのチャンネルに適用することができます。また、Global
モードで MIDI セットアップへのこれらの変更を保存するときは、
ページ・メニューからWrite Global-MIDI Setupコマンドを選択し
てください。
すべてのMIDIセットアップは、自由にカスタマイズすることができ
て、上書きすることができます。

Hint: MIDI セットアップを工場出荷時の状態に戻すには、プリセッ
ト・データ（www.korg.co.jpからダウンロード可能）をロードして
ください。

ページ・メニュー

ページ・メニュー・ボタンをタッチすると、メニューが表示されま
す。選択するコマンド表示部分をタッチします。
コマンドを選択しないでメニューを閉じるときは、メニュー表示部
分以外の画面をタッチします。

Write Global-Seq. Setup
このコマンドを選択すると、Write Global-Seq. Setupダイアログ・
ボックスが表示されます。ここで、シーケンサー・モードに独特な
グローバル設定を保存することができます。
詳細は 181 ページ“Write Global-Sequencer Setup ダイアロ
グ・ボックス”をご覧ください。

Load Song
このコマンドを選択すると、ソング選択ウィンドウが表示され、そ
こで、シーケンサーにソングをロードします（181 ページ“ソング
選択ウィンドウ”参照）。

Save Song
このコマンドを選択すると、新規、またはエディットしたソングを
スタンダードMIDIファイルとしてカードに保存します。ファイルに
は、自動的に“.MID”拡張子が付けられます。コマンド選択後に、
セーブ・ソング・ウィンドウが表示されます（181 ページ“セーブ・
ソング・ウィンドウ”参照）。

Warning:本機の電源をオフにすると、保存していないソングは消去
されます。作成したソングが必要な場合は必ず、カードに保存して
ください。

Warning:カードに保存しないで、シーケンサー・モードからスタイ
ル・プレイまたはソング・プレイ・モードに切り替えると、作成し
たソングを消去されます。

Undo
このコマンドを選ぶと最新の操作はキャンセルされ、データは前の
状況を回復します。

Overdub Step Recording（オーバーダブ・ステップ録音）
録音時に使用できます。
このコマンドを選択すると、Overdub Step録音に入ります。
この録音は1 つずつイベントを追加したり、すでにあるイベントの

エディットを行います（165ページ“録音モード :ステップ録音ペー
ジ”参照）。

Overwrite Step Recording
（オーバーライト・ステップ録音）
録音時に使用できます。
このコマンドを選択すると、Overwrite Step 録音に入ります。
この録音はすでにあるイベントを削除した上で、1 つずつイベント
を追加します（165ページ“録音モード:ステップ録音ページ”参照）。

Delete Song
このコマンドを選択すると、新しい空のソングを録音するために、現
在のソングを削除します。

Delete Current Track
このコマンドを選択すると、現在選ばれているトラックを削除しま
す（139ページ“音量パネル”参照）。

Solo Track
ソロ演奏をするときに選択して、このコマンドにチェックを付けま
す。選んだ1つのトラックだけを聞くことができます。このときペー
ジ・ヘッダー部分に‘Solo’表示が点滅します。
ソロ機能を止めるときは、このコマンドのチェックを外します。

 SHIFTキーを押しながら、トラックを選ぶことでソロ機能を
オンにすることができます。SHIFT キーを押しながら、ソロになっ
ているトラックをもう一度選ぶと、ソロ機能がオフになります。

Copy/Paste FX（エフェクトのコピー /ペースト）
スタイル、パフォーマンス、STS とソングの間で1つ、または4つ
のエフェクトをコピーすることができます。
スタイル・プレイ、ソング・プレイ、シーケンサー・モードのペー
ジ・メニュー・コマンドで、“Copy FX”と“Paste FX”を選びます。

1つのエフェクトをコピーする： 
1. コピー元になるソング、パフォーマンス、スタイルまたは STS

を選びます。

・ コピーをするエフェクト・ページ（FX A、FX B、FX Cまた
は FX D）を表示します。

・ 4つのエフェクトをコピーするときは FX select ページを表
示します。異なるパフォーマンス、スタイルまたはSTS に 4
つのエフェクトのうち2つか 3つをコピーするときも、これ
は役に立ちます。 

2. ページ・メニューからCopy FXコマンドを選択します。 

3. コピー先のパフォーマンス、スタイルまたはSTS を選びます。そ
の後、コピー先の（ペーストする）エフェクト・ページ（FXA、
FX B、FX C または FXD）を表示します。 

4. ページ・メニューからPaste FXコマンドを選択します。

4つのエフェクトをコピーする： 
1. コピー元になるソング、パフォーマンス、スタイルまたは STS

を選びます。 

2. ページ・メニューからCopy FXコマンドを選択します。 

3. コピー先のパフォーマンス、スタイルまたはSTS を選びます。そ
の後、コピー先の（ペーストする）エフェクト・ページ（FXA、
FX B、FX C または FXD）を表示します。 

4. ページ・メニューからPaste FXコマンドを選択します。

Exit from Record（録音の終了）
録音時に使用できます。
このコマンドを選択すると、録音を終了して、シーケンサー・モー
ドのメイン・ページに戻ります（136ページ“メイン・ページ”参照）。
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Write Global-Sequencer
Setup ダイアログ・ボックス

ページ・メニューからWrite Global-Seq. Setup コマンドを選択す
ると、この画面が表示されます。ここでMIDIの設定をグローバル・
ファイルに保存することができます（150 ページ“Midi Setup
（MIDI セットアップ）”参照）。

保存できるパラメーターは、本書の各パラメーターの説明箇所に

シンボル・マークが付けられています。

ソング選択ウィンドウ

この画面は、ページ・メニューから Load Song コマンドを選択す
るか、フロント・パネルのシーケンサー1のSONG SELECT キー
を押すと表示されます。
詳細は78ページ“ソング選択ウィンドウ”をご覧ください。

セーブ・ソング・ウィンドウ

録音されたソングは一時的に本体メモリーに保存されているだけな
ので、本機の電源をオフにすると消去されます。また、上書き録音
をするときや、スタイル・プレイやソング・プレイ・モードに切り
替えたとき、警告メッセージがでて OK ボタンをタッチしたときは
ソングが消去されます。作成したソングが必要な場合は必ずカード
に保存してください。
ページ・メニューから Save Song コマンドを選択すると、この画
面が表示されます。
EXITキーを押すと、ソングを保存しないで、シーケンサー・モード
のメイン・ページに戻ることができます。

ソング・パス
ソングを保存している場所のルート表示です。

ディレクトリ
これは、選択したデバイスの内容リストです。

表示しきれていないリストを見るときは、スクロール・バーを使用
します。
また、リストの内容のうちの1つを選んだ（反転表示）後、TEMPO/
VALUEダイヤルを使ってスクロールすることもできます。

記憶デバイス
ポップアップ・メニューを使って、CARD を再選択して、反転表示
にします。

角括弧（[ ]）内はデバイスの名称（ラベル）です。

Openボタン
選択したフォルダを開けます（アイコンがこのように見えるもの：

）。

Closeボタン
現在のフォルダを閉じて、上位フォルダに戻ります。

Sync P.（シンクロナイズド・パス）ボタン
ボタンをタッチしてシーケンサーにソングを割り当てます。階層の
深いレベルにあるソングを探した後に、元のフォルダーにすばやく
戻るために役に立ちます。

Saveボタン
このボタンをタッチすると、セーブ・ソング・ダイアログ・ボック
スが表示され、現在のディレクトリにソングを保存することができ
ます。

・ ボタンをタッチする前にファイルが未選択のときは、
“NewSong”という名前のソングが自動的に割り当てられます。

Note:この段階でファイルを選ぶときは、カード名を選択し直し
てください。

･ セーブをする前にファイルが選択済みのときは、選択したファイ
ルの名前が自動的にソングに割り当てられます。

ソング名を編集するときは、 （テキスト編集）ボタンをタッチし

てください。

ソング・パス

ディレクトリ

記憶デバイス

デバイス タイプ

CARD SD カード、MMC カード

ファイル /
フォルダーの

タイプ

ファイル状態

ファイル /
フォルダー名

ファイル・サイズ

作成 / エディット日時
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Warning:同じ名前のファイルが、すでに現在のディレクトリにある
ときは、警告メッセージが表示されます。OKボタンをタッチしたと
きは、その既存のファイルは上書きされます。上書き保存をする場合
だけ、Saveボタンをタッチする前にファイルを選択してください。

スタンダードMIDIファイルの初めの空の小節
ソングをSMFとして保存する際、空の小節がソングの先頭に自動的
に挿入されます。この小節には、ソングの様々な初期パラメーター
が入っています。

ソングに保存されているプレイ /ミュート
ソングを保存すると、一緒にプレイ / ミュートの設定も保存されま
す。このソングをソング・プレイ・モードで再生すると、保存され
ているプレイ /ミュートの設定がそのまま使用されます。

ソングに保存されているマスター・トランス
ポーズ設定
ソングを保存すると、一緒にマスター・トランスポーズの値も保存
されます。この値はシステム・エクスクルーシブ・データとして保
存されるため、このソングをソング・プレイ・モードで再生すると、
その設定がそのまま使用されます。

Hint:マスター・トランスポーズはグローバル・パラメーターなので、
標準とは違ったトランスポーズ設定のソングをロードすると、今度
は独自のトランスポーズ・データが設定されていない別のソングを
ロードしたときに、予期せぬトランスポーズが生じることがありま
す。ソングをトランスポーズするには、エディット・トランスポー
ズ機能を使用してください（177ページ“Song Edit: Transpose”
参照）。

また、各トラックのマスター・トランスポーズをロックして、不要
なトランスポーズを避けることができます（186ページ“General
Controls: Lock”参照）。

A 一般的な規則として、ソングと一緒にリアルタイム・トラックも
トランスポーズさせる必要があるときにのみ、マスター・トランス
ポーズ（フロント・パネルのTRANSPOSE キー）を使用してくだ
さい。ソングだけをトランスポーズさせたいときは、エディット・ト
ランスポーズ機能（177ページ“Song Edit: Transpose”）を使用
してください

Note: マスター・トランスポーズの値は、常に画面上部中央に表示
されます。

ソングの保存の手順 

1. 現在録音の場合は、シーケンサーを止めてからEXIT キーを押し
て、シーケンサー・モードのメイン・ページに戻ります（136
ページ“メイン・ページ”参照）。 

2. ページ・メニューからSave Song コマンドを選び、セーブ・ソ
ング・ウィンドウを表示します。 

3. 保存するフォルダを選びます。Open や Closeボタン、スクロー
ル・バーを使って移動します。 

4. ソングを保存するディレクトリが表示されているときにSaveボ
タンをタッチします。

・ 既存のソング・ファイルに上書きするときは、Save ボタンを
タッチする前にソングを選びます。

・ 新しいソング・ファイルを作成するときは、何のファイルも選
ばないで、Save ボタンをタッチします。自動的にソング・
ファイルに“NewSong”（カード上では“NEWSONG.MID”）
という名前が割り当てられます。 

5. Save ボタンをタッチすると、セーブ・ソング・ダイアログ・ボッ
クスが表示されます。 

6. ソング名を編集するときは、 （テキスト編集）ボタンをタッチ

します。 

7. OK ボタンをタッチして保存を実行します。保存しないで止める
ときはCancel ボタンをタッチします。
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グローバル・モードでは本機の全般的な機能（各スタイル、STS や
スタイルの設定より優先される）を設定します。
このモードは、現在の操作モード（スタイル・プレイ・モード、ソ
ング・プレイ・モード、シーケンサー・モード、サウンド・モード）
と並行して選択できます。

グローバルの構造

グローバル・パラメーターは本体内のメモリに保存することができ
るファイルです（その後カードに保存することもできます）。
グローバル・パラメーターには本機全体に関わるパラメーターと各
モード独自のパラメーターがあります。
グローバル・パラメーターは、ページ・メニューからいろいろな
（Write Global…）コマンドを選択してグローバル・ファイル内の各
専用領域に保存します。
設定はメディア・モードの操作によってカードに保存することがで
きます。

Note: .SET”フォルダを保存するか、読み込むと、グローバル・ファ
イルも保存または、読み込まれます。このときパラメーターの変更
をしたくないときは、そのパラメーターをロックしてください。186
ページ“General Controls: Lock”、グローバル・モードのパラメー
ター・グループのロック・ページをご覧ください。

すべてのグローバル・パラメーターを一度に保存する必要が無いと
きは、グローバル・ファイル内の各専用領域にパラメーターを個別
に保存することができます。

・ グローバル・セットアップ。各オペレーション・モードに依存し
ない、グローバル・パラメーターの制御。

・ スタイル・プレイ・セットアップ。各パフォーマンス、STS やス
タイルに依存しない、スタイル・プレイ・モードのグローバル・
パラメーターの制御。

・ ソング・プレイ・セットアップ。各ソングに依存しない、ソング・
プレイ・モードのグローバル・パラメーターの制御。

・ シーケンサー・セットアップ。各ソングに依存しない、シーケン
サー・モードのグローバル・パラメーターの制御。

・ メディア初期設定。メディア・モードの初期設定の制御。

・ MIDI セットアップ。利用制御するための MIDIの準備。MIDI 通
信のための設定。

メイン・ページ

グローバル・モードにはメイン・ページがありません。
EXITキーを押すと、グローバル・モードに入る前の各モードに戻り
ます。グローバル・モードは、各モードの裏面ような動きになります。

エディット・メニュー

フロント・パネルのGLOBAL キーを押すか、グローバル・モードの
任意のページでMENUキーを押すと、このグローバル・モードのエ
ディット・メニューが表示されます。メニューをタッチして、スタ
イル・プレイ・モードのさまざまなエディット・セクションに入り
ます。
フロント・パネルのEXITキーを押すか、操作モード（STYLE PLAY、
SONG PLAY、SEQUENCER、SOUND）のキーを押して元のモー
ドにもどります。

Note:録音（スタイル・レコード・モード、パッド・レコード・モー
ド、ソング・レコード）時は、グローバル・モードは利用できません。

エディット・ページの構造

すべてのエディット・ページは、基本的ないくつかのパラメーター
を共有します。

モード名
現在のモードがグローバル・モードであることを示しています。

エディット・セクション
現在のエディット・セクション名を表示します。このセクション名
はエディット・メニュー（上記“エディット・メニュー”参照）の
ボタンの内の1つと一致します。

ページ・メニュー・ボタン
このボタンをタッチすると、ページ・メニュー（180ページ“ペー
ジ・メニュー”参照）が表示されます。

パラメーター・エリア
ページごとに、いろいろなパラメーターを表示します。タブを使っ
てページの各タブ・ページに移動してエディットするパラメーター

グローバル・モード

モード名 エディット・セクション ページ・
メニュー・
ボタン

パラメー
ター・エリア

タブ
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を選びます。パラメーターのいろいろなタイプの詳細については、次
項からの各セクションの説明をご覧ください。

タブ
現在のエディット・ページ内にある複数のタブ・ページの中から表
示するページを1つ選びます。

General Controls: Basic

このページは、各種の鍵盤の設定、グローバル・チューニングや
フェード・イン / アウト設定などの各種の基本的なパラメーターの
編集をします。

Keyboard Settings（鍵盤の設定）

Velocity Curve（ベロシティ・カーブ）
鍵盤を弾くときの強弱による音量や音色が変化する度合いを設定し
ます。初期設定は“Medium2”です。

Fix ダイナミック・コントロールはできません。クラッシッ
ク・オルガンと同じで、値は固定されています。

Soft1... Hard3
最弱打鍵時のカーブから最強打鍵時のカーブまで選択で
きます。

Global Tuning/Reverb

Master Tuning（マスター・チューニング）
本機の基本となる音の高さを設定します。生ピアノなど、アコース
ティック楽器の音の高さに合わせるときに使用します。

－50 最低の音の高さ

0 標準（A4=440Hz）

＋50 最高の音の高さ

Reverb Offset（リバーブ・オフセット）
これは、すべてのリバーブのためのマスター・オフセットを設定し
ます。演奏する部屋に合わせて残響感を調整します。反響音が非常
に多い部屋のときは、－の値に、反響が少なくて効果を加えたいと
きは＋の値を設定します
このグローバル設定を行うことで、各パフォーマンス、STS、スタ
イル・パフォーマンスやソングで残響時間を変える手間が省けます。

－50 短い残響

0 標準

＋50 長い残響

Fade In/Out Time
フェード・イン / アウト機能を使ったときの値の推移時間を設定し
ます。

Fade In Time（フェード・イン時間）
FADE IN/OUTキーを押したあと、値が0から最大になるまでの時
間を設定します。

5...20 フェード時間（秒）

Fade Out Time（フェード・アウト時間）
FADE IN/OUTキーを押したあと、値が最大から0になるまでの時
間を設定します。

5...20 フェード時間（秒）

Accelerando/Ritardando
アッチェレランド（だんだん速く）/ リタルダント（だんだん遅く）
機能を使ったときの速度を調節します。

Step
テンポ・チェンジの速度（1から6）。
高い値で、ステップ変化はより大きく、速度はより速く変わります。
低い値で、ステップ変化はより小さく、速度はよりゆっくり変わり
ます。

Curve
アッチェレランド /リタルダントのカーブ（1から3）を設定します。
カーブを試して好みに合わせてください。

Glide
グリッドは、フット・スイッチに割り当てることができる機能です。
アッパー・トラックにピッチ・ベンドが設定されている場合、ペダ
ルを踏んだときに設定されたトラックの音がベンド・ダウンします。
ペダルを離したときに、“Time”パラメーターによって設定された
時間で、元の音の高さに戻ります。
各アッパー・トラックのピッチ・ベンドの値の変更については、ス
タイル・プレイ・モードの 90 ページ“PB Sensitivity（ピッチ・
ベンド感度）”をご覧ください。

Time
ピッチ・ダウンした音が、元の音の高さに戻るまでの時間です。
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General Controls: Transpose
Control

このページではマスター・トランスポーズを適応するトラックを選
択し、関連したいくつかのパラメーターを設定することができます。

Hint: ソングを再生しながら、鍵盤を弾くときに、画面で元のコード
を見ている間、Cで鍵盤を使いたい場合は、Transpose applies to
Style and Kbd tracks…”はチェックを外し、“Transpose
applies to Sequencer 1/2”のチェックを付けてください。

Transpose Control

Transpose applies to Style and Kbd tracks..
スタイル・トラックとリアルタイム・トラックにトランスポーズを
適用します。
このパラメーターでマスター・トランスポーズのオフと、オンのと
きのスタイル・トラックとリアルタイム・トラックへの適用方法を
設定します。

Off スタイル、リアルタイム・トラックにはマスター・トラ
ンスポーズは適用されません。

In Sync TRANSPOSE キーのどちらかを押すと、直ぐに反映さ
れずに、次の小節の最初の拍から新しいトランスポーズ
設定が適用されます。

In Realtime
リアルタイム・モードになります。TRANSPOSE キー
のどちらかを押すと、スタイル・トラックとリアルタイ
ム・トラックの両方で、それぞれ再生される次のノート
からトランスポーズされます。次の鍵盤またはコードを
弾くと、新しいトランスポーズ設定で発音します。

新しいコードを弾く前にリアルタイム・トラックを再生
していると、リアルタイム・トラックはトランスポーズ
された新しいキーで再生され、スタイルは、新しいコー
ドを弾くまではそれまで通りのキーで再生を続けます。

Transpose applies to Sequencer 1/2
2 つの内蔵シーケンサーのトラックでマスター・トランスポーズを
オン、またはオフにします。

Transpose applies to Midi In notes
受信したMIDI メッセージでマスター・トランスポーズをオン、また
はオフにします。

Position

Scale and Transpose position
スケール・トランスポーズ・ポジションはスケール（音階）とマス
ター・トランスポーズの関係を設定します。

Post-KB/Pre-Scale
この設定にすると、ノートが鍵盤部分を離れるとすぐに
トランスポーズされます。指定スケールはトランスポー
ズされたノートにかかります。例えば、E を変更し

“Master Transpose”を＋ 1にしたとき、鍵盤上でE
を弾くと F で発音し、変更後のキーがE ♭（E で発音）
になります。

Post-KB & Scale
この設定にすると、内蔵音源にノートが入る前に、すべ
てのノートがトランスポーズされます。従って、トラン
スポーズする前にスケールが適用されます。例えば、E
を変更し“Master Transpose”を＋ 1 にしても、変
更後キーは依然としてE のまま（Fで発音）になります。

General Controls: Scale

このページでは、本機のメイン（または基本）・スケールを選びます。

Main Scale
このパラメーターは、異なったサブ・スケールがパフォーマンスか
STSによって選択されたトラックとは別に、本機全体のメイン・ス
ケール（または音律）のパラメーターを設定します（スタイル・プ
レイ・モードの98ページ“Scale Mode（スケール・モード）”参照）。
設定できるスケールのリストの詳細は、アクセサリーCD の“各種
リスト”、スケール（音律）をご覧ください。

Note: グローバル・モードではユーザー・スケールは選ぶことがで
きません。

Key
選択したスケールによっては、キーを設定する必要があります（98
ページ“ScaleMode（スケール・モード）”参照）。

User Quarter Tone SubScale

SC プリセット・ボタン（SC1...SC4）
プリセット・スケールは、ノートごとにデチューン値（上のキーボー
ド図の表示）を設定することができます。このデチューン値を、有
効にするときに、下のキーボード図のノートの鍵盤をタッチして、丸
点のマークを付けます。
プリセット・スケールを選んでないときは、初期設定のスケールが
自動的に呼び出されています。このスケールは、現在のスケールを
オフにして、すべてのノートの値を－ 50 セントにする準備ができ
ています。
画面の4つの SCプリセット・ボタンを押すことで、スケールを選
択することができます。また、このボタンの機能をアサイナブル・
フット・スイッチに割り当てることができます。
このページで設定したカスタム・スケールを保存するときは、ペー
ジ・メニューからWrite SC Preset コマンドを選択し、4つのSC
プリセット・ボタンのいずれかに保存します。

Scale
Tone

generator
Transpose

Scale
Tone

generatorTranspose
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上のキーボード図
キーボード図を使って、ノートごとのデチューン値を設定します。

-99...0…+99　ノートのセント単位のデチューン値
0でデチューンなしになります , ＋ 50で 1/4音アップ、－50で
1/4音ダウンのクォーター・トーンになります。

下のキーボード図
キーボード図を使って、ノートごとのデチューンのオン、オフを切
り替えます。前もって、上のキーボード図でデチューン値を設定しま
す。または、保存してある SC プリセットのボタンをタッチして設
定を呼び出します。
デチューンするノートは黒い丸点（白鍵）や白い円点（黒鍵）で表
示されます。

General Controls: Lock

このページには、各グループに分けられた4つのサイド・タブ・ペー
ジがあります。
カードからのデータをロードするか、異なるパフォーマンス、スタ
イル、またはSTSを選ぶときにロック設定をすることで、パラメー
ターが変更できないようにします。

Lock
ロックすると、異なったデータ・ロードしたときや、選択によるパ
ラメーターの変化を防ぐことができます。また、これらのロック・ア
イコンは、ロックされたパラメーターの横に表示されていて、様々
なページで見ることができます。

Hint：本機の固定状態として、様々なパラメーターのロック状態を保
存するために、バンク 1のパフォーマンス1（本機の電源をオンにし
たときに、自動的に選択されます）に、すべてのパラメーターを保存
してください。また、Global へこれらのロック設定を保存しておい
てください。

Lock－ Tuning ページ

Master Transpose
ロックすると異なるパフォーマンスやスタイルを選んで
も、マスター・トランスポーズは変更されません（82
ページ“マスター・トランスポーズ”参照）。

Style Performance Master Transpose Lock
ロックするとスタイルを変えても、マスター・トランス
ポーズは変化しません。ロックを解除してスタイルを変
えると、マスター・トランスポーズが変化する場合があ
ります（82ページ“マスター・トランスポーズ”参照）。

Hint: 新しいパフォーマンスかSTS を選択するとき、マ
スター・トランスポーズ設定の変更を避けるには、一般
的なMaster Transposeのロックを使用してください。

Note: Master Transposeがロックされているときは、
このパラメーターは無効です。Master Transpose が
ロックのときは、Style Performance Transposeも自
動的にロックされます。

Sub Scale/Quarter Tone
ロックすると異なるパフォーマンスやSTSを選んでも、
サブ・スケールやクォーター・トーンの設定は変わりま
せん（86ページ“サブ・スケール・パネル”参照）。

STS SubScale/Quarter Tone
ロックすると異なるSTS や、ソングブックのエントリー
を選んでも、サブ・スケールやクォーター・トーンの設
定は変わりません。SINGLE TOUCH キーの LEDが点
灯しているときに、異なるスタイルを選んでも設定は変
わりません（86ページ“サブ・スケール・パネル”参照）。

Auto Octave
フル鍵盤からスプリット・モードに（SPLIT キーを使う
ことによって）変わるとき自動的にオクターブ変更をす
るかどうかを決めます。

・ロックすると、フル、またはスプリット・モードに切
り替えてもアッパー・トラックのオクターブ・トラン
スポーズ値は変更しません。

・ロックを解除すると、フル鍵盤（SPLIT LED消灯）に
変わるとき、アッパー・トラックのオクターブ・トラ
ンスポーズの値は、自動的に“0”に設定されます。ま
た、スプリット・モード（SPLIT LED点灯）に変わる
とき、アッパー・トラックのオクターブ・トランスポー
ズの値は自動的に“－1”. に設定されます。

Lock－ Control ページ

Split Point
ロックすると、異なるパフォーマンスや STS を選んで
も、スプリット・ポイントの設定は変わりません（86
ページ“スプリット・ポイント”参照）。

Pad ロックすると、異なるスタイルやソングブックのエント
リーを選んでも、パッドの割り当てられたサウンドは変
わりません（97ページ“Pad: Pad”参照）。

Lower ロックすると、異なるスタイル、パフォーマンスやSTS
を選んでも、ロワー・トラックの設定は変わりません。
例えば、常に左手側の音を消して、アレンジャーのため
にコードを押さえる演奏をするときに役立ちます。

Hint: 常に同じロワー・トラックの設定を使いたいとき
は、パフォーマンス 1-1（電源オン時に自動的に選ぶ）
に、好ましいロワー・トラックの設定を保存してくださ
い。そして、ページ・メニューからWrite Global-Global
Setup コマンドを選択し、このパラメーターをロックし
ます。

Split （Keyboard Mode）/Accompaniment
ロックすると、異なるパフォーマンスや STS を選んで
も鍵盤のモード（フル、スプリット）とコード・スキャ
ン（フル、ロー）設定は、変わりません。
例えば、常にフル鍵盤でコード認識も鍵盤全体にして演
奏するときに役立ちます。

Note: 異なる操作モード（スタイル、パフォーマンス、
サウンドなど）に変わるとき、キーボード・モードとコー
ド認識の設定はリセットされます。

Hint: 常に同じキーボード・モードとコード認識の設定
を使いたいときは、パフォーマンス1-1（電源オン時に
自動的に選ぶ）に、好ましい鍵盤のモードとコード認識



185グローバル・モード
General Controls: Lock

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
ガ
イ
ド

 

の設定を保存してください。そして、ページ・メニュー
からWrite Global-Global Setup コマンドを選択し、こ
のパラメーターをロックします。

Lock－ FXページ

Upper 1 FXs
サウンド・モードでは、サウンドに 2 つのエフェクト
（FX1と FX2）を割り当てることができます。
新しいサウンドをアッパー・トラック1に割り当てると
き、このトラックのパフォーマンス /STS の設定に上書
きするか、自動的にそのサウンドと共に保存されている
FX1と FX2設定を使うか選択できます。
サウンドまたはパフォーマンス /STSのエフェクト・パ
ラメーターが、考慮されるどうか、このパラメーターの
状態に依存します。

・ロックすると、新しいサウンドをアッパー・トラック
1 に割り当てるとき、パフォーマンス /STS パラメー
ターは変更しません ;選ばれたエフェクトと FX Send
値は、変わりません。

・ロックを解除すると、新しいサウンドをアッパー・ト
ラック 1 に割り当てるとき、サウンドによって考慮さ
れます。選ばれたエフェクトと FX Send 値は、サウン
ドのデータ内容によって変わります。

Note:選択したサウンドのエフェクトが C、Dエフェク
トにすでに割り当てられているエフェクトと、互換性が
無いときは、他のリアルタイム・トラックのC、D のセ
ンド値は自動的に0に設定されます。
例えば、コーラスがD エフェクトに割り当てられるとき
に、新しいサウンドのD エフェクトがディストーション
になっている場合は、アッパー・トラック 2、3、ロ
ワー・トラックのサウンドが意図しない音にならないよ
うに、エフェクトDのセンド値に0を送ります。
このように、アッパー・トラック 1（通常、ソロ演奏す
るような最も重要なもの）は必要とされたエフェクト音
を伴って聞こえ、他のリアルタイム・トラックはエフェ
クトがかかってない音で聞こえます。

Lock－ Style ページ

Style Preferences
ロックすると、異なるパフォーマンスや STS を選んで
もスタイル初期設定は、変わりません。工場出荷時はオ

ンになっています（97 ページ“Preferences: Style
Preferences”、98 ページ“Preferences: Style Play
Setup”参照）。

Bass Inversion
ロックすると、異なるパフォーマンスや STS を選んで
もベース・インバース設定は、変わりません。
ベース・インバースは、アサイナブル・ペダルに割り当
てられることができます（86ページ“Bass Inversion
（ベース転回機能）”、21ページ“DAMPER 端子”参照）。

Manual Bass
ロックすると、異なるパフォーマンスや STS を選んで
もマニュアル・ベース設定は、変わりません（14 ペー
ジ“MANUAL BASSキー”参照）。

Fill Mode ロックすると、異なるパフォーマンスやスタイルを選ん
でもフィル・モードは、変わりません（96ページ“Fill
Mode （フィル・モード）”参照）。

Style Element

ロックすると、異なるスタイルを選んでもスタイル・エ
レメントを選ぶことができません。

Style Tracks Play/Mute Lock
ロックすると、異なるパフォーマンスやスタイルを選ん
でも、スタイル・トラックの状態（Play/Mute）変化を
防ぎます。
例えば、ベース・トラックをミュートして、ライブでベー
シストと演奏したり、アカンパニメント・トラックを消
音して、ドラム・トラックとベース・トラックのみの演
奏をするのに役立ちます（85 ページ“トラック状態ア
イコン”参照）。

Style Tracks Volume
ロックすると、異なるパフォーマンスやスタイルを選ん
でもスタイル・トラックのボリュームは、変わりません。
ミキサーとしてスライダーを使うことによってダイナ
ミックに音量調整をして、オリジナルのスタイルを作成
するのに役に立ちます。
この方法は、すでに最適なミックスが行われている工場
出荷時のスタイルに使用するのは奨められません。
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このページは、画面に表示されるメッセージに関連したパラメー
ターを設定します。

Help Language（ヘルプ言語）
Note: ヘルプ言語に日本語はありません。

Language（言語）
このポップアップ・メニューをタッチして、オンライン・ヘルプ・シ
ステムで利用する言語を選択します。

Changeボタン
このボタンをタッチして選択した言語をユーザー・インタフェース
に適用します。

ヘルプ言語の選択方法 

1. この手順の終わりに本機を再起動します。作成中のデータは、電
源をオフにすると失われますので、保存していないデータは、あ
らかじめ保存するようにしてください。 

2. このページの、ポップアップ・メニューから言語を選択します。 

3. Changeボタンが点滅するので、それをタッチします。 

4. 新しいヘルプ言語に切り替えるかをたずねるメッセージが表示
されます。 

5. Yesボタンをタッチします。ヘルプ言語がグローバル設定に保存
されます。 

6. 新しいヘルプ言語を有効にするために、本機の電源の入れ直しを
促すメッセージが表示されますので、OK ボタンをタッチして
ウィンドウを閉じます。 

7. 本機の電源を入れ直して再起動させます。

Program Change

Show Program Change number
このパラメーターにチェックを付けると、サウンド選択ウィンドウ
のサウンド表示の隣にプログラム・チェンジ・ナンバーを表示しま
す。このパラメーターは、工場出荷時にはオン（チェック）です。

Note: プログラム・チェンジ・ナンバーは、常にサウンド・モード
で、また、いろいろなトラック情報エリアに表示されます。

Track Activity

Show Track Activity
このパラメーターにチェックを付けると、トラック・アクティビティ
表示がオンになります。オンのときは、トラックまたはMIDIのイベ
ント入力をモニターすることができます。イベント入力にあわせて、
各トラックのラベルが点滅します。このパラメーターは、工場出荷
時にはオン（チェック）です。

Display Hold

Display Hold On
ディスプレイ・ホールド機能のオン、オフを設定します。このパラ
メーターは、工場出荷時にはオン（チェック）です。
オンにすると、一時的に表示するウィンドウ（サウンド選択ウィン
ドウなど）はEXITキーかモード・キーを押すまで表示し続けます。
オフにすると、ウィンドウは約3秒後に自動的に閉じます。

Auto Select

Auto Style Select
Auto Performance/Sound Select
これらのパラメーターのうちの 1 つにチェックが付くと、バンク・
キーを押すと、そのバンクで最後に選んでいたスタイルまたはパ
フォーマンスやサウンドがすぐに選ばれます。これにより、好みの
スタイル、パフォーマンスまたはサウンドを各フロント・パネルの
バンク・キーに割り当てることができて、ワンタッチで迅速にそれ
を選ぶことができます。
しかも、バンク・キーのうちの 1つを押すと、スタイル /パフォー
マンス / サウンド選択ウィンドウは表示されるので、自由にスタイ
ル /パフォーマンス /サウンドを選ぶことができます。

Note: ページ・メニューの Write Global- Auto Select Setup コ
マンドを使って保存しなかった場合は、本機の電源をオフにした時
点で、記憶されたスタイル、パフォーマンスまたはサウンドは、各
バンク内の先頭の位置のスタイル / パフォーマンス / サウンドにリ
セットされます。

Hint: それぞれのバンクの先頭の位置に希望するパフォーマンスを
保存することができます。このように、このパラメーターをオンに
することによって、簡単にワンタッチで、希望するパフォーマンス
を選択することができます。

メディア・モードの205ページ“Factory Style and Pad Protect”
や“Factory Sound Protect”がオフになってない場合は、このパ
ラメーターが無効になりますので注意してください。
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Controllers: Pedals/Slider

このページはアサイナブル・ペダル /フット・スイッチの機能やキャ
リブレーション、ダンパーの極性、アサイナブル・スライダーの機
能を選択します。

割り当てることができる機能のリストの詳細は、アクセサリーCD
の“各種リスト”、アサイナブル・パラメーターをご覧ください。は
じめの機能はオン、オフ（スイッチ・タイプ）機能ですが、Master
Volume 以降は連続変化するような（コンティニュアス・タイプ）機
能です。

Pedal/Footswitch

Pedal/Footswitch
ASSIGN. PDL/SW 端子に接続したコンティニアス・ペダルまたは
フット・スイッチに割り当てる機能を選択します。

Calibration ボタン
ボタンを押して、ペダルやフット・スイッチの極性とキャリブレー
ションの設定をします。 
1. ペダル、またはフット・スイッチを本機の ASSIGN. PDL/SW

端子に接続します。 

2. 画面のCalibration ボタンをタッチすると、以下のダイアログ・
ボックスが表示されます。 

3. ペダルの最大値を設定します。フット・スイッチを踏みます。ペ
ダルは踏み込んで最大値にします。 

4. 最大値にしたまま、画面のPUSHボタンをタッチすると、以下の
ダイアログ・ボックスが表示されます。 

5. ペダルの最小値を設定します。フット・スイッチから足を離しま
す。ペダルは踏み上げて最小値にします。 

6. 最小値にしたまま、画面のPUSH ボタンをタッチします。 

7. ペダルやフット・スイッチに機能を割り当てて、正常に働くこと
を確認します。問題がなければ、ページ・メニューから Write
Global-Global Setup コマンドを選択して設定を保存します。

Damper

Calibrationボタン
ボタンを押して、ダンパーの極性とキャリブレーションの設定をし

ます。

Note: 附属のダンパー・ペダルを使用するときは、この設定の必要
はありません。 
1. ダンパー・ペダルを本機のDAMPER端子に接続します。 

2. 画面のCalibration ボタンをタッチすると、以下のダイアログ・
ボックスが表示されます。 

3. ペダルの最大値を設定します。ペダルを踏み込んで最大値にしま
す。 

4. 最大値にしたまま、画面のPUSHボタンをタッチすると、以下の
ダイアログ・ボックスが表示されます。 

5. ペダルの最小値を設定します。ペダルを踏み上げて最小値にしま
す。 

6. 最小値にしたまま、画面のPUSHボタンをタッチします。

Assignable Slider

Assignable Slider
フロント・パネルのアサイナブル・スライダーに割り当てる機能を
選択します。
割り当てられる機能のリストの詳細は、アクセサリーCD の“各種
リスト”、アサイナブル・パラメーターをご覧ください。はじめの機
能はオン、オフ（スイッチ・タイプ）機能ですが、Master Volume
以降は連続変化するような（コンティニュアス・タイプ）機能です。
連続変化するような機能だけが、スライダーに割り当てることがで
きます。
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MIDI: MIDI Setup /
General Controls

このページでは、MIDI セットアップを選択したり、MIDI 送受信の
ためのグローバル・パラメーターを設定することができます。また、
通常のノートをRXノイズに変換することもできます。

Current MIDI Setup

MIDI Setup（MIDI セットアップ）
MIDI セットアップの1 つを選択すると、MIDI チャンネルが自動で
設定できます。各セットアップでは各種MIDI パラメーターに最適な
値が設定されており、MIDI コントローラーとの接続がスムーズに行
えます。
MIDIセットアップの使い方については209ページ“MIDI”をご覧
ください。
スタイル・プレイ、ソング・プレイまたはシーケンサー・モードに
入るとき、異なるMIDIセットアップを自動的に選ぶことができます。
各モードでMIDIセットアップを選ぶには、スタイル・プレイ・モー
ドは 98 ページ“Midi Setup（MIDI セットアップ）”、ソング・プ
レイ・モードは、150ページ“Midi Setup（MIDI セットアップ）”、
シーケンサー・モードは 150 ページ“Midi Setup（MIDI セット
アップ）”で設定します。
MIDIセットアップの詳細については、アクセサリーCD の“各種リ
スト”、MIDIセットアップをご覧ください。

Note: MIDI セットアップを選択後でも、各チャンネル設定を任意に
変更できます。この変更内容をメモリーに保存するには、ページ・メ
ニューの Write Global-Midi Setup で保存します（194 ページ
“Write Global - Midi Setup ダイアログ・ボックス”参照）。

工場出荷時のMIDIセットアップに戻すときは、もう一度工場出荷時
データ（www.korg.co.jp からダウンロード可能）をロードしてくだ
さい。

Note to RX Noise
RXノイズは、音をよりリアルする特別なサウンドです。音にもより
ますがC7より高域です。

Enable
このパラメーターをオン（チェック）にすると、RXノイズの範囲の
ノートを MIDI から受信するか、内部のシーケンサーの 1つから受
けると、RXノイズと認識されて、変換されます。
オフのときは、ノートを認識しません。

Note: 本機の電源を再びオンにすると、このパラメーターは自動的
にオフになります。

General Controls
JMIDI クロックとローカル・オフの設定をします。

Clock Send
このパラメーターは、MIDI OUT端子やUSB 端子に出力するクロッ
ク情報をオン、またはオフにします。このパラメーターは、すべて
のMIDIセットアップに共通です。

Note: ソング・プレイ・モードでは、シーケンサー 1のテンポだけ
が、MIDI OUT 端子やUSB端子に送られます。

Off MIDI クロック信号を出力しません。MIDI OUT 端子に
接続した機器を本機のスレーブとして使用できません。

On MIDI クロック信号を出力します。本機のTEMPO/VALUE
ダイヤル、START/STOP キー、PLAY/STOP キーで、
MIDI OUT 端子やUSB 端子に接続した機器をスレーブと
してコントロールできます。

Clock Source
スタイル・プレイ・モードとシーケンサー・モードのMIDIクロック
のソースを選択します。

Note: ソング・プレイ・モードは、内部クロックが常に使われます。

Note: 本機の電源を入れるたびに、このパラメーターは“Internal”
に設定されます。

Internal 本機シーケンサー1 の内蔵メトロノームが生成したク
ロックを使用します。

Ext. MIDI スタイル・プレイ・モード、またはシーケンサー・モー
ドでは、MIDIで受信した外部クロックを使用します。本
機は、MIDI IN 端子に接続した外部の楽器またはシーケ
ンサーに対してスレーブとなります。本機パネル上の
START/STOPキー、PLAY/STOP キー、メトロノー
ム用のTEMPO ダイヤルは無効となります。テンポの設
定とシーケンサーやアレンジャーのスタート / ストップ
は、外部接続機器を使用します。

Ext. USB スタイル・プレイ・モード、またはシーケンサー・モー
ドでは、USB で受信した外部クロックを使用します。本
機は、USB 端子に接続した外部の楽器またはシーケン
サーに対してスレーブとなります。USB を使ったMIDI
接続関する情報は 214 ページ“KORG USB-MIDI
Driver のインストール”をご覧ください。

Local Control On
鍵盤のローカル・コントロールをオン、またはオフにします。

Note: 本機に電源を入れるたびに、このパラメーターはオンになり
ます。

On 鍵盤を弾くと、MIDIデータが内蔵音源に送られます。ま
た、MIDI OUT チャンネルが割り当てられているトラッ
クのデータは、MIDI OUT または ＵＳＢ ポートに送ら
れます。

Off 鍵盤を弾くと、MIDI データはMIDI OUT 端子に送られ
ますが、内蔵音源は発音しません。
外部シーケンサーを接続して、鍵盤からノートやコント
ローラーのデータを外部シーケンサーに送信し、シーケ
ンサーから音源に送り返す場合に便利です。鍵盤を弾い
たり、コントローラーを操作した時点では発音せず、シー
ケンサーからのデータで発音するので、音が重複しませ
ん。詳しくはMIDIの章を参照してください。
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MIDI: MIDI In Control

このページで、コード認識チャンネルのような MIDI IN のための一
般的なパラメーターを設定します。

Midi In Controls

Midi In Octave Transpose
MIDI IN端子やUSB端子で受信したデータをトランスポーズするか
どうかを設定します。

オン MIDI IN 端子や USB 端子で受信したデータを各トラッ
クのオクターブ・トランスポーズ設定に一致させます。

オフ MIDI IN 端子や USB 端子で受信したデータはトランス
ポーズしません。

Midi In Mute/Unmute
ミュート設定のトラックで受信したMIDIデータを演奏するかどうか
を設定します。

オン ミュート設定のトラックで受信した MIDI データを本機
では演奏しません。

オフ ミュート設定のトラックで受信した MIDI データを本機
で演奏します。

Chord 1 Midi Channel
Chord 2 Midi Channel
内蔵アレンジャーのコード認識チャンネルを設定します。
2系統のコード・チャンネルがあります。MIDIアコーディオンなど、
2つのチャンネルで本機にコードを送信するときに便利です。

Upper Octave Transp
アッパー・トラック用に受信したデータをオクターブ単位でトラン
スポーズします。例えば、値を＋ 1 に設定したとき、C4 を受信す
ると本機ではC5で発音します。
このパラメーターは、MIDI インターフェースで高すぎる（または低
すぎる）オクターブを送信することがある MIDIアコーディオンを使
用するときに便利です。

Lower Octave Transp
ロワー・トラック用に受信したデータをオクターブ単位でトランス
ポーズします。例えば、値を＋ 1 に設定したとき、C4 を受信する
と本機ではC5で発音します。
このパラメーターは、MIDI インターフェースで高すぎる（または低
すぎる）オクターブを送信することがある MIDIアコーディオンを使
用するときに便利です。

Midi In Velocity Value
入力されるMIDIノートのベロシティ（ダイナミクス）の固定値を設
定します。オルガンやMIDI アコーディオンから本機を再生するとき
に便利です。

Normal 通常のベロシティ値を受信します。

40...127 受信したベロシティ値すべてが設定値に変換されます。

MIDI: MIDI In Channels

本機のトラックを任意のMIDI IN チャンネルに割り当てます。

Channels
以下のトラックの1つを各チャンネルに割り当てます。

Off トラックは割り当てられていません。

Lower ロワー・トラック

Upper 1...3
アッパー・トラックの1つ

Pad 1...4 1つのパッド

Drum ドラム・トラック

Percussion
パーカッション・トラック

Bass ベース・トラック

Acc 1...5 自動伴奏トラックの1つ

Seq.1 Tr 01...16
T1...16 シーケンサー1トラックの1つ

Seq.2 Tr 01...16
T1...16 シーケンサー2トラックの1つ

Global 本機のコントローラー（鍵盤、ペダル、ジョイスティッ
ク）の動作を外部キーボードやコントローラーで再現す
るための特殊なチャンネルです。このチャンネルで送信
された MIDI メッセージは、本機のコントローラーで生
成したデータとみなされます。

Control 接続機器から本機のスタイル、パフォーマンス、STS、
スタイル・エレメントとソングブック・エントリーを選
択する MIDI メッセージを受信する特殊なチャンネルで
す。受信できるデータの内容については、リストの詳細
は、アクセサリーCDの“各種リスト”、工場出荷時デー
タ（ファクトリー・データ）の表を参照してください。

MIDI: MIDI Out Channels

I 本機のトラックを任意のMIDI OUT チャンネルに割り当てます。
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Channels
以下のトラックの1 つを各チャンネルに割り当てます。

Off トラックは割り当てられていません。

Lower ロワー・トラック

Upper 1...3
アッパー・トラックの1つ

Pad 1...4 1つのパッド

Drum ドラム・トラック

Percussion
パーカッション・トラック

Bass ベース・トラック

Acc 1...5 自動伴奏トラックの1つ

Seq.1 Tr 01...16
T1...16 シーケンサー1トラックの1つ

Seq.2 Tr 01...16
T1...16 シーケンサー2トラックの1つ

Seq.1/2 Tr 01...16
内蔵シーケンサーの1つ、または両方で同じ名前のトラッ
クが生成したデータを同時に送信するときに設定します。

Chord コード認識セクションで認識したノートをMIDI OUT端
子に出力するときに設定します。例えば、本機のロワー・
トラックがミュート状態でも、ロワー・トラックでコー
ドを弾いて、外部ハーモナイザーをコントロールすると
きなどに便利です。

MIDI: Filters
本機で送受信する MIDI データにかけるフィルターを最高 8つまで
設定できます。

Midi In Filters
使用するMIDI INフィルターを表示します。

Off フィルターは使用しません。

PitchBend
ピッチ・ベンド

MonoTouch
モノ（またはチャンネル）アフタータッチ

PolyTouch
ポリ・アフタータッチ

PrgChange
プログラム・チェンジ

SysExcl システム・エクスクルーシブ

All CC コントロール・チェンジ・メッセージすべて

0...127 コントロール・チェンジ・メッセージ#0 ～ 127。
アクセサリーCD の“各種リスト”、MIDI コントローラー
のリストをご覧ください。

Notes ノート・イベント

Midi Out Filters
使用するMIDI OUT フィルターを表示します。
各フィルター・タイプの情報は上記を参照してください。

Audio Setup: Metro / Speakers
メトロノームの設定やスピーカーのオン/オフを設定するページです。

Metronome

Mode
ソング・プレイ・モードやスタイル・プレイ・モード時のメトロノー
ムの状態を設定します。

Off メトロノームは発音しません。

Style スタイルの再生時は、メトロノームが常に発音します。

Song ソングの再生時は、メトロノームが常に発音します。

Style+Song
スタイル、およびソングの再生時は、メトロノームが常
に発音します。

Volume
メトロノームの音量を設定します。

Speakers

Speakers On/Off
チェックを外す（オフにする）と内蔵スピーカから音が出なくなり
ます。本機のスピーカを使わずに、外部の音響機器を使って聴くと
きに役立ちます。

Audio Setup: Master EQ
本機の出力の最終段階に入っているマスターEQ （セミ・パラメト
リック・イコライザー）の設定をします。
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Enable
マスターEQの設定を有効にするときは、チェックを付けます。

Low Gain
低音域のゲインを調整するシェルビング・タイプのEQです。値は、
デシベル（dB）で表示されます。

－18... ＋ 18dB　低音域のゲイン。

Mid Gain
中音域のゲインを調整するピーキング・タイプのパラメトリックの
EQ です。中心周波数は下記の“Freq”で調整します。値は、デシ
ベル（dB）で表示されます。

－18... ＋ 18dB　中音域のゲイン。

Freq
上記の Mid Gain の中心周波数を設定します。値は、ヘルツ（Hz）
で表示されます。

100Hz…10kHz　中音域 EQの中心周波数。

Hi Gain
高音域のゲインを調整するシェルビング・タイプのEQです。値は、
デシベル（dB）で表示されます。

－18... ＋ 18dB　高音域のゲイン。

タッチ・パネル・キャリブレーション
ディスプレイでの入力が思うように行かないときや、ディスプレイ
でタッチしたところが反応しないときなどに、タッチビュー・ディ
スプレイのキャリブレーションを行います。新しいオペレーティン
グ・システムをロードした後などにも行うことをお薦めします。 

1. 画面の左上に表示される、矢印の中心を正確にタッチします。 

2. 矢の集合形は、画面の他の角へ移動します。矢印の中心を正確に
タッチします。 

3. 同様にあと2箇所でも矢印の中心を正確にタッチします。  

4. 最後に、Saveボタンをタッチすると、自動的にキャリブレーショ
ンを終了します。

･ キャリブレーションをキャンセルするときは、フロント・パネル
のEXIT キーを押します。

Hint:どのページにいても、素早くこのページを表示する方法があり
ます。フロント・パネルのGLOBALキーを押してグローバル・モー
ドに入ります。エディット・セクションが表示されているときに、
GLOBALキーを 3～ 5秒程度押し続けることでこの画面が表示さ
れます。

ページ・メニュー

ページ・メニュー・アイコンをタッチして、メニューを表示します。
選択するコマンド表示部分をタッチします。
コマンドを選択しないでメニューを閉じるときは、メニュー表示部
分以外の画面をタッチします。

Write Global-Global Setup
このコマンドを選択すると、Write Global--Global Setup ダイアロ
グ・ボックスが表示されます。いくつかのモードに共通に関するグ
ローバル設定を保存します。
設定は、グローバル・モードで行います。194ページ“Write Global
- Global Setup ダイアログ・ボックス”をご覧ください。

Write Global-Midi Setup
このコマンドを選択すると、Write Global-Midi Setup ダイアログ・
ボックスが表示されます。
現在のMIDI設定をMIDI セットアップとして保存します。194ペー
ジ“Write Global - Midi Setup ダイアログ・ボックス”をご覧く
ださい。

Write Global-Auto Select Setup
このコマンドを選択すると、自動選択機能（188ページ）によって、
フロント・パネルのSTYLE SELECTやPERFORMANCE/SOUND
SELECTキーを押したときに、保存してある任意のスタイル、サウ
ンドやパフォーマンスが選ばれます。
これにより、本機の電源をオンにしてフロント・パネルの STYLE
SELECTや PERFORMANCE/SOUND SELECT キーを押すこと
で、任意のスタイル、サウンドやパフォーマンスを直ぐに選ぶこと
ができます。

Write SC Preset
このコマンドを選択すると、Write SC Preset ダイアログ・ボック
スが表示され、エディットしたスケール設定を4つのサブスケール・
プリセットの1つに保存することができます。.
194 ページ“Write SC Preset ダイアログ・ボックス”をご覧く
ださい。

Delete Help Language command
このコマンドを選択すると、不要なヘルプ言語を削除することで、内
部メモリーを他のデータ用（特に OS アップデート）に空けること
ができます。
詳細は194ページ“Delete Help Language ダイアログ・ボック
ス”をご覧ください。
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Write Global - Global Setup
ダイアログ・ボックス

ページ・メニューからWrite Global-Global Setup を選択すると、
このダイアログ・ボックスが表示されます。
ここで、ほとんどのグローバル・モードの設定をグローバル・ファ
イルに保存することができます。

保存できるパラメーターは、本書の各パラメーターの説明箇所に
シンボル・マークが付けられています。

Write Global - Midi Setup
ダイアログ・ボックス
ページ・メニューからWrite Global-Midi Setup を選択すると、こ
のダイアログ・ボックスが表示されます。
ここで、すべてのMIDIの設定をMIDI セットアップとしてグローバ
ル・ファイルに保存することができます。

保存できるパラメーターは、本書の各パラメーターの説明箇所に

シンボルマークが付けられています。

Name

MIDI セットアップの名前を保存します。 （テキスト編集）ボタ

ンをタッチして、テキスト編集ウィンドウを表示し、名前を付けます。

Midi Setup
8つの利用できるMIDIセットアップ・ロケーションの一つに、現在
のMIDIセットアップの設定を保存します。

Write SC Preset
ダイアログ・ボックス

ページ・メニューからWrite SC Presetを選択すると、このダイア
ログ・ボックスが表示されます。
ここで、現在のクォーター・トーンのサブ・スケール設定を 4 つの
プリセットの中の1つに保存することができます。

Name
エディットしたプリセット・サブスケール名です。名前の変更はで
きません。

SC Preset
現在の設定を 4 つのプリセット・サブスケールのどれに保存するか
を選択します。

Delete Help Language
ダイアログ・ボックス

ページ・メニューから Delete Help Language を選択すると、こ
のダイアログ・ボックスが表示されます。
ここで、使う必要はないヘルプ言語を削除することができます。内
部メモリーを他のデータ用（特に OS アップデートやスタイル、サ
ウンドのロード用）の空き領域として使用することができます。

削除する言語を選びます。英語および、現在使用中の言語は削除で
きません。

言語を選んだ後に、OKボタンをタッチして削除を実行します。操作
を中止するときは、Cancel ボタンをタッチします。
削除する複数の言語があるときは、上記の手続きを繰り返してくだ
さい。

Note: ヘルプ言語を削除した後で、再起動する必要はありません。
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メディア・モードではファイルを管理します。このモードは、現在
のモード（スタイル・プレイ・モード、ソング・プレイ・モード、
シーケンサー・モード、サウンド・モード）と並行して選択できます。

記憶デバイスと本体メモリー

アクセス可能な記憶デバイス
メディア操作の間、ファイルは記憶デバイス（SD またはMMCカー
ド）と本体メモリー（SSD）の間でやりとりされます。
ページによって、以下の記憶デバイス・タイプに読み出し、書き込
みすることができます：

デバイスは、ほとんどのメディア・ページの左下に表示されるデバ
イス・ポップアップ・メニューを使うことによって選ぶことができ
ます。

ファイルの選択と解除
画面にファイル・リストが表示されているときは、それをタッチす
ることで選ぶことができます。選ばれると反転表示になります。
以下の方法で選択を解除できます。

・ 利用可能なファイル・リストで、空の場所をタッチします。

・ デバイス・ポップアップ・メニューをタッチして、もう一度現在
のデバイスを選びます。

ファイル・タイプ

以下の表は、本機が管理することができるすべてのファイルとフォ
ルダのタイプです。

本機でロードのみ（保存不可）可能なファイル。

メディア・モード

省略形 メディア・タイプ

CARD セキュアー・デジタル・カード（SDカード）また
はマルチメディア・メモリー・カード（MMC）。

SSD 本体内蔵 SSDフラッシュROMメモリー。オペ
レーティング・システムとミュージカル・リソー
スをアップデートするか、工場出荷時のサウンド、
スタイル、およびパッドの設定情報を入れ替える、
またはファイルを消すことのためのみアクセスで
きます。

デバイス
ポップアップ

メニュー

デバイス名

拡張子 ファイル / フォルダ・タイプ

SET ユーザー・データのすべて（他のフォルダが入って
いるフォルダ）

BKP バックアップ・ファイルユーティリティ・ページの
メディアのフル・リソース・バックアップ機能で作
成される。

PKG オペレーティング・システムとミュージカル・リ
ソース・ファイル

GBL グローバル

PRF パフォーマンス

PCG サウンド

STY スタイル

PAD パッド

SBD ソングブック

SBL ソングブックのカスタム・リスト

JBX ジュークボックス

MID MIDI ファイル（スタンダード MIDI ファイル、SMF）

TXT テキスト・ファイル

拡張子 ファイル・タイプ

KAR カラオケ・ファイル
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メディア構造

各カードと本体メモリーにはファイルとフォルダが入っています。
本機のメモリー内のデータの構造があらかじめ設定されているた
め、そのデータ構造はコンピューターのデータよりも多少精密に
なっています。下図は本機のディスクの全体的な構造を表したもの
です。

Note:スタイル・バンク1～17（プリセットのスタイル）は、205
ページ“Factory Style and Pad Protect”のパラメーターがオフ
で、かつ個々のスタイル・バンクをロード / セーブしているときに
のみ、メディア・モードで見ることができます。

メイン・ページ
メディア・モードにはメイン・ページがありません。
EXITキーを押すと、メディア・モードに入る前の各モードに戻りま
す。メディア・モードは、各モードの裏面ような動きになります。

ページ構成
すべてのページがいくつかの基本設定を共有します。

モード名
これは、現在のモードがメディアであることを示します。

ページ・メニュー・ボタン
このボタンをタッチしてページ・メニューを表示します（180ペー
ジ“ページ・メニュー”参照）

パス
画面に現在表示されるディレクトリのパス名。

ファイルのリスト
選んだデバイスに含まれるファイルとフォルダを表示します。
リストの上部に表示されるラベルのうちの1つをタッチすると、ファ
イルの表示順番を変えることができます。
例えば、“Name”ラベルをタッチする（反転表示）と、リストは
ファイル名によってアルファベット昇順に並びます。

再び反転表示したラベルをタッチすると、アルファベット昇順、降
順と切り替わります。
ラベル名の隣の小さい三角印は、現在の並び順を表示します。
ページ・メニューの中の対応するコマンドは、画面の並びの変更に
従い自動的に更新します（207 ページ“Ordered by Name”と
“Ordered by Type”参照）。

スクロール・バー
表示しきれないリストを閲覧するために、スクロール・バーを使い
ます。
バー部分をタッチすると、ページ単位でリストがスクロールします。
上下の三角部分をタッチすると、1つずつスクロールします。
SHIFT キーを押しながら、上下の三角部分をタッチすると、次のア
ルファベット順のセクション、またはファイル / フォルダ・タイプ
（選択した並び順に依存）へ移動します。

デバイス・ポップアップ・メニュー
このメニューで利用できる記憶デバイスのうちの 1 つを選びます。
通常はカードだけが有効です。

コマンド・ボタン
ボタンは、表示されたページによって異なります。ボタン名は各関
連する動作名がつけられています。

タブ
タブ・ページを選択します。

ナビゲーション・ツール

メディア・ページでは、ファイルとフォルダを閲覧するのに、以下
の操作やボタンを使います。

スクロール・バー
前述の“スクロール・バー”をご覧ください。

TEMPO/VALUEダイヤル
ダイヤルを回して画面をスクロールします。

デバイス・ポップアップ・メニュー
前述の“デバイス・ポップアップ・メニュー”をご覧ください。

Load/Save/Copy/Erase ボタン
各メディア操作を実行します。

MYDIR.SET 

GLOBAL 

PERFORM 

SETU P .GB L 

BANK01.PRF 

1-1 Grand Piano 
… 
1-8 Full Str ings 

BANK02.PRF 

2-1 J azz Brass 
… 
2-8 J azz St r i ngs 

BANK … .PRF 

BANK20.PRF 

20-1 Roc k Brass 
… 
20-8 Roc k St r i 

SONGBOOK 

LISTDB.SBL 

SONGDB.SBD 

SOUND 

USER.PCG 

USERDK.PCG 

STYLE 

BANK01.STY 

1-1 8/16 Beat 1 
… 
1-32 8/16 Beat 32 

BANK … .STY 

USER01.STY 

U1-1 User  1 
… 
U1-32 User 32 

USER02.STY 

U3-1 User  1 
… 
U3-32 User 32 

BANK17.STY 

17-1 Contemp. 1 
… 
17-32 Contemp.  3 2 

1 Piano  1 
… 
128 SynBrass22 

1 Standard Ki t 
… 
64 Orchestral Kit 

PAD 

BANK01.PAD 

1 Cowbell 1 
… 
32 Drumkit F 

BANK….PAD 

1 Agogo 11 
… 
32 Windchimes 3 

BANK20.PAD 

1 Military 1 
… 
32 Circus 2 

モード名

パス

ページ・
メニュー・
ボタン

ファイルの
リスト

タブ

コマンド・
ボタン

デバイス・ポップアップ・メニュー

スクロー
ル・バー
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Open ボタン

選択したフォルダ、またはディレクトリを開けます（“ ”アイコ

ンで始まる名前）。

Close ボタン
上位（上の階層）レベルに戻って、現在のフォルダまたはディレク
トリを閉めます。

Load（ロード）

このページで、カードから本体メモリ（SSD）に、ユーザー・デー
タ・ファイル（パフォーマンス、ユーザー・サウンド、ユーザー・ス
タイル、ソングブック、グローバル）をロードすることができます。

Note:このページでは、ロードできるデータだけが表示されます。他
のすべてのファイルは、表示されません。

すべてのユーザー・データをロードする
すべてのユーザー・データを一回の操作でロードすることができます。 
1. ユーザー・データを保存しているカードをカード・ドライブに挿

入してください。内容が画面に表示されます。 

2. 探しているフォルダがフォルダ内のフォルダのときは、上位の
フォルダを選択して、Open ボタンをタッチします。上位フォル
ダに戻るときは、Close ボタンをタッチします。 

3. ロードする“.SET”フォルダを選択したら、Loadボタンをタッ
チします。

Note:カードからロードされるデータは、本機の中にすでに存在
しているデータの書き換え、追加をします。
例えば、本体内に 2 つのユーザー・スタイル・バンク・データ
（USER01、USER02）があって、ロードするデータのユー
ザー・スタイル・バンク・データが1つ（USER01）しかない
ときは、USER01 のスタイル・バンクだけが上書きされて、
USER02 のスタイル・バンクはそのままになります。その結果、
新しい USER01 バンクと古い USER02 バンクのスタイル・
フォルダを持つことになります。

特定タイプのすべてのデータをロードする
特定のタイプのすべてのデータを一回の操作でロードすることがで
きます。 
1. データを保存しているカードをカード・ドライブに挿入してくだ

さい。内容が画面に表示されます。 

2. 探しているフォルダがフォルダ内のフォルダのときは、上位の
フォルダを選択して、Open ボタンをタッチします。上位フォル
ダに戻るときは、Close ボタンをタッチします。 

3. ロードするデータを含んだ“.SET”フォルダを選択して、Open
ボタンをタッチします。ユーザー・データ（グローバル、パフォー

マンス、ソングブック、サウンド、スタイルなど）が画面に表示
されます。 

4. ロードするデータのフォルダを選択して、Loadボタンをタッチ
します。

Note:カードからロードされるデータは、本機の中にすでに存在
しているデータの書き換え、追加をします。
例えば、本体内に 2 つのユーザー・スタイル・バンク・データ
（USER01、USER02）があって、ロードするデータのユー
ザー・スタイル・バンク・データが1つ（USER01）しかない
ときは、USER01 のスタイル・バンクだけが上書きされて、
USER02のスタイル・バンクはそのままになります。その結果、
新しいUSER01バンクと、古いUSER02 バンクのスタイル・
フォルダを持つことになります。

1つのバンク・データをロードする
ユーザー・データ（ユーザー・サウンド、ユーザー・スタイル、パ
フォーマンス）の一つのバンク・データを一回の操作でロードする
ことができます。
バンクは、STYLE SELECT または PERFORMANCE/SOUND
SELECTキーと一致します。 
1. データを保存しているカードをカード・ドライブに挿入してくだ

さい。内容が画面に表示されます。 

2. 探しているフォルダがフォルダ内のフォルダのときは、上位の
フォルダを選択して、Openボタンをタッチします。上位フォル
ダに戻るときは、Closeボタンをタッチします。  

3. ロードするデータを含んだ“.SET”フォルダを選択して、Open
ボタンをタッチします。ユーザー・データ（グローバル、パフォー
マンス、ソングブック、サウンド、スタイルなど）が画面に表示
されます。
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4. ロードするデータのフォルダを選択して、Openボタンをタッチ
します。ユーザー・バンクのリストを表示します。 

5. ロードするバンクを選択して、Loadボタンをタッチします。ロー
ド先のユーザー・バンクの選択を促すダイアログ・ボックスが表
示されます。

上のダイアログ・ボックスでは、ロードするスタイル・バンク
は、本機のバンク1（USER1キー）に保存されることを示して
います。すでにあるスタイルは、上書きされるので消去されます。 

6. ロード先のバンクを選んだら、OKボタンをタッチしてロードを
始めます。

Warning: OKボタンをタッチした時点で、ロード先のバンクの
データは消去されます。

1つのデータをロードする
1つのデータのみをロードします。 
1. データを保存しているカードをカード・ドライブに挿入してくだ

さい。内容が画面に表示されます。 

2. 探しているフォルダがフォルダ内のフォルダのときは、上位の
フォルダを選択して、Openボタンをタッチします。上位フォル
ダに戻るときは、Close ボタンをタッチします。 

3. ロードするデータを含んだ“.SET”フォルダを選択して、Open
ボタンをタッチします。ユーザー・データ（グローバル、パフォー
マンス、ソングブック、サウンド、スタイルなど）が画面に表示
されます。 

4. ロードするデータのフォルダを選択して、Open ボタンをタッチ
します。ユーザー・バンクのリストを表示します。  

5. ロードするバンクを選択して、Open ボタンをタッチします。
ユーザー・データのリストが表示されます。  

6. ロードするバンクを選択して、Loadボタンをタッチします。ロー
ド先のユーザー・データ・エリアの選択を促すダイアログ・ボッ
クスが表示されます。

上のダイアログ・ボックスでは、ロードするスタイル・バンク
は、本機のバンク1（USER1キー）の01に保存されることを
示しています。すでにあるデータは、上書きされるので消去され
ます。
空のエリアは、<empty> という名前が付けられています。 

7. ロード先のエリアを選んだら、OK ボタンをタッチしてロードを
始めます。

Warning: OK ボタンをタッチした時点で、ロード先のエリアの
データは消去されます。

Pa500のデータをロードする
本機にはPa500 のデータをロードすることができます。ただし、フ
ロント・パネルのASSIGNABLE SWキーに関する設定は無視され
ます。同時に、本機データは、Pa500 にロードすることができます。

Pa800のデータをロードする
本機にはPa800のデータをロードすることができますが、ユーザー
PCM サンプル・データをロードすることができません。従って、ボ
イス・プロセッサーのデータを含まずに、その代わりに、異なった
ファクトリー・サウンド、ドラムキット、および PCM データを含
んでいることになります。
同時に、本機データは、Pa800にロードすることができます。しか
し、本機とPa800 のソングブックとは、内容や構成が異なるため、
同じように再生できないので注意してください。
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i シリーズのデータをロードする
本機は、iシリーズ製品のスタイルと互換性があります。今まで使っ
ていた、あるいは過去の iシリーズのデータを本機でも使用すること
ができます。 
1. カードに iシリーズのデータをコピーします。 

2. カードを本機のカード・ドライブに挿入します。 

3. MEDIA キーを押してメディア・モードへ入ります。必要に応じ
て、ロード・ページを選びます。 

4. ロード・ページでの、デバイス・ポップアップ・メニューから i
シリーズ・データを含んでいるデバイスを選びます。

Note: i30ファイルをロードするときは、“.SET”フォルダを選
びます。そして、画面の Open ボタンをタッチして、“.STY”
フォルダを選びます。 

5. この時点で、すべての“.STY”フォルダをロード、またはその
中の1つのスタイルを選ぶことができます。

・ すべてのフォルダをロードするときは、画面の Loadボタンを
タッチします。16以上のスタイルを含む場合は、順番にユー
ザー・バンクにロードされます。もしくは、ロード先として2
つのユーザー・スタイル・バンクのうちの1つを選びます。
ロード先のバンクを選んだら、画面の Loadボタンをタッチし
てください。
画面に“Are you sure?”のメッセージが表示されます。
OKボタンをタッチして実行します。中止するときは Cancel
ボタンをタッチします。

・ 1 つのスタイルをロードするときは、画面の Open ボタンを
タッチして“.STY”フォルダを開きます。中身が表示される
まで、数秒ほどかかります。
ロードするスタイルを選んだら、Loadボタンをタッチします。
ロード先を選ぶ画面が表示されます。
ロード先を選んだら、画面の Load ボタンをタッチしてくだ
さい。
画面に“Are you sure?”のメッセージが表示されます。
OKボタンをタッチして実行します。中止するときは Cancel
ボタンをタッチします。

Note: i30 から“.SET”フォルダの全部のファイルを読み込
むと、時間が非常に長くかかる場合があります。
1回につき一つのバンク、または一つのスタイルをロードする
ことをお薦めします。 

6. スタイル・プレイ・モードに入って、ロードしたスタイルの1つ
を選びます。テンポを調節します。そして、変更したスタイル・
パフォーマンスを“Write Current Style Performance”で
保存します。
OK ボタンを2回タッチして実行します。 

7. ロードしたスタイルのサウンドは、本機のサウンドと異なりま
す。ロードしたスタイルのパラメーター（サウンド、ボリュー
ム、パン、テンポ、ドラム・マッピングなど）を調整することが
必要です。 

8. 作り直したサウンドがスタイル・トラックに反映されるように、
“Original Style Sounds”（84ページ）のチェックを外します。 

9. もう一度スタイル・パフォーマンスを保存します。変更したスタ
イル・パフォーマンスを“Write Current Style Performance”
で保存します。
OK ボタンをタッチして実行します。

Save（セーブ）

このページで、本体メモリ（SSD）から、ユーザー・データをカー
ドにセーブ（保存）することができます。
1 つのファイル、バンク、またはすべてのユーザー・データのファ
イルを取っておくことができます。

Note:このページでは、ロードできるデータだけが表示されます。他
のすべてのファイルは、表示されません。

内部メモリに含まれるいろいろな種類のファイルは、下記の通りです。

ファイル/ フォ
ルダ・タイプ

内容 ,,, 保存デバイス上では

All 本体メモリーのすべて
のユーザー・データ

.SETフォルダ

Style USER01-02 スタイ
ル

.SETフォルダ内の
STYLEフォルダ

Sound ユーザー・サウンドと
ドラム・キット

.SETフォルダ内の
SOUNDフォルダ

Pad ユーザー・パッド .SETフォルダ内の
PAD フォルダ

Perform
（Performances）

パフォーマンス .SETフォルダ内の
PERFORMフォルダ

SongBook ソングブック・データ
ベース

.SETフォルダ内の
SONGBOOK フォル
ダ

Global グローバル。各章のグ
ローバルで保存される

がついているす
べてのパラメーター

.SETフォルダ内の
GLOBALフォルダ
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すべての記憶データをセーブ（保存）する
すべての記憶データを一回の操作でセーブすることができます。 
1. データをセーブするカードをカード・ドライブに挿入してくだ

さい。 

2. 内部メモリのすべてのデータ・フォルダ（“All”）が表示されま
す。この中のフォルダを選択（反転表示）してから、画面のSave
Toボタンをタッチします。
セーブ先のカードの中のファイルのリストが表示されます。 

3. この時点で、下記のいずれかの操作をします。

・New SET ボタンをタッチして、新しい“.SET”フォルダを
つくります（202 ページ“新しい“.SET”フォルダを作る”
参照）。

･ リスト内の“.SET”フォルダを選びます。 

4. Saveボタンをタッチして実行します。セーブするタイプを選ぶ
ダイアログ・ボックスが表示されます。

上のダイアログ・ボックスで、カードに保存するすべてのデータ
にチェックを付けます。 

5. OKボタンをタッチしてセーブを実行します。
中止する場合はCancel ボタンをタッチします。

Warning: OKボタンをタッチした時点で、セーブ先のフォルダ
のデータは消去されます。

指定したタイプのすべてのデータを保存する
上記の方法以外に対応するフォルダを選ぶと、指定されたタイプの
すべてのデータを保存することができます。 
1. データをセーブするカードをカード・ドライブに挿入してくだ

さい。 

2. 内部メモリのすべてのデータ・フォルダ（“All”）が表示されま
す。この中のフォルダを選択（反転表示）してから、画面のOpen
ボタンをタッチします。
ユーザー・データ・タイプのリストが表示されます。各タイプ
は、別々のフォルダになります。 

3. セーブするタイプのデータ・フォルダを選択（反転表示）して、
画面のSave To ボタンをタッチします。
セーブ先のカードの中にあるファイルのリストが表示されます。  

4. この時点で、下記のいずれかの操作をします。

・ New SET ボタンをタッチして、新しい“.SET”フォルダを
つくります（202 ページ“新しい“.SET”フォルダを作る”
参照）。

・ リスト内の“.SET”フォルダを選びます。そして、Save ボ
タンをタッチします。

Warning: Save ボタンをタッチした時点で、セーブ先のフォル
ダのデータは消去されます。
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1つのバンク・データを保存する
一回の操作で 1 つのユーザー・バンクを保存することができます。
バンクは、本機のパネル上のキー（すなわちスタイル・セクション
のキー）と一致します。 
1. データをセーブするカードをカード・ドライブに挿入してくだ

さい。 

2. 内部メモリのすべてのデータ・フォルダ（“All”）が表示されま
す。この中のフォルダを選択（反転表示）してから、画面のOpen
ボタンをタッチします。
ユーザー・データ・タイプのリストが表示されます。各タイプ
は、別々のフォルダになります。 

3. セーブするタイプのデータ・フォルダを選択（反転表示）して、
画面のOpen ボタンをタッチします。
フォルダ内のバンクのリストが表示されます。 

4. セーブするタイプのデータ・フォルダを選択（反転表示）して、
画面のSave To ボタンをタッチします。
カードの中のファイルのリストが表示されます。 

5. この時点で、下記のいずれかの操作をします。

・ New SET ボタンをタッチして、新しい“.SET”フォルダを
つくります（202 ページ“新しい“.SET”フォルダを作る”
参照）。

・ リスト内の“.SET”フォルダを選びます。そして、Save ボ
タンをタッチします。 

6. セーブ先のユーザー・バンクの選択をするダイアログ・ボックス
が表示されます。

上のダイアログ・ボックスでは、セーブするユーザー・バンク
は、フォルダのバンク1（USER1キー）に保存されます。使用
できるユーザー・バンクは2つあります。 

7. OKボタンをタッチしてセーブを実行します。
中止する場合はCancel ボタンをタッチします。

Warning: すでにあるスタイルは、上書きされ消去されます。

1つデータを保存する
1つのユーザー・データを保存します。 
1. データをセーブするカードをカード・ドライブに挿入してくだ

さい。 

2. 内部メモリのすべてのデータ・フォルダ（“All”）が表示されま
す。この中のフォルダを選択（反転表示）してから、画面のOpen
ボタンをタッチします。
ユーザー・データ・タイプのリストが表示されます。各タイプ
は、別々のフォルダになります。 

3. セーブするタイプのデータ・フォルダを選択（反転表示）して、
画面のOpenボタンをタッチします。
フォルダ内のバンクのリストが表示されます。
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4. セーブするデータの入ったユーザー・バンクを選択（反転表示）
して、画面のOpen ボタンをタッチします。 

5. セーブするデータを選択（反転表示）して、画面のSave Toボ
タンをタッチします。
カードの中のファイルのリストが表示されます。 

6. この時点で、下記のいずれかの操作をします。

・New SET ボタンをタッチして、新しい“.SET”フォルダを
つくります（202 ページ“新しい“.SET”フォルダを作る”
参照）。

・リスト内の“.SET”フォルダを選びます。そして、Save ボ
タンをタッチします。 

7. セーブ先のユーザー・バンク内のデータ選択をするダイアログ・
ボックスが表示されます。

上のダイアログ・ボックスでは、セーブするユーザー・バンク
は、フォルダのバンク1（USER1 キー）の01に保存されます。 

8. OKボタンをタッチしてセーブを実行します。
中止する場合はCancel ボタンをタッチします。

Warning: すでにあるスタイルは、上書きされ消去されます。

新しい“.SET”フォルダを作る
データをセーブするとき、既存の“.SET”フォルダか、あるいは、新
しく作成した“.SET”フォルダにセーブすることができます。
手順は下記の通りです 
1. カードのディレクトリが画面に表示されているとき、New SET

ボタンはファイル・リストの下のボタンのなかに表れます。  

2. New SETボタンをタッチします。
ダイアログ・ボックスが表示されます。ここで新しい“.SET”
フォルダの名前を入力することができます。 

3. （テキスト編集）ボタンをタッチしてテキスト編集ウィンド

ウを表示します。
名前を入力後、テキストを確認したら、テキスト編集ウィンドウ
を閉じるためにOK ボタンをタッチします。 

4. OK ボタンをタッチしてダイヤログボックスを閉じると、新しい
フォルダが作られます。

Copy（コピー）
このページでは、ファイルとフォルダのコピーを行います。フォル
ダは、一般的フォルダか“.SET”フォルダになります。それに加え
て、一般的なフォルダの中のフォルダもコピーすることができます。
コピーできるのは同じカードの内のデータだけです。
コピーを実行しているときに、データ構造の破損を防ぐために、
".SET" フォルダを開けてファイルの1つだけをコピーすることはで
きません。

フォルダの内容すべてをコピーする
画面にフォルダの内容が表示され、何も選択してないときは、フォ
ルダをコピーすることなく、フォルダの内容のみをコピーすること
ができます。

Note: コピーを実行しているときに".SET" フォルダを開くことはで
きません。しかし、一般的なフォルダを開くことはできます。 
1. コピーするカードをカード・ドライブに挿入します。  

2. コピーしようとしているフォルダやファイルがフォルダの中に
あるときは、このフォルダを選んだあと、画面の Open ボタン
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をタッチしてフォルダーの中を表示します。
1つ上のフォルダに戻るときは、Close ボタンをタッチします。 

3. 現在のフォルダのフォルダ自身をコピーすることなく、内容だけ
をコピーするときは、画面で何も選ばないでください。 

4. 画面のCopy Toボタンをタッチします。 

5. 異なるフォルダを選ぶために、ディレクトリ中を移動するのに、
Open ボタンとClose ボタンを使います。

・ 既存の一般的なフォルダへコピーするときは、そのフォルダを
選びます。

・ 現在のフォルダへコピーするときは、何も選ばないでください。 

6. コピー先のフォルダが決まったら画面の Copy ボタンをタッチ
します。
コピー元のデータと同じ名前のファイルまたはフォルダがすで
に存在するときは、“Overwrite”ダイアログ・ボックスが表示
されます（203 ページ“既存のファイルまたはフォルダに上書
きする”参照）。
コピーの間、ダイアログ・ボックスはコピーの進み具合が表示さ
れます。

1つのファイルまたはフォルダをコピーする
一般的なフォルダやファイルなど、一つのファイルまたはフォルダ
をコピーすることができます。
ファイルまたはフォルダは、ルート上か一般的なフォルダの中にあ
る必要があります。“.SET”フォルダの中のファイルまたはフォルダ
はコピーできません。 
1. コピーするカードをカード・ドライブに挿入します。 

2. コピーするフォルダまたはファイルを含んでいるフォルダを選
びます。
コピーしようとしているフォルダやファイルがフォルダの中に
あるときは、このフォルダを選んだあと、画面の Open ボタン
をタッチしてフォルダーの中を表示します。
1つ上のフォルダに戻るときは、Close ボタンをタッチします。 

3. Open ボタンをタッチして、コピーするファイルまたはフォルダ
を含んでいるフォルダを表示します 

4. コピーするファイルまたはフォルダを選択して、画面の Copy
To ボタンをタッチします。 

5. Open ボタンとClose ボタンを使ってコピー先のフォルダを選
びます。 

6. コピー先を選択（反転表示）したらCopy ボタンをタッチしてコ
ピーを開始します。
コピー元のデータと同じ名前のファイルまたはフォルダすでに
存在するときは、“Overwrite”ダイアログ・ボックスが表示さ
れます（203 ページ“既存のファイルまたはフォルダに上書き
する”参照）。

複数のファイル選択
メディア・モードのコピーとイレース・ページでは、複数のファイ
ルまたはフォルダを選択して実行することができます。
ファイルまたはフォルダは、連続的にも不連続的（とびとび）にも
選ぶことができます。

連続的、不連続的（とびとび）にファイルを選ぶときは、画面の右
下のモード・ボタンで、SHIFTキーを押したときのオプションを選
びます。

連続的に複数のファイルまたはフォルダを選ぶ 

1. モード・ボタンを押して、SHIFT キーのオプション（ ）を選
びます。 

2. 選択する最初のファイルまたはフォルダを選びます。 

3. SHIFTキーを押したままにします。 

4. 選択する最後のファイルまたはフォルダを選びます。 

5. SHIFTキーを離します。

不連続的（とびとび）に複数のファイルまたはフォルダを選ぶ 

1. モード・ボタンを押して、SHIFT キーのオプション（ ）を
選びます。 

2. 選択する最初のファイルまたはフォルダを選びます。 

3. SHIFTキーを押したままにします。 

4. 次に選択するファイルまたはフォルダを選びます。 

5. SHIFT キーを押したままにして、次々に選択するファイルまた
はフォルダを選びます。 

6. 選択が終わったらSHIFTキーを離します。

ファイルまたはフォルダの選択を解除する

・ すべてを解除することなく、一つ以上のファイルまたはフォルダ
の選択を解除するためには、SHIFT キーを押ながら、選択を解除
するファイルまたはフォルダをタッチします。

・ ファイルまたはフォルダの選択をすべて解除するときは、未選択
のファイル、またはフォルダを選びます。選択したすべてのファ
イルとフォルダは、解除されます。

既存のファイルまたはフォルダに上書きする
ファイルまたはフォルダをコピーするとき、コピー先に同じ名前の
ファイル、またはフォルダがある場合があります。
この場合、それに上書きするかどうか、警告のダイアログ・ボック
スが表示されます。

Cancel コピーを中止します。

No ファイルまたはフォルダは、上書きされません。次に名
前の重複するファイルまたはフォルダがでるまでコピー
を続けます。

Yes ファイルまたはフォルダは、上書きされます。次に名前
の重複するファイルまたはフォルダがでるまでコピーを
続けます。

Yes（to）All
すべてのファイルまたはフォルダは、上書きされます。
コピーを続ける段階で名前の重複するファイルまたは
フォルダがあっても警告ダイアログ・ボックスなしで上
書きされます。

このオプションは複数のファイルまたはフォルダを
連続的に選びます。

このオプションは複数のファイルまたはフォルダを
不連続的（とびとび）に選びます。
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Erase（消去）

ファイルとフォルダをカードまたは本体メモリー（SSD）から消す
ことができる機能です。

消去機能で、本体メモリー（SSD）のシステム・ファイルを選んで、
ファイルを消すことができます。
しかし、そのファイルはオペレーティング・システムで使用される
ので、ファイルは削除できても本体メモリーからフォルダ自身を削
除することができません。

消去手順 

1. カード内のファイルやフォルダーを消去するときは、カードを
カード・ドライブに挿入します。 

2. 必要に応じて、デバイス・ポップアップ・メニューで、他のデバ
イスを選びます。 

3. 消去するフォルダまたはファイルを含んでいるフォルダを選び
ます。
消去しようとしているフォルダや内部のもう一つのフォルダや
ファイルのときは、このフォルダを選んだあと、画面のOpenボ
タンをタッチして内容を表示します。1つ上のフォルダに戻ると
きは、Close ボタンをタッチします。 

4. 消去するファイルまたはフォルダを選びます。 

5. 画面のEraseボタンをタッチして消去を実行します。

消去作業の間、進行状況がダイアログ・ボックスに表示されます。

複数のファイル選択
複数のファイルまたはフォルダを同時に消去するための手順は、
203ページ“複数のファイル選択”をご覧ください。

Format（フォーマット）

フォーマット機能によって、SD または MMC メモリー・カードを
初期化することができます。

Warning: カードをフォーマットすると、カードに含まれるすべての
データは失われます。

Volume Label
フォーマットをするカードに名前つけるためのパラメーターです。

（テキスト編集）ボタンをタッチして、テキスト編集ウィンドウ

を表示します。名前を入力、編集します。そして、テキスト確認後、
OK ボタンをタッチしてウィンドウ閉じます。

Note: ソングブックで使われるMIDIファイルを含んだカードの名前
を変更すると、リンクは壊れてしまいます。フォーマットするとき
にカードに同じ名前を付けることをお薦めします。

Execute ボタン
すべての設定をした後、フォーマットを実行するときにこのボタン
をタッチします。

フォーマット手順
以下はデバイスのフォーマット手順です。 
1. フォーマットをするカードをカード・ドライブに挿入します。 

2. Execute ボタンをタッチすると確認メッセージ
“If you confirm, all data in the media will be lost. Are
you sure?”
が表示されます。 

3. Yes ボタンをタッチしてフォーマットを実行します。
Cancel ボタンをタッチすると中止します。

Utility（ユーティリティ）
このページは、バックアップ・ユーティリティのセットです。

Full Resources Backup
このコマンドによって、カードにファクトリー・プリセットとユー
ザー・ミュージカル・リソース（オペレーティング・システムを除
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く）のバックアップをとることができます。
“.BKP”ファイルが、作成されます。

Note: www.korg.co.jp からオリジナルのデータをダウンロードす
ることができます。 
1. 空き容量のあるカードをカード・ドライブに挿入します。

十分な空き容量があるカードを用意してください。容量が足らな
いときはバックアップ手順が完了しません。バックアップに必要
な容量はバックアップ・データの量に依存します（最大16ＭＢ）。 

2. Full Resources Backupを選択して、画面のExecuteボタン
をタッチします。 

3. 保存先のフォルダを選びます。
保存先のフォルダがフォルダの中にあるときは、このフォルダを
選んだあと、画面の Open ボタンをタッチしてフォルダーの中
を表示します。
1つ上のフォルダに戻るときは、Close ボタンをタッチします。 

4. 保存先のフォルダを選んだら、画面のBackupボタンをタッチし
て実行します。何も選ばれていないときは、データはカレント・
ディレクトリに保存されます。
Backup ボタンをタッチすると、バックアップ・ファイルの名前
の設定と、データの圧縮をするかどうかの選択をするダイアロ
グ・ボックスが表示されます。

名前を変更するときは、 （テキスト編集）ボタンをタッチして

テキスト編集ウィンドウを表示し、編集後確認して、OK ボタン
をタッチします。
バックアップ・データの容量を抑えたいときは、データの圧縮を
することを奨めます。ただし、圧縮した場合はユーティリティ作
業時間が長くなります。 

5. OK ボタンをタッチして、バックアップを開始します。 

6. バックアップが終わったら、カードを安全な場所で保存してくだ
さい。

Full Resources Restore
このコマンドは、Full Resources Backup で保存したデータを読
み込みます。

Warning: メディア・モードでデータを読み込んでいるときは、本体
の鍵盤やスイッチ、キーに触れないようにしてください。“Wait”
メッセージが消えるまで、待ってください。 
1. カード・ドライブにバックアップ・データを含んだカードを挿入

してください。 

2. Full Resources Restore を選択して、画面のExecuteボタン
をタッチします。
カードの内容が表示されます。 

3. カードの内容を閲覧してバックアップ・ファイルを見つけます。 

4. バックアップ・ファイル（“.BKP”ファイル）選択して、画面の
Restoreボタンをタッチします。 

5. リストアが終わったら、本機の電源をオフにしてから、もう一度
再起動します。

OSバージョン番号
画面の下部のタブの上には、インストールされたオペレーティング
システムのバージョンを表示します。最新のバージョンは、
www.korg.co.jp で確認してください。

Preferences（プリファレンス）

このページでは、いろいろなプロテクトを設定します。

Global Protect
“.SET”ファイル（197ページ“すべてのユーザー・データをロー
ドする”参照）をロードするとき、このパラメーターにチェックが
付いていると（オンのとき）、すべてのデータをロードするとき、グ
ローバル・パラメーターの設定が変更されません。したがって、す
べてのグローバル・パラメーターは、そのままになります。
一つの“.GLB”ファイルをロードするときは、このパラメーターは
無視されます。グローバル・パラメーターの設定はロードしたデー
タによって上書きされます。

Note: このパラメーターは、メモリに保存されますが、対象デバイ
スに保存されるわけではありません。

Factory Style and Pad Protect
このパラメーターにチェックが付いている（オンのとき）ときは、
データをロードした場合や、作成したりエディットしたスタイルや
パッドを工場出荷時のスタイル（“8/16 BEAT”から“WORLD2”
バンク）と工場出荷時のパッド（パッド選択ウィンドウの“Hit”と
“Sequence”バンク）の上書き保存ができません。
この場合、Save All を行ってもユーザー・スタイル（またはユー
ザー・パッド）のバンクだけ保存される点に注意してください。

Note: 電源をオフにすると、このパラメーターは自動的にオンにな
ります。

Note: 工場データ削除したときは、バックアップ・データ再ロード
するか、または www.korg.co.jp からデータ・ダウンロードしてく
ださい。

Factory Sound Protect
このパラメーターにチェックが付いている（オンのとき）とき、サ
ウンド・モードでエディットしたサウンドを保存することができま
せん。
このパラメーターにチェックが外れている（オフの）とき、エディッ
トしたサウンドは自由にファクトリー、ユーザー・サウンド・エリ
アのどちらでも保存できます。

Note: 電源をオフにすると、このパラメーターは自動的にオンにな
ります。

Note: 工場出荷時のデータを削除したときは、バックアップ・デー
タ再ロードするか、またはwww.korg.co.jp からデータ・ダウンロー
ドしてください。
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Hide Unknown Files
このオプションにチェック（オン）が付くと、メディア・モードの
ときに本機で使用できるファイルのみの表示になります。

USB

このページでファイル転送のためにＵＳＢポートを使用可能 /不可
の設定をします。

USBポートは、本機とパソコンの USBインタフェースに接続する
ことによって、パソコン（WindowsかMac）から、本機のカード・
ドライブに挿入されたカードと同じようにアクセスすることができ
ます。
このように、本機とパソコン（例えば、パソコンに本機のバックアッ
プ・データを保存したり、パソコン内のMIDIファイルを本機へ移動
など）の間でファイルを交換することができます。

Note: Windows 2000、XPと Vista（MacOS Xと同様に）は、
直接本機に接続することができます。

Note: USBファイル転送を可能にしているときは、本機の他の機能
にアクセスすることができません。

カード接続
通常本機はMIDI接続が基本になっているため、USBポートを使っ
たファイル転送をすることができません。
Enableボタンをタッチして USBを有効にしたり、Disableボタン
をタッチしてUSBを無効にします。

Enable 標準の USB ケーブルで本機とパソコンを接続して、こ
のボタンをタッチすると、ファイル転送が可能になりま
す。この場合、パソコンが A USB 装置（ホストまたは
マスター）になり、本機は B USB 装置（デバイスまた
はストレージ）になります。
パソコンが本機で挿入されているカードを読む間、
MEDIA LEDが短い周期で点滅します。
点滅が終わる（カード・サイズによって、若干の時間が
かかります）と、カードのアイコンがパソコンの画面に
表示されます

Warning:“.SET”フォルダをエディットしないでくだ
さい。エディットすると本機で使用できなくなります。
USB 機能はバックアップ、もしくはフォルダを修正する
ためのものです。

Note: USB 接続をした後で、パソコンから本機のデー
タにアクセスするときに若干の時間がかかる場合があり
ます。時間はカードのサイズとカードに含まれるデータ
容量に依存します。

Disable このボタンをタッチすると、USB ファイル転送の接続を
無効にします。
絶対に、データ転送が完了していることを確認してから、
このボタンをタッチするように注意してください。

Note: パソコン上でUSB の接続を切断したときは、自
動的にUSB接続は無効になります。
Windows の場合は USB の接続を切断するときは、マ
ウスの右ボタンで USB 装置アイコンをクリックして専
用のコマンドを選択します。
マックの場合は、USB デバイス・アイコンを選び、イ
ジェクト・コマンドを選びます。もしくは、ドック内の
イジェクト・アイコンにドラッグしてください。

Hint:本機では簡単迅速にUSB 接続を切断するのに、本
機の画面のDisable ボタンを使うことをお薦めします。

Warning: パソコンとの間で本当にファイルを移し終わ
るまで、USBの接続を切断しないでください。
パソコンの機種によっては、実際に切断作業が終わる前
に、画面に完了した表示をする場合があります。
データ転送が完全に終わる前に USB の接続を切断した
ときは、最悪の場合、データを失うことがあります。

ページ・メニュー

ページ・メニュー・ボタンをタッチして、メニューを表示します。選
択するコマンド表示部分をタッチします。
コマンドを選択しないでメニューを閉じるときは、メニュー表示部
分以外の画面をタッチします。

Create New Folder（新規フォルダの作成）
このコマンドによって、デバイスのルート上や既存の一般的なフォ
ルダの中に、新しい一般的なフォルダをつくることができます。
このコマンドでは“.SET”フォルダを作ることはできません。“.SET”
フォルダを作るときはセーブ操作を使用します。
各セーブ・ページのNew Set ボタンをタッチすることで、作ること
ができます。

新しく作るフォルダの名前を編集するときは、 （テキスト編集）

ボタンをタッチしてテキスト編集ウィンドウを表示し、編集後確認
して、OK ボタンをタッチします。

Rename
ファイル・リストの中でファイルやフォルダを選択した場合にだけ、
利用できます。
この機能は、既存の一般的なファイル、またはフォルダの名前を変
えます。
“.SET”フォルダの中のファイルの名前は、データ構造の整合性を保
持するために変えることができません。

Windows Mac
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ファイルかフォルダのタイプを特定するのに使用している、ファイ
ルと ".SET" フォルダの終端3文字（拡張子）の拡大を変えることは
できません。

名前を編集するときは、 （テキスト編集）ボタンをタッチしてテ

キスト編集ウィンドウを表示し、編集後確認して、OK ボタンをタッ
チします。

Object（s）info（ファイル /フォルダ情報）
このコマンドを選択するとファイル、またはフォルダのサイズ（容
量）を確認できます。また、それに含まれるファイルの数とディレ
クトリ（フォルダ）も、表示されます。

Note: 一つのファイル・サイズは、常にファイル・リストのファイ
ル名の右側に表示されます。

Device Info（デバイス情報）
このコマンドを選択すると、デバイスに関するいろいろな情報を確
認することができます。
異なるデバイスを選択するときは、ほとんどのメディア・ページに
表示されている、左下角のデバイス・ポップアップ・メニューを使
います。

デバイスの名前を編集するときは、 （テキスト編集）ボタンを

タッチしてテキスト編集ウィンドウを表示し、編集後確認して、OK
ボタンをタッチします。

Warning:ソングブックによって使われるMIDIファイルを含んだデ
バイスの名前を変更すると、リンクは壊れてしまいます。

Protect（ファイル/ フォルダのプロテクト）
このコマンドを選択すると、選択したファイルまたはフォルダの書
き換え /消去から保護（ロック）します。ロック・アイコンは、ファ
イルまたはフォルダ名の横に表示されます。

Unprotect（ファイル/ フォルダのプロテクト解除）
このコマンドを選択すると、選択したファイルまたはフォルダの書
き換え /消去の保護を解除します。

Ordered by Name
このコマンドを選択すると、ファイルとフォルダを名前（アルファ
ベット）順に並び替えます。
ファイル・リストの上の名前ラベルは、反転表示（白色）になります。

このコマンドは、直接ファイル・リストの上の名前ラベルをタッチ
するのと同じものです。

Ordered by Type
このコマンドを選択すると、ファイルとフォルダをタイプ別の名前
（アルファベット）順に並び替えます。
ファイル・リストの上のタイプ・ラベルは、反転表示（白色）にな
ります。

このコマンドは、直接ファイル・リストの上のタイプ・ラベルをタッ
チするのと同じものです。

Order by Size
このコマンドを選択すると、ファイルとフォルダをサイズ順に並び替
えます。
ファイル・リストの上のサイズ・ラベルは、反転表示（白色）になり
ます。

このコマンドは、直接ファイル・リストの上のサイズ・ラベルをタッ
チするのと同じものです。

Order by Date
このコマンドを選択すると、ファイルとフォルダを作成 /編集した日
付順に並び替えます。
ファイル・リストの上の日付ラベルは、反転表示（白色）になります。

このコマンドは、直接ファイル・リストの上の日付ラベルをタッチ
するのと同じものです。

Ascending/Descending
このコマンドを選択するたびに、ファイルとフォルダの並びを、昇
順（数字、A…Z）と降順（Z…A、数字）に切り替えます。
このコマンドは、ファイル・リストの上の反転表示（白色）ラベル
をタッチするのと同じものです。
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Write Global-Media Preference
（グローバル・メディア設定の保存）
このコマンドを選択すると、Write Global-Media Preferencesダ
イアログ・ボックスが表示され、プリファレンス・ページの設定を
保存することができます（205ページ“Preferences（プリファレ
ンス）”参照）。

グローバルのメディア・プリファレンス・エリアに保存できるパラ

メーターは、本書の各パラメーターの説明箇所に シンボル・
マークが付けられています。

SDとMMCカード
SD/MMC カードを使って、本機の本体メモリーへデータをロード
したり、本機の本体メモリーのデータをセーブすることができます。

Note:使用するSD/MMCカードは、使う前に必ず本機でフォーマッ
ト（初期化）してください。
他の機材（パソコンやデジタル・カメラなど）でカードをフォーマッ
トしないでください。本機以外でフォーマットしたカードを使った
場合は、正しく動作しない場合があります。

Note:本機には SD/MMC カードは附属していません。別途購入を
お願いします。

Note:本機で使用できるSD カードは、動作電圧2.7V～ 3.6V、容
量16MB～2GBのSDカードとIDタグ付きSDカードになります。

SDカードとMMCカード取り扱い
・ ロード、セーブやフォーマットしているときは絶対にカードを取

り外さないでください。取り外した場合は、データ、カードおよ
び本機の回路を破損する場合があります。

・ SD/MMC カードは、精度部品です。無理な力で曲げたり、落下
などして衝撃を与えないようにしてください。また、水に濡らし
たり、ヒーターの前や、自動車の中など高温になる場所に放置し
ないでください。

・ 急激な温度変化や、結露が発生する場所、直射日光のあたる場所
での使用や保管は避けてください。

・ 静電気や電気ノイズの発生しやすい場所でのSD/MMCカードの
使用や保管は避けてください。

・ SD/MMC カードの金属端子部分に触れないでください。

・ SD/MMC カードを使っていないとき、静電気やほこりによる損
害を受けるのを妨ぐため、カードに附属していたケースに保存し
てください。

・ SD/MMC カードを乳幼児の手の届くところに置かないでくださ
い。誤って飲み込む恐れがあります。万一、飲み込んだと思われ
る場合は、直ちに医師にご相談ください。

・ ご購入になったSD/MMCカードに附属しているマニュアルを良
く読んで使用して下さい。

SDカードのプロテクト
SD カードは、うっかり上書きして、データが消失するのを妨ぐこと
のできる、ライト・プロテクト・スイッチがあります。
カードのスイッチを書き込み禁止に設定しておけば、上書き、デー
タの消去、フォーマットすることができなくなります。
最初にカードにデータを保存するときは、スイッチを書き込み許可
にします。

カードの挿入 /取り外し
カードの挿入
カードを正しい方向（ラベル面が上）で挿入してください。
接触金属面が下で、かけている角は向かって左側になります。

カードの取り外し
カードを軽く押し込みます。手を離すとカードは少し飛び出します。

Note:カードを取り外すときは、無理矢理引き抜かないでください。
カードやスロットの故障の原因になります。

Note:使用するSD/MMCカードは、使う前に必ず本機でフォーマッ
ト（初期化）してください。
他の機材（パソコンやデジタル・カメラなど）でカードをフォーマッ
トしないでください。本機以外でフォーマットしたカードを使った
場合は、正しく動作しない場合があります。

データを別々のフォルダで構成する
データを浅い階層（メイン・レベル）に置いた別々のフォルダに保
存することをお薦めします。階層が深くなると、本機とカードとの
データのやり取りに時間がかかる場合があります。

ライト・プロテクト・ 
スイッチ 

プロテクト 
(書き込み禁止） 

SDカード・スロット 

SDカード 
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MIDI とは？

概要
MIDI はMusical Instruments Digital Interface の略で、2 台の
楽器、またはコンピューターと楽器を接続できるインターフェース
です。
ソフトウェア的な見方をすると、MIDI は発音ノートとそれらをコン
トロールするためのメッセージを記述するプロトコルであるといえ
ます。

3種類のMIDI 端子
MIDI IN 端子は接続先の機器からデータを受信します。
MIDI OUT端子は接続先の機器にデータを送信します。
MIDI THRU 端子は MIDI IN 端子で受信したデータそのままを送信
します（複数の楽器をデイジー・チェーン（直列接続）させるとき
に便利です）。

USB 端子
MIDI IN、MIDI OUT 端子と 2 本のケーブルを 1 つのUSB 端子と
ケーブルで代用することができます。両方の端子は同時に使用できま
す。これにより、本機とパソコンをUSB端子を使って接続し、さら
にMIDI 端子を使って他の楽器とも同時に接続することができます。

チャンネルとメッセージ
MIDI ケーブルでは 16 チャンネルのデータを送信します。各 MIDI
チャンネルをテレビのチャンネルだと考えてみましょう。受信機と
送信機が同じチャンネルに設定されていることが必要です。同じこ
とがMIDI メッセージにも言えます。チャンネル1 でノート・オン・
メッセージを送信すると、受信機器ではチャンネル 1 でのみ、その
メッセージを受信することができます。これによって、マルチティ
ンバー、つまり複数サウンドの再生が可能となります。1 台のMIDI
楽器上で、複数のサウンドが演奏できるわけです。
メッセージはいろいろありますが、ここでは一般的によく使われる
ものを紹介します。

ノート・オン
「指定チャンネルでノートを弾きなさい」というメッセージです。
ノートは音名（C4は中央Cの音符）に対応した番号（60がC4に
該当）で表されます。
ノート・オフ・メッセージは、「弾いていた鍵盤から手が離れた」と
いうメッセージです。場合によっては、ノート・オフの代わりにベ
ロシティ値を 0 に設定したノート・オン・メッセージを使うことが
あります。
ノート・オン・メッセージとベロシティの値が常に送信されます。こ
の値は、そのノートを演奏する音量です。

アフター・タッチ
このメッセージは、ノートを弾いた後、そのまま鍵盤を押し続ける
ことによって発生します。通常ビブラートまたは他のサウンド・パ
ラメーターをコントロールします。

ピッチ・ベンド（PB）
ジョイスティックを X 軸方向（左右）に動かすと、このメッセージ
を送信されます。音程が上または下に変化します。

プログラム・チェンジ（PC）
プログラムを選択すると、プログラム・チェンジ・メッセージがそ
のチャンネルで生成されます。これをコントロール・チェンジ00と
32 と一緒に使用すれば、シーケンサーやマスター・キーボードから
本機のデータを選択できます。

コントロール・チェンジ（CC）
楽器のパラメーターのほとんどをコントロールする多様なメッセー
ジです。以下に例を挙げます。

･ CC00 またはバンク・セレクト MSB、および CC32 またはバ
ンク・セレクト LSB
このメッセージのペアをプログラム・チェンジ・メッセージと一
緒に使ってプログラムを選択します。

･ CC01 またはモジュレーション
ジョイスティックを奥側（向こう側）へ倒すのと同じです。普通
はビブラート効果を生みます。

･ CC07 またはマスター・ボリューム
チャンネルの音量を設定します。

･ CC10 またはパン
チャンネルのステレオ音像での位置を設定します。

･ CC64 またはダンパー・ペダル
ダンパー・ペダルの動作をシミュレートします。

テンポ
テンポはグローバルMIDI メッセージで、特定チャンネルに限られた
ものではありません。各ソングにはテンポ・データが含まれています。

歌詞データ
歌詞データは再生音楽と共にその歌詞のテキストを表示させるもの
で、標準のMIDIイベントではありません。本機では市販の歌詞デー
タの形式のほとんどを読み込めますが、英語のみの対応になります。
本機は、日本語の歌詞データを表示することができませんので、ご
了承ください。

USBを経由してMIDI を使う

本機はMIDI データをMID 端子でなくてUSB 端子を使ってパソコ
ンと送受信することができます。
このように、専用のMIDIインターフェースを使わなくても本機とパ
ソコンを接続することができます。
大部分のMIDI機能が、特別なソフトウェアの必要なしで Windows
XP/VistaまたはMac OS Xコンピューターの上で使うことができ
ます。しかし、より完全にすべてのMIDI機能を使うためには“KORG
USB MIDI Driver”をインストールしてください。
KORG USB MIDI Driver は附属の CD に、関連するソフトウェア
とともに収められています。
詳細は214ページ“KORGUSB-MIDI Driver のインストール”を
ご覧ください。

スタンダードMIDI ファイル

MIDI ファイル、またはスタンダードMIDI ファイル（SMF）は別の
楽器やコンピューターとの間でソング・データのやりとりをする上
で実用的なものです。
本機ではソング形式の初期設定がSMF形式なので、コンピューター
からソングを読み込んだり、コンピューターのソフトウェアで読め
るソングを保存することが簡単にできます。また内蔵シーケンサー
はスタンダードMIDI ファイルのフォーマット 0（全データを1 ト
ラックに収容した、一般的なフォーマット）と、フォーマット1（マ
ルチトラック）に対応しています。このスタンダードMIDIファイル
はソング・プレイ・モードで読み込んで、シーケンサー・モードで
エディットや保存ができます。また、シーケンサー・モードで、ソ

MIDI
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ングをスタンダード MIDI ファイルのフォーマット0 で保存するこ
とができます。
ソング・プレイ・モードで は、Solton、M-Live（Midisoft）、
Tune1000 および対応フォーマット（Edirol、GMX、HitBit、XF）
のスタンダードMIDIファイルの歌詞を表示できます。また、Solton 、
M -Live（Midisoft）、GMX、XFの各フォーマットの SMFのコー
ド省略記号も表示できます。
スタンダード MIDI ファイルは、通常ファイル名に“.MID”または
“.KAR”拡張子がついています。

General MIDI 規格

数年前、楽器業界は規格を追加する必要性に迫られました。そこで
生まれたのがGeneral MIDI （GM）です。これは基本的なMIDI規
格を拡張し、楽器間の互換性に関して新しい規格を定めたものです。

･ 最低16のMIDI チャンネルが必要

･ 128個のプログラムが正しい順序で並んだ基本セットが必要

･ ドラム・キットの順序が規定されている

･ チャンネル10がドラム・キット専用

近年の規格拡張で GM2 が設定され、プログラムのデータベースが
拡張されています。本機は、サウンド面でこの GM2 規格に対応し
ています。

グローバル・チャンネル

グローバル設定が割り当てられているチャンネル（193 ページ
“MIDI: MIDI In Channels”参照）は、本機のキーボードをシミュ
レートできます。本機がマスター・キーボードに接続されていると
き、本機のグローバル・チャンネルで送信が行われます。
グローバル・チャンネルで受信したMIDIメッセージは、SPLITキー
の設定によるスプリット・ポイントに影響されます。このため、
SPLIT キーの LED が点灯しているとき、本機のグローバル・チャ
ンネルで受信したノートは、スプリット・ポイントを中心として、
UPPER（スプリット・ポイントより右）、LOWER（スプリット・
ポイントより左）のパートに分れます。
グローバル・チャンネルで受信したノートは、自動伴奏のコード認
識に使用されます。SPLITキーがオンになっていると、スプリット・
ポイントより低いノートのみが使われます。これらのノートは、コー
ド1 チャンネルとコード2チャンネルのノートとミックスされます。

コード1チャンネルと
コード2チャンネル

2系統のコード・チャンネル（193ページ）を使って、本機にコー
ド認識用のノートを送信することができます。こうして送信された
ノートは、グローバル・チャンネルで受信したノートとミックスさ
れます（SPLIT キーの LED が点灯している場合は、グローバル・
チャンネルで受信したノートは、スプリット・ポイントより低い鍵
盤域で認識されます）。
コード・チャンネルはスプリット・ポイントとは関係なく、パネル
上のSPLITキーの操作にも影響を受けません。スプリット・ポイン
トより高いノートと低いノートすべてがコード認識されます。
SPLITキーは、コード・チャンネルに対して特別な効果があります。

･ スプリット LEDが点灯しているときは、スタイル・プレイ・モー
ドの97ページ“Chord Recognition（コード認識）”パラメー
ターによってコード認識が設定されます。

･ スプリット LED が消灯しているときは、コード認識は常に
Fingered 3 になります（コードを検知させるために少なくとも
3音を同時に弾くことが必要です）。スプリットをオフにする前に

コード認識にExpert が選択されていると、それは選択されたま
まで残ります。

これらの 2 つのチャンネルは、アコーディオンを演奏するときに便
利です。片方のチャンネルをコード演奏に、もう片方のチャンネル
を左手のベース用に割り当てることができるからです。こうして、
コードとベースが、自動伴奏のコード認識のためのコードの作成に
役に立ちます。

コントロール・チャンネル

MIDI IN チャンネルをコントロール・チャンネル（193ページ）と
して設定して、外部機器からスタイルやパフォーマンスを選択でき
ます。本機内蔵データに対応するメッセージのリストは、付録を参
照してください。

MIDI セットアップ

外部コントローラーを使って本機を音源として演奏するという、贅
沢な使い方ができます。MIDI チャンネルの設定が簡単にできるよう
に、本機ではMIDIセットアップをいくつか用意しました。
（スタイル・プレイ・モードは98ページ“Midi Setup（MIDI セッ
トアップ）”、ソング・プレイ・モードは、150 ページ“Midi Setup
（MIDI セットアップ）”、シーケンサー・モードは150ページ“Midi
Setup（MIDI セットアップ）”参照）
各MIDIセットアップはそれぞれ基本設定として、必要に応じて自由
に変更してください。
最適なMIDIセットアップを選択したら、パラメーターを適宜調節し
て、ライト機能を使ってグローバル設定をメモリーに保存します
（194ページ“Write Global - Midi Setup ダイアログ・ボックス”
参照）。

マスター・キーボードとの接続

マスター・キーボードやその他のMIDI キーボードを接続して本機を
コントロールすることができます。マスター・キーボードのMIDIOUT
端子と、本機のMIDI IN 端子を接続します。マスター・キーボードが
本機のグローバル・チャンネルと同じチャンネルでデータを送信すれ
ば、マスター・キーボードが本機の一部となります。

マスター・キーボードが本機のグローバル・チャンネルで送信する
と、スプリット・ポイントと、パネル上のSPLIT キーの状態が、マ
スター・キーボードから受信するノートに影響します。

MIDI IN

MIDI OUT
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接続と設定
以下の手順でマスター・キーボードと本機を接続します。 
1. マスター・キーボードのMIDI OUT端子を本機のMIDI IN端子に

接続します。 

2. 本機のグローバル・チャンネルで受信するよう、マスター・キー
ボードをプログラムします（191 ページ“MIDI: MIDI In
Channels”参照）。

マスター・キーボードをプログラムする方法については、お手
持ちのマスター・キーボードの取扱説明書をお読みください。 

3. MIDI セットアップパラメーターを選びます。
グローバル・モードの“MIDI: MIDI Setup / General
Controls”、またはスタイル・プレイ、ソング、プレイ、シーケ
ンサー・モードのMIDI セットアップのページで設定します。

Note: MIDI セットアップは、スタイル・プレイ、ソング、プレ
イ、シーケンサー・モードごとに設定することができます。サウ
ンド・モードに入ると、自動的に“1-Default”MIDIセットアッ
プが選ばれます。異なる操作モードに切り替えると、MIDI セッ
ティングも変更されます。現在のMIDI セットアップはグローバ
ル・モードで確認できます。 

4. マスター・キーボードのセットアップを選択します。

Note: 新しいデータをカードからロードすると、設定が変更され
ることがあります。別の設定がロードされないようにするには、
グローバル・プロテクト機能（205 ページ“Global Protect”
参照）を使ってください。 

5. 各操作モードのMIDI セットアップを保存するときは、グローバ
ル・モードのページ・メニューから、“Write Global-Style
Setup”、“Write Global-Song Play Setup”、“Write Global-
Seq. Setup”、“Write Global-Global Setup”コマンドを選択
します。 

6. MODEセクションのキーを押して、希望の操作モードに入ります。

MIDI アコーディオンとの接続

MIDI アコーディオンには様々なタイプがあり、そのタイプによって
本機での設定も異なります。適切なアコーディオンの MIDI セット
アップ（Accordion）を選択してください（191ページ参照）。

接続と設定
以下の手順でMIDI アコーディオンを本機に接続します。 
1. アコーディオンのMIDI OUT端子を本機のMIDI IN 端子に接続

します。 

2. MIDI セットアップを選択します。
グローバル・モードの“MIDI: MIDI Setup / General
Controls”、またはスタイル・プレイ、ソング、プレイ、シーケ
ンサー・モードのMIDI セットアップのページで設定します（98
ページ“Midi Setup（MIDI セットアップ）”、150ページ“Midi
Setup（MIDI セットアップ）”）。

Note: MIDI セットアップは、スタイル・プレイ、ソング、プ
レイ、シーケンサー・モードごとに設定することができます。
サウンド・モードに入ると、自動的に“1-Default”MIDIセッ
トアップが選ばれます。異なる操作モードに切り替えると、
MIDIセッティングも変更されます。現在のMIDIセットアップ
はグローバル・モードで確認できます。 

3. MIDI セットアップのAccordion を選択します。

Note: 新しいデータをカードからロードすると、設定が変更さ
れることがあります。別の設定がロードされないようにするに
は、グローバル・プロテクト機能（205 ページ“Global
Protect”参照）を使ってください。 

4. 各操作モードのMIDI セットアップを保存するときは、グローバ
ル・モードのページ・メニューから、“Write Global-Style
Setup”、“Write Global-Song Play Setup”、“Write Global-

Seq. Setup”、“Write Global-Global Setup”コマンドを選択
します。 

5. MODEセクションのキーを押して、希望の操作モードに入ります。

外部シーケンサーとの接続
本機をマルチ・ティンバーのエクスパンダーとして使って、外部シー
ケンサーでソングをプログラムできます。

接続と設定
本機をコンピューターに接続するには、MIDIインターフェース搭載
のコンピューターが必要です。 
1. 本機とコンピューターを USB で接続するときは、“Installing

the Korg USB MIDI Driverのインストール”の説明に従って、
Korg USB MIDI Driverをインストールしてください。  

2. 本機とコンピューターをUSB端子またはMIDI 端子を使って下
図のように接続します。 

3. 外部のシーケンサーの“MIDI Thru”機能を有効にします。 

4. GLOBAL キーを押して、190 ページ“MIDI: MIDI Setup /
General Controls”ページの“Local Control On”パラメーター
のチェックを外します。この状態をローカル・オフと呼びます。 

5. SEQUENCERキーを押して、シーケンサー・モードに入ります。
179ページ“Preferences: Sequencer Setup”を表示しま
す。Ext.Seq セットアップを選択します。

Note: 新しいデータをカードからロードすると、設定が変更され
ることがあります。別の設定がロードされないようにするには、
グローバル・プロテクト機能（205 ページ“Global Protect”
参照）を使ってください。 

6. グローバルのMIDI セットアップを保存するときは、ページ・メ
ニューから、“Write Global-Seq. Setup”コマンドを選択しま
す。 

7. キーボードで演奏します。キーボードで演奏されたノートが、本
機のMIDI OUT 端子からコンピューター/MIDI インターフェー
スのMIDI IN 端子へ送られます（USB端子で接続しているとき
は、本機のUSB端子からコンピューターの USB端子へノート
が送られます）。
コンピューターで生成したノート（シーケンサーで再生したソン
グなど）は、MIDI インターフェースのMIDI OUT端子から本機
のMIDI IN端子へ送信されます（USB端子で接続しているとき
は、コンピューターのUSB端子から本機の USB端子へノート
が送られます）。

MIDI OUT

MIDI IN

MIDI OUT USBMIDI IN
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ローカル・オフ
本機を外部シーケンサーに接続するときは、本機をローカル・オフ・
モード（190 ページ“Local Control On”参照）に設定すること
で、キーボード上のノートとシーケンサーからの MIDI イベントの
ノートが同時に再生されないようにしてください。
本機がローカル・オフになっていると、キーボードの演奏データを
外部シーケンサーへ送信しますが、内蔵音源のデータは送信されま
せん。つまり、鍵盤部分と音源部分が切り離された状態になります。
シーケンサーは本機の鍵盤で弾いたノートを受信し、それをソング
の指定トラックへ送信します。そのトラックが今度は、そのデータ
を本機の内蔵音源に送信する、という仕組みになります。
Note: データを本機の音源部に送信するには、外部シーケンサーの
“MIDI Thru”機能が有効になっていることが必要です（この機能は
シーケンサーのタイプによって違う名前が付いているかもしれませ
んが、通常は有効になっています）。詳細は、シーケンサーの取扱説
明書をお読みください。

サウンド
MIDI メッセージのバンク・セレクトMSB、バンク・セレクト LSB
（バンクを選択する 2 つのメッセージ）とプログラム・チェンジ・
メッセージ（プログラムを選択するメッセージ）を使って、コン
ピューターのシーケンサーで再生するソングのプログラムを、本機
のプログラムから選択することができます。プログラムとMIDIメッ
セージの値のリストは、詳細はアクセサリーCD の“各種リスト”、
サウンド（Sound）：プログラム・チェンジ・ナンバー順を参照して
ください。

コンピューターでソングをプログラムする方への提案：
必須条件ではありませんが、通常はベースを 2 チャンネル、メロ
ディーを4 チャンネル、ドラム・キットを10チャンネル、外部ボ
イス・ハーモナイザーのコントロールを 5チャンネルに設定するこ
とをおすすめします。

本機から他の楽器をコントロール

本機をマスター・コントローラーとして、他の楽器をコントロール
するMIDIセットアップができます。 
1. 本機のMIDI OUT端子を別の楽器のMIDI IN端子に接続します。 

2. 別の楽器のトラックを、本機から演奏するのと同じチャンネルに
設定します。例えば、アッパー1トラックとアッパー 2トラッ
クを、別の楽器のサウンドで演奏する場合は、その楽器が、アッ
パー1 トラックとアッパー2トラックと同じチャンネルでデー
タを受信するように設定します（初期設定では 1 チャンネルと
2チャンネルです）。 

3. 楽器の音量をその楽器の音量コントロールで調節します。 

4. 本機パネル上で、トラックのミュート設定 /解除をします。各ト
ラックの音量は、画面のバーチャル・スライダーで調節します。 

5. 本機のキーボードを弾きます。

鍵盤（キーボード）
本機の鍵盤では、MIDI OUT 端子から最高4 トラック（UPPER1
～ 3、LOWER）までを送信できます。MIDI 送信チャンネルはグ
ローバル・モードで設定します（191 ページ“MIDI: MIDI Out
Channels”参照）。
初期設定（“1-Default”MIDI Setup）では、リアルタイム・トラッ
クそれぞれが、以下のチャンネルで送信されます。

トラックをミュートすると、そのトラックから、MIDI OUT 端子に
接続した外部エクスパンダーやシーケンサーへは、MIDI データは送
信されません。
外部エクスパンダーのサウンドだけを聴きたい場合は、本機の
MASTER VOLUMEスライダーを下げるか、リアルタイム・トラッ
クを外部（External）に設定します（174 ページ“Track Controls:
Mode”参照）。

シーケンサー
任意のシーケンサー・トラックを外部機器のチャンネルに送信でき
ます。各トラックの MIDI 送信チャンネルの設定は、191 ページ
“MIDI: MIDI Out Channels”を参照してください。
外部エクスパンダーのサウンドだけを聴きたい場合は、本機の
MASTER VOLUMEスライダーを下げるか、ソング・トラックを外
部（External）に設定します（174 ページ“Track Controls: Mode”
参照）。
本機で使用しているシーケンサーに従って、MIDI セットアップの
“Sequencer 1”か“Sequencer 2”を選択して、以下のように
チャンネルを設定します。

アレンジャー
MIDIのもっとも興味深い特長の1つは、本機を使って、アレンジャー
を搭載した外部機器を演奏できることです。もちろん本機の高品位
な音質にまさるものはありませんが、使い慣れた古いシンセサイ
ザーも利用する、ということもあるでしょう。
本機のスタイル・トラックを外部機器で演奏するには、そのトラッ
クを外部（External）に設定します（174 ページ“Track Controls:
Mode”参照）。
MIDI セットアップの“Default”を選択して、以下のようにチャン
ネルを設定します（これは本機の初期設定です）。

トラック アウト・チャンネル l

アッパー 1 1

アッパー 2 2

アッパー 3 3

ロワー 4

トラック アウト・チャンネル l

ソング 1 ～16 1 ～16

トラック アウト・チャンネル

ベース 9

ドラム 10

パーカッション 11

Acc（アカンパニメント）1 ～5 12～ 16

トラック アウト・チャンネル l
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コンピューターとの接続
本機ではMIDIを利用するときに、MIDI端子以外にUSB端子を使っ
てもコンピューターと接続できます。このため、MIDIインターフェー
ス機器を用いなくても本機とコンピューターを接続し、MIDI音源と
して使ったり、入力用キーボードとして使うことができます。

コンピューターとの接続

下記の“KORG USB-MIDI Driver の動作環境”の条件を満たすコ
ンピューターと本機をUSB で接続するときは、KORG USB-MIDI
Driver を使用してください。

KORG USB-MIDI Driverの動作
環境

Windows
対応コンピューター :Microsoft Windows XP / Vistaの動作環境
を満たすUSBポート搭載のコンピューター

対応OS:Microsoft Windows XP / Vista
（x64 Edition用ドライバはベータ版です。）

Macintosh
対応コンピューター : Mac OS X の動作環境を満たすUSB ポート
搭載のApple Macintosh

対応OS:Mac OS X 10.3 以降

上記の環境を満たしていても、お客様がご使用になるコンピュー
ターによっては動作しないこともあります。あらかじめご了承くだ
さい。

使用前のご注意

本製品のソフトウェアの著作権は、すべて（株）コルグが所有して
います。

本製品のソフトウェアの使用許諾契約が別途に付属されています。
ソフトウェアをインストールする前に、必ずこの使用許諾契約をお
読みください。ソフトウェアをインストールすると、この契約にご
同意いただいたことになります。

Windows: KORG USB-MIDI
Driverのインストール方法

KORG USB-MIDI Driver Tools をインストールしてから、本機と
コンピューターをUSBケーブルで接続します。

Note: ドライバーのインストールは、USB のポートごとに必要で
す。KORGUSB-MIDI Driver for Windows を、インストール
したときと異なる USB ポートに、本機を接続して使用する場
合は、同様の手順で新たに、KORG USB-MIDI Driver をイン
ストールし直してください。 

1. 付属CD-ROMをコンピューターのCD-ROMドライブに挿入し
ます。 

2. 通常、“KORG Digital Piano Application Installer”が自動
的に起動します。
コンピューターの設定などで自動的に起動しない場合は、CD-
ROM の中の“KorgSetup.exe”をダブルクリックします。 

3. 画面の表示に従ってインストールをしてください。  

4. 本機の電源を入れてコンピューターと初めてUSBケーブルで接
続すると、自動的にWindows標準のUSB MIDI ドライバーが
インストールされます。 

5. タスクバーの「スタート」→「すべてのプログラム」→「KORG」
→「KORG USB-MIDI Driver Tools」→「インストール・マ
ニュアル」の順にクリックし、インストール方法を表示します。  

6. タスクバーの「スタート」→「すべてのプログラム」→「KORG」
→「KORG USB-MIDI Driver Tools」→「KORG USB-MIDI
デバイスのインストール」の順にクリックし、インストール・プ
ログラムを表示します。 

7. 画面の表示に従って KORG USB-MIDI Driver インストールを
してください

本機とドライバのポートについて
KEYBOARD ポート

本機のMIDIメッセージ（鍵盤やコントローラーのデータ）を、コン
ピューターのアプリケーションで受信するときに使用します。

SOUNDポート

コンピューターのアプリケーションのMIDI メッセージを、本機の内
部音源で発音させるときに使用します。

Mac OS X:KORG USB-MIDI
Driver のインストール方法 

1. 付属CD-ROMを、コンピューターのCD-ROMドライブに挿入し
ます。 

2. CD-ROM の中の、「KORG USB-MIDI Driver」フォルダ内にあ
る、「KORG USB-MIDI Driver.pkg」をダブルクリックして、
インストーラーを起動し、表示に従ってインストールをしてくだ
さい。

本機とドライバのポートについて
KEYBOARD ポート

本機のMIDIメッセージ（鍵盤やコントローラーのデータ）を、コン
ピューターのアプリケーションで受信するときに使用します。

SOUNDポート
コンピューターのアプリケーションのMIDI メッセージを、本機の内
部音源で発音させるときに使用します。

KORG USB-MIDI Driver のインストール
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SHIFT キーを押しながら、フロント・パネルのキーを押すことで、
さまざまなページへ移動することができます。以下はショートカッ
トのリストです。

ほかにも、SHIFTキーを使用しないショートカットもあります。

ショートカット

SHIFT キー + 機能

各モード

PLAY PIANO グローバル・モードの General Controls、
Basic ページに移動

TEMPO/VALUE
ダイヤル

テンポの設定

スクロール・アロー ソングやソングブックのエントリーのリスト
を、アルファベット順の次か前の先頭に移動。
メディア・モードでも同等の動き

SOUND 選択されたトラックに割り当てられたサウンド
のサウンド・モードに移動

GROBAL グローバル・モードの MIDI、Setup Gen. Ctl
ページに移動

MEDIA メディア・モードのPreferences ページに移動

START/STOP パニック・キー

SYNCRO
（両方一緒に押す）

グローバル・モードの MIDI、Setup Gen. Ctl
ページに移動

TEMPO LOCK グローバル・モードの General Controls、
Lockページに移動

SONGBOOK ソングブック・モードのCustom Listページ
に移動

TRANSPOSE
（両方一緒に押す）

グローバル・モードのGeneral Controls、
Transpose Controlページに移動

スタイル・プレイ・モード

STYLE PLAY エディット・セクションの Preferences、
Style Setup ページに移動

MEMORY エディット・セクションの Preferences、
Style Pref. ページに移動

VARIATION1...4
または、FILL1...3

エディット・セクションの Style Controls、
Drum Fill ページに移動

FADE IN/OOT グローバル・モードのGeneral Controls、
Basic ページに移動

ACCOMP. メイン・ページのスプリット・パネルのChord
Recognitionパラメーターの選択

SPLIT エディット・セクションの Keyboard/
Ensemble、Key Velocity ページに移動

ENSEMBLE エディット・セクションの Keyboard/
Ensemble、Ensemble ページに移動

PAD エディット・セクションの Padページに移動

UPPER OCTAVE
（両方一緒に押す）

エディット・セクションのMixer/Tuning、
Tuningページに移動

STYLE Write Current Style Performance画面の表示

SOUND/
PERFORMANCE

Write Performance画面の表示

STS Write STS画面の表示

ソング・プレイ・モード

SONG PLAY エディット・セクションのPreferences、
General Control ページに移動

再生 / 停止
SEQUENCER 1/2

各シーケンサーのシンクロ・スタート

UPPER OCTAVE
（両方一緒に押す）

エディット・セクションのMixer/Tuning、
Tuningページに移動

FADE IN/OOT グローバル・モードのGeneral Controls、
Basic ページに移動

SPLIT エディット・セクションのKeyboard/
Ensemble、Key Velocity ページに移動

PAD エディット・セクションのPadページに移動

SOUND/
PERFORMANCE

Write Performance 画面の表示

ジュークボックス・モード

>> ジュークボックス・リストの次の曲に移動

<< ジュークボックス・リストの前の曲に移動

シーケンサー・モード

SEQUENCER エディット・セクションのPreferences、
Sequencer Setupページに移動

UPPER OCTAVE
（両方一緒に押す）

エディット・セクションのMixer/Tuning、
Tuningページに移動

スタイル・プレイ・モード

EXIT + MENU
キー
（一緒に押す）

オリジナル・テンポ

グローバル・モード

GLOBALキー
（数秒押し続ける）

タッチ・パネル・キャリブレーション画面

SHIFTキー + 機能
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トラブル・シューティング
問題 対応 ページ

一般的な問題

電源が入らない 次の項目を確認してください。
･電源コードがコンセントに接続されていますか?
･電源コードが AC電源端子に接続されていますか ?
･本機が破損していませんか ?
･電源には問題がありませんか?

電源スイッチがオンになっていますか?

それでも電源が入らない場合は、コルグ・サービス・センターへ連絡してください。

音が出ない ヘッドホンのプラグは PHONES 端子に差し込まれていませんか? このときは、内蔵のスピー
カーから音が出ません。

20

アンプまたはミキサーへの接続をチェックしてください。 20

アンプ・システムのすべての機器の電源が入っていますか ?

本機のMASTER VOLUME スライダーの位置が、“0”以外になっていますか ? 12

“Local Control On”パラメーターが、オフになっていませんか ? オンにしてください。 188

“Speakers On/Off”パラメーターが、オフになっていませんか？オンにしてください。 190

“Attack”パラメーターの値が高すぎませんか？低い値に設定し、音が早く立ち上がるようにして
ください。“Volume”パラメーターの値が、低すぎませんか？高い値に設定してください。

91

低いノートが出力できない SPLIT キーが点灯していると、リアルタイム・トラックはロワー（低音、スプリット・ポイント
以下）とアッパー（高音、スプリット・ポイント以上）に分割されています。
ロワー・トラックにミュートが掛かっていませんか? ミュートを解除してください。

34

サウンドが違っている ユーザー・バンクにエディットされたデータが入っていませんか? ソング、またはスタイルに適し
たデータをロードしてください。

195

ユーザー・ドラム・キットにエディットされたデータが入っていませんか? 適切なドラム・キット
をロードしてください。

195

スタイル、あるいはパフォーマンスがエディットされていませんか ?適切なデータ（スタイル、あ
るいはパフォーマンス）をロードしてください。

195

サウンドが止まらない ダンパー・スイッチやペダル・スイッチの極性のパラメーターが正しく設定されていることを確認
してください。

187

サウンドが途切れることがある 最大同時発音数を超えています。本機は前に鳴っている音を消して、後で押さえた音を優先的にな
らす仕組みになっているため、最大同時発音数を越えると音が切れてしまいます。本機の音色の中
には 1つの音色でも2 つ以上のオシレータ（音源回路の1 音分：ボイス）から、構成されている
音色もあります。オシレータ（ボイス）が1 つから構成されている音色は最大同時発音数が80
音です。オシレータ（ボイス）が2 つから構成されている音色は最大同時発音数が40 音です。
レイヤーにして 2 つの音色を鳴らすとき、ダンパー・ペダルを使用するときなどは、最大同時発音
数を考えて音色を上手に選んでください。

選択したスタイル、ソングが
スタートしない

“Clock Source”パラメーターの設定が、“Internal”になっていることを確認してください。外
部機器のMIDI クロックを使用するときは、設定を“Ext. MIDI”にします。そして外部機器を設
定し、外部機器から本機へMIDI クロックが送信されようにします。

188

MIDI 信号に反応しない すべてのMIDI、またはUSBケーブルが正しく接続されていることを確認してください。 207

外部機器からのデータが、本機で設定したMIDI 受信チャンネルを介して、送られていることを確
認してください。

189

本機のMIDI IN フィルターがMIDI メッセージの受信を阻害していないことを確認してください。 190

パーカッション楽器のサウンドが
正しく演奏されない

ドラム・トラックが“Drum”モードに設定されていて、外部機器がトランスポーズしていないこ
とを確認してください。

90

パーカッション楽器でクリック音
が出る

これはサウンドの一部で、故障ではありません。

パフォーマンス、スタイル、STS
を選択後、バックグランド・ノイ
ズが聞こえる

選択したパフォーマンス、スタイル、または STS で、古いレコード盤の雑音をシミュレーション
したエフェクト“15: St. Analog Record”が呼び出されています。

メディア関連の問題

カードをフォーマットできない カードが正しく挿入されていますか ?

カードのライト・プロテクト・スイッチは、プロテクト位置になっていませんか？

カードにデータを保存することが
できない

カードをフォ－マットしましたか? 202

カードが正しく挿入されていますか ?

カードのライト・プロテクト・スイッチは、プロテクト位置になっていませんか？

カードは、本機と互換性を持つデータを含んでいますか？ 193
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仕様
コルグ Pa588
鍵盤

鍵盤 88 キー、リアルウエイテッド・ハンマー・アクション3（RH3）

サウンド

トーン・ジェネレーター 80 ボイス、80 オシレーター

マルチ・ティンバー 内部 : 40チャンネル/ MIDI: 16チャンネル

工場出荷時サウンド 880 （ステレオ・ピアノ、GM2 サウンド含む）+ 56ドラム・キット

ユーザー・サウンド 128+ 64ドラム・キット

エフェクト マスター（ステレオ）× 4+ ファイナル・マスター EQ

リアルタイム、パッド・トラック 4 （アッパー 1、2、3、ロー）＋パッド×4

パフォーマンス 256 ユーザー・プログラム（書き換え可）

スタイル

工場出荷時スタイル 最大 448、プリロード・スタイル: 320

ユーザー・スタイル 64 （すべてのスタイルは書き換え可）

アレンジャー・トラック 8

スタイル・レコード 記録 / エディット、ギター・モード

パターン/コード・バリエーション 3 イントロ、3エンディング、3フィルを含む各スタイルあたり最大 42パターン

シングル・タッチ・セッティング （STS） 最大 512 × 4 （リアルタイム・トラック + アカンパニメント・トラック）

シーケンサー

XDS ダブル・シーケンサー 各シーケンサー独立トランスポート・コントロール、バランス・スライダー

トラック 16 + 16

シーケンサー・エディット 録音 / エディット

バッキング・シーケンス（クイック録音） リアルタイム録音 / エディット、ステップ録音/エディット

その他

ソングブック 編集可

アラビック・スケール 編集可

パッド 4 + STOP キー

内蔵フラッシュ・メモリー（SSD） 16 MB （オペレーティング・システム、ミュージカル・リソース）

記憶媒体 SD メモリーカードまたは MMC

アンプ/ スピーカー 2 ×15 W/2 デュアル・コーンスピーカー （10 cm）

インターフェイス

LCD 320 × 240グラフィカル・タッチ・スクリーン

コントロール ジョイスティック、ダイヤル

プログラマブル・コントロール 1 スイッチ + 1 スライダー

カーソル リアルタイム・マスター・ボリューム、Acc/Seq-リアルタイム・ボリューム・バランス

スイッチ トランスポーズ、メモリー、マニュアル・ベース、フェード、タップ、シンクロ、アンサンブル

コネクター

MIDI 2（IN 、OUT）

USB 1 （USB1.1フル・スピード）

アウトプット 2 （L/MONO、R）

インプット 2 （L/MONO、R）

ヘッドホン 1　（ステレオ）

ペダル 1 ダンパー、1アサイナブル・スイッチ/ ペダル

電源 附属 AC アダプターDC 12 V

オプション（別売）

エクスプレッション/ ボリューム・ペダル コルグ EXP-2/ コルグ XVP-10

ダンパー・ペダル / スイッチ・ペダル コルグ DS-2H /コルグ PS-1

電力、外形

消費電力 15 W

外形寸法 （W × D × H）/ 重さ 1416 ×533 × 949 mm（W ×D×H：スタンド、譜面台含む）/29 kg
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警 告
必ず2人以上で組み立ててください。

組み立て時の注意
正しく安全に組み立てるためには、以下の項目に注意して作業を
行ってください。

･ 部品の種類や向きを間違わないように注意して、手順通りに組
み立ててください。

･ デジタルピアノの本体をスタンドに固定する前に、本体前側に
力を掛けすぎると、本体が落下することがありますので、十分
に注意してください。

組み立て方法
お手持ちのプラスのドライバーを用意してください。 
1. 下記が全て揃っていることを確認してください。

A: スタンド（脚、固定用バーを含む） x 1

B: ペダル用バー（キャップ付き） x 1

C: ダンパー・ペダル x 1

D: デジタル・ピアノ本体 x 1

E: ACアダプター（本体） x 1

F: ACアダプター専用コード x 1

a: 長いネジ（M6 x 30） x 2

b: 短いネジ（M6 x 20） x 2

c: 本体固定ネジ（M6 x 20） x 2

d: ワッシャー x 2 

2. スタンド（A）の左右の脚（A”）を、イラストのように外側へ広
げてください。このとき、固定用バー（A’）の先を、上側に上
げるようにします。 

3. スタンド上部と固定用バー（A”）を、短いネジ（b）2つとワッ
シャー（d）2 つで留めます。ワッシャー（d）は、スタンドと
固定用バーとの間に挟み、これらを短いネジ（b）で締めてくだ
さい。 

4. ペダル用バー（B）の両端に付いているキャップ（e）を、それ
ぞれ取り外します。 

5. ペダル用バーの曲がった部分を、スタンド後部側にして置きま
す。フェルト部分を床面に接触させるようにして置いてくださ
い。ペダル用バーとスタンドの下部を合わせ、長いネジ（a）2
つで締めます。スタンドが傾いていないかどうかを確認し、手順
3、5 で固定したネジを、しっかり締めてください。 

6. ダンパー・ペダル（C）のくぼみ部分を、ペダル用バー（B）に
合わせて置きます。
スタンドがぐらつかないかどうかを確認してください。

スタンドの組み立て方

フェルト 
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7. デジタル・ピアノ（D）を2人以上で持ち上げ、デジタル・ピア

ノのゴム足の位置に注意しながら置きます。
左右 3 点のゴム足すべてを、ステーに乗せるように置いてくだ
さい。 

8. スタンドのステーの穴と本体固定用のネジ穴の位置を合わせ、本
体固定ネジ（c）がまっすぐに入るように位置を調整してください。
本体固定ネジ（c）2つとワッシャー（d）2つで、スタンド（A）
の下側からデジタルピアノ（D）と共にしっかりと固定します。
ワッシャー（d）は、本体固定ネジ（c）とスタンド（A）のス
テーとの間に挟んでください。

本体固定ネジ（c）は必ずまっすぐ入れてください。ななめに無
理矢理入れると故障の原因になる場合があります。 

9. ACアダプター本体に、専用コードを接続します。 

10. ACアダプターのプラグをDC IN端子と接続し、コードをデジタ
ル・ピアノのコード・フックに引っかけて固定します。

詳しくは、23ページ“ACアダプターの接続”を参照してくだ
さい。
次に、ダンパー・ペダルのプラグを、デジタル・ピアノのダン
パー端子と接続します。 

11. デジタル・ピアノを設置してください。このときは、平らで安定
した床かどうかを確認し、安全な場所へ置いてください。

デジタル・ピアノを設置するときは、スタンドがACアダプター
のコードを踏まないように注意してください。

組み立て後のチェック
･ 部品は余っていませんか？

部品が余ったときは、組み立て手順をよく見て、それらがどこ
で使用される部品なのかを確認してください。

･ 全てのネジが緩んでいないかを確認してください。

その他の注意
組み立てた後は、以下の項目に注意してください。

･ ネジの緩みについて
組み立て後、時間が経過すると、各部のネジが緩むことがあり
ますので、ネジが緩んでいないかを定期的に確認することをお
すすめします。また、スタンドの揺れが激しいと感じる場合は、
ネジが緩んでいる可能性があります。そのときは、ネジを締め
直してください。

･ 設置場所を移動するとき
デジタル・ピアノ本体をスタンドから取り外し、本体とスタン
ドを別々に移動してください。移動後は「スタンドの組み立て
方」に従い、組み立て直してください。

･ 分解について
スタンドを分解するときは、組み立て時の逆の順番で行ってく
ださい。分解後は、ネジなどの部品をなくさないように保管し
てください。

スタンドの裏から見た図 

 ステー 

ステー 
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
■保証書
本製品には、保証書が添付されています。
お買い求めの際に、販売店が所定事項を記入いたし
ますので、「お買い上げ日」、「販売店」等の記入を
ご確認ください。記入がないものは無効となります。
なお、保証書は再発行致しませんので、紛失しない
ように大切に保管してください。

■保証期間
お買い上げいただいた日より一年間です。

■保証期間中の修理
保証規定に基づいて修理いたします。詳しくは保証
書をご覧ください。
本製品と共に保証書を必ずご持参の上、修理を依頼
してください。

■保証期間経過後の修理
修理することによって性能が維持できる場合は、お
客様のご要望により、有料で修理させていただきま
す。ただし、補修用性能部品（電子回路などのように
機能維持のために必要な部品）の入手が困難な場合
は、修理をお受けすることができませんのでご了承
ください。また、外装部品（パネルなど）の修理、交
換は、類似の代替品を使用することもありますので、
あらかじめサービス・センターへお問い合わせくださ
い。

■修理を依頼される前に
故障かな？とお思いになったら、まず取扱説明書をよ
くお読みのうえ、もう一度ご確認ください。
それでも異常があるときは、サービス・センターへ
お問い合わせください。

■修理時のお願い
修理に出す際は、輸送時の損傷等を防ぐため、ご購
入されたときの箱と梱包材をご使用ください。

■ご質問、ご相談について
アフターサービスについてのご質問、ご相談は、サー
ビス・センターへお問い合わせください。
商品のお取り扱いについてのご質問、ご相談は、お
客様相談窓口へお問い合わせください。

WARNING!
この英文は日本国内で購入された外国人のお客様のための注意事項です

This Product is only suitable for sale in Japan.
Properly qualified service is not available for this
product if purchased elsewhere. Any unauthorised
modification or removal of original serial number
will disqualify this product from warranty
protection.

アフターサービス

お客様相談窓口 TEL 03（5355）5056

● サービス・センター: 〒 168-0073東京都杉並区下高井戸1-15-12
TEL 03(5355)3537　FAX 03(5355)4470
2006 EH Printed in Japan

本社： 〒206-0812 東京都稲城市矢野口4015-2  http://www.korg.co.jp/

 2008 KORG INC.
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